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あ い さ つ 

平 成 2 3 年 3 月 1 1 日 、 午 後 2 時 4 6 分 三 陸 沖 を 震 源 と す る 

マグニチュード「9 . 0」の大地震が發生し、この地震による 

大津波の襲来は、沿岸部を中心に未曾有の被害をもたらしま 

した。 

この大津波は、尊い命を奪い、美しい三陸海岸を形成する 

沿岸部の漁村をすさまじい破壞力で一瞬にして瓦礫の山に変 

えました。私たちの先人が脈々と築いてきた財座を無残な姿 

に突え、市民の生活基盤を奪い去りました。愛する家族を失 

い、住み慣れた家や生活を支える漁船、漁具、そして、職場 

を奪われた方々の悲しみは、言葉に表すことが出来ません。 

無念にも令回の大津波の犠牲になられた方々に心から哀悼の 

意を表し、また、被災を受けられました方々に心からお見舞い申し上げます。 

この度の「東日本大震災」に係る復旧 •復興に際しましては、多くの皆様から、樣々 

な形でご支援をいただいたところであります。特にも、国及び県におきましては、早期 

に現地入りをして、状況祀握をし、その村策に取り組んでいただき、「復興道路」とし 

て高規格幹線道路「八戸 •久慈自動車道」、地域高規格道路「三陸北縦貫道路」の早期 

完成を決断されるなど、多くのご支援をいただいているところであります。 

おかげをもちまして、復旧 •復興に向けた取り組みが強力に進められてきているもの 

と認識をいたしており、慈謝申し上げるものであります。 

顧みますと当市では、過去において水害や大火など幾多の災害を被ってきた歴史があ 

ります。今回の「東日本大震災」による被害は甚大でありますが、幾多の災害から不屈 

の精神で立ち上がってきた先人たちの労苦を思い起こし、市民の英知と努力を結集し、 

復興に立ち向かって行かなければなりません。 

当市におきましては、昨年 7月に県内被災地に先駆け「夂慈市復興計画」を市民の皆 

様のご理解のもと早期に策定することか'出来ました。当市の復興に向け「新たな視点に 

よる新たなまちづくり」を目標に据え、取り組んで参りたいと考えており、今後の当市 

の指針として、「復旧.復興そして飛躍」を実現し、久慈市総合計画に掲げます「夢•希望• 

未来に向かってひと輝くまら」に向かって皆様と共に取り組んでまいりたいと考えてお 

ります。 

令回の震災により、甚大な被害を受けたところでありますが、その中にあって、当市 

では尊い命が多く残りました。これは、日頃からの訓練により防災意識が高かったこと 

から、速やかな初動活動と避難行動ができたことによるものと考えております。防災村 

策の大きな柱は、湾口防波堤や防潮堤などのハードの整備と日頃からの災害に村する心 

がけであることが再認識されたところであります。 

震災から 1年を給て、後世に記録を残すことにより、この災禍を記憶にとどめ、さら 

なる夂慈市の飛躍を期すものであります。 

平 成 2 4 年 3 月 

洛 樣 人 長 み 妁 炎 火 
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本大震災 
久慈市の記録 
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平成23年3月11日、東日本大震災発生。マグニチュード9.0とぃう世 

界最大級の地震は、巨大な津波を引き起こし、このまちから数え切れな 

ぃほどの財産と、かけがえのなぃ命までをも奪ぃ去りました。 

数十年後、100年後も決して忘れてはならない未曾有の大災害。おびえる 

のではなく、備えるために。支え合ぃ、全市民の力で復興を果たすために。 

震災による甚大な被害と、力強く前に進む人たちの姿を、皆さんの胸に 

刻んでもらえればと思ぃます。 
写真…勢いよく陸地にぶつかリ、大きなしぶきを上げる津波(平成23年3月11日15時33分ころ•久慈湊地区金刀比羅神社から撮影） 
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久慈を襲った大津波驚異と惨状 
1 

平成23年3月11日（金）14時46分ころ、三陸沖を震源とするマ 

グニチュード9.0の地震が発生し、久慈市でも震度5弱を観測しま 

した。地震によリ市内全域で停電と断水が相次ぎ、14時49分には 

太津波警報が発表。約40分後、大津波が沿岸部に襲い掛かリました。 

何度も何度もまちを襲い、漁港や工場、家屋などをのみ込んだ津波。 

信じられない、信じたくないような惨状が沿岸部に広がりました。 
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15:32ころ。勢いを増しながら迫る第1波 
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15:32ころ。海の瑞から瑞までが大きな壁に15:34ころ。防潮堤を越波。背後にはすぐ第2波が 
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1536ころ。第2波襲来。海面はさらに上昇 17:32ころ。津波が週上し、はん濫寸前となった久慈川 



1/半崎地区。ほぼ全ての地上施設が 

壊滅した久慈国家石油備蓄基地 

2/久慈湊地区。家屋などの倒壊、損 

壊が続出しました 

3/識訪下地区。防潮堤を越えて打ち 

上げられた漁船。周囲一帯ががれき 

の山に 

4/玉の脇地区。全壊した漁港施設。漁 

船や漁具なども津波に奪われました 

5/久喜地区。121：；；；の防潮堤をも越え 

た津波は、漂い爪痕を残しました 



募る不安、生活は混乱 
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ただならぬ危険を察知し、多くの人が迅速に避 

難。しかし大津波の驚異に避難者は不安と恐怖 

を募らせました。また、±也震発生直後から停電 

や断水などが続き、燃料や食料も不足。"日常" 

は一変し、全市民の生活が大混乱に陥リました。 
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1•2/久慈湊地区の金刀比羅神 

社。最小限の荷物を手にし、す 

ばやく避難した住民。誰もが不 

安と恐怖で表情をこわばらせて 

いました（3月11日） 

3 /市全体の避難者は最大で2,916 

人。福祉の村には、千人近くが 

避難しました（3月11日） 

^ 届1』土件ひノjst夫取八し厶,フ国リ 

I人。福祉の村には、千人近くが 
k ， ノ ‘避難しました（3月 1 1日） 
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i/スーパーなどでは、水やカップ 

ラーメンなどの保存食は売り切 

れ。電池や医薬品など物資の不足 

が続きました（3月16日） 

2/電気の大切さを痛感。停電で暗 

く寒い夜が続きました（3月12日） 

3/燃料不足で大混乱。わずかな燃 

料を求める車が1キ。以上にわたつ 

て列をつくりました（3月17曰） 

4/水すら出ない。自衛隊の給水車 

の前に列をつくる市民（3月12日） 
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支え合った市民の絆 

厳しく困難な状況に陥った久慈市。しかし、困 

難を乗り越え、不安を和らげるために、私たち 

は自然に支え合いました。がれきに覆われた沿 

岸部や避_所、隣近所などでも見られた「支え 

合い」。そこには確かな市民の絆がありました。 

1/必死になって行方不明者を捜索す 

る消防団員。水門閉鎖や避難誘導な 

どに加え、自らの地域も支え続けた 

消防団活動は、使命惑と地域愛に満 

ちていました（3月19日） 

2/久喜公民館。避難者などのため、 

食事を準備する皆さん（3月17日） 

3•4/被災者にエールを送る災害ボ 

ランティア（3月21曰） 

5 • 6/"被災者のために一。ほこりに 

まみれながら、がれき撤去や家の片 

付け作業に汗を流す災害ボランティ 

ア（5 • 3月24日、6 • 3月19日） 

7/募金を呼び掛ける高校生ら。多く 

の善意が集まりました（3月21日） 
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世界、全国からの熱い支援 
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世界、全国か.ら熱い支援が久慈市に寄ぜら.れています。自衛隊や消防、f 

警察な:どはご危機を救うために全国ダら駆けつけて交れま.した7物 

資や義援金のほか、被災した人たちを元気づけ、癒やそうとする活_ 

動がこ温かI；域\と願いがこもった支援活動は多岐にわたち'ています。：. 
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物資の搬送や炊き出しなどを行った自衛隊(3月17日）全国から届けられた支援物資（3月16日） 電気の復旧に向けて懸命に作業(3月19日) 

必死の形相で作業にあたる消防援助隊（3月19日）市外国語指導助手も心を込めて作業（3月24曰） 全国から駆け付けた車両（3月14日） 
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小学校などを訪問した、さかなクン（4月13 •14日）闘牛で縁のある市町村からも義援金（6月12日）学習院大学の学生も支援活動（7月18 — 22曰） 

N響復興支援コンサート（8月9曰） 二十山親方や春日野部屋の力士が励まし(8月15-22日）出前講座で久喜小を訪れた溝川クリステルさん(9月13日） 

善息の結晶 
函館義援船 
函館市内漁業協同組合長連絡協議会と 

市から無償で提供された磯舟228 

函館の善意の結晶は、漁業者に再起 

への力を与えてくれました（6月5-8日) 

_ 東 北 ! ! が ん 
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1/被害は地上だけでなく海中にも。港湾、漁港機能に大きな影響を及ぼ 

した沈下がれきの撤£#業（5月20日） 

2ノ旧長内中学校敷地内での応急仮設住宅の建設作業。このほか仮設住宅 

は旧久慈氷産高校敷地内にも整備しました（4月21曰） 

3ゾ壊滅的な被害を受けた沿岸部。がれきを撤去し、急ピッチで応急復旧 

工事を進めました。現在では、仮設の作業場なども漁港周辺に整備され 

ています（4月8曰） 

4/復興と新たなまちづくりを進めるための市復興計画。地域と意見を交 

わし、策定作業を進めました。久慈市は県内市町村に先駆けて7月22 

曰に同計画を策定しました（7月6"15曰） 

5/復興のシンボノレの一つとなるニ陸沿岸道路の中心杭設置式。早期完成 

の期待がかかる復興道路が始動しました（平成24年2月19曰） 
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多くの支援に励まされながら、久慈市は復旧•復興に向けて一歩ず 

つ歩みを進めてきました。沿岸部を埋め尽くしたがれきなどは、い 

ち早く撤去。復興を果たすための課題はありますが、一日も早い生 

活と産業の立て直しを目指し、全力で取り組みを進めています。1_ 

写真…平沢地区の仮置き場に集積されたがれき44月8日） 

復旧、復興へ一歩ずつ 
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迅速ながれき撤去作業 

玉の脇地区 

久慈湊地区 

久喜地区 
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震災後も衰えない強い意志と使命感。大津波から多くの命を 

守った消防団。地域愛に満ちたその活動はこれからも続きます 
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17奮起し、漁を再開。船の上は漁業者の熱意 

と決意であふれていました 

27困難の中、5月5日から開催したニ子朝市 

3/5月に早期再開を果たした市漁協冷凍工場 
：
ん 督 ^. 

4/伝統を絶やさず実演。小袖北限の海女の会 

5/せ•から再出発を果たした「もぐらんびあ」 

6/海に懸ける覚悟。アワビ漁に臨む漁業者 

7/避難意識の高まリが感じられた津波避難訓練 

やるしかない一。甚大な被害を受けながらも再起に向けて立ち上 

がった多くの人たち。その姿は力強さを感じさせるものでした。 

これまでも久慈市は、津波など多くの災害や困難を乗り越えてき 

ました。私たちは負けない。大震災にも屈しない。全市民の力と 

思いを一つにし、前に進んでいきましょう。 

大 震 災 に 屈 し な い 
みなぎる久慈市の底力。復興への願いが結集 

した久慈秋まつリ。全市民の力と思いを一つ 

にすれば、きっと復興も果たせるはずです 



久 慈 市 の 被 害 状 況 _ 24年1目 31日現在) 

津波の浸水範囲 

久慈国袤石 

^ 雇 … … … … … … … 

細 

難 下 地 区 
iii方下外防波堤 

王の脇地区 

— • . i"-* 

久怒自勅軍道•FWS 

雇 
宮古側’ 

防災センタ 

久慈川 

久茲市役所 
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久喜地区の浸水範囲 津波の高さと浸水面積 

平《»位（i*«がない壜台の《位) 

會津波関係 

遡上高 河川遡上 

27む程度 
〔市調査•久喜漁港) 

暴 漫 水 面 積 3 . 6 7 k m
2

 (市調査) 



被害状況の数値 

1.人的被害 

死亡 行方不明 重傷 軽傷 

4人（うち1人は市外で被災） 2人 2人 8人 

2.住家•非住家被害 

地区名 全壊 大規模半壊 半壊 一部損壊 合計 

久 慈 地 区 1 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 2 (10) 7 1 ( 5 6 ) 84 (66) 

小久慈地区 0 (0) 0 (0) 1 ( 1 ) 1 4 (13) 15 (14) 

長 内 地 区 141(18) 39 (8) 264 ( 1 0 0 ) 1 0 5 (65) 549 (191) 

大 川 目 地 区 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 3 (6) 13 (6) 

夏井•湊地区 137 (34) 36 ( 1 6 ) 1 1 5 ( 5 9 ) 1 5 0 (117) 438 (226) 

宇 部 地 区 7 2 (13) 1 4 (8) 1 7 (9) 2 4 (23) 1 2 7 (53) 

侍 浜 地 区 4 (0) 0 (0) 1 _ (1) 9 _ (7) 14 丨:8; 

山 根 地 区 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 ( 1 ) 1 ( 1 ) 

山 形 地 区 0 (0) 0 (0) 0 (0) 7 (3) 7 (3) 

合計 355 (65) 8 9 (32) 4 1 0 ( 1 8 0 ) 3 9 4 ( 2 9 1 ) 1,248 ( 5 6 8 ) 

※棟数は住家•非住家の合計。 )内は住家のみの棟数 

区分 概要 被害額 

商工関係 

水産関係 

商業関係57社、工業関係49社、計106社 

公共施設8力所、民間施設217力所、漁船575隻ほか 

149億5,267万円 

8 9 億 4 , 2 8 2 万 円 

住家.#科主家 1,248棟 42億1,438万円 

漁港施設等 1 3 力 所 1 0 億 6 , 4 5 0 万 円 

観光施設 8力所 — 8億9,898万円 

林業関係 4力所 4 億 1 , 3 0 0 万 円 

土木施設関係等 

農業関係施 

消防施設 

医療衛生施設 

道路15路線、下水道3力所、公園3力所ほか 

施設等2棟、家畜等1式、農作物等4力所ほか 

屯所全壊、防災行政無線屋外拡声子局倒壊ほか 

上水道14力所、衛生施設2棟 

2億5,413万円 

1 億 4 , 9 4 7 万 円 

7,430万円 

7 , 3 8 1 万 円 

7力所 . 2,626万円 

社会教育•文化•体育施設 2力所 1 , 9 3 6 万 円 

防犯•交通•衛生関係 526万円 

社会福祉施設 3施設 6 1 万 円 

学校関係 6校 60万円 

合計 3 1 0 億 9 , 0 1 5 万 円 

※各項目の金額は1万円未満を四捨五入しています 

、 ル ボ . 

民 • ニ ニ 。 ご
1 

著しく損壊した北日本造船(株)久慈工場 

‘ 、 一 — 

一 . 威 縫 
津波で全壊した住宅（久喜地区） 

一^r ミ & 

大きな被害を受けた市営魚市場 全壊した地下水族科学館もぐらんぴあ 
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平成24年3月11日 

クV慈市東R本大震災 
^ y p . 觀祈念式 

久慈市東日本大震災復興祈念式を市漁業協同組 

合で挙行。出席者は悔しさや悲しさなどの思いを 

胸に、犠牲になった方々を追悼し、復興に向けて 

全市民一丸となって突き進むことを決意しました。 

思いを込めて献花 

する出席者 

靜 % , 

港に広がった優し 

く温かしヽ 光 

久慈港岸壁で「鎮魂と復興」希望の灯りをつく 

る会を開催。小•中学生や有志が心を込めて作つ 

た3,800個のキャンドルに火をともし、犠牲になつ 

た方々の冥福と、まちの復興を祈りました。 

「鎮魂と復興」希望の 
灯りをつくる会 
平成24年3月11日 

冷-

東
口
本
大
震
災
か
ら一

年
決
意
と
祈
り 



今回の久慈市の津波による浸水 

エリアは次の写真のとおりです。 

上段が浸水前、下段が浸水エリ 

ア及び被災後の写真です。 

出典：岩手県河川課資料をもとに作成 

東日本大震災津波の 

浸水範囲(実績） 

：どながへ 

ぐ れ V 

,.、；/ 



被災写真(地震•津波前後比較) 

% 第 
r

 ' ン ノ 

貪ぶ 4漏 

一，|| 

:
T ̂ 

® 夏 井 地 区 被 災 前 ( H 2 2 年 9 月 ） 

® 夏 井 地 区 被災後（ H 2 3年5月） 
浸水実績 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

(D半崎地区 被災前(H22年9月） 

(D半崎地区 被災後(H23年5月） 
浸水実績 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

(3)湊地区 被災前(H22年9月） 

(3)湊地区 被災後（H23年5月） 浸水実績 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

身 ^ S i ? 於 癒 身 : 3 ' 

な 蘇 グ 

斤 か 《 ぐ 

® 久 慈 港 被災前(H22年9月） 

梟 

-
1 

a 

I -Iffc. J rc 
3
r % 

が：‘ 

® 久 慈 港 被災後(H23年5月） 
浸水実績 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

(5)元木沢地区被災前（H22年9月) 

(D元木沢地区被災後（H23年5月) 凡例 

•浸水実績 

r, 
r
i
r
t 

s 

file

 
9
. 



被災写真(地震•津波前後比較) 

r i 潘離教養 ^ I M \ 
ル 滅 數 、 ’ 輪 醫 

. r S f e r 逆 1こ 

終 時 ^ ^ も 安 ニ ? ^ 

道 _ 減 _ 
ザ % - ^ ^ 1：：'；^ ^； TC 

数 ニ : M ぬ - YT.:I’ 
" M ず 

® 久 慈 川 周 辺 被 災 前 ( H 2 2 年 9 月 ） 

作 十 - : r
 r
襟 

ゾ ^ ^ ー 一 . 

診• • 'レ雀^ 2 l摩
1

^辟羚 
R

M M
R

'
:

% ^ 

f^4Me 

m m m 

浸水実績 
® 久 慈 川 周 辺 被災後（H23年5月） 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

冷 

碑i等葡議 

g〔バ愁 

® 玉 の 脇 地 区 被 災 前 （ H 2 2 年 9 月 ） 

® 玉 の 脇 地 区 被 災 後 （ H 2 3 年 5 月 ） 
浸水実績 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

警
:

寧 

R^-M 

ず # ^ ダ ' 略 

F セ ^ ^ 

(D舟渡地区 被災前(H22年9月） 

® 舟 渡 地 区 被災後(H23年5月） 
浸水実績 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

HU /III » 

(D小袖地区 被災前(H22年9月） 

(9)小袖地区 被災後(H23年5月） 
浸水実績 
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被災写真(地震•津波前後比較) 

® 久 喜 地 区 被災前(H22年9月） 

® 久 喜 地 区 被災後（H23年5月） 
浸水実績 
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-3久慈港を襲ろ大津波 
久慈市漁協の職員が、建物に留まり津波襲来の一部始終を撮影した 

写真です。 

：

ギ_ 
• 

s 

.一雌 

1 5 : 3 0 : 0 8 釣 鐘 洞 付 近 、 津 波 の 第 1 波 を 確 

認。避難する船。 

第 1波のクローズアップ 

15:31:37 

大型港湾に迫る津波 

Is 為 . ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ 

ふ -

15:31:58牛島を過ぎ、 

いている状態。 

前浜に接近。潮が引 

15:31:40 

津波は赤浜展望台へ近づく 

15:37:43 

組合の北方向。コカコーラ営業所付近 
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15:38:42 

北側、水位が防潮堤の高さと同じ 

1 5 : 4 0 : 1 7港内の潮が引き始めたため、陸地 

側の水位が高くなった。 

A \ . 

15 : 4 0 : 4 0うねりにより防潮堤を越える波が 

随所に確認される。 

1 7 : 4 0 : 1 0防潮堤を越えて押し寄せる津波、 

正面玄関の庇にかかった漁船 

南側からの漁協の前景、定置起 

し船2艘が打ち上げられ、岸壁 

のコンクリートがロを開いた。 
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2復興計画(久慈市復興の羅針盤) 

久 慈 市 復 興 計 画 

、新たな視点による新たなまちづくりへ 

平成23年7月策定 

I嶋 

平成2 3年7月2 2日に策定した「久慈市復興計画」。この計画は、 

東日本大震災の被害から一日も早く立ち直り、前進していくため 

の、まちの羅針盤となるものです。これまで以上の久慈市を築き上 

げるため、計画目標には「新たな視点による新たなまちづくり」を 

設定しました。 

計画期間は平成 2 3年度から平成 3 2年度までの 1 0力年です。こ 

のまちの復旧•復興、そして飛躍を果たすために、久慈市総合計画 

などと連動させながら、生活や企業の再建支援、水産業の復興、防 

災面の強化など、各種事業を全力で推進していきます。 

^ 

く--5 —ゴ'さ免、基 ジ ^ ^ 孑 、 ご ^ ^ ' — - -
:

一 か ^ ^ ^ ^ ^ 
• -

 T

 ニ…一一コー-ニ〜-ン、へ: :こ. [一-乙〜.一 

見 ぎ ど ^ ^ 

I 

3 2 ， 
i~ ぶ | — ニ 



第1章 計画の概要 

計画策定の趣旨 
平成23年3月11曰、東日本沿岸地域を襲ったマグニチュード「9.0」の「東曰 

本大震災」は、沿岸部を中心に未曾有の被害をもたらしました。 

当市においてち、死者4人、行方不明者2人、負傷者10人のほか、住宅、事業所 

等の全壊など、甚大な被害を受けました。 

特にち、沿岸部を襲った大津波により、漁船の流失、水産施設の全壊など、水産業 

は壊滅的な被害を受け、漁業関係者は、明曰を生きる術を失い、悲嘆に暮れています。 

この計画は、市民がこの壊滅的な被害から一日も早く立ち直り、明曰への希望を失 

わずに前進していぐためへの羅針盤とするため策定するちのです。 

計画の役割 

(1)復興を計画的に進める 

この計画は、一曰ち早い復興を実現させていくために、様々な事業と多額の事 

業費が必要になることから、その復興に向けての指針とするちのです。 

(2)被災した市民等へ安心を与える 

この計画は、市民や事業者の不安を少しでも解消し、明曰への希望を持てるも 

のとするちのです。 

(3)総合計画との関係 

この計画にある「基本理念、施策、事業等」は、久慈市総合計画に連動するこ 

とにより、一体となって調整が図られるものです。 

(4)国•県の復興計画との関係 

この計画と国や県がそれぞれ策定する復興計画との連動性を担保するため、実 

施計画のローリング
1

時にその調整を図ります。 

3年間の実施計画について、財政環境等の変化を踏まえて2年目以降の計画の内容を点検し、対象期間を1年後 

ろにずらした新たな3年間の実施計画を策定する方式。 
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久慈市 

の復興 

計画の進行管理 
この計画の進行管理は、毎年度、向こう3年間の美施計画を策定し、久慈市総合計 

画後期基本計画の実施計画と併せて、計画の適切な進行管理を行います。 

34 

計画の期間 
この計画は、平成23年度（2011年度）を初年度とし、平成32年度（2〇2〇年 

度）を目標年度とする1〇か年計画とします。 

また、復興までの目標期間を次の復旧期、復興期及び飛躍期の3段階に分けて、着 

実な取組を進めます。 

(1)復旧期平成23年度から平成25年度まで 

各槿復旧事業により、生活基盤の再生に取り組む期間。 

(2)復興期平成25年度から平成28年度まで 

復旧期における取組がほぼ完了に近づ<ととちに、復旧事業によって再生され 

た基盤に基づいて復興に向けた取組が行われる期間。 

(3)飛躍期平成27年度から平成32年度まで 

復興の取組を結美させ、新たな魅力と活力に満ちだまちづくりに向かって、諸 

事業を実現、推進していく期間。 

【復興計画の期間】 
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第2章 計画の基本理念 

計画の目標 
本市は、雄大な自然と美しい景観に恵まれ、その豊かな環境の下で、家族はちとよ 

り、地域の「ひと」と「ひと」とが互いに支え合いながら、その「絆」を大切にし、 

先人たちが築き上げてきた文化•風土を守るとともに、ソフ卜•ハード両面にわたる 

防災機能の強化を図ってきました。 

しかし、この度の「東曰本大震災」による大津波の猛威は、尊い生命•財産を始め、 

多くのちのを私たちから奪い去ってしまいました。 

もう一度、家族が、地域が、そして市全体が、この豊かな三陸の海をはじめとする 

自然を背景にしながら復興を進めることは、単に被災前の本市の状況を取り戻すこと 

だけではな<、災害に強いまちに築き上げるなど、これまで以上の本市を築き上げる 

ちのでな < てはなりません。 

災害に負けず、一曰ち早く立ち盾り、本市を復興させることが、不幸にしてこの度 

の災害で犠牲となられた方や、幾多の困難を乗り越えだ先人たち、あるいは明るい未 

来が来ることを信じる次世代の子どもたちに対する、今を生きる私たち市民に課せら 

れた大きな責務であると考えます。 

そのためには、従来の観念にとらわれない自由な発想と新しし、視点が必要となって 

きます。 

このことから、計画の目標を次のよろに設定します。 

「新たな視点による新たなまちづく 
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計画の視点 
この計画は、1に掲げる「計画の目標」を実現させるため、次の基本的な視点に立 

ち、取組を進めます。 

(1)被災した市民の暮らしを再建するだめ、雇用の維持•確保に努めるとともに、企 

業等の再建も支援することによって、市民が安心して生活できるまちを目指します。 

(2)甚大な被害を受けた水産業を立て直し、併せて農林業への更なる取組ち進めるこ 

とにより、他地域にも貢献し得る食料供給基地としての役割を担えるまちを目指し 

ます。 

(3)食の安全•安心に取り組み、生産者と消費者との交流を進めることによって、本 

市の待つ海•山•里の良さを他地域に積極的に発信し、本市がその交流拠点のモデ 

ル地域としての役割を担えるまちを目指します。 

(4)災害に強いまちづ< りを進めるため、防災体制の強化と防災施設の整備を図り、 

防災拠点都市として機能を備えることによって、本市が他地域のモデル地区として 

の役割を担えるまちを目指します。 

(5)これまでのエネルギー政策の中心を占めてきた化石燃料と原子力発電の双方に 

依存し過ぎないために、再生可能なエネルギーである自然エネルギー、リサイクル 

エネルギー等の研究、取組を積極的に進め、他地域にち貢献し得る再生可能エネル 

ギ一
2

等の活用•供給拠点としての役割を担えるまちを目指します。 

2

適切に利用すれば、利用する以上の速度で自然に再生し、将来にわたって持続的な利用が司能なエネルギー。例 

として水力、風力、太陽光、太陽熱、地熱などがある。 
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第3章 計画の体系 

本市の復興の実現を図るため、計画の視点に基づき、この計画を先導する次の5つ 

のプロジェク卜を設定し、事業の推進を図ります。 

(1)プロジxクトI 「生活を再建する」 

被災した市民の暮らしを再建するだめ、雇用の維持•確保に努めるとともに、 

企業等の再建ち支援することによって、市民が安心して生活できるまちを目指し 

ます。 

®生活支援の亢実 0雇用機会の創出と就業支援 

o企業等への再建支援 @内発型産業の振興 

©保健、医療、福祉の亢実 

(2)プロジェクトn 「水産業を復興する」 

甚大な被害を受けた水産業を立て直し、併せて農林業への更なる取組ち進める 

ことにより、他地域にも貢献し得る食料供給基地としての役割を担えるまちを目 

指します。 

(D水産施設等の再建 O漁船、漁具等の整備 

(3)つくり育てる漁業の推進 ®漁港等の整備 

©農林業の振興 

(3)プロジxク卜m「交流人口を拡大する」 

食の安全•安心に取り組み、生産者と消費者との交流を進めることによって、 

本市の持つ海•山•里の良さを他地域に積極的に発信し、本市がその交流拠点の 

モデル地域としての役割を担えるまちを目指します。 

®生産者と消費者との交流推進 0体験型教育旅行等の推進 

O観光産業の振興 
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(4)プロジェクトIV「災害に強いまちづくりを進める」 

災害に強いまちづ< りを進めるため、防災体制の強化と防災施設の整備を図り、 

防災拠点都市として機能を備えることによって、本市が他地域のモデル地区とし 

ての役割を担えるまちを目指します。 

®復興道路等の整備 

O防潮堤、水門等の整備 

(§)防災施設の整備 

®道路網の整備 

@防災教育等ソフト面の亢実 

(2)湾•防波堤の整備 

@河川堤防の整備 

©久慈港の整備 

O地域住環境の向上 

M災害記録の保存•検証•継承 

(5)プロジxク卜V「再生可能エネルギー等に取り組む」 

これまでのエネルギー政策の中心を占めてきた化石燃料と原子力発電の双方に 

依存し過ぎないだめに、再生可能なエネルギーである自然エネルギー、リサイク 

ルエネルギー等の研究、取組を積極的に進め、他地域にち貢献し得る再生可能エ 

ネルギ一等の活用•供給拠点としての役割を担えるまちを目指します。 

®再生可能エネルギー等活用への取組©答発事業の描進 

o研究機関等との連携 
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プロジェク卜 施 策 

(D生活支援の弃実 

プロジェク卜I @雇用機会の創出と就業 

生活を 支援 

再建する O企業等への再建支援 

@内発型産業の振興 

©保健、医療、福祉の亢実 

©水産施設等の再建 

プロジェク卜n (2)漁船、漁具等の整傭 

水産業を Oつくり育てる漁業の推 

復興する 進 

@漁港等の整備 

©農林業の振興 

©生産者と消費者との交 

プロジェク卜皿 流推進 

交流人口を 
mmm 

0体験型教育旅行等の推 

拡大する 進 

(3)観光産業の振興 

プロジXク卜IV 

災害に強い 

まちづくりを 

進める 

プロジェク卜V 

再生可能 
エネルギー等 

に取り組む 

©復興道路等の整備 

©湾•防波堤の整備 

@防潮堤、水門等の整備 

@河川堤防の整循 

©防災施設の整備 

©久慈港の整備 

©道路網の整備 

(8)地域住環境の向上 

•防災教育等ソフト面の 

亢実 

©災害記録の保存•検証• 

継承 

©再生可能エネルギー等 

活用への取組 

0普発事業の推進 

(1)研究機関等との連携 
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3復旧•復興への主な取組•動き 

今回の東曰本大震災による未曾有の被害に対応するため、次のとおり主な取組 
動きにより、復旧•復興に向け取り組みました。 

3 - 1避難所の状況 
14:46発生の東北地方太平洋沖地震に伴って14:49大津波警報が発令さ 

れ、同時刻に久慈市災害対策本部設置と避難指示を発令しました。 

これを受け、久慈市地域防災計画に定める津波対応避難所(11施設)を 

はじめ、次々と寄せられる消防団等からの避難情報により38避難所を開設 

し、日時別の最大避難者数は3月11日午後7時現在で2,916人でした。 

発災直後から生じた電気•水道•通信等ライフラインの途絶、交通網の寸 

断、燃油欠乏等々により、情報伝達や物資調達等は困難を極めましたが、 

自衛隊による炊き出しを始め、多くの方々の支援と避難者相互の共助によ 

り、各避難所とも秩序が保たれました。 

3月13曰7 ： 30津波警報から津波注意報への切替えに伴い、避難指示•避 

難勧告を自主避難に切替えて帰宅可能者の避難解除を促すとともに、ブラ 
イバシー確保の視点から避難所の質の確保に向けた統合再編を進め、3 

月15日18時現在で4避難所’113名にまで縮小されました。 

その後においても、家屋損壊による帰宅困難者の長期避難生活を回避 

するため、仮設住宅整備までの暫定指置として雇用促進住宅の空室活用 

を国に要望し利用実現を図るなど、被災者のニーズに少しでも応えられる 

よう迅速に対応し、3月27曰、発災から17日間で全ての避難所の閉鎖に至 
りました。 

避難所の状況（一覧表） 

避難所名 開設期間 
(3月11曰〜） 

施設毎の 
避難者数 
(最大人数） 

延べ避難者数 
(日毎の合計） 

21長内中学校 

22久慈市役所•分庁舎 

3月12曰 

3月12日 

38 

2 

38 

4 

1半崎集会所 3月15曰 35 138 23中央公民館 3月13曰 20 50 

2若宮八幡宮 3月14曰 58 162 24久慈地区合同庁舎 3月13曰 123 316 

3金刀比羅神社 3月11曰 
1.000 1.234 

25巽山公園(巽山稲荷神社） 3月13曰 26 52 
4長寿庵 3月27曰 

1.000 1.234 

26やませ土風館 3月13曰 39 98 
5識訪神社 3月13曰 60 78 

27宇部公民館 
5識訪神社 3月13曰 60 78 

27宇部公民館 3月13曰 20 47 
6久慈総合運動場 3月13曰 300 615 

28平山小学校 28平山小学校 3月13曰 81 159 
7久慈東高等学校•長内校舎 3月13曰 47 114 

28平山小学校 3月13曰 

8大尻地区漁村センター 
29三船十段記念館 3月12曰 18 18 

8大尻地区漁村センター 3月13曰 0 0 
29三船十段記念館 3月12曰 18 18 

9総合福祉センター 3月27曰 1,000 2.599 
30プランドール 3月13曰 80 117 

10久喜保育_ 3月26日 57 327 
31久慈東高校 3月13曰 138 262 

11小袖地区漁村センター 3月15曰 21 68 32小久慈公民館 3月13曰 18 36 

12下長内公民館 3月13曰 80 166 33門前子供会館 3月13曰 80 119 

13防災センター 3月21曰 57 325 34巽町公民館 3月13曰 80 90 

14長内公民館 3月12曰 46 81 35大崎生活技術伝承館 3月13曰 38 76 

15久慈市役所 3月13曰 122 226 36長福寺 3月13曰 31 62 

16山根公民館 3月12曰 1 2 37老人福祉センター 3月13日 8 16 

17夏井公民館 3月12曰 3 3 38久慈高等学校 3月12日 45 45 
18長内小学校 3月12曰 71 106 

合 計 
18長内小学校 3月12曰 

合 計 3,942 7.963 
19久慈小学校 3月12曰 72 72 

20小久慈小学校 3月12曰 27 42 •参考日時別の最大避難者数 3月11日午後7時現在 2,916 人 



3-2災害義援金、救援•支援物資等Lつしヽ て 

久慈市独自の災害義援金について (受付•支給開始） 

東曰本大震災グ慈市地震災害義援金の受付状況 
(平成23年3月15曰開設) 

998件81，161，707円C平成24年3月10曰現在) 

岩羊M内で一番需初丨こ被汾者に対して災害義援金(見舞金:)を支給開始 

被災者の当面の生活費等に弃てるため、岩手県内で一番最初に被災者に対し 

て災害義援金（見舞金）を支給しました。 

交付基準は以下のとおりです。 
人的被害（死亡）•（行方不明者）•（重傷者） 

件宅被害（辛壊）•件宅被害（大規模半壊）•件宅被害（半壊） 

3月16曰 東曰本大震災久慈市地震災害義援金の受付開始 

4月18曰 東曰本大震災見舞金（第1次配分）申請受付開始 

4月26曰 東曰本大震災見舞金（第1次配分）支給開始 

久慈市独自の災害義援金について(委員会設屋•第
2

次配分） 

義援金配分委員会を設置、漁業被害丨こ対して_.舞金を支給 

東曰本大震災久慈市地震災害義援金配分委貝会を設置し、 

第二次配分として、漁業被害に対して見舞金を支給しました。 

6月1曰 
東曰本大震災久慈市地震災害義援 
金配分委員会設置 

6月1〇曰 

第1回東曰本大震災久慈市地震災害 
義援金配分委員会開催 

東曰本大震災見舞金（第2次配分 
)の検討 

7月1づ曰 

久慈市漁業協同組合各生産部長へ 
東曰本大震災見舞金 

(第2次配分）交付式を開催 

東日本大震災見舞金交付式 
191 
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久慈市独自の災害義援金について（第3次配分） 

出稼ぎ者等件宅所有者•、津丨制こよる農業、林業被害. 

個人事業主に対して見舞金を支給 

お盆時期の前に、大震災時に出稼ぎ等で居住実態が無かった 

等の理由により、被災者生活再建支援金等の対象外となった住 

宅の所有者等、津波による農業•林業被害、個人事業主に対し 

て見舞金を支給しました。 

7月15曰 
第2回東曰本大震災久慈市地震災害義援金配分委員会開催 
東曰本大震災見舞金（第3次配分）の検討 

8月1曰 東曰本大震災見舞金（第3次配分）申請受付開始 

8月1〇曰 東曰本大震災見舞金（第3次配分）支給開始 

久慈市独自の災害義援金について（第4次配分） 

灯油等暖謂費.個人事業主に剋して見舞金をI自加支給 

住宅被害に上り見舞金の交付を受けた被災者に対して、灯油 

価格の状況等を踏まえた冬期間の生活需要に対して灯油等暖肩 

費の追加支給を行いました。 

個人事業被害（漁業被害、津波による農業•林業被害、店舗 

アパー卜等被害）により見舞金の支給を受けた者に対して追加 

支給を行いました。 

11月14曰 
第3回東曰本大震災久慈市地震災害義援金配分委員会開催 
東曰本大震災見舞金（第4次配分）の検討 

づ2月9曰 東曰本大震災見舞金（第4次配分）支給開始 
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救援•支援物資（食料等）の配布について 

支給物資：食料品(米、レ卜ル卜食品、調味料など)、自転車、市回、才ムツ、生理 
用品、衣類、タオル、卓上コンロ、ティッシュペーパー、トイレツ卜ペーパー、その 

他生活用品等 

平成23年4月〜5月) 

：196世帯 
水、タオル、才ムツ、生理 

：214世帯 
水、オムツ、生理用品、衣 

256世帯 

第1順位から第3順位の順位に従い救援•支援物資の配布を行L 

順位 内容 対)® 

第1順位 
避難所への 
対ま 

社会福祉課（本庁車庫等）から炊出 
し等の食料及び救援•支援物資を、 
基本的に朝、タの2回配布しました。 
3月11曰乃、ら3月28曰 

第2順位 
津波被災集 
落への対麻 

社会福祉課（本庁車庫等）から支援 
物資等を配布しました。 
配布曰： 
3月16曰• 3月19曰• 3月23曰• 
3月26曰• 3月29曰 

第3順位 

災害時要援 
護者及びガ 
ソリン不足 
等による交 
通難民等へ 
の莉応 

山形総合支所、各公民館等が町内会 
及びまちづくり振興協議会、民生委 
員等と協議等を行い必要者へ配布を 
行ろ。 
配布曰：3月17曰 

支援物資配布会等を開催しました。 

4月9曰（士)、1QH(R)開催 
対象世帯数：231世帯(半壊以上）受け取り世帯数 
支給物資：食料品(米、カップ翹、レトルト食品など)、 
用品、衣類、毛布、ラジオ、その他生活用品等 

4•月18F1(月)〜5月づ6曰(月）開催 
対象世帯数：246世帯(半壊以上）受け取り世帯数 
支給物資：食料品(米、カップ趣、レ卜ル卜食品など)、 
類、毛布、ティッシュペーパー、その他生活用品等 

5月18曰(水)〜5月25曰(水）閧催 
対象世帯数：266世帯(半壊以上）受け取り世帯数 
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支援物資配布会等を開催しました。{平成23年7月〜12月) 

7月5曰（火)〜7月8曰(金）閧摧 
対象世帯数：64世帯(仮設住宅、借り上げアパー卜入居世帯） 
支紿物資：扇風機、掃除機、調味料、清涼飲料水、皿、衣類、曰用品セツ卜等 

7月12曰(火)〜7月15曰(金）開催 
河象世帯数：54世帯(仮設•借り上げ入居世帯以外の大規模半壊以上） 
支給物資：調味料、清涼飲料水、皿、衣類、曰用品セツ卜等 

9月了曰(水)〜9月9曰(金）開催 
対象世帯数：288世帯(半壊以上） 

※久慈市受付の民間借上げ住宅に入居している市外避難者も含む(8世帯） 
支給世帯数：176世帯 
支給物資：衣類、タオル、布回、毛市、尿取りパツド、オムツ、その他生活用品等 

づ2月3日(土）暖_器具支給 
対象世帯数：274世帯(半壊以上、_急仮設住宅入居世帯は除く） 

※久慈市受付の民間借上げ住宅に入居している市外避難者ち含む(8世帯） 
希望世帯数：251世帯 
支給物資：石油ファンヒータ一 

支援物資配布会等を開催しました。{平成24年1月〜3月) 

1月26曰(木)、27曰(金）WM 
対象世帯数：59世帯(ま急仮設住宅および民間借上げ住宅入居世帯） 

※久慈市受付の民間借上げ住宅に入居している市外避難者ち含む(8世帯） 
支給方法：戸別配布 
支給物資：どんぶく (綿入れはんてん)、生活情報雑誌 

※生活情報雑誌に関しては、市営住宅および雇用促進住宅入居者へち支給 
(6世帯） 

2月23曰(木)、24曰(金）配達 
莉象世帯数：61世帯(応急仮設住宅、民間借上げ住宅、市営住宅、雇用促進住宅入居 
世帯） 

※久慈市受付の民間借上げ住宅に入居している市外避難者も含む(7世帯） 
支給方法：戸別配布 
支給物資：花王生活用品セツ卜 

3月22曰(木)、23曰(金）配達 
対象世帯数：56世帯(_急仮設住宅、民間借上げ住宅） 

※又慈市受付の民間借上げ住宅に入居している市外避難者ち含む(8世帯） 
支給方法：戸別配布 
支給物資：玉ねぎ（2〇kg) 
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(北海道函館市”> 岩手県久慈市） 

平^23年3月11日、久^mは最大8.6mの津波に襲われ、617隻の丨の9割l^Lhを失いました。 

地震の報を受け函館市では、発災直後から岩手県への支援物資輸送を決定、準備を始めました。 

函館税関の協力を得て、税関の巡視船に支援物資を積み込み、日帰りで往復できる距離、そして、 

港の機能が比較的復旧している久慈港を目指して出港、3月30日に港に入りました。そこで、 

被害状況を聞くに至り、船を失い、磯漁ができなくなった久慈の人々の実情を知ったのです。 

函館市では、昭和9年に大火に見舞われ、2.800名もの人命が失われました。その際、久慈市 

をはじめ、岩手県各地から多くの支援を受けた経緯があったのです。その恩を返したいと函館市 

では、使われていないコンブ漁用の磯船の再利用を久慈市に提案。思いがけない応援に力を得た 

久慈市は、函館市と漁業協同組合の協力のもと、その実現に動き始めました。 
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•漁船確認 
4月中旬、久慈市睇員、久慈市渙協関係者は函館に渡り、函館市と函館の5つの漁協の協 

力のもと、使われていない中古の船の調査を行いました。船の所在は海沿いや陸など広範 

囲に渡っていましたが、最終的に228隻の磯船が使用可能と判断され、函館の漁協から久 

慈市漁協へ義援船として寄贈が決定したのです。 
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•久慈港へ出発！ 
船の運搬を引き受けたのは函館市の建設会社。起重機船での輪送が 

決定しました。しかし、この船は荷物を載せて航行できる船ではあ 

りません。船の利用にあたって、内航海運業法に係る国への特例搭 

置の手続きを急ぎ行うと同時に、1か月の短期間の中で漁船の登録• 

抹消などの数多くの手続きや申請が行われました。 

函館市のアイデアで、起重機船には、磯船を破損しないよう、立体 

駐車場のように鉄骨が組まれ、船は細心の注意を払って固定されま 

した。起重機船には横断幕が張られ、いよいよ出発です
c 
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0

’ 会 • : 顧 

% 

«待望の船到着 
6月5日、久慈港には、函館市と久慈市の関係者が集結し、第1陣として到着する 

83隻の接船を迎えました。函館市からの大きなブレセントに港は沸き返ります。船 

は漁民のr命ム次々と陸揚げされる後船を前に、津波で磯船を失い、気力を失いか 

けていた人々に笑顔か辰りました。 

.艤装に力を入れて 
函館ではコンブ漁で使用されていた義援船。久慈の人たちが使っていた 

船とは勝手が違います。ウニやアワビ漁には使いにくいのではないかと 

いう不安もありました。しかし、船の装備を行い、船を扱っていくうち 

に不安は次第に取り払われていき、働く喜び、そして生きる喜びがよみ 

がえってきました。 

46 

3 - 3函館からの贈り物：水産業への活力 

函館市では昭和9年大火に見舞われたことに伴い当時久慈市をはじめとする県 

内各地からの多<の支援を受けたことから、この度の震災にあたり当市に河し、 

228隻ちの義援船を頂き、漁業の復旧•復興に大きな支援をいただきました。 

そして、漁協•各生産部及び市が連携し、早期受入れに取り組みました。 

漁船 2 2 8 隻を寄贈 — — 迅速な行動が久慈漁民のウニ漁を救う 

久し 

] 
n-

1
/ 

mJmm 



着出漁の日 

6月23日、いよいよ磯漁 

の再開です。装備を整え、 

ウニ、アワビ、ワカメを求 

めて、われ先にと船が出て 

いきます。漕ぎ出してみれ 

ば、なかなか扱いやすい船 

：々とウニやァワビが 

収獲されていきました。 

_ 

鳥 : 

.ドil 

春海の恵みが次々と 

漁の期間が限られていたため、 

漁獲高は例年に劣りましたが、 

渙期に間に合っただけでなく、 

周辺よりいち早く出漁できたこ 

とで、単価は例年より高い結果 

となりました。その結果、販売I 

額は前年同期に比べて9 3 %の i 

出来になったのです。ウニ渙が忌 

終わった9月現在でも、新規に 

注文した船は10数隻しか訥品！ 

されていません。義援船がなけ 

れば、今年のウニ漁は皆無に近かったでしょう。久慈市の復興に、函館 

の義援船が果たした役割は、想像を大きく上回るものでした。 

•久々の作業 

海がにぎわえば、浜もにぎわいます。とれ 

たてのウニの身を取り出す女性陣の手も軽 

やかに動きます。義援船は、多くの職場に、 

働く喜びを復活させました。 

•Wl 

• に ぎ わ う ニ 子 の 朝 市 

新鮮な海の幸と威勢のよい掛け声で評判だったニ子の朝市も津波で大きな被害を受けました。しかし、6月中旬 

には仮設テン卜ながらも再開でき、毎月第3日曜日の開催日には、多くの人たちが集まるようになりました。選 

漁が再開されてからは、ますますにぎわいを増し、みんな、笑顔、笑顔！ 228隻の義援船は、久慈の海に生きる人々 

の生きがいを取り戻し、明日への活力を生み出す原動力となったのです。 

【取材協力丨北海道函館市総務課防災担当 

【取材•写真協力】岩手県久慈市林業水産課 

「国際文化研修(2011秋vol.73)」より 
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3-4食料、燃料等の確保について 

発災直後〜翌日 

避難所や自衛隊炊出し用の食糧等調達 

• 避 難 所 設 置 に 伴 い 、 食 糧 や 水 、 毛 丸 
布 等 の 確 保 に 努 め た 。 ま た 、 発 災 翌 . Br . _ 
日 分 か ら 自 衛 隊 に よ る 避 難 所 へ の 坎 ‘ ， 
き出しが決定したため食材も合わせ 
て調達。市内が停電で混乱する中、_ ' \ ^ M H し は 
物資確保に奔走した。 W 

摩樣も 

ル ^ ^ ^ ^ 

調達先 

I防災セン 
タ_ 

小売店等 

品目 

乾パン、アルファ米 

水、お茶、ジュース、おに 

避難所ぎり、菓子パン、カツブ靆、 

他多数 

自衛隊炊米、味噌、野菜、調味料他 

出 し 用 多 数 

毛布、布団 

発災翌日以降 

•翌日以降、被害の実態が明らかとな 
る。災害復旧を進めるために必要な燃 
料は、停電やタンクの被災、交通事情 
の混乱等により入手困難な状況となつ 
た。災害協定に基づく業界の協力を得 
て優先給油を実施。優先給油は久慈市 
のみならず、岩手県や東北電力、災害 
復旧支援業者等も対象として、復旧作 
業を早い段階で行うことを可能とした。 
各GS店頭では市職員が交通整理などを 
行い、市民の理解と協力を得るよう努 
めた。 

•避難所に必要な物資の調達や供給、 
情報取集にも車が不可欠であり、燃料 
確保の重要性が認識された。 

•ライフラインの回復とともに、被災 
者への生活必需品支援のための物資調 
達が主となる。 

•

•• T
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3-5久慈地区災害ボランティア活動状況 

〇久慈地区災害ボランティアセンター 

H23.3.18 

災害ボランティアセンター立上げ会議開催 

災害ボランティア募集案内 

H23.3.19 

災害ボランティアセンター設置 

災害ボランティア登録受付開始 

災害ボランティア活動開始 

登録者数：598人 

H23.10.1 

瓦礫撒去や住居の清掃など災害ボラン 

ティア活動が収束傾向にあったため、名 

称を変更し、日常生活の支援を目的とし 
て沃動矣継結 

〇久慈市復興支援ボランティアセンター 

H23.10.1 

日常生活の支援を目的として活動を継続 

登録者数：131人 

〇久慈市災害ボランティア研修会（H23.11.20) 

•震災の様子とボランティア活動の状況を映写 

•災害ボランティアセンターの活動状況報告 

_ボランティア活動体験発表 

•情報交換 

•祈念植樹 

〇災害ボランティア活動状況（H24.3.15現在） 

活動曰 活動人数 主な活動内容 

3月19曰（土) 84人 物資仕分け、瓦礫撤去等 

20曰（日） 162人 物資仕分け、瓦礫撤去、野田村派遣等 

21日（月） 151人 物資仕分け、瓦礫撒去、野田村派遣等 

22曰（火） 98人 物資仕分け、瓦礫撒去、野田村派遣等 

23曰（水） 78人 瓦礫撤去、野田村派遣等 

24日（木） 118人 物資仕分け、瓦礫撤去、野田村派遣等 

25曰（金） 126人 物資仕分け、瓦礫撒去、野田村派遣等 

26 日（土） 25人 物資仕分け 

27曰（曰） 10人 物資仕分け 

28曰（月） 100人 物資仕分け、瓦礫撤去等、野田村派遣等 

29日(火) 73人 物資仕分け、瓦礫撤去等、野田村派遣等 

30日（水） 87人 物資仕分け、瓦礫撤去等 

31曰（木） 107人 物資仕分け、瓦礫撤去等、野田村派遣等 

4月1日（金） 52人 瓦礫撤去等 

2 日（土） 55人 物資仕分け、瓦礫撤去等 

3曰（曰） 47人 瓦礫撤去等 

12曰（火） 2人 瓦礫撤去等 

5月1日（日) 2人 住宅清掃 

2日（月） 2人 住宅清掃 

14 日 tt) 13人 仮設住宅引越し作業 

15曰（曰） 5人 仮設住宅引越し作業 

6月7日（火） 6人 瓦礫撤去 

10日（金) 7人 瓦礫撤去、物置清掃 

14曰（火） 4人 瓦礫撒去 

15曰（水） 5人 住宅周り砂利敷き 

21曰（火） 2人 瓦礫撤去 

25 日（土) 10人 住宅清掃、仮設住宅引越し作業 

26日（日） 12人 仮設住宅引越し作業 

7月8日（金） 4人 庭の片付けと整地 

9 日（土） 7人 仮設住宅引越し作業 

計 1,454人 延べ30日 

ボランティアセンター立上 

初めての方 

取初し髮綺 

和入し、 

、 ぬ 寒 ボランティアセンター 

設置 

• 
_ |ホランティ7•作業 

• |： 1気をっけること1 | 
圓丨トDSSには，

十

分 I 
• 1 •鋒本です-

醒1丨喜角難な作讓’出来ない • 
tmlことはしない • 

“ Rる！!SもSにはSS. 1 
H ！搶てる鷂，ます•く I 

||旁：㈣者にと:*Ttt.大 ft 
•̂1かもしれません 

• 4雜をしたらすぐ暹聽 
1 ，久S蛇 • 

裟塞本ランティアセンター| • 
» 9194-52-2116 |

 : 

H i うがい手豫 • 
| い . 畏 < つなと•を_摩^ _ 

'
：

1 ' ：?つなみは.ばい菌もaんでい麗 

國 〃 J 1 
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せんJを驗リ鋳 

だ ド 思 に ぁ 
でなとでぉ培 5

音 い れ ボランティア依頼粟 

掲示 

ボランティアセンター受付 ボランティア登録 

書類記入の様子 

»：：：；--：--

，
r 

活動場所を選び、 

記名した付箋を貼る 

ボランティア登録者 

巧 
： 

“• 



ボランティア活動の様子 

衣類を寄贈してくれた方へお礼状を書く中学生ポランティア 

宅 地 内 の ガ レ キ 撤 去 の 様 子 

し “ 、 X 
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卜一-

往居内清掃活動 

ヘドロのかき出し作業 

一. «i5*' 
266 

I M 

食器、家具等の洗浄作業 

活動報告書記載 
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仮設住宅へ引越しの手伝い 
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ガレキ撤去前4撤去後の様子 

久慈凄地区 



3-6断水•給水等について 

3/11市内全域断水 
上水道の二つの水源、白山浄水場と田高ポンプ場が配水停止 
川井簡易水道の水源、清水川水源地が配水停止 
沿岸部や川の配水管が破損 

上水道 

田高ポンプ場 

(取水地)停電 

川井簡易水道 

西ノ沢水源地 

清水川水源地 

濁度上昇 

川

損 

河

破 
^
の 

音

管 

山
、
序
水 

C

P

己 

ン

/

酉 

3/12応急給水開始、被災調査修理 
上水道の二つの水源のうち、田高ポンプ場に発電機を設置し、取水 

〇田高ポンプ場の水を給水車に載せて給水開始 
•久慈市(3/12〜21) 

•久慈市管工事業協同組合(3/12-21) 

•ニ戸市(3/12) 

上水道 

川井簡易水道 

西ノ沢水源地 

清水川水源地 

濁度上昇 

田高ポンプ場 

(取水地)取水 

"XJ ~‘ ~J f'/i 二、〜̂  

白山浄水場 白山浄水場 
フ、当立卩CTTT 111 

濁度上昇 
/ ロ 序 ロ h、ノロJ 川 

3：-1 し AA- Tffl 配水管の修理 
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3/13田高復旧、応急給水続行 
上水道の二つの水源のうち、通電により、田高ポンプ場が送水開始 

〇応急給水の応援団体到着 
•日本水道協会-岐阜県各務原市及び中津川市(3/13~15) 

•北奥羽地区水道事業協議会 

-八戸圏域水道企業団(3/13~19) 

-協同組合八戸管工事協会(3/13〜17) 

上水道 

川井簡易水道 

西ノ沢水源地 

清水川水源地 

濁度上昇 

曰山淨水場 

濁度上昇 

3/14〜白山復旧、順次配水開始 
03/14白山浄水場配水開始（3/17上水道の全域配水） 

〇3/16~川井簡易水道に急速ろ過機設置•運転 

03/20川井簡易水道配水開始（3/21川井簡易水道の全域配水)、 

04/28川井簡易水道急速ろ過機運転停止 

上水道 

川井簡易水道 

西ノ沢水源地 

3/20配水開始 

清水川水源地 

3/21配水開始 
配水管の修理 
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津波堆積物 

可燃系混合物 

不燃系混合物 

その他残渣 

処理困難物等 

木くず•紙•ブラ等 

産廃系可燃物 

不燃物 

市 内 業 者 一 ， 

布 内 業 者 > 

市 内 業 者 ~ ~ > 

県内業者 wr̂ -> 

市内•県内•広域 

市内 •県内 •広域メ 

県内処理 

法 域 処 理 

そ の 他 漁 網 等 ‘ 専 門 業 者 W - m 

路盤材等資材 

売却処分 

路盤材等資材 

堆肥化 

チップ化燃料 

@£1]^]；分(久慈広域•八幡平市等） 

産廃焼却処分 

埋立処分 

適正処理 

平沢仮置き場第 1ヤード粗分別品目集積状況 2 4 . 2 . 8 

_ fc “拿•妾 

；1ヤ—f 

み 
-•ニ）: 

住宅廃材 
1200袋 

柱在•角材 
(枝成沢へ移送） 

(選別後、可燃物は焼却処理、土砂は保管） 

金属くず（売却予定） 

公園 工場 

津波堆積物=選別中 
(可燃物は焼却処理、 

土砂は保管） 

不燃物及び 
漁網等混合がれき 
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平 沢 仮 置 き 場 第 2 ヤ ー ド 粗 分 別 夂 夂 

3-7久慈市災害廃棄物処理状況と方向
(H 

24.3.26現在） 

〇 市 内 災 害 廃 棄 物 ( 2 3 . 8 . 3 0 県 詳 細 計 画 ょ り ） 

<粗分別後> 
柱材•角材9,8 0 0 t (広域処理） 
可燃系混合物10,6001 
不燃系混合物300t 
コンクリート21,000t 

金属くず 18,600t 
堆積物 33,300t 
その他 2,5001 — 
a+ 

(広域&県内処理） 
(広域&県内処理） 
(市内処理 > 業者渡） 
(市内処理 > 業者渡） 
(市内再利用） 
(広域処理） 

96,100t 

〇災害廃棄物処理状況（約26,000t 27.0%) 
種別 

可燃系 
(20,400t) 

不燃系 
2,8001) _ 

リサイクル系 
(72,9001) 

処理方法 

焼却(可燃物） 

堆肥化(流木等） 

木質チップ燃料 

里材•角材」 

埋却 

コンクリ-卜殻等 

金属くず 

津波堆積物 

処理先 

久慈広域連合 
八幡平市 
(広域処理もあり） 

花巻市内業者 

未定(広域処理） 

未定 
1呈内/広域処理） 

市内業者 

未定 
(業者引渡予定） 

市内業者 

処理量 合計 

L , 9 2 2 . 2 4 
2,082.64 

(6.67) 

0.16 0.16 

23,834.54 

0.O O 23,834.54 

合計LbンL 25,917.34 

<< く辛 
火吉 ；^棄物撤去•搬出•運搬••集積(2 3 . 3 . 1 3開始〜23 . 1 0 . 1 4完了) 

平沢仮置場 
アス•コン終了 •粗分別実施中 

24.3柱材•角材•堆積物移転 

識訪下仮置場 
24.2.22〜3.23流木等処理 

24.3—部コン殻処理— 

半崎仮置場 
24.2.3〜2.20流木等処理 

平成26年3月処分完了予定 
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仮置き場の管理と粗分別（その1) 

レ か ^ ^ ニ ニ ^ ! ^ ク ^ V ハ ぐ 
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【左上】 

無造作に積まれたがれき。 
堆積圧と発酵による温度 
上昇を防ぐため、山を崩し 
粗分別を進める。 

【右上】 

粗分別後、フレコンバッグ 
に小分けし、がれき種別 
ごとに次の工程を待つ。 

【左下】 

重機による粗分別も限界 
があり、特に漁網や住宅 
廃材等は人手による分別 
が必要。 

H23.12.26平沢仮置き場第2ヤード 

—仮置き場の管理と粗分別（その2) 
H23.12.26平沢仮置き場第1ヤ一ド丨 

zOs 
【左下】 

重機で分別された柱材-
角材。燃料チップ化も可 
能なレベルで、受入先の 
中間処理等のオーダー次 
第で、次の加工に進む。 

【右上】 

粗分別後の可燃系残渣。 
今後、土砂•可燃物•不燃 
物-金属くず等に選別し、 
最適な処分工程に進む。 

【右下】 

粗分別され、品目ごとに 
処分が可能になったがれ 
き。左奥は断熱材等住宅 
廃材、中央は柱材•角材、 
手前は金属く"^。 
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まてiこ瀏定してきたttffl及び愛知鼠、青森業、石川*、 
及1^€#_内丨まけるiia面から1mftさの空簡M率 

350k 

250kn 

〇久慈市内環境放射線量率 
2 3 . 1 1月 0 . 0 7 5マイクロシーベルト/時 

( 市 内 1 2 7 地 点 平 均 値 地 上 l m 高 0 . 0 5 ~ 0 . 1 0 - v / h ) 

2 3 . 1 2月 0 . 0 6 1マイクロシーベルト/時 

(市内 9 4地点平均値地上l m高 0 . 0 4〜 0 . 0 9 ^ i S v / h ) 

2 4 . 0 1月 0 . 0 5 7マイクロシーベルト/時 

( 市 内 9 4 地 点 平 均 値 地 上 l m 高 0 . 0 3 〜 0 . 0 8 p v / h ) 

2 4 . 0 2月 0 . 0 5 4マイクロシ一ベルト/時 

( 市 内 9 4 地 点 平 均 値 地 上 l m 高 0 . 0 4 〜 0 . 0 8 p v / h ) 

2 4 . 0 3月 0 . 0 4 8マイクロシーベルト/時 

( 市内 9 4 地点平均値地上 l m 高 0 . 0 2 〜 0 . 0 8 n S v / h ) 

※ 全 て の 測 定 結 果 く 0. 2 3マイクロシーベルト/時 

(放射性物質対処特搭法に基づく汚染廃棄物対策地域指定要件：23.12.14環境省) 

〇災害廃棄物放射能濃度(23.11.21試料採取） 

134Cs+137Cs=N.D.(検出下限以下） 

く100Bq/kg(災害廃棄物再利用基準:23.ii.i8環境省) 

推計最大値 :災害廃棄物全体 3 6 . 0 B q / k g 以下、災害廃棄物可燃物 3 7 . 8 B q / k g 以下 

〇久慈地区ごみ焼却場の焼却灰放射能濃度 
23.6.30 134Cs+137Cs:飛灰604Bq/kg、主灰31Bq/kg <8,000Bq/kg 

24.3.2 134Cs+137Cs:飛灰 97Bq/kg、主灰N.D. <8,000Bq/kg 

※焼却にかかる災害廃棄物混合率は約10% 

(焼却灰埋立基準：23.6.28環境省) 

〇岩手県モニタリングシステム環境放射線量率（久慈市） 
24.3.15〜24時間観測中（1日平均0.035〜0.055pLSv/h) 

http://wwwla.biglobe.ne.jp/radiation-monitoring-system/pc/mdex.html 

【評価】 

久慈市における環境放射線量率や災害廃棄物の焼却灰に含まれる放射性 

物質の濃度は、国の定める特別な処理を必要とする基準を大き〈下回って 

います。 
※！rH23.12【環境省パンフ】津波被害による岩手県’宮城県の災害廃棄物の受け入れ 

について』などよリ。 

文 
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平沢仮置き場第1ヤード津波堆積物選別作業24.2.8 

半崎仮置き場木くず破砕作業24.2.8 

淡 ^ ^ 翁 

ぐ ず 

福島第一原子力発電所事故の影響観測状況 
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3-8議会と共に取り組む 

久慈市議会東北地方太平洋沖地震災害対策特別委員会 
久慈市議会では、平成23年3月16曰第26回定例会において災害剋策特別 

委員会を設置し、情報を共有し復興•復旧に共に取り組みました。 
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•9復旧•復興への主な取組•動き【一覧表】 

月曰 
曜 
曰 

主な取組•動き 主な内容 

平成 2 3年 

3 月 1 1 日 

金 

東日本大震災の発生 

1 4 : 4 6三陸沖を震源とするマグニチュード9 . 0の地 

震が発生 

最 大 震 度 震 度 7 ：宮城県栗原市 

震度5弱：久慈市川崎町、長内町 

震度4：久慈市山形町 

【参考】 

気象庁本震について発表したマグニチュード 

• 3 月 1 1日 1 4時 4 9分発表 M 7 . 9 (気象庁マグニチュ 

一ド：速報値） 

• 3 月 1 1日 1 6時 0 0分発表 M 8 . 4 (気象庁マグニチュ 

一ド：暫定値） 

• 3 月 1 1日 1 7時 3 0分発表 M 8 . 8 (モーメントマグニ 
チュード） 

• 3 月 1 3日 1 2時 5 5分発表 M 9 . 0 (モーメントマグニ 

チュ'“ド） 

久慈市災害対策本部設置 

14 ； 4 9久慈市災害対策本部設置 

14 ： 4 9気象庁が津波警報（大津波）を発表 

避難指示を発令（1，489世帯、4，300人） 

【参考】津波予報区：岩手県 

•14 時 49 分 3m 

•15 時14 分 6m 

• 1 5時 3 0分 1 0 m以上 

避難所開設 
14:49避難指示発令を受け、各被災地対応避難所を開 

設。最大38か所、2，916人 

津波警報（大津波） 

14 ； 5 2津波警報（大津波）発表 

防災行政無線広報（サイレン吹鳴、水門閉鎖及び 

避難広報を実施） 

水門、陸閘閉鎖完了 

15 ： 0 2水門、睦閘閉鎖完了 

久慈消防署及び久慈市消防団による水門、陸閘閉鎖 

完了（久慈湊、諷訪下、小袖、久喜） 

防災行政無線広報 防災行政無線広報実施15 ： 05、15 ：10、15 ：15 

防災行政無線広報 
防災行政無線広報実施15 ： 20、15 ： 23、15 ： 28 

小袖付近の海岸で約1 mの引き潮確認 

津波襲来（第1波） 15 ： 3 0頃津波襲来(第1波）（資料：広報くじ） 

防災行政無線広報 防災行政無線広報実施15 ： 3 2 久慈港で津波確認 

防災行政無線広報 

15 ： 3 4〜防災行政無線広報実施 

15時34分から3月12日3時25分まで情報が入り次第、 

広報を実施 

津波襲来（第2波） 15 ： 3 6頃津波襲来(第2波）（資料：広報くじ） 

津波の遡上 
15 ： 5 7 津波の遡上確認 

16 ： 2 0 津波の遡上確認 

非常食の配給 
18 ： 0 4非常食を災害対策本部へ配給（アルファ米 

4，750人食） 

陸上自衛隊到着 2 1： 1 0陸上自衛隊第9師団第 9戦車大隊到着 

避難所等に保健師を配置 
10力所の避難所に24時間態勢で保健師を配置し、避 

難者の健康管理•健康相談に対応（〜3月28日まで） 

発災以降、バス•鉄道全便運休 

市役所電子機器の状況確認とシ 

ステム停止作業 
電算システム機器の状況確認とシステム停止作業 

やませ土風館「風の館」避難住 

民等受入れ 
発電機による点灯、食料品、飲料、毛布等の提供 

道路、河川、橋梁の被害状況確 

認 

市内パトロール開始 

被害状況を確認し、浸水及びガレキ等による通行不 

能区間にバリケード等を設置 



3 月 1 2 日 土 

国県道の被害状況、交通制限情 

報収集 
振興局土木部等との連絡調整 

「新街橋」通行止め 
橋面陥没、欄干の不安定が見受けられたため、消防 

団の緊急判断により通行止め揩置 

災害協定に基づき、岩手県建設 

業協会久慈支部による自主パト 
ロ 一ル実施 

自主判断によりパトロ一ルを実施した 2社から 3件 

の結果報告(停電のため結果受信は3月12日、13日） 

久慈淨化センター施設 

停 電 に よ り 運 転 停 止 津 波 に よ 

り 浄 化 セ ン タ ー 敷 地 内 冠 水 市 

内マンホールより溢水 

逆流防止のため流入•流出ゲート全閉 

作業終了後、管理業者避難 

漁業集落排水処理施設（4箇所） 

大川目コミニティプラント停電 

に よ り 運 転 停 止 津 波 に よ り 久 

喜地区漁業集落排水処理場被災 

漁業集落排水処理施設：桑畑、外屋敷、横沼•川津 

内、麦生久喜地区漁業集落排水処理場に津波直撃 

(躯体損傷、電気•機械設備被災により運転不可） 

各小 •中学校の被害状況取りま 

とめ 
学校施設の被害状況について情報収集。 

被害のあった学校施設への対応 

開始 

断水により水の使えない学校や、学校へ避難してい 

る人への不足の見込まれる物資等の情報収集 

学校及び児童生徒の状況確認開 

始 

各学校から電話報告及び職員の直接訪問での確認。 

負傷者報告0件。保護者へ引き渡しができない児童 

1名は学校で保護。他は保護者へ引渡し等により下 

校。保護者からの所在確認等照会0件。 

学校給食センタ一保管米の提供 
自衛隊による避難所炊き出し用としてセンター保管 

米約270kg 

給食配送車での避難所への食料 

配送 
配送車 6台、運転手 6人従事 

学校給食センタ一食器等避難所 

へ貸出 

ご 飯 食 缶 大 5 0 個 小 5 0 個 計 1 0 0 個 

汁食15 大 5 0 個 小 5 0 個 計 1 0 0 個 

ごはん椀 3千個、汁椀 3千個、箸 3千膳 

ご 飯 し ゃ も じ • 汁 用 お た ま 各 百 数 個 

1 4 : 5 0 中 央 公 民 館 、 図 書 館 内 

非常放送及び職員による来館者 

の避難誘導開始 

来館者を3階へ誘導、又避難者の保護にあたった。 

体育施設休館（場） 
久慈市民体育館、久慈市第二体育館久慈市民柔剣道 

場、久慈市民弓道場を休館（場） 

久慈市営野球場の被災確認、敷 

地内立入禁止 
久慈市営野球場の被災確認及び敷地内立入禁止揩置 

久慈市民体育館を自衛隊の宿営 

地として提供 
3月11日〜4月11日 

学校状況確認作業 

児童生徒•教職員、学校施設状況等の報告受付、確 
tgヽ  

臨時休校揩置、卒業式の実施日程等の確認開始。 

津波襲来状況の記録 
大津波警報発表後、直ちに沿岸部に向かい、津波の 

襲来状況を記録。（担当1人で行動） 

避難所への炊き出し等の食料 • 

物資等の対応 
3月11日〜3月28日 

野田村への炊き出し（ご飯）の 

対応 
3月11日〜4月7日 

「新山根温泉べっぴんの湯」停 

電により営業停止 
3月13日より一部営業再開 

緊急消防援助隊到着 
13 ： 2 0 緊急消防援助隊（浜松指揮支援隊先行隊） 

が久慈消防本部に到着 

津波警報（大津波）から津波警 

報へ切り替え 

2 0 : 2 0 津 波 警 報 （ 大 津 波 ） か ら 津 波 警 報 へ 切 り 替 

え（防災行政無線広報） 

市役所電源復旧 
市役所電源復旧によりシステムの起動と動作確認開 

始 
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誘致企業等の被害状況調査開始 
誘致企業等の被害状況調査開始 

(以降、随時調査） 

やませ土風館「土の館」営業一 

部再開 
1店のみ 

久慈浄化センタ一沈砂地ポンプ 

棟ポンプ室の浸水を確認 

電気 •機械設備被災 

1 4 : 3 0 応 急 復 旧 を 開 始 海 水 の 排 水 作 業 電 気 • 機 

械設備の応急復旧作業〜4月 1 3日 

応急給水開始 1 6 : 0 0応急給水開始（3月21日まで。最大15か所） 

浸水区域に居住する児童•生徒 

の情報把握 
学齢薄をもとに被災した児童生徒の抽出 

避難所に避難している児童生徒 

の安否確認を在籍校へ依頼 

保護児童の保護者へ引渡し完了 

教職員による家庭訪問、避難所訪問等により全児童 

生徒の状況把握 

給食配送車で避難所への食料配 

送 
配 送 車 6 台 、 運 転 手 6 人 

保護児童引渡し終了 

帰宅困難のため保護した児童（長内小学校）の保護者 

が引き取りに来校。 

避難所に避難した児童生徒のいる学校に、各施設に 

出向き教職員により安否確認を行うよう依頼。 

山根中学校卒業式 
当初予定日程で実施（1校のみ)。 

久慈中他中学校5校は12日から予定を変更。 

農 地 • 農 畜 産 物 • 農 業 施 設 等 の 

被害調査開始 
現地調査及び情報収集開始 

被害状況の記録 

3月12日〜3月14日 

3 / 1 2夜明けとともに行動し、沿岸部の被害状況を記 

録。（安全面を考慮し、基本、総括と担当の 2人で 

行動） 

3 月 1 3 日 曰 
緊急消防援助隊到着 

1：2 5栃木県緊急消防援助隊到着（3月1 8日〜3月1 9 

日行方不明者捜索活動） 

津波警報から津波注意報へ切り 

替ぇ 

7 ： 3 0津波警報から津波注意報へ切り替え（防災行 

政無線広報） 

久慈市消防団野田村へ応援 
8 ： 0 0 久 慈 市 消 防 団 野 田 村 へ 行 方 不 明 者 捜 索 活 動 

応援 

防災センター電源復旧 1 1 : 3 7 防災センター電源復旧 

津波注意報解除 
17 ： 5 8津波注意報解除（防災行政無線広報） 

消防団へ水門開放を指示 

がれき撤去作業開始 

3月 1 3日〜道路上の撤去開始 

3月 2 0日〜民有地の撤去開始 

3月 2 9日〜被災家屋等の解体開始 

市制施行5周年記念式典延期 東日本大震災のため延期決定（日程未定） 

市役所電子機器システム起動 
システムの起動と動作確認終了 

インターネツト回線接続復旧 

「北三陸くじ冬の市」中止 「北三陸くじ冬の市」の中止決定 

学校給食センターにおいて炊き 

出し及び配送 

炊き出し1,500食分（ご飯、味噌汁）調理員23人 

避 難 場 所 へ 食 料 配 送 配 送 車 6 台 、 運 転 手 6 人 

大島理森代議士災害情報交換来 

訪（市長•両副市長） 

畑浩治代議士災害情報交換来訪 

(市長•両副市長） 

上野岩手県副知事災害情報交換 

来訪（市長•両副市長） 

3 月 1 4 日 月 
緊急消防援助隊到着 

5 ： 5 0青森県緊急消防援助隊到着（3月1 4日〜3月1 6 

日行方不明者捜索活動） 

夢ネットケーブル被害状況確認 
被災箇所 5地区（誠訪下、玉の脇、大尻、半崎、久 

喜）を確認 

家屋被害調査開始 
迅速に被害認定をし、速やかに罹災証明書を発行す 

るため、被害調査を開始 

62 



消毒用消石灰の配布開始 
床上浸水世帯等に462袋（ 2 0 k g入り）配布（〜5月31 

日まで） 

災害対応に係る雇用促進住宅の 

使用要請 

( 独 ） 雇 用 ’ 能 力 開 発 機 構 理 事 長 あ て 4 3 月 1 6 日 

使用許可の連絡有り 

や ま せ 土 風 館 「 産 食 体 験 館 山 

海里」営業再開 

久慈浄化センタ一手動運転開始 16:00 

各教育施設の施設概要•状況に 

ついて情報収集 

自衛隊等の受け入れ場所として、教育施設の利用を 

検討するため、各教育施設における収容人数、燃料 

の残量等の情報を収集。 

児童生徒及び教職員安否確認終 

了 
児童生徒及び教職員の全員無事を確認。 

給食配送車で避難所への食料配 

送 
給 食 車 6 台 、 運 転 手 6 人 

小中学校臨時休業揩置(〜19日） 

児童生徒安否確認終了 

臨時休業借置：1 9校（旧山形地区、宇部小、山根中 

は休業なし） 

避難所めぐり等により、児童生徒の状況確認。 

山形中学校卒業式 3月12日から変更 

久慈市民体育館を自衛隊の宿営 

地に提供 
久慈市民体育館メインアリーナ内 

久慈市民体育館を自衛隊の宿営 

地に提供 
久慈市民体育館脇駐車場 

東北森林管理署和山署長 

(外舘副市長） 
災害に対する見舞 

勤労青少年ホームを各県警等の 

拠点施設として提供 

各県警等の拠点施設として提供 4月 6日まで（ 2 4日 

間）延べ261名が拠点施設として利用 

(埼玉県警察本部関東管区機動隊他9隊） 

3 月 1 5 日 火 
久 慈 市 消 防 団 野 田 村 へ 応 援 

8 ： 0 0久慈市消防団、野田村へ行方不明者捜索活動応 

援 

応急仮設住宅建設の協議 県と応急仮設住宅建設の協議 

各教育施設に勤務する職員の通 

勤状況調査 

通 勤 に 使 用 す る 車 両 の 燃 料 が 入 手 困 難 な 状 況 と な 

り、教育委員会所管の各施設において職員不在の事 

態を防ぐための検討 

給食配送車で避難所への食料配 

送 
給 食 車 3 台 、 運 転 手 3 人 

家屋被害調査 
被害認定し、罹災証明書を発行するため、家屋の被 

害調査を行った。 

元衆議院議員鈴木俊一氏災害情 

報交換来訪（市長） 

三陸鉄道_金野本部長 

(市長) 
久慈-野田間運行に係る報告 

雇用促進住宅の使用可能戸数の 

確認及び修繕 

3月15日〜3月30日まで 

使用可能戸数長内宿舎 3 0戸、大川目宿舎 2 2戸を確 

保 

長内宿舎は3月24日、大川目宿舎は4月1日から被災者 

の入居を開始 

野田村分についても一括して対応 

「新山根温泉べっぴんの湯」無 

料開放 

3 月 1 5 日 〜 3 月 1 7 日 ま で 山 形 町 内 の 断 水 地 区 （ 川 

井地区•清水川地区）住民を限定した無料開放 

写真資料の調整作業等 3月15日〜随時 

3 月 1 6 日 水 第 2 6 回 久 慈 市 議 会 定 例 会 に お 

いて「大津波警報に伴う対応等 

について」諸般の報告 

久慈市議会「東北地方太平洋沖地震災害対策特別委 

員会」設置 

市民バス一部運行再開 
滝線、久慈海岸線除く 

15:20以降は運休 

三陸鉄道運行再開 1 日 3往復久慈〜野田間 

バス大野線休日ダイヤで運行再 

開 
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3 月 1 7 曰 木 

東日本大震災久慈市地震災害義 

援金の受付開始 

市内道路全線開通 市内ほぼ全域において1車線確保 

久慈市第二体育館を消防援助隊 

の宿営地に提供 

3月 1 6日〜 2 1日長崎県消防隊 

3月 1 7日〜 1 9日佐賀県消防隊 

給食配送車で避難所への食料配 

送 
給 食 車 3 台 、 運 転 手 3 人 

角柄分校、久慈中、夏井中、宇 

部中、三崎中卒業式 

3月12日を変更（久慈中、夏井中、宇部中） 

3月13日を変更（三崎中） 

変更なし（角柄） 

葛卷町觸澤副町長（市長） 支援物資持参（牛乳200本） 

東北農政局岩手農政事務所 

職員来訪（市長） 

災害に対する見舞（齋藤地域第 4課長 •ニ戸統計情 

報センター下川原次長） 

市議会3月定例会最終本会議 

久慈警察署中村署長災害情報交 

換来訪(市長） 

津波被災集落、災害時要援護者 

及びガソリン不足等による交通 

難民等への食料•支援物資等の 

対応 

3月16日〜3月29日 

被害状況等の記録 3月16日〜随時 

被害状況のほか、小•中学校の卒業式、生活の状況 

なども記録。（通常体制に。基本、担当1人で行動） 

東北地方太平洋沖地震災害対策 

対応 

3 月 1 6 日第 2 6 回定例会において発議により特別委 

員会設置 

3 月 1 6 日 鹿 角 市 議 会 来 庁 

3 月 3 0 日 能 代 市 議 会 来 庁 

4 月 5 日 特 別 委 員 会 現 地 調 査 

4 月 1 8 日 会 派 代 表 者 協 議 会 に お い て 議 員 行 動 経 

費、政務調査費の凍結を決定 

4 月 1 8 日 弟 子 屈 町 議 会 、 平 泉 町 議 会 、 盛 岡 市 議 会 

来庁 

4 月 2 6 日 第 2 7 回 臨 時 会 に お い て 議 員 報 酬 1 0 % 削 減 

する「久慈市議会の議員の議員報酬等に関する条例 

の一部を改正する条例」議決 

5 月 1 7 日 復 興 計 画 に 係 る 協 議 及 び 震 災 対 応 に 係 る 

補正予算専決処分説明の全員協議会 

6 月 3 日 軽 米 町 議 会 来 庁 

6 月 7 日 岩 手 県 市 議 会 議 長 会 に よ る 岩 手 県 知 事 に 

対する要望活動 

6 月 2 8 日第 2 8 回定例会において「東日本大震災か 

らの早期復興に向けての支援強化を求める請願」を 

採択、意見書の提出 

6月 2 8日調査終結により特別委員会消滅 

緊急消防援助隊到着 
3 ： 0 5 長崎県緊急消防援助隊到着 

( 3月 1 7日行方不明者捜索活動） 

応急仮設住宅の建設候補地調査 

被災地の区長 •町内会長および 

被災者から状況調査 

バス久慈こはく線、運行再開 通常ダイヤ 

給食配送車で避難所への食料配 

送 
給 食 車 2 台 、 運 転 手 2 人 

小国小、繋小、侍浜中卒業式 
3月15日を変更（侍浜中） 

変更なし（小国小、繋小） 

自衛隊支援隊入れ替え報告（市 

長） 

岩手駐屯地第9特科連隊 

4第2 6普通科連隊平野剛連隊長 

(留萌駐屯地） 
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北日本造船_往訪（被災状況視 

察） 

(市長) 

久慈工場敷地内にて、被災状況視察及び東社長との 

懇談 

緊急消防援助隊長•鹿沼消防署 

副所長報告（市長） 
捜索活動状況報告 

応急仮設住宅の建設候補地調査 県建築住宅課•県北広域振興局 

被災地の区長 •町内会長および 

被災者から状況調査 

被災者の避難先、仮設住宅の入居希望、その他の要 

望などを調査 

3 月 1 8 日 金 久慈地区災害ボランティアセン 
ター設置 

久慈市社会福祉協議会高谷敦子副会長を本部長と 

し、久慈青年会議所、ボランティア連絡協議会、久 

慈市でボランティアセンターを設置し、ボランティ 

アの募集•受け入れ•派遣を行った。 

く登録者数>598人。 

く 活 動 内 容 〉 • 住 居 清 掃 、 ご み 出 し 、 が れ き の 撤 

去 。 • 物 資 仕 分 け • ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 運 営 • 給 

水•引っ越し（仮設住宅、野田村） 

く活動場所等〉•久喜地区（8日間）21 7人•長内地区 

( 1 8日間） 2 0 0人 •久慈湊地区（9日間）2 8 5人 •夏 

井地区（1 4日間）8 3人 •野田村（9日間）2 5 0人 •山 

形 地 区 （ 1 日 ） 5 人 • 物 資 受 付 • 仕 分 け （ 1 5 日 間 ） 

197人•ボランティア本部補助（16日間）217人 

※8月以降、活動実績なし 

3 月 1 8 日 金 

バ ス 白 樺 号 、 運 行 再 開 1日1往復 

3 月 1 8 日 金 

保健師を野田村に派遣 
野田村からの要請により、被災者支援のため保健師2 

名を派遣（〜3月21日まで） 

3 月 1 8 日 金 

人工透析患者の宿泊受入 

県保健福祉部健康国保課及び県立久慈病院からの要 

請により、通院困難な患者3名を元気の泉内に宿泊受 

入（〜3月21日まで） 

3 月 1 8 日 金 

給食配送車で避難所への食料配 

送 
給 食 車 1 台 、 運 転 手 1 人 

3 月 1 8 日 金 

久慈湊小他小学校1 6校卒業式 日程変更校なし 

3 月 1 8 日 金 

青森県鰺ヶ沢町支援物資持参 

(外舘副市長） 
長内副町長来訪 

3 月 1 8 日 金 

住宅状況調査と応急仮設住宅希 

望者の聞き取り調査 

住宅状況調査と応急仮設住宅希望者の聞き取り調査 

(6班対応、3月19日まで） 

3 月 1 9 日 土 市 民 バ ス 燃 料 不 足 に よ り 運 休 

ト 3/21) 

3 月 1 9 日 土 

市立小中学校臨時休校指置終了 臨時休校楷置（3月14日〜3月18日） 

3 月 1 9 日 土 

久慈市営野球場の復旧開始 
土砂•瓦礫撤去、管理棟清掃、芝洗浄作業等（〜3月 

24日） 

3 月 1 9 日 土 

久慈小、来内小、長内中卒業式 
3月12日を変更（長内中） 

変更なし（久慈小、来内小） 

3 月 1 9 日 土 

青森県八戸市支援物資持参 

(市長） 
高島総合政策部長来訪 

3 月 1 9 日 土 

達増知事来訪（市長•両副市長） 災害状況視察 

3 月 2 0 曰 曰 久慈港の一部供用が開始される 3 月 2 0 曰 曰 

家屋等被害第1次調査終了 

国の被害認定基準に基づき被害程度を判定した。判 

定結果に衲得がいかない被災者に対しては、第2次 

調査を行った。（被害認定件数1,230件） 

3 月 2 0 曰 曰 

市立小中学校卒業式全校終了 
3月1 2日〜3月2 0日全3 0校の卒業式終了 

(中学校8校が震災により日程変更） 

3 月 2 0 曰 曰 

久喜地区漁業集落排水処理場の 

応急復旧 
〜28日（電気•機械設備の応急復旧） 

3 月 2 0 曰 曰 

大川目中学校卒業式 
3月13日から変更 

市立小中学校卒業式全30校終了 

3 月 2 0 曰 曰 

独立行政法人石油天然ガス •金 

属鉱物資源機構 •現況報告来訪 

(市長） 

新 井 理 事 • 青 山 久 慈 事 務 所 長 • 本 部 調 査 役 • 日 本 地 

下石油備(株大籐久慈事業所長来訪 
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港湾安全会議開催 八戸海上保安部椹原部長来訪 

3 月 2 1 日 月 久慈ライオンズクラブによる河 

川公園清掃ボランティア 

3 月 2 1 日 月 

米内造園による河川公園清掃ボ 

ランティア 
3月21日〜24日 

3 月 2 1 日 月 

広報紙の編集 

3月21日〜随時 

広報4月1日号の発行が決定。記録等も行いながら、 

編集作業を進めた。 

3 月 2 1 日 月 

避難所での再聞き取り及び被害 

住宅追加分被災者探し（応急仮 

設住宅希望調査） 

3月21日〜3月24日 

3 月 2 2 日 火 バス大野線通常ダィヤにて運行 

再開 

3 月 2 2 日 火 

市民バス運行再開 
久慈海岸線は、久慈ー小袖間、久慈一大尻間の2方 

面で運行 

3 月 2 2 日 火 

罹災証明書発行開始 
被害認定に基づき、罹災証明書を発行(罹災証明書発 

行件数2，07 1件） 

3 月 2 2 日 火 

被災車両対応 
3月2 2日現地状況確認（1 0 4台確認） 

6 月 1 日仮置場へ移動（ 1 4 台） 

3 月 2 2 日 火 

市税衲期の延長 広報周知 

3 月 2 2 日 火 

野田村の応急給水応援 野田村の応急給水を応援（3月23日まで） 

3 月 2 2 日 火 

平成二十三年東北地方太平洋沖 

地震に伴う地方公共団体の議会 

の議員及び長の選挙期日等の臨 

時特例に関する法律等の施行 

3 月 2 2 日 火 

平成二十三年東北地方太平洋沖 

地震に伴う地方公共団体の議会 

の議員及び長の選挙期日等の臨 

時特例に関する法律第 1条第 1 

項の規定に基づく市町村の指定 

(第1次指定） 

第 1 次 指 定 岩 手 県 分 

(延期される選挙） 

陸 前 高 田 市 ほ か 2 町 3 村 

※久慈市は、延期される選挙の第1次指定から漏 

れる 

3 月 2 2 日 火 

陸上自衛隊第2師団田中敏明師 

団長表敬訪問（市長） 
炊き出しの様子など視察 

3 月 2 2 日 火 

東北地方整備局青森河川国道事 

務所より、災害対策現地情報連 

絡員リエゾン派遣来訪 

3月22日（第1班） 

3 月 2 2 日 火 

空室であった市営住宅に目的外 

使用として被災者を受け入れた 
みなと団地1戸、宇部町和野平地区住宅2戸 

3 月 2 3 日 水 

被災地区の家庭訪問を開始 

被災家庭（全壊•半壊•床上浸水）3 3 6世帯訪問し、 

心身のケアに対応（うち不在116世帯にメッセージ入 

りタオルを配布〜3月2 9日まで） 

3 月 2 4 日 木 
屋内消毒用薬剤の配布を開始 

床上浸水世帯等に968本（ォスハ”ン液500ml入り）配布 

(野田村への50 0本含む〜5月3 1日まで） 

3 月 2 4 日 木 

生活必需品の給与開始 

給与件数232件（半壊以上）炊飯器、調理器具、ガス 

テーブル、灯油、暖戻器具、洗濯機等（暖戻器具、 

洗濯機は久慈市の独自給与） 

3 月 2 4 日 木 

平成二十三年東北地方太平洋沖 

地震に伴う地方公共団体の議会 

の議員及び長の選挙期日等の臨 

時特例に関する法律第 1条第 1 

項の規定に基づく市町村の指定 

( 第 2 次 指 定 ） 

第 2 次 指 定 岩 手 県 分 

(延期される選挙） 

久 慈 市 ほ か 2 市 2 町 1 村 

3 月 2 4 日 木 

東北地方整備局青森河川国道事 

務所より、災害対策現地情報連 

絡員リエゾン派遣来訪 

3月24日（第2班） 

3 月 2 4 日 木 

県議会議員斉藤信氏来訪 

(末崎副市長） 
災害状況情報交換•視察 

66 



3 月 2 5 日 金 
久 慈 市 消 防 団 野 田 村 へ 応 援 

8 ： 0 0 久 慈 市 消 防 団 野 田 村 へ 行 方 不 明 者 捜 索 活 動 

応援3月 2 5日〜 3月 2 8日 

被災者への支援に関する各種制 

度の周知、対応 
被災町内会 

青森港湾事務所木内副所長来訪 

(市長) 
支援物資（スコップ100丁） 

岩手県議会正副議長来訪 

(市長) 
災害状況情報交換•視察 

「新山根温泉べっぴんの湯」無 

料開放 

3 月 2 5 日 〜 4 月 2 8 日 被 災 者 及 び 救 援 部 隊 （ 自 衛 

隊 •警察 •消防等）に無料開放 

3 月 2 6 曰 土 大型浚渫船兼油回収船「白山」 

が久慈港に入港し、支援物資を 

河川公園の自衛隊による復旧作 

業 

3月26日〜27日 

自衛隊員2 0〜 3 0人程度 

東北地方整備局青森河川国道事 

務所より、災害対策現地情報連 

絡員リエゾン派遣来訪 

3月26日（第3班） 

独立行政法人石油天然ガス •金 

属 鉱 物 資 源 機 構 渡 辺 石 油 備 蓄 

部長来訪（市長） 

災害状況報告•情報交換 

3 月 2 7 曰 曰 階猛代議士来訪（市長） 災害情報交換 

3 月 2 8 日 月 避難所閉鎖（雇用促進住宅等対 

応） 

早期の住宅確保として、雇用促進住宅の空室の活用 

等を進め、早期の避難所閉鎖 

ごみ収集再開 

3月 1 1日〜3月2 6日ごみ収集休止 

3月2 3日〜3月2 5日燃えるごみ臨時収集 

3月28日〜 通常収集再開 

被災遺族訪問を実施 
被災遺族2世帯へこころの支援訪問の実施（〜3月2 9 

日まで） 

久慈中学校ボランティアによる 

河川公園清掃 

3 月 2 9 曰 火 第 1回岩手県災害廃棄物処理対 

策協議会（県庁） 

当面する災害廃棄物の処理方針を国 •県 •被災市町 

村•関係団体等で協議し、方針を決定した。 

久喜地区漁業集落排水処理場の 

手動運転を開始 

3 月 3 0 日 水 J R 八 戸 線 代 行 バ ス に て 運 行 

再開 
1 日 3 往 復 久 慈 〜 鮫 間 

函館市へ中古の船外機船の提供 

依頼 

函館市職員が久慈市に支援物資を届けてくれた際、 

函館市職員に対し函館市内にある使用されていない 

中古の船外機船を久慈市に提供していただけるよう 

に関係者との調整を依頼 

被災者に対する手数料の減免開 

始 

手数料条例第6条第4項の規定に基づき、被災者が支 

援、援助、助成等を受けるために必要な証明書の交 

付手数料を免除 

住宅被災者への一時的な空き家 

バンク登録物件の紹介 

久慈湊児童公園の指定管理者の 

協定書の変更 

津波被害により当該公園が使用できなくなったこと 

から、H23. 4.1〜9. 30まで業務停止 

児童生徒被災状況調査 
学校を通じ児童生徒の家庭の被災状況等を確認し、 

必要に応じた対応を検討•実施 

市営魚市場再開 震災後初めてセリが行われた。 

総務省東北総合通信局井澤局長 

来訪（市長） 
災害情報交換 

函館税関救援物資持参（外舘副 

市長） 
支援物資持参 

能代市齊藤市長 _薩摩副議長来 

訪（市長） 
義援金持参•見舞い 

住 宅 の 応 急 修 理 受 付 開 始 
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3 月 3 1 日 木 
久慈川河川公園の指定管理者の 

協定書の変更 

津波被害により当該公園内テニスコートが使用でき 

なくなったことから、業務内容の一部（テニスコー 

ト修繕業務）を平成23年度は削除 

4 月 1 曰 金 三 陸 鉄 道 増 便 1 日 5往復久窓〜野田間 

被災者への支援に関する各種制 

度の周知、対応 
広報で全戸周知 

東日本大震災被災者総合相談所 

設置 
被災者用に総合相談所を設置 

久慈市第二体育館を救援物資置 

き場として提供 

「新山根温泉べっぴんの湯」通 

常営業再開 

公民館類似施設復旧等支援策の 

検討開始 

公的施設は復旧等支援の対象となっているが公民館 

類似施設は、民家•非住家の扱いであったため、独 

自の支援制度が必要となった。 

4 月 2 日 土 自民党幹部災害状況視察 

(市長•両副市長） 

大島副総裁 •石破政調会長 •鈴木自民党岩手県連会 

長 

4 月 3 日 日 
津波痕跡調査（現地状況把握） 

長岡技術科学大学来庁 

津波痕跡調査のため現地状況を把握するため 

金ヶ崎町高橋町長 •千田議長来 

訪（市長） 
義援金持参 

4 月 4 曰 月 雇用促進住宅、仮設住宅、民間 

アパート訪問を開始 

雇用促進住宅 •仮設住宅 •民間借り上げアパートを 

定期 •随時に訪問 

就学援助事業の認定基準の変更 

被災した児童•生徒を就学援助事業の対象とするた 

め、認定基準を変更（被災児童生徒就学援助事業 

認定者数：89名） 

民主党主濱代讓士災害情報交換 

来訪（市長） 

4 月 5 日 火 第 1回東北地方太平洋沖地震災 

害対策特別委員会 
久慈市議会 

市民バス久慈海岸線通常路線で 

運行再開 

国土交通省東北地方整備局に対 

する復興に向けた緊急提言 
仙台 

県に対し久慈市と久慈市漁協と 

で要望 
東日本大震災に係る久慈市魚市場早期復旧要望 

岩手県立大学中村学長•地域連 

携本部長来訪（市長） 
災害時における大学の支援体制等の説明など 

群馬県議会議員後藤新氏来訪 

(市長•末崎副市長） 
義援金及び支援物資持参 

4 月 6 曰 水 政府 •政党に対する東北市長会 

緊急要望及び岩手県市長会緊急 

要望 

4月6曰〜4月7日、東京 

政府 •政党に対する東北市長会 

緊急要望及び岩手県市長会緊急 

要望 

4月6日〜4月7日、東京 

J R 八 戸 線 代 行 バ ス 増 便 1 日 3往復久慈〜階上間 

小中学校始業式及び入学式（全 

2 8 校 ) 

年間計画通り実施、新学期開始。 

4月6日：10校4月7日：15校4月8日：2校 

始業式のみ1校（4月6日） 

久慈市民弓道場利用開始 

小中学校入学式•始業式開始 
小学校3校、中学校7校 

小学校1校始業式 

被災者向け住まいの 

相談窓口設置 

賃貸住宅等への入居や持家の再建、被災住宅点検な 

どを行った。 

岩手県沿岸市町村復興期成同盟 

会設立総会（盖石市：市長） 
会議出席 
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4 月 7 日 木 小中学校入学式 小学校 1 3 校中学校 2校 4 月 7 日 木 

宮城県沖を震源とするマダニチ 

ュード7. 1の地震（余震）発生 

2 3 : 3 2宮城県沖を震源とするマグニチュード7 . 1の 

地震（余震）が発生（防災行政無線広報） 

4 月 7 日 木 

津波注意報発表 23 ： 3 4 津 波 注 意 報 発 表 

4 月 7 日 木 

防災行政無線広報 

23 ： 3 5 防 災 行 政 無 線 広 報 

津波注意報発表に伴い、防災行政無線によりサイレ 

ンを吹鳴、水門閉鎖及び海岸付近からの避難広報を 

実施 

4 月 7 日 木 

水門、陸閘閉鎖完了 

23 ： 5 0 水 門 、 陸 閘 閉 鎖 完 了 

久慈消防署及び久慈市消防団による水門、陸閘閉鎖 

完了 

4 月 8 曰 金 

津波注意報解除 

0 ： 5 5 津 波 注 意 報 解 除 

防災行政無線で広報 

消防団へ水門開放を指示 

4 月 8 曰 金 

災害廃棄物担当者会議（盛岡） 災害廃棄物処理に係る実務について協議 

4 月 8 曰 金 

久慈市学校給食センタ一へ非常 

食配給 

8 : 3 0 久慈市学校給食センターへ非常食配給（乾パ 

ン5，200人食) 

4 月 8 曰 金 

給食配送車で学校へ非常食配送 12 ： 00非常食給食の実施（乾パン、牛乳、オレンシ-') 

4 月 8 曰 金 

防災センター停電復旧 1 3 : 2 6 防災センター停電復旧 

4 月 8 曰 金 

災害弔慰金支給開始 

4 月 8 曰 金 

道路上のがれき撤去完了 

4 月 8 曰 金 

旧長内中学校グラウンド応急仮 

設住宅着工 
2棟10戸 

4 月 8 曰 金 

岩手県（平井理事）に対する復 

興に向けた緊急提言 
盛岡 

4 月 8 曰 金 

小 学 校 2 校 入 学 式 終 了 全小中学校27校で入学式•始業式終了 

4 月 8 曰 金 

岩手県市長会長谷藤盛岡来訪 

(市長) 
災害見舞金持参 

4 月 8 曰 金 

佐賀県多久市より支援米が届く 

(lOkgX 162 袋） 
支援物資 

4 月 9 曰 土 

支援物資配布会 

4月9日〜4月10日 

対象世帯数：231世帯(半壊以上） 

受け取り世帯数：196世帯 

支給物資：食料品（米、力ップ顏、レトルト食品な 

ど）、水、タオル、オムツ、生理用品、衣類、毛布、 

ラジオ、その他生活用品等 

4 月 1 0 日 曰 自衛隊部隊移動に係る市長表敬 

訪問 

自衛隊北部方面隊第2師団普通科連隊長、自衛隊名 

寄駐屯地第2偵察隊第 2戦車連隊長 

4 月 1 0 日 曰 

小宮山厚生労働大臣来訪（市長） 災害情報交換 

4 月 1 0 日 曰 

自衛隊移動協議（市長•両副市 

長） 

陸自名寄駐屯地第2偵察隊1等陸尉陸尉牛田和之氏• 

北 山 氏 第 2 師 団 2 6 普 通 科 連 隊 平 野 氏 清 水 氏 

4 月 1 1 日 月 

発災1力月「黙とう」 

発災1力月「黙とう」 

(発災1力月後の全県での慰霊のための黙とう及び 

「がんばろう岩手」宣言の発表） 

4 月 1 1 日 月 

三 陸 鉄 道 増 便 1日6往復久慈〜野田間 

4 月 1 1 日 月 

管内被災地支援等終了のため自 

衛隊移動 
3月1 1日〜4月11日（1力月間） 

4 月 1 1 日 月 

鳩山前首相来訪（市長） 災害情報交換•同日久慈市災害対策本部出席 

4 月 1 1 日 月 

民間賃貸住宅借り上げによる応 

急仮設住宅受付開始 

4 月 1 2 日 火 民主党岩手県連に対する岩手県 

沿岸市町村復興期成同盟会緊急 

要望 

盛岡 

4 月 1 3 日 水 デ一リ一東北新聞の掲載対応 久慈市の浸水区域図の提供 4 月 1 3 日 水 

久慈市漁業協同組合要望 東日本大震災に係る復旧•復興支援の要望 

4 月 1 4 日 木 山花外務政務官来久 4 月 1 4 日 木 

山花外務大臣政務官来訪 

(市長） 
災害情報交換 
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新潟県小千谷市闘牛会来訪（市 

長） 
義援金持参 

中古漁船提供打合せのため函館 

市を訪問（1回目） 

4月14日〜4月15日 

打合せのため市及び久慈市漁協が函館市を訪問（1回 

目） 

4 月 1 5 日 金 復興イベント「がんばろう三陸」 

開催 

4月17日まで 

売り上げの一部は義援金へ 

4 月 1 5 日 金 

河川のがれき撤去完了 

4 月 1 5 日 金 

久慈市民体育館、久慈市民柔剣 

道場利用開始 

4 月 1 5 日 金 

® 主 な 訪 問 者 等 / 岩 手 県 立 図 書 

館 職 員 3 名 

岩手県立図書館から図書館の被災状況確認の視察が 

あった。 

4 月 1 6 日 土 春日野部屋春日野親方• 二十山 

親方来訪（市長） 
災害見舞 

4 月 1 6 日 土 

参議院議員佐藤信秋代議士来訪 

(市長) 
災害情報交換 

4 月 1 8 日 月 

北海道川上郡弟子屈町来久 

北海道川上郡弟子屈町、徳永町長、八幡議長及び援 

農代表の方々来久（義援金の持参、事前に支援物資 

の提供） 

4 月 1 8 日 月 

災害廃棄物処理勉強会（釜石市、 

末崎副市長ほか） 

釜石市において実験的に処理する方法について、環 

境省他関係機関により意見交換が行われた。 

4 月 1 8 日 月 

東日本大震災見舞金（第1次配 

分）申請受付開始 

4 月 1 8 日 月 

「新街橋」歩行者のみ通行可能 

4 月 1 8 日 月 

児童 •生徒の心のケアのための 

学校訪問 

4月18日•19日の2日間訪問 

被災児童生徒が在籍する学校を指導課長•指導主事2 

名で訪問し状況を確認•把握（小学校8校、中学校4 

校 計 1 2 校 ） 

4 月 1 8 日 月 

被災児童生徒在籍学校訪問 

大川目小、久慈小、久慈中、久慈湊小、侍浜小、侍 

浜中6校を指導課長、指導主事2名の3名で訪問し状況 

を把握。 

4 月 1 8 日 月 

平泉町菅原町長•青木議長来訪 

(市長•宮澤議長） 
寄付金持参 

4 月 1 8 日 月 

弟子屈町徳永町長•八幡議長来 

訪（市長•宮澤議長） 
義援金持参 

4 月 1 8 日 月 

岩手大学堺エ学部長来訪 災害情報交換 

4 月 1 8 日 月 

支援物資配布会 

4月18日〜5月16日 

対象世帯数：246世帯（半壊以上） 

受け取り世帯数：214世帯 

支給物資：食料品（米、力ップ_、レトルト食品など 

)、水、オムツ、生理用品、衣類、毛布、ティッシュ 
ペ ー パ ー 、 そ の 他 生 活 用 品 等 

4 月 1 9 日 火 農山漁村被災者受入れ支援情報 

システム運用開始（農林水産省） 

4 月 1 9 日 火 

被災児童生徒在籍学校訪問 
三崎中、久喜小、山根小、小久慈小、長内中、長内 

小を訪問。 

4 月 2 0 日 水 J R 八 戸 線 代 行 バ ス 増 便 1日3. 5 往 復 久 慈 〜 階 上 間 

4 月 2 1 日 木 長岡技術科学大学 

久慈から宮古方面の津波痕跡調 

査 

5月14日（17日修正あり）調査結果データの提供を受 

理 

4 月 2 2 日 金 リェゾン支援終了 •リエゾン（国土交通省、災害対策現地情報連絡員） 4 月 2 2 日 金 

政 府 • 政 党 • 県 選 出 国 会 議 員 に 

対する岩手県沿岸市町村復興期 

成同盟会緊急要望 

東京 

4 月 2 2 日 金 

東北財務局岡部局長来訪（市長） 災害情報交換 

4 月 2 3 日 土 やませ土風館「山海里」におい 

て、復興応援メニューの提供開 

始 

売り上げの一部は義援金へ 



4 月 2 4 曰 曰 盛岡地方法務局ニ戸支局協議に 

より、特設相談所の設置につい 

て協議決定 

久慈市総合相談所と連携し実施（4月 2 4日、 4月 2 6 

日、4月28日）一5月日程は毎週木曜日とし、12日、 

19曰、26曰 

公明党井上幹事長来訪 

(市長•外舘副市長） 
災害情報交換 

4 月 2 5 日 月 

全国避難者情報システム受付 

全国避難者情報システムへ登録するための、情報提 

供書面の受付開始。他市町村登録者合わせ 2 5名登 

録。 

4 月 2 6 曰 火 第 2 7 回 久 慈 市 議 会 定 例 会 に お 

いて「東日本大震災に係る対応 

等について」諸般の報告第 2回 

東北地方太平洋沖地震災害対策 

特別委員会 

東曰本大震災に伴う市税の衲期 

の特例に関する条例の制定 

広報周知 

衲期の特例を定めることにより、市民の衲付の便宜 

と震災に伴う減免手続きの期限の確保 

市税の衲期の延長の期限を定め 

る告示 

広報周知 

市税に係る申告、申請等の書類の提出又は衲付等に 

係る期限が3月11日から5月3 0日までに到来ものにつ 

いて、5月31日とした。 

東日本大震災見舞金（第 1次配 

分）支給開始 

中古漁船提供打合せのため函館 

市を訪問（2回目） 

4月26日〜4月27日 

打合せのため市及び久慈市漁協が函館市を訪問（2回 

目） 

4 月 2 8 曰 木 漁船登録の手続期間の短縮に係 

る要望 

県北広域振興局水産部に対し、漁船登録の手続期間 

の短縮について要望 

4 月 2 9 曰 金 東北新幹線全線開通 

バ ス ス ワ ロ ー 号 、 運 行 再 開 

東北新幹線臨時ダイヤ。徐行運転 

ス ワ ロ ー 号 1 日 4 往 復 

久慈 •野田津波被害写真展「愛 

する故郷へ」開催 
やませ土風館「土の館」（5月31日まで） 

「 復 興 へ の 願 い を 空 へ バ ル ー 

ンリリース」開催 
巽山公園 

久慈市第二体育館利用開始 

5 月 1 日 曰 復興イベント「がんばろう三陸」 

開催（以後、11月まで毎週土日 

開催） 

売り上げの一部は義援金へ（以後、1 1月まで毎週土 

日開催） 

G W 久慈春まつりの中止 

5 月 2 日 月 久慈市東日本大震災復旧復興本 

部会議において久慈市復興ビジ 

ョノについて協議 

久慈市復興ビジョン策定 

久慈市復興計画策定に係る基礎 

調査、各課ヒアリング（主要事 

業調書、事業計画書） 

5月2日〜6月1日 

岩手大学東日本大震災復興対策 

本部に対する復興対策研究テ一 

マを要望 

8件のテーマを要望し、7件のテーマを研究 

法政大学岡本教授来訪(市長） 災害情報交換 

5 月 5 日 木 第 1回ニ子朝市の開催 

ニ子朝市開催 
震災で全ての施設を失ったが、応急復旧し開催にこ 

ぎつけた。 

5 月 9 日 月 三 陸 鉄 道 増 便 1 日 8往復久慈〜野田間 

ごみ集積場の復旧事業 
ごみ集積場復旧事業実施要領を制定 

復旧経費への補助を開始 

保健師を野田村に派遣 
久慈保健所からの要請により、被災者支援のため保 

健師1名を派遣。（〜7月1日まで） 
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5 月 1 0 日 火 

自衛隊支援に係る礼状の発送 

陸上自衛隊東北方面隊第 9師団師団長及び同師団第 9 

戦車大隊長、陸上自衛隊北部方面隊第2師団師団長及 

び同師団第26普通科連隊長 

5 月 1 0 日 火 

被災地域に居住意向に関するア 

ンケート調査 

5月10日〜5月16日 

対象 3 3 6 世帯に対し 3 0 9 世帯から回答（回収率 9 2 . 0 

% ) 

5 月 1 0 日 火 

久慈浄化センター自動運転を開 

始 

5 月 1 1 日 水 

内閣府長谷川審議官来久 

来訪者：長谷川審議官ほか 6人 

当方：市長、外舘副市長、末崎副市長、総務部長、 

総合政策部長、総務課長、財政課長 

5 月 1 1 日 水 

日本テレビ「ジップ」取材 震災に係る久慈市の現状等 

5 月 1 1 日 水 

第 1 回 岩 手 県 被 災 者 台 帳 シ ス テ 

ム説明会（岩手県、新潟大学） 
システム概要説明 

5 月 1 1 日 水 

衆議院総務委員会視察対応（釜 

石市災害対策本部内） 
岩手県沿岸市町村復興期成同盟会首長として出席 

5 月 1 1 日 水 

内閣府長谷川審議官来訪 

(市長•外舘副市長） 
災害情報交換 

5 月 1 2 日 木 
J R 八 戸 線 代 行 バ ス 増 便 

1日4. 5 往 復 久 慈 〜 階 上 間 （ ク ラ ブ 活 動 後 に 乗 車 

可能な久慈駅発19:3 0新設） 

5 月 1 2 日 木 

被災企業への操業再開要請 

5 月 1 2 日 木 

旧長内中学校グラウンド応急仮 

設住宅完成 
2棟 1 0戸 

5 月 1 2 日 木 

岩手県市長会寄付採衲 

(外舘副市長） 
寄付採衲 

5 月 1 2 日 木 

鹿角市児玉一市長来訪 

(外舘副市長） 
寄付採衲 

5 月 1 3 日 金 

日赤家電 6点セット設置開始 

設置世帯数：6 8世帯（仮設住宅及び同扱いァパー卜） 

テレビ、冷蔵庫、炊飯器、電子レンジ、洗濯機、電 

気ポット 

5 月 1 3 日 金 

ワールドビジヨンジヤパン生活 

用品セット設置開始 

設置世帯数：6 6世帯（仮設住宅及び同扱いァパー卜） 

衛生用品、台所用品、掃除洗濯、救急用品、寝具、 

食器、衣類等 

5 月 1 3 日 金 

旧長内中学校グラウンド応急仮 

設住宅家電搬入 

5 月 1 3 日 金 

久慈市営野球場修繕工事開始 
バックネット、フェンス、グランド等修繕（〜6月3 0 

曰） 

5 月 1 4 日 土 旧長内中学校グラウンド応急仮 

設住宅入居 
9世帯2 6人入居 

5 月 1 4 日 土 

国土交通省港湾局林田局長来訪 

(市長) 
災害情報交換 

5 月 1 6 日 月 久慈市冷凍水産加工業協同組合 

要望 
東日本大震災に係る復旧 •復興支援の要望 

5 月 1 6 日 月 

岩手駐屯地小林指令来訪 

(外舘副市長） 
災害情報交換 

5 月 1 7 日 火 市議会議員全員協議会において 

久慈市復興ビジョンの説明 

5 月 1 8 日 

支援物資配布会 

5月18日〜5月25日 

対象世帯数：26 6世帯(半壊以上） 

受け取り世帯数：25 6世帯 

支 給 物 資 ： 食 料 品 （ 米 、 レ ト ル ト 食 品 、 調 味 料 な 

ど）、自転車、布団、オムッ、生理用品、衣類、タオ 

ノレ、卓上コンロ、テイッシュペー/く一、トイレット 

ぺ
1

“パ一、その他生活用品等 
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5 月 1 9 日 木 政 府 • 政 党 • 宮 城 県 選 出 国 会 議 

員に対する岩手県沿岸市町村復 

興期成同盟会及び三陸沿岸都市 

会議による復興道路整備促進要 

望 

東京 

5 月 2 0 曰 金 陸上自衛隊より市の対応につい 

ての礼状が届く 

陸上自衛隊第 2 6普通科連隊長平野氏より滞在中の 

市の対応についての礼状が届く。 

東北地方整備局に対する岩手県 

沿岸市町村復興期成同盟会要望 
仙台市 

河川公園のがれき撤去完了 
久慈川河川公園（4月29日完了） 

諫訪下地区JC公園（5月19日完了） 

旧県立久慈水産高校グラウンド 

応急仮設住宅着工 
1棟5戸 

5 月 2 2 日 曰 枝野官戻長官岩手沿岸北部視察 国家石抽備蓄基地、もぐらんぴあ等視察 

枝野内閣官戻長官視察対応 

(洋野町大野〜久慈市内同行説 

明：市長） 

視察対応 

5 月 2 3 日 月 県知事 •民主党岩手県連に対す 

る岩手県市長会要望 
盛岡市 

5 月 2 4 日 火 

久慈市内で津波により被災した 
カーブミラーについて調査 

久慈地区交通安全協会（分会）に被災したカーブミ 

ラーを調査依頼 

市で修繕すべきカーブミラー 6基を確認、 9月補正 

で修繕対応 

東日本大震災の被災者に対する 

市税の減免に関する規則の制定 

被災者の負担の軽減を図るため、新たな減免規則を 

制定 

東日本大震災の被災者の市税減 

免申請受付開始 

広報周知 

被災者の減免申請を受け付け、被害認定区分により 

減免し、被災者の負担の軽減 

(減免件数延1，120件） 

5 月 2 7 日 金 
各種がん検診無料化決定 

り災者•離職者について、平成2 3年度、全てのがん 

検診で無料化を実施。 

平成二十三年東北地方太平洋沖 

地震に伴う地方公共団体の議会 

の議員及び長の選挙期日等の臨 

時特例に関する法律の一部を改 

正する法律等の施行 

法 律 の 題 名 を 「 平 成 ニ + 三 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 

震」を「東日本大震災」へ改め、その他、選挙執行 

関係の整備 

5 月 2 8 曰 土 I B Cチャリテイミュージックソ 

ンS Pふるさとは負けない！ 
あんべ光俊さんがやませ土風館を訪問 

5 月 2 9 曰 曰 「い一はと一ぶツーリング201 1 

ネバっギバっニ陸っ！ ！」開f隹 
参加費等、約12万円は義援金へ 

5 月 3 0 日 月 新潟県小千谷市大塚副市長来訪 

(外舘副市長） 
寄付採衲 

5 月 3 1 日 火 
農林水産省現地支援チームに向 

けた意見交換、現地調査 

相手方：農林水産省東東北農政局岩手農政事務所、 

統計部長及び地域第4課長 

当方：農政課、政策推進課、総務課、J A 

6 月 1 日 水 東日本大震災久慈市地震災害義 

援金配分委員会設置 

被災車両集積完了 
津波により被災した車両のうち所有者不明のもの等 

14台を平沢地区に集積完了した。 

6 月 2 日 木 久慈市復興計画第 1次原案の作 

成 
6月2日〜6月19日 

6 月 5 日 曰 

函館 •義援船（中古漁船）の久 

慈港搬入 

6月5日〜8日 

起重機船により22 8隻（6月5日：83隻、6月6日：30 

隻、6月7日：85隻、6月8日：30隻）が函館市から久 

慈市へ輸送 

6 月 7 日 火 政府 •政党に対する東北市長会 

要望及び岩手県市長会要望 
東京 
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岩手県東日本大震災津波復興委 

員会現地ヒアリング 
漁業関係についてヒアリング（於：久慈市漁協） 

6 月 8 曰 水 第 2回岩手県被災者台帳システ 

ム説明会 
システム概要説明と久慈市の意向協議 

6 月 8 曰 水 

政党 •県選出国会議員に対する 

岩手県市長会要望 
東京 

環境省による現地視察•指導 災害廃棄物の処理に関し、現地指導が行われた。 

6 月 1 0 日 金 第 1回東日本大震災久慈市地震 

災害義援金配分委員会開催 
東日本大震災見舞金（第2次配分）の検討 

6 月 1 0 日 金 

岩手県に対する復興に向けた緊 

急提言 
盛岡 

6 月 1 0 日 金 

第 1回久慈市立小中学校危機管 

理マニュアル検討•改善委員会 

開催 

久慈市立小中学校危機管理マニュアル検討•改善委 

員会設置（7月’8月各月1回、計3回開催） 

6 月 1 0 日 金 

第 1回久慈市立小中学校危機管 

理マニュアル検討•改善委員会 

海岸部小学校長3、中学校長2、山形地区小中各1、学 

校指導課長の8名で構成 

6 月 1 1 日 土 東日本大震災3か月目の「黙と 

う」の実施 
防災行政無線により市民に呼びかけ 

6 月 1 3 曰 月 国土交通省東北地方整備局釜石 

港湾事務所に対する復興に向け 

た緊急提言 

釜石 

6 月 1 3 曰 月 

行方不明者の死亡届受付 
法務省通知による行方不明者の死亡手続きの受付。 

( 受付件数 2件） 

6 月 1 4 日 火 平庭闘牛会義援金持参 

(市長) 
義援金持参 

6 月 1 5 曰 水 
久慈市津波避難訓練 

参加人数1，872人（うち住民参加人数1,413人は昨年 

より587人増） 

6 月 1 5 曰 水 

函館 •義援船の提供及び輸送等 

の関係機関等に対し礼状の送付 

函館 •義援船の提供及び輸送等で協力をいただいた 

機関 •団体に対しお礼状（市長 •漁協組合長連名） 

を送付 

送付先：函館市、函館市内漁業協同組合長連絡協議 

会、南かやべ漁協、えさん漁協、函館市漁協、戸井 

漁協、銭亀沢漁協、 _菅原組、 _宏栄建設、久慈港 

運 _ 

6 月 1 5 曰 水 

国土交通省（本省及び東北地方 

整備局）に対する湾口防波堤整 

備促進要望及び復興に向けた緊 

急提言 

東京及び仙台 

6 月 1 5 曰 水 

久慈市津波避難訓練 

震災後最初の津波避難訓練を実施。避難場所や避難 

経路の修正、河川水門の閉鎖、災害時要援護者の安 

否確認など新たな取り組みも行った。住民参加者も 

例年より多くあらためて津波災害への備えを確かめ 

た。 

6 月 1 6 日 木 第 3回東北地方太平洋沖地震災 

害対策特別委員会 
久慈市議会 

6 月 1 6 日 木 

岩手県による空間放射線量率測 

定 

久 慈 市 内 で 初 め て 空 間 放 射 線 量 率 の 測 定 が 行 わ れ 

た。地上高Imで0 . O ^ S v / h を 観 測 

6 月 1 7 日 金 
岩手県議会災害対策特別委員会 

現地視察 

会場：久慈市防災センター 

出席者：久慈広域関係、山内市長ほか1 8人、岩手県 

議会16人、ほか関係者 

6 月 1 7 日 金 

東日本大震災に伴う地方公共団 

体の議会の議員及び長の選挙期 

日等の臨時特例に関する法律第 

1条第 8項の規定に基づく特例 

選挙期日に関する意見回答 

市議会議員選挙期日を 8月 7日（日）に選挙執行希 

望を県選管（総務省）へ意見回答 

6 月 1 7 日 金 

岩手県議会災害対策特別委員会 

対応（市長、両副市長） 
視察対応 
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内閣府東副大臣来訪 

(市長、両副市長） 
災害情報交換 

6 月 2 0 曰 月 久慈市東日本大震災復旧復興本 

部会議において久慈市復興計画 

第1次原案について協議 

内閣府小田審議官来訪 

(市長、両副市長） 
災害情報交換 

第 2回岩手県災害廃棄物処理対 

策協議会（盛岡市） 

国のガイドラインに沿い、岩手県災害廃棄物処理実 

行計画の策定につV、て協議が行われた。 

6 月 2 1 日 火 久慈市復興計画第2次原案作成 6月21日〜6月29日 

旧県立久慈水産高校ダラウンド 

応急仮設住宅完成検査 
手 直 し 完 成 が 6 月 2 3 日 1 棟 5 戸 

6 月 2 2 曰 水 
被災証明書の交付開始 

高速道路無料化に伴う被災証明書を交付。（被災証 

明書発行件数11，724件。11月末で終了） 

「週刊金曜日」掲載に係るフリ 

一ライタの下平氏（埼玉県在住、 

久慈市関係者）の取材対応 

報道格差解消のため久慈地域の被害状況を取材した 

いとのことから対応したもの。 

7月 1 5日発行の「週刊金曜日」に「岩手県北部被災 

地」の取材記事が掲載された旨の報告と取材対応に 

係るお礼及びその雑誌の恵与がされた。 

6 月 2 4 曰 金 旧県立久慈水産高校グラウンド 

応急仮設住宅家電搬入 

6 月 2 5 日 土 旧県立久慈水産高校グラウンド 

応急仮設住宅入居 
5 世 帯 1 3 人 入 居 

6 月 2 6 日 曰 
久慈市消防団特別点検 

参加人数771人（うち消防団542人、婦人消防協力隊 

115人、車両64台) 

久慈市消防団特別点検 

東 H本大震災の影響で中止や延期をする市町村が多 

い中、久慈市消防団、婦人消防協力隊による久慈市 

消防団特別点検を実施。震災においても、日ごろの 

訓練の成果を発揮し、被害を最小限に食い止め、わ 

たしたちのまちを守ってくれました。 

6 月 2 7 曰 月 
市制施行5周年記念市勢功労者 

表彰授与式 

震災後であることから、当初予定規模から縮小し、 

被表彰者、市議会議員及び市関係者により実施 

久慈グランドホテル、授与式及び昼食会 

岩手県宮古市を拠点とした農林 

水産省東北農政局現地支援チー 

ムの立ち上げ及び現地支援相談 

窓口の設置に係る説明 

農政課、林業水産課、総務課出席 

6 月 2 8 曰 火 被災した農家に対する罹災証明 

書の発行 
罹災証明発行件数18件（〜平成24年2月16日） 

6 月 2 9 曰 水 災 害 査 定 （ 漁 港 • 海 岸 施 設 2 

次査定） 
川津内漁港(臨港道路）他8件 

第 2次災害査定実施 9件 

6月29日• 30日 

川津内漁港3件、横沼漁港2件、白前漁港1件、舟渡漁 

港1件、小袖漁港2件 

第 2次災害査定実施 9件 

6月 29 日.3 0 0 

川津内漁港3件、横沼漁港2件、白前漁港1件、舟渡漁 

港1件、小袖漁港2件 

6 月 3 0 日 木 盛岡地方法務局より東日本大震 

災による倒壊•流出建物の職権 

滅 失 登 記 に つ い て の 協 讓 が あ 

り、現状を報告 

盛岡地方法務局より東日本大震災による倒壊•流出 

建物の職権滅失登記についての協議があり、現状を 

報告 

久慈市東日本大震災復旧復興本 

部会議おいて久慈市復興計画第 

2次原案について協議 

6月下旬〜 
函館•義援船の活用 

各 生 産 部 で 、 ワ カ メ • ウ ニ • ア ワ ビ . ホ ヤ 等 の 漁 で 

使用開始 

75 



7 月 1 日 金 政府 •政党に対する岩手県沿岸 

市町村復興期成同盟会要望 
東京 

被災地区住民の健康チェック開 

始 

被災地区約1，100世帯（約2，500人）に対して「健康状 

態チェック表」を配布し1,583枚回収 

現在の要フォロー者66人。（〜3月11日現在） 

北奥羽開発促進協議会総会にお 

いて、被災児童•生徒の無償に 

よる体験活動の受入れを表明 

学校教職員等の心のケア対策と 

してアンケート調査実施 

岩手医科大学神経精神科学講座の協力によるアンケ 
一ト調査 

結果説明•配付9月14日（379件)。 

久慈市営野球場利用開始 

7 月 2 日 土 久慈市復興計画案について意見 

募集（パブリックコメント）の 

実施 

7月2日〜7月15日 

(財）都市防災研究所会長伊藤 

滋氏来訪（市長） 
災害情報交換 

7 月 5 日 火 東日本大震災復興対策本部岩手 

現地対策本部津)11政務官来久 
久慈市庁議室 

久慈地区災害廃棄物処理対策協 

議会 

岩手県の災害廃棄物処理方針を受け、久慈地区全体 

としての対応を協議。 

支援物資配布会 

7月5日〜7月8日 

対象支給世帯数：64世帯(仮設住宅、借り上げアパー 

ト入居世帯） 

支給物資：扇風機、掃除機、調味料、清涼飲料水、 

皿、衣類、日用品セット等 

7 月 6 曰 水 久慈市復興計画策定に係る意見 

交換会 
夏井町大崎地区、久慈市漁協夏井出張所、37人参加 

民主党及び国土交通省に対する 

復旧’復興に関する要望 
東京 

東日本大震災に伴う地方公共団 

体の議会の議員及び長の選挙期 

日等の臨時特例に関する法律第 

1条第 1項の特例選挙期日を定 

める政令の一部を改正する政令 

の公布 

市議会議員選挙の選挙期日を 8月 7日（日）に定め 

られた。 

7 月 7 日 木 
管内在住フイリピン人支援巡回 

医療相談会 

保 健 師 2 名 が 医 療 関 係 • 家 族 関 係 • 金 銭 問 題 等 の 相 

談に対応（フイリピン人1 8人参加、外務省•岩手医 

科大学主催） 

7 月 9 曰 土 

東日本大震災復興対策担_大臣 

と市町村との意見交換会 

出席者：約86人（メイン26人、その他国関係者約15 

人、県関係者約15人、市町村関係者約15人、報道機 

関約1 5人）相手方：平野大臣、津川岩手現地対策本 

部長、畑衆議院議員（復興特別委員会委員）ほか当 

方：山内市長、管内町村長ほか会場：久慈防災セン 

ター時間：10:00〜12:00 

久慈市復興計画策定に係る意見 

交換会 
全地区、市役所、96人参加 

東 北 新 幹 線 ダ イ ヤ 改 正 
一部区間を除き、通常速度運転開始 

増便 

7 月 1 0 日 曰 
陸上自衛隊へ山形総合支所を宿 

泊施設提供（後方支援） 

陸上自衛隊第9師団司令部の支援物資配布に向けた物 

資の仕分け作業について、山形総合支所を宿泊施設 

として提供(後方支援対応） 

7 月 1 1 日 月 東日本大震災見舞金（第2次配 

分）支給 

久慈市復興計画策定に係る意見 

交換会 

各種団体等、長内町元木沢•玉の脇地区、防災セン 

ター、59人参加 

7 月 1 2 日 火 第 1回岩手県被災者台帳システ 

ム会議 

これまでの経過及び導入に係る課題とその対応につ 

いて協議 
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「陸上自衛隊岩手駐屯地•東日 

本大震災災害派遣記録誌」刊行 

にあたり市長の「§衛隊員に送 

る挨拶」投稿 

盛岡タイムス「陸上自衛隊岩手駐屯地•東日本大震 

災災害派遣記録誌」刊行 

支援物資配布会 

7月12日〜7月15日 

対象支給世帯数：54世帯(仮設•借り上げ入居世帯以 

外の大規模半壊以上） 

支給物資：調味料、清涼飲料水、皿、衣類、日用品 

セット等 

7 月 1 3 日 水 
舟渡海水浴場における空間放射 

線量率等測定 

海水浴場オープンに向け安全性の確認のため空間放 

射 線 量 率 及 び 海 水 中 の 放 射 性 物 質 濃 度 の 測 定 を 実 

施。 

7 月 1 4 日 木 久慈市復興計画策定に係る意見 

交換会 
宇部町久喜地区、久喜公民館、35人参加 

7 月 1 5 日 金 久慈市復興計画策定に係る意見 

交換会 
久慈湊地区、中公民館湊分館、32人参加 

第 2回東日本大震災久慈市地震 

災害義援金配分委員会開催 
東日本大震災見舞金（第3次配分）の検討 

7 月 1 6 日 土 北限の海女、素潜り実演の再開 

7 月 1 9 日 火 久慈市東日本大震災復旧復興本 

部会議において久慈市復興計画 

最終案について協議 

7 月 2 0 曰 水 今後の集落のあり方について意 

見交換会 
玉の脇地区（玉の脇公民館、21人参加） 

国土交通省及び自民党本部に対 

する湾口防波堤整備促進要望及 

び復興に向けた緊急提言 

東京 

民間賃貸住宅借り上げによる応 

急 仮 設 住 宅 申 込 み 締 切 
4 9 件 1 3 5 人 

第 2回久慈市立小中学校危機管 

理マニュアル検討•改羞委員会 

課題把握、改善の方向性、今後の防災教育、提言内 

容について検討 

7 月 2 1 日 木 岩手県による久慈市役所 •小鳩 

公園における空間放射線量率測 

定 

全県的な空間放射線量率測定の一環として測定され 

た。市役所地上高Imにおいて0. 06 ju Sv/hを観測 

7 月 2 2 曰 金 市議会議員全員協議会において 

久慈市復興計画案を協議 

久慈市復興計画策定 

7 月 2 3 曰 土 久 慈 み な と " 福 ” 興 祭 i n 侍 浜 

の開催 

大畠国交相三鉄被災状況視察 

(市長対応） 
視察対応（野田村） 

7 月 2 4 日 曰 久 慈 み な と " 福 興 ” 祭 i n 舟 渡 

の開催 

7 月 25 0 月 岩手県に対する重点事項要望 市役所 

災害査定（下水道関係） 
7 月 2 5 日 〜 7 月 2 6 日 久 慈 浄 化 セ ン タ ー 査 定 率 9 9 . 

9 6 % 

第 8次災害査定（土木関係） 

7月25日〜7月27日 

15件（市道久喜漁港線ほか） 

査定率99. 4 2 % 

7 月 2 6 日 火 東北農政協岩手農政事務所、地 

域課及び統計 •情報センターの 

再編説明 

東北農政協岩手農政事務所、地域課及び統計•情報 

センターの再編について説明が市役所会議室におい 

て実施された。 

函館•義援船のお礼訪問 

7月26日〜7月27日 

函館 •義援船の提供及び輸送等で協力をいただいた 

機関•団体を訪問し謝意を伝えた。 

O訪問者：山内市長、村上部長、清水頭主任、皀組 

合長、中平副組合長、廻立課長 
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O 訪問先：函館市、函館市内漁業協同組合長連絡協 

議会、南かやべ漁協、えさん漁協、函館市漁協、戸 

井漁協、銭亀沢漁協、 _菅原組、中村漁場、定置協 

O 贈 呈 品 感 謝 状 、 記 念 品 、 久 慈 港 入 港 時 の 集 合 写 

真 、 津 波 • 義 援 船 に 係 る テ レ ビ 報 道 の D V D 

7 月 2 9 曰 金 

衛星電話返却 

発 災 直 後 、 N T T よ り ス ム ー ズ な 災 害 対 応 に 資 す る 

ため、衛星電話が貸与されていた。その後、電話通 

話等も落ち着いてきたところであり返却 

7 月 3 1 曰 曰 小袖海女っこ市の開罹 

8 月 1 曰 月 東日本大震災見舞金（第 3次配 

分）申請受付開始 

8 月 1 曰 月 

住 宅 の 応 急 修 理 申 込 み 締 切 135件 

8 月 1 曰 月 

東日本大震災に伴う公民館類似 

施設補助金制度決定及び対象施 

設に通知 

被災前の状況に復旧させるための建設 •補修等に要 

する経費の9/ 1 0を補助被害施設（3施設）を対象平成 

25年度までに完了する事業（遡及適用） 

8 月 1 曰 月 

陸上自衛隊撤収報告 
陸上自衛隊第9師団第9戦車大隊：7月 2 6日で災害派 

遣が終了し撤収することを市に報告 

8 月 5 日 金 も ぐ ら ん ぴ あ ま ち な か 水 族 館 
オープン 

8 月 5 日 金 

県内漁協に対する函館 •義援船 

の要望調査 

8月5曰〜9月6曰 

久慈市漁協で各生産部に義援船を配分した結果、5 5 

隻の余剰が発生。この余剰分について県内の各漁協 

から要望を取りまとめてほしい旨の依頼を市が受け 

たことから、要望調査を実施した。その結果、 7団 

体から15隻の要望があつた。 

8 月 5 日 金 

東日本大震災に伴う地方公共団 

体の議会の議員及び長の選挙期 

日等の臨時特例に関する法律第 

1 条 第 2 項 の 特 例 選 挙 期 日 を 定 

める政令の一部を改正する政令 

の公布 

県知事選挙及び県議会議員選挙の選挙期日が 9月 1 1 

日（日）に定められた。 

8 月 7 曰 曰 市議会議員選挙の執行 

8 月 8 曰 月 第 3回岩手県被災者台帳システ 

ム説明会及び第2回会議 
導入に係る新潟大学との協議 

8 月 8 曰 月 

バ ス ス ワ ロ ー 号 、 増 便 。 1日6往復 

8 月 8 曰 月 

J R 八 戸 線 代 行 バ ス 増 便 1日4. 5 往 復 久 慈 〜 種 市 間 

8 月 1 0 曰 水 東日本大震災見舞金（第 3次配 

分）支給開始 

8 月 1 1 日 木 

金 

「2 0 1 1 •子ども絆キャンプI N平 

庭高原」開催への協力 

8月11日〜8月12日 

N P 0法人琥珀の泉より、「20 1 1 •子ども絆キャンプIN 

平庭高原」開催への協力依頼があり、職員を派遣 

8 月 1 6 日 火 久慈流灯祭 •久慈衲涼花火大会 

の開催 

8 月 1 7 日 水 第 3回久慈市立小中学校危機管 

理マニュアル検討•改善委員会 
提言内容の検討 

8 月 1 8 日 木 
応急仮設住宅へ静岡県より薄い 

ス タ イ ロ 豊 （ 中 古 ） 支 給 品 品 

応急仮設住宅へ静岡県より薄いスタイロ畳（中古） 

支給品衲品（旧長内中3 8枚、旧水産高校2 8枚、計6 6 

枚） 

8 月 1 9 日 金 「三陸鉄道復興応援うたごえ列 

車」の開催 

8 月 2 0 日 土 復 興 を 願 っ て 、 み ん な で 歌 お 

う！ 「新宿ともしび出前うたご 

え」の開催 

8 月 2 2 日 月 第 3回岩手県被災者台帳システ 

ム会議 

導入に係る内容とそのスケジュール及び導入決定に 

ついて一本会證における導入を決定 

8 月 2 2 日 月 

岩手県原発放射線影響対策市町 

村等連絡会議出席 
総務部長、生活環境課長出席 
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災 害 査 定 （ 漁 港 • 海 岸 施 設 4 

次査定） 
小袖漁港(沖防波堤）他7件 

公民館類似被災施設から要望書 

提出 

元木沢公民館（大規模半壊） 

夏井駅前大湊公民館（大規模半壊） 

第 4 次 災 害 査 定 実 施 8 件 

8月22日〜24日 

小袖漁港4件、川津名内漁港1件、麦生漁港1件、久慈 

湊漁港2件 

第 4 次 災 害 査 定 実 施 8 件 

8月22日〜24日 

小袖漁港4件、川津名内漁港1件、麦生漁港1件、久慈 

湊漁港2件 

8 月 2 3 曰 火 東日本大震災に伴う公民館類似 

施設補助金申請書受理 
元木沢公民館 

旧長内中学校グラウンド仮設住 

宅追加工事とアスファルト舗装 

工事 

8月23日〜8月31日 

8 月 2 5 曰 木 久慈市による久慈市役所 •小鳩 

公園における空間放射線量率測 

定 

岩手県の観測を引き継ぎ空間放射線量率測定を業務 

委託で実施。以後、8月25日、9月20日の計3回実施。 

8 月 2 6 曰 金 岩手県被災者台帳システム導入 

について決定 

岩手沿岸北部現地支援チームの 

9月からの体制整備についての 

説明 

所在地：宮古、被災地市町村における農村’農地の 

復旧、営農再開取組支援等 

8 月 2 8 曰 曰 「久慈市鉄馬六県ロール集会V 

o 1 . 2 」 の 開 催 

8 月 2 9 曰 月 災 害 廃 棄 物 処 理 セ ミ ナ ー （ 釜 

石） 

8 月 3 0 日 火 久慈市原発放射線影響対策連絡 

会薩設置要領の制定 

座長：外舘副市長、副座長：総務部長、ほか関係部 

第 3回岩手県災害廃棄物処理推 

進協議会（盛岡） 

災害廃棄物処理実行計画詳細計画の策定について協 

讓 

旧県立久慈水産高校応急仮設住 

宅アスファルト舗装工事 

8 月 3 1 曰 水 民主党岩手県連第2区総支部に 

対する要望 
衆讒院議員畑浩治久慈事務所 

9 月 1 曰 木 

被災者支援専門相談員を配置 

看護師 1名を雇用（緊急雇用創出事業）し被災者の 

家庭訪問及びサロン活動に従事。（訪問世帯2 7 5世 

帯、サロン従事11力所延べ39回、〜3月11日現在） 

9 月 3 曰 土 
私たちのくらしと放射線セミナ 

— ( 盛 岡 市 ） に 参 加 

国立がん研究センターがん予防検診研究センター津 

金昌一郎予防研究部長が講演を行い、放射線の基礎 

知識と健康への影響について学んだ。 

9 月 5 日 月 第 2回久慈市個人情報保護審査 

会（岩手県被災者台帳システム 

導入関係） 

原案のとおり答申決定^同日答申を受ける 

9 月 7 曰 水 第 1回久慈市原発放射線影響対 

策連絡会議 

支援物資配布会 

9月7日〜9月9日 

対象世帯数：288世帯(半壊以上） 

※全国避難者情報システムに登録している市内避難 

者を含む(4世帯） 

受け取り世帯数：176世帯 

支給物資：衣類、タオル、布団、毛布、尿取りパッ 

ド、オムツ、その他生活用品等 

9 月 8 日 木 

被災地区サロン活動を開始 

被災地区における地域住民同士のつながりの構築及 

び被災者等の不安軽減•健康保持のためのサロン活 

動を実施。1 1地区で延べ3 9回実施、延べ参加者4 3 5 

名。（社会福祉協議会’こころとからだの相談セン 

ター•民生委員•保健推進委員等と連携、〜3月1 1日 

現在） 
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9 月 1 0 日 土 
小金井お月見のつどい（東京都） 

で募金活動を実施 

9月10日〜9月11日 

東京都小金井市で開催された第4 4回小金井お月見の 

つどいに出店 

9 月 1 1 日 曰 東日本大震災6か月目の「黙と 

う」の実施 
防災行政無線により市民に呼びかけ 

県知事選挙及び県議会議員選挙 

の執行 

9 月 1 4 日 水 「危機管理マニュアル改善•先 

実に向けた提言」を検討•改善 

委員会から受ける 

メール一斉送信システムの予算化、的確な判断•指 

示、避難所の設備の先実、市危機管理マニュアルの 

作成等の提言。 

9 月 1 6 日 金 久慈秋まつりの開催 9月16日〜9月18日まで 

「稲川淳ニの怪談」の開催 

9 月 2 1 曰 水 国土交通省及び自民党本部に対 

する湾口防波堤整備促進要望 
東京 

参議院讓員横山信一代議士 

“ 谷 合 正 明 代 議 士 

来訪（外舘副市長） 

災害情報交換 

9 月 2 2 日 木 災害復旧工事（電気設備、建築） 

契約 
久慈淨化センター 

災害復旧工事（電気設備）（建築） 

契約 
久慈淨化センター 

9 月 2 3 曰 金 東 北 新 幹 線 ダ イ ヤ 改 正 全区間正常運転。ダイヤ正常化。 

日本新生総合戦略研究所理事長 

山ロ敏夫氏（兀衆議院_員）来 

訪（市長） 

災害情報交換 

9 月 2 4 曰 土 (財）台湾佛教慈濟基金会によ 

る住宅被害見舞金支給 

【 対 象 】 3 月 1 1 日 時 点 で 久 慈 市 に 在 住 し 、 か っ 

住んでいた住宅が全壊 •大規模半壊 •半壊となった 

世帯 

【 支 給 額 】 単 身 世 帯 … 3 万 円 

9 月 2 4 曰 土 支援物資配布会 パラグアイ共和国からの支援物資（大豆）を_平川 

食品（盛岡市）が豆腐に加工したものを配布 

※（財）台湾佛教慈濟基金会による住宅被害見舞金 

支給と同時に実施 

9 月 2 5 日 曰 「 北 限 の 海 女 感 謝 の 日 」 の 開 

催 

9 月 2 6 曰 月 東日本大震災による倒壊•流出 

建物の職権滅失登記についての 

協議 

盛岡地方法務局より東日本大震災による倒壊•流出 

建物の職権滅失登記についての協議 

民主党、国土交通省及び東日本 

大震災復興対策本部に対する湾 

ロ防波堤整備促進要望 

東京 

9 月 2 7 日 火 政府 •政党に対する岩手県沿岸 

市町村復興期成同盟会要望 
9月27日〜9月28日、東京 

9 月 2 8 曰 水 第 2回久慈市原発放射線影響対 

策連絡会議 

放射線量測定対象施設の決定、岩手県の取り組み方 

針等の説明 

9 月 2 9 日 木 第 2回久慈市議会定例会におい 

て「東日本大震災に係る対応等 

について」諸般の報告 

久慈市放射線量測定対象施設の 

決定 
125施設 

第 2回久慈地区災害廃棄物処理 

推進協議会 

岩手県災害廃棄物処理詳細計画に係る久慈地区とし 

ての対応を協議 

宇部地区における野田村がれき 

の処理方針説明会 

宇部地区に集積している野田村がれきの処理につい 

て、県及び野田村から地域住民に説明があった。 

久慈湊児童公園の指定管理者の 

協定書の変更 

津波被害により当該公園を業務停止（平成2 3年4月1 

日〜9月30日）としていたが、公園復旧が間に合わな 

かったことから、業務停止期間を延長（〜平成24年1 

月31日） 



1 0 月 1 日 土 久慈市内空間放射線量率予備調 

査 

久慈市内の空間放射線量率の概要把握を行った。（〜 

10月2日） 

1 0 月 3 日 月 被災地支援木造施設等設置事業 

に係る受贈 

大 分 県 森 林 組 合 連 合 会 、 N O D 

わんわんベンチ 5脚イベント中町広場設置 

災 害 査 定 （ 漁 港 • 海 岸 施 設 7 

次査定） 

小袖漁港(南防波堤）他1件、久喜地区漁業集落排水 

処理施設他1件 

大分県被災者支援木材施設等設 

置事業によるベンチ寄贈 
中町イベント広場にベンチを5台設置 

第 7 次 災 害 査 定 実 施 4 件 
1 0月 3日 - 4 0 

小袖漁港2件、小袖集落環境1件、久喜集落環境1件 

衆議院議員畑浩治代議士来訪 

(市長•副市長） 
災害情報交換 

1 0 月 4 日 火 県及び市町村職員のための放射 

線セミナーに参加（合庁） 

第1 6次災害査定（土木関係） 
1 0月 4日〜1 0月 5日 

1件（市道傑田長根線）査定率10 0 % 

1 0月 1 0日 月 東日本大震災復興対策本部岩手 

現地対策本部津川本部長との意 

見交換（市長） 

災害情報交換 

1 0月 1 1日 火 津島国土交通大臣政務官来訪 

(市長•両副市長） 
災害情報交換 

1 0月 1 4日 金 
災害廃棄物の仮置き場集積完了 

平沢地区、諷訪下地区、半崎地区の仮置き場に災害 

廃棄物の集積が完了した。 

災害復旧工事（機械設備）契約 久慈浄化センター 

1 0月 1 5曰 土 「 D 〇 N A L M A S 復 興 支 援 

ライブ•護身術体験」の開催 

1 0月 2 1日 金 民主党岩手県総支部連合会に対 

する岩手県市長会要望 
盛岡市 

1 0月 2 4日 月 東日本大震災記録集編集委員会 

設置要領制定 

1 0月 2 5日 火 
放射線測定機器研修に参加 

空間放射線量率の測定に係る必要な知識と技術を学 

んだ 

被災地復旧 •復興を目的に侍浜 

地区での体験学習受入を実施 

1 0月2 5日〜1 0月2 6日対象：久慈市立侍浜小学校6年 

生体験フイ一ルドとして整備を進めていた侍浜地区 

での体験学習受入れを実施参加者から体験料を徴収 

せず、モニターツアーとして実施した 

1 0月 2 6日 水 鬼復興プロジェクト来訪 

(外舘副市長対応） 
復興祈願物資持参 

1 0月 2 9日 土 「サーモンフイツシングin久慈 

市」の開催 
10月30日まで 

1 0月 3 0日 曰 「まちなかハロウイン」の開催 

1 0月 3 1日 月 第 1回東日本大震災記録集編集 

運営委員会開催 
市役所庁議室 

原発放射線影響調査（市内1 2 7 

力所） 

県補助を受け市内の教育施設等主要な場所を調査(〜 

11月10曰) 

東日本大震災に伴う公民館類似 

施設補助金交付決定 
元木沢公民館 

1 1 月 1 日 火 久慈地区災害廃棄物処理事務調 

整会議 

災害廃棄物の県内施設における処理等のマッチング 

について協議 

1 1 月 3 日 木 三 陸 鉄 道 安 全 祈 願 祭 • 復 旧 エ 

事起工式 

1 1 月 4 日 金 「新街橋」一般交通解放 

応急仮設住宅全戸に暖戻器具衲 

品 
11月4日、11月8日 

1 1 月 9 日 水 第 2回岩手県原発放射線影響対 

策市町村等連絡会議 
放射線影響対策に係る県の取り組みについて 

1 1月 1 4日 月 放射性物質汚染対処特別揩置法 

に係る環境省説明会 
航空機モニタリング調査結果の説明 

81 



第3回東日本大震災久慈市地震 

災害義援金配分委員会開催 
東日本大震災見舞金（第4次配分）の検討 

希望の烽火プロジェクト岡本代 

表理事来訪（市長） 
災害情報交換•表敬訪問 

1 1月 1 5日 火 災害廃棄物処理に係る視察（秋 

田県大仙市来久） 

1 1月 1 6日 水 政府 •政党に対する岩手県市長 

会要望 
東京 

1 1月 1 7日 木 

第 3回久慈市原発放射線影響対 

策連絡会議 

久 慈 市 放 射 線 空 間 線 量 測 定 結 果 の 公 表 に つ い て 決 

定、及び久慈市測定方針についても決定、放射性物 

汚染対処特別指置法に基づく汚染状況重点調査地域 

の指定を受けないことについてを決定 

旧長内中学校グラウンド応急仮 

設住宅全戸に消火器設置 

旧県立久慈水産高校グラウンド応急仮設住宅には建 

設当初に設置済み 

1 1月 2 1日 月 大分県被災者支援木材施設等設 

置事業に東屋設置 

巽山公園に設置。 

11/ 2 1目録贈呈式を行った。 

「復興に係るまちづくり」につ 

V、ての意見交換会 
夏井町大崎地区、大湊駅前公民館、33人参加 

久慈地域消費生活セミナー「食 

品 の 安 全 • 放 射 能 は 大 丈 夫 ？ 」 

を開催 

内閣府消費者庁消費者政策課政策企画専門官佐藤京 

子氏による講演を行い、放射能に関する正しい知識 

を学ぶ機会を設けた。 

1 1月 2 2曰 火 「復興に係るまちづくり」につ 

いての意見交換会 
久慈湊地区、中央公民館湊分館、34人参加 

1 1月 2 3日 水 「第1回北三陸くじ冬の市」の 

開催 

1 1月 2 4日 木 政府に対する岩手県沿岸市町村 

復興期成同盟会要望 
東京、情報通信関係 

「復興に係るまちづくり」につ 

いての意見交換会 
長内町元木沢地区、防災センター、20人参加 

1 1月 2 5日 金 東日本大震災に伴う公民館類似 

施設補助金請求書提出 
元木沢公民館（修繕補修） 

「復興に係るまちづくり」につ 

いての意見交換会 
宇部町久喜地区、久喜公民館、31人参加 

1 1月 2 8日 月 「復興に係るまちづくり」につ 

いての意見交換会 
長内町玉の脇地区、玉の脇公民館、10人参加 

1 1月 2 9日 火 「復興に係るまちづくり」につ 

いての意見交換会 
全地区、市役所、57人参加 

1 2 月 1 日 木 久慈市放射線空間線量測定結果 

公表 
広報及びホ一ムぺ一ジ 

1 2 月 3 日 土 

暖戻器具支給 

対象世帯数：2 7 4世帯（半壊以上、応急仮設住宅入 

居世帯は除く）※久慈市受付の民間借上げ住宅に入居 

している市外避難者も含む(8世帯） 

希望世帯数： 2 5 1 世帯 

支 給 物 資 ： 石 油 フ ァ ン ヒ ー タ ー 

1 2 月 4 日 曰 

「リアス.ハイウェイ早期実現 

久慈大会」及び「八戸•久慈自 

動車道整備促進住民大会」開催 

三陸沿岸都市会議、八戸•久慈自動車道整備促進住 

民会議の共催 

三陸沿岸道路の早期完成を求め沿岸地域住民が集結 

復興局岩手現地対策本部長、三陸沿岸都市会議7首 

長等によるパネルデイスカツシヨンほか 

参加者約1,200名 

1 2 月 6 日 火 「復興応援チヤリティーライブ」 

の開催 

1 2 月 8 日 木 
集団移転に関する話し合い 

長内町玉の脇地区（玉の脇公民館、7人参加） 

宇部町久喜地区（久喜公民館、7人参加） 

1 2 月 9 日 金 東日本大震災見舞金（第4次配 

分）支給 
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集団移転に関する話し合い 

夏井町大崎•久慈湊地区（中央公民館湊分館、2 7人 

参加） 

長内町元木沢地区(元木沢地区公民館、22人参加） 

市内空間放射線量率調査（94力 

所） 

久慈市導入機器による一斉調査を開始（〜12月1 2日 

)。以後毎月実施。 

1 2月 1 5日 木 災害廃棄物処理に係る視察（秋 

田県及び関係市町村来久） 
N H Kほかマスコミ各社による取材も行われた。 

1 2月 1 9日 月 災 害 査 定 （ 漁 港 • 海 岸 施 設 1 4 

次査定） 
久慈湊漁港海岸(防潮堤） 

1 2月 1 9日 月 

第 1 4 次災害査定実施 1件 
12月19日• 20日 

久慈湊漁港（海岸保全施設）1件 

1 2月 2 3日 金 「第 2回北三睦くじ冬の市」の 

開催 

復興支援プロジェクト「三陸ィ 

ルミネーシヨン」の開催 

主管：久慈青年会議所 

会場：異山公園 

1 2月 2 6日 月 災 害 査 定 （ 漁 港 • 海 岸 施 設 1 5 

次査定） 
小袖漁港海岸(防潮堤） 1 2月 2 6日 月 

第 1 5 次災害査定実施 1件 
12月26日• 27日 

小袖漁港（海岸保全施設）1件 

1 2月 2 6日 月 

集団移転に関する話し合い 

夏井町大崎•久慈湊地区（中央公民館湊分館、1 7人 

参加）長内町元木沢地区（防災センター、 2 1人参 

カロ）宇部町久喜地区（久喜公民館、6人参加）長内町 

玉の脇地区（玉の脇公民館、6人参加） 

1 2月 2 6日 月 

「街なかXmasイルミネーシヨン」 

の開催 
腿. 3 . 1 1まで点灯 

1 2月 2 6日 月 

東日本大震災復旧復興本部幹事 

会設置要領制定 

平成 2 4年 

1 月 9 日 

月 
久慈市消防出初め式 

参加人数71 2人（うち消防団54 5人、婦人消防協力隊 

114人、車両64台) 

1 月 1 0 日 火 久慈市東日本大震災復興祈念式 

打合せ 
市役所庁議室 

1 月 1 1 日 水 災害廃棄物等処理事業に係る災 

害査定 
ト12日） 

1 月 1 8 日 水 東日本大震災記録集編集運営委 

員会編集班会議開催 
市役所庁議室 

1 月 1 8 日 水 

支援物資配布 
対 象 世 帯 数 ： 応 急 仮 設 住 宅 各 戸 （ 1 5 戸 ） 

支 給 物 資 ： 除 雪 用 ス コ ッ プ 

1 月 1 9 日 木 
三陸沿岸道路「八戸 •久慈自動 

車道」（侍浜町桑畑地区）関係 

地権者説明会開催 

国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局 ニ 陸 国 道 事 務 所 、 岩 手 

県 久 声 市 の i t 催 

現地測量及び地盤調査に伴う土地立ち入りに係る説 

明会 

1 月 2 4 日 火 災害廃棄物処理に係る視察（秋 

田県建設業協議会来久） 

1 月 2 4 日 火 

久慈湊児童公園の指定管理者の 

協定書の変更 

津波被害により当該公園を業務停止（平成2 3年 4月 

1日〜平成2 4年 1月 3 1日）としていたが、公園復旧 

がー部間に合わなかったことから、業務停止期間を 

延長（〜3月 3 1日）した。ただし、公園内のトイレ 

が復旧したことにより、トイレ清掃業務を平成2 4年 

3月 1曰; ^ら再開した。 

1 月 2 5 日 水 災害廃棄物処理に係る視察（秋 

田県議会来久） 

1 月 2 6 日 木 

支援物資配布 

1月26日（木）〜27日（金）配布 

対象世帯数：59世帯(応急仮設住宅及び民間借上げ住 

宅入居世帯）※久慈市受付の民間借上げ住宅に入居し 

ている市外避難者も含む(8世帯） 

支給方法：戸別配布 

支給物資：どんぶく（綿入れはんてん）、生活情報雑 

誌※生活情報雑誌に関しては、市営住宅及び雇用促 

進住宅入居者へも支給(6世帯） 
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1 月 2 7 日 金 
三陸沿岸道路「三陸北縦貫道路」 

(宇部町から長内町間）関係地 

権者説明会開催 

国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局 三 陸 国 道 事 務 所 、 岩 手 

県、久慈市の共催 

現地測量及び地盤調査に伴う土地立ち入りに係る説 

明会 

1 月 2 8 日 土 「第3回北三陸くじ冬の市」の 

開催 

2 月 3 日 金 八幡平市（清掃センター）での 

災害廃棄物焼却について合意 

2 月 7 曰 火 久慈市東日本大震災復興祈念式 

第 1 回 主 任 • 副 主 任 会 議 

2 月 1 0 日 金 「食品中の放射性物質対策に関 

する説明会」（盛岡）に参加 
主催：厚生労働省、内閣府食品安全委員会 

2 月 1 5 日 水 宇部地区における野田村がれき 

の処理日程について宇部地区に 

周知 

宇部町に集積している野田村のがれきの処理日程に 

ついて、住民周知を行った。 

災害等廃棄物処理事業補助金説 

明会（盛岡） 

2 月 1 6 日 木 第 3回岩手県原発放射線影響対 

策市町村等連絡会議 

岩手県内における原発放射線影響対策の取り組み状 

況及び方針の改定等について 

2 月 1 8 日 土 「第4回北三陸くじ冬の市」の 

開催 

2 月 1 9 日 曰 三陸沿岸道路（野田村玉川から 

久慈市新井田間）中心杭設置式 

開催 

国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局 三 陸 国 道 事 務 所 、 岩 手 

県、久慈市の共催 

2 月 2 0 日 月 三陸沿岸道路（久慈市侍浜町か 

ら洋野町間）中心杭設置式開催 

国 土 交 通 省 東 北 地 方 整 備 局 三 陸 国 道 事 務 所 、 岩 手 

県、久慈市の共催 

2 月 2 3 日 木 
集団移転に関する話し合い 

長内町玉の脇地区（玉の脇公民館、5人参加） 

宇部町久喜地区（久喜公民館、9人参加） 

支援物資配布 

2月23日（木）〜24日（金）配布 

対象世帯数：6 1世帯（応急仮設住宅、民間借上げ住 

宅、市営住宅、雇用促進住宅入居世帯）※久慈市受付 

の民間借上げ住宅に入居している市外避難者も含む 

(7世帯) 

支給方法：戸別配布 

支給物資：花王生活用品セット 

社 会 福 祉 士 （ 内 閣 府 専 門 家 派 

遣事業）による被災者支援実施 

被災地区サロン（2力所）、仮設住宅（7世帯）及びハイ 

リスク者(4名）を訪問し、被災者の心のケア活動を実 

施。（2 月 23 • 24 . 27 • 29 日） 

三閉伊ウォーク交流会 三閉伊ウォーク実行委員会（遠野まごころネット） 

主催、2月23日〜24日久慈市内を通過 

2 月 2 4 日 金 

集団移転に関する話し合い 

夏井町大崎•久慈湊地区（中央公民館湊分館、1 8人 

参加） 

長内町元木沢地区（防災センター、16人参加） 

災害廃棄物処理に係る視察（秋 

田県男鹿市議会来久） 

2 月 2 5 曰 土 被災地域の子どもたちの心のケ 

アを目的に、「平庭高原スノー 

キ ャ ン プ 」 を 1 泊 2 日 の 行 程 で 

実施。 

2月25日• 26日（土 •日） 

•久慈広域の小学生が8名参加した。 

(内訳：久慈市2名、洋野町6名） 

•ふるさと体験学習協会と共催。 

2 月 2 6 曰 曰 
久慈市防災ワークショップ（津 

波） 

沿岸部（町内会長、民生委員、消防団）を対象に、東 

日本大震災時の避難及び問題点•課題点等について 

ワークショップを行った。参加者約40人。 

2 月 2 7 日 月 災害廃棄物処理に係る視察（秋 

田県仙北市来久） 

仙北市長 •議長ほか当局及び議会の合同視察。山内 

市長及び八重桜議長が対応。 

3 月 1 日 木 東京都小金井市で、被災地復興 

の応援を目的に開催された被災 

地産品販売イベント「夜明け市 

場」に出店 

3月1日• 2日（木•金） 

• (社）久慈市観光物産協会と共同出店した。 
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3 月 3 日 土 被災地域の子どもたちの心のケ 

ァを目的に、「笑顔で滑ろう！ 
子どもスキー&スノーボード体 

験会」を実施 

•久慈広域の小•中学生が51名参加した。 

(内訳：久慈市28名、洋野町16名、普代村7名） 

•ふるさと体験学習協会と共催。 

3 月 5 日 月 久慈市東日本大震災復興祈念式 

第 2回主任 •副主任会議 

3 月 7 日 水 災害廃棄物処理に係る視察（住 

友大阪セメント•八戸セメント 

来久） 

3 月 9 曰 金 NHK.BSプレミアム「きらり！えん 

旅」明ミニコンサートの開催 

3 月 1 1 日 曰 久慈市東日本大震災復興祈念式 会場：久慈市漁業協同組合参加者数：3 5 0人 

3 月 1 2 曰 月 久慈地区災害廃棄物処理推進協 

議会 

広域処理に係る進渉説明及び今後の対応について協 

議 

八幡平市（清掃センター）での 

災害廃棄物焼却を開始 

3 月 2 4 日 土 

国と岩手県との意見交換会 

会場：岩手復興局 

岩手県、洋野町、久慈市、野田村、普代村、田野畑 

村、岩泉町の首長と平野復興大臣との意見交換（ま 

ちづくりの現状と課題について） 

外舘副市長出席 

3 月 2 8 日 水 災害廃棄物処理に係る視察（能 

代市議会来久) 

随時 税務署と連携した被災者への税 

の震災特例揩置等に係る情報の 

提供及び雑損控除等の相談受付 

の実施 

広報周知 

ちらし配布 

個別相談の実施 
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4久慈市災害対策本部、復旧復興本部の状況 

14:46発生の東北地方太平洋沖地震に伴って14:49大津波警 

報が発令され、同時刻に久慈市災害対策本部を設置し、即座に避 
難指示を発令しました。 

停電や電話の混乱などにより情報が交錯する中、様々な情報収 

集に努め、情報共有をしてその対応に奔走しました。 

平成24年3月12日までに213回の対策本部会議を実施し、 

復旧活動と復興に向けた取り組みについて対策を講じてきました。 
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災害対策本部会議等の概要 

3月11日（金）14:49第1回対策本部会議 

14： 4 6 東北地方太平洋沖地震発生 

•宮城県栗原市震度7 

• 宮城県北部 •中部震度 6強 

1 4 : 4 9大津波警報発令 

1 4 : 4 9久慈市災害対策本部設置 

14： 4 9 避 難 指 示 発 令 

•海岸域全体，1，489世帯4，300人 

14： 5 5 消防団水門閉鎖住民誘導中 

•石卷市5 0 cm、大船渡市20 cm 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

0 2 水 門 閉 鎖 完 了 

1 9 宮 古 市 2 m 8 0 cm 

1 5 大 船 渡 市 3 m 30 cm 

2 0 石 卷 市 3 m 3 0 cm 

2 0 小 袖 引 潮 確 認 

21基石市4m20cm 

2 5 防災センター 2 8 人避難 

3 0玉の脇波が上がってきている。 

3 5久慈港防潮堤を越えそう 

4 0石油備蓄基地ほとんど流出 

40玉の脇第3波 

4 4 魚 市 場 前 引 潮 

半崎地区も同様、浸水施設見えてきた。 

3月11日（金）15:46第2回対策本部会議 

建設部長：河川ポンプ場閉鎖に出動済み 

市民生活部長：避難所13か所に職員派遣済み、30分ごとに報告指示 

健康福祉部長：元気の泉から福祉の村へ向かった。 

産業開発担当部長：15:1 0北日本造船避難済み、北上ソウイング避難済み。 

教育次長：学校連絡取れない。 

•踏切止まった状態である。 

•信号停止、車渋滞、恵愛病院2階へ移動 

産業振興部長：もぐらんぴあ避難完了 

消 防 防 災 課 長 1 5 : 4 0 高 台 へ 避 難 指 示 

市長：食料、飲み物、避難用具確保指示、写真等記録をできるだけ残すよう指示 

消防防災課長1 5 : 5 4夏井駅前、女子（1 7歳）津波に流されたが救出された。怪我 

なし。意識ある。 

建設部長：1 5 : 5 5橋梁の確認作業指示 

警察：1 5 : 5 5夏井地区床下浸水確認報告あり。 

〔第3回会議は16 ： 30開催と決定〕 

1 5 : 5 8岩手県内全域停電（ラジオ情報） 

1 5 : 5 6 久慈川水位上昇中、堤防まであと 1 m 

相馬港 1 5 : 5 0 7 m 3 0 cm 
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条 石 港 1 5 : 2 1 4 m 3 0 cm 

宮 古 港 1 5 : 2 1 4 m 以 上 

八 戸 港 1 5 : 2 1 2 m 3 0 cm 

1 6 : 0 0野田分署浸水 

1 6 : 0 0金刀比羅神社1 0 0人以上避難している。消防団も何人かいる。湊地区の水は 

まだ退いていない。 

•湊保育園長より園児20人を帰宅させたい旨要請あり。 

16：07半崎で引潮確認、（消防署情報） 

1 6 : 1 0桑畑漁港で車に2人乗車していて1人死亡（男性）1 7歳女性は県病へ搬送中。 

1 6 : 2 0河川を津波逆流中 

1 6 : 2 2洋野町自衛隊派遣要請 

1 6 : 1 5野田分署浸水、久慈工業高校入り口まで、太田名部、水門外側2棟浸水 

1 6 : 0 0 久喜 1 0 m津波、浸水家屋あり 

1 6 : 1 5湊地区国道3 9 5号津波が押し寄せている。 

1 6 : 3 0茅森線土砂崩れ 

3 月 1 1 日 （ 金 ） 1 6 : 3 0 第 3 回 災 害 対 策 本 部 会 議 

産業開発担当部長：北日本造船の工場の壁、事務所及びドッグ全滅 

市民生活部長：避難所設営済み。それぞれ市民避難している。金刀比羅神社では約 

1,000人となり、福祉の村に移送している。 

避難所状況は、半崎 2 9人、諫訪 2 8人、サンスポ 3 0 0人、車避難 1 8 0台、福 

祉の村20 0人、防災センター28人、サンエール26人ほか約1，00 0人である。 

健康福祉部長：毛布、救急セットなどの物資を避難所に搬送中、保健師配置した。 

建設部長：湊市営住宅全員避難済みである。山形、ポンプ場停止。濁水している。 

新街橋通行止めである。 

教育次長：湊小学校40人、長内中学校下校済み、久喜小学校下校済みである。大川 

目中学校27人生徒が残っている。小久慈小学校調査中である。 

市長：死亡者の確認を急ぐこと。 

自衛隊派遣要請すること。（振興局を通じて準備を行うこと。） 

市制施行5周年記念式典は延期とする。 

北三陸冬の市は中止とする。 

消防防災課長：一人の死亡が確認された（警察が確認したもの） 

建設部長：河川の情報調査中、水門3力所を閉鎖した。 

消防防災課長： 

1 6 : 2 4ホーマック前津波来た。 

1 6 : 2 5湊郵便局前浸水5 0 cm 

1 6 : 3 2久慈中学校付近久慈川を津波遡上、河川公園で3 0 cmの浸水であった。 

•県道野田長内線については大尻付近工事中であり、館石経由が迂回路である。 

•大尻地区で小屋が流出（未確認情報） 

健康福祉部長：食料2，000食手配済み43，000食用意するよう指示あり。 

1 7 : 0 0の情報で3時間後に自衛隊約5 0人平沢に到着予定 

1 7 : 0 0ハチカンの1階が浸水、屋根で助けを求めている人（1人）がいるとのこと。 

4 1 7 : 1 6対応が難しいとの状況（消防防災課） 

1 7 : 0 5 水門閉鎖 4河川水門、 9分団、 1 2分団小袖、久喜、門前から大川目以外確 

認した。（消防防災課） 
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1 7 : 0 5福祉の村の避難状況について、ぎんたらす久慈の施設長から情報提供があり 

避難者多数であり、溢れそうであるとのこと。 

1 7 : 1 5久慈湊保育園1 1人4福祉の村へ避難済（消防防災課） 

1 7 : 2 5久慈川左岸（田屋）で堤防まで後10 cmまで迫っているとのこと。 

3月1 1日1 7 : 2 5第 4回災害対策本部会賺| 

1 6 : 3 0マルサ嗟峨商店ほか浸水 

1 6 : 2 4ホーマック浸水 

1 7 : 3 0自衛隊5 0人平沢に到着予定 

17:05 ニ戸消防出発 

D M A T 出 動 し た 。 

建設部長：水道管について、久慈橋敷設の水道管が破裂（150ミリ）、キング薬局付 

近300腿の水道管破裂、17:0 0白山浄水場、濁度100を超えたことから、送水 

停止した。各ポンプ場自動停止したことに伴い、防災無線で節水要請するよ 

う指示した。給水作業について、盛岡、八戸に要請予定である。 

農林水産部長：16:50の情報であるが、久慈地方森林組合事務所については浸水等不 

明である。 

教育次長：教育施設の避難状況は、長内小学校：児童4 1人、高齢者1 0人、先生等 

2 0人、長内中学校：生徒70人、先生20人、小久慈小学校：先生のみ23人、 

久慈中学校：生徒2 2人、先生4 8人 

市民生活部長：避難状況は、大会議室66人、山根公民館1人、夏井公民館3人、半 

崎集会場4 6人、若宮八幡宮4 0人、諫訪6 0人、サンスポーツランド3 0 0人、 

旧水産高校 4 7人、福祉の村 2 0 0人、久喜保育園 3 5人、防災センター2 8人 

サンエール14人与合計1, 8 5 9人 

岩手県：17 ：15現在、合同庁舎6階大会議室にも20人の避難者あり。 

広域連合事務局長：火葬場被害なし。し尿処理場は職員7人駐留、民れない状況 

17： 4 0湊市営住宅付近床下浸水、佐々木ふとん店付近（湊町裏通り）30 cm浸水 

17 : 1 5合同庁舍、岩手県対策本部との連絡取れず。 

17 : 5 5ハチカンでは自力で避難済み。 

緊急消防援助隊要請中（到着時間未定） 

1 8 : 0 0防波堤は大きな被害あり。 

18 : 1 5白前漁港での死亡者一人について地元情報あり。 

自衛隊：17: 0 0に50人出発した20: 0 0平沢に到着予定である。洋野町では食事の要 

請を受けている。 

警察：国道45号冠水により通行止めとした。 

•旧水産高校より久慈会館に避難者が移動（2次避難）した。（民間協力） 

1 7 : 4 3夏井川、国道39 5号から国坂まで被害なし。久慈川、川崎大橋から三日町ま 

で被害なし。 

•金比羅神社、道路側、防潮堤付近1階天井まで浸水 

3月1 1日（金）1 8 : 1 5第 5回災害対策本部会議 

東北電力：宮城県以北電力復旧目途がたたない。（発電所からの送電がストップ） 

健康福祉部長：17: 4 5乾パン配布のため避難所へ出発。保健師13力所の避難所の巡 

回を実施している。 



市民生活部長：避難所に市役所分庁舎（2人）及び中央公民館（2 0人）を追加し 

た。 

福祉の村及びサンエールには給湯施設は完億されている。 

建設部長：県立病院は断水中であり、その対策について協議中である。 

久慈市全域断水である。 

日水協に出動要請を行った。 

秋田県、山形県も被害膨大であるとの情報あり。 

浄化センター、久喜を除いて異常なし。 

白山浄水場の滝湧水が白濁であり、その濁度は100を超えている。 

停電のためポンプがストップしている状態である。 

東北電力：高圧電源車1台があり協力する。（容量：2 0 0 K〜最大4 0 0 K、取り付け、 

取り外しに2時間を要する）4依頼することとした。福祉の村を第1候補と 

した。 

消防防災課長：ニ戸市から消防隊が到着した。 

17: 1 5元木沢5人避難、救出済み（消防防災センターに一次避難） 

遺体一次収容場所を検討することとなった与アンバーホール裏の第2体育 

館と決定した。 

燃料は久慈石油に要請中である。 

1 7 : 1 5白前漁港で1名死亡、1名行方不明である。 

建設部長：久慈橋送水管破裂、2度目の地震で落下。 

自衛隊：50人から38人に変更し、20:0 0に岩手駐屯地から追加で来る予定。 

3月 1 1日（金）1 9 : 1 0第 6回災害対策本部会議 

1 8 : 4 0岩手駐屯地1 0 3人総合運動公園を出発した。（炊事車3台、水トレーラー1 

t 3台）21 : 0 0到着予定 

•県北広域振興局に仮設住宅交渉開始した。 

•備蓄は地上タンク等は壊滅した。燃料の流出はない。 

•北日本造船被害甚大、岩手モリヤの寮が1m以上の浸水。 

避難所の状況は、福祉の村80 0人、合同庁舎70人ほか2，91 6人であ 

アルファ米1，800食、水6'はが150本入った。 

水産関係で玉の脇地区加工場全損、支所半壊。 

小袖海女センター流出、荷捌き場鉄骨のみ存在。汚水処理場2階ド 

市民生活部長 

る。 

健康福祉部長 

農林水産部長 

産業振興部長 

ァ損壊。 

•侍浜町桑畑、川津内、横沼で船が流出。 

市長：避難状況、人数等を把握すること4食料確保のこと。 

東北電力：東北3県送電ストップ、復旧には24時間以上必要 

自衛隊：海上自衛隊出発した。 

•第2体育館を死体安置所とする。 

東北電力：福祉の村1 5 0 K W、既に稼働している。 

健康福祉部長：ユニバース2 6、3，000本移送中。自衛隊2，000食作成に1時間程度 

必要である。 

健康福祉部長：支援物資等の置き場所を本庁車庫とする。 

自衛隊：自衛隊の先発隊33人は現在葛巻を通過した。 

消防防災課長：県立病院では救急患者を受け入れない状況である。重病患者対応は 

ニ戸病院へ移送で対応する。 



緊急援助隊（消防）は体育館を待機場所とした。 

市長：2，000食の米を確保のこと。 

避難者への配慮、連携をして仮設住宅等の手配を行うこと。 

1 9 : 4 5三船記念館40台避難している方あり4避難所として設置要請与開設予定 

3月1 1日（金）2 0 : 1 0第 7回災害対策本部会讓 

建設部長：仮設住宅要請済み。 

総務部長：衛星電話使用のこと（県からの情報） 

産業開発担当部長：石油備蓄の被害状況確認できない状況、事務所は残っている。 

市民生活部長：避難状況は久慈東高校60人、三船記念館40人、巽山公園26人など 

合計2，385人 

健康福祉部長：タ食を避難所へ配布作業中である。 

アルファ一米3，000食の在庫があり今晩は究足している。 

朝食は2, 0 0 0食を自衛隊が炊き出し予定である。賄作業場所は東側車庫前 

に設置。原材料は発注済みである。学校給食センターにも要請予定である。 

建設部長：小野寺耳鼻科付近道路で10 c m浸水、低いところで30 c m .長内小学校交 

差点付近通行規制中。茅森線通行止め。 

教育次長：長内小学校2人避難中。 

自衛隊：20:18に自衛隊先発隊到着済み、本体は山形道の駅まで来た。一度に1，000 

食準惴できる。 

•県立病院受入体制整う、臨時救護室確保済み。 

消防防災課長：ニ戸緊急援助隊（消防）待機済みである。夏井駅前の1名行方不明 

者捜索中。 

健康福祉部長：避難所への食料等の搬送は4班編成で対応している。 

福祉の村は送電完了。 

市民生活部長：避難所では氏名等を記録し対応させることとする。 

本部長：当面避難所の環境整備に努められたい。 

消防防災課長： 

2 0 : 3 0断水に係る防災無線の要請あり 

2 0 : 3 0 死者 1人、行方不明者 6人、うち長内 3人、夏井 2人、侍浜 1人（白 

前） 

3月1 1日（金）2 1 : 1 0第 8回災害対策本部会議 

東北電力：電力復旧目途なし。 

市民生活部長：県立病院の避難者を久慈東高校に移動させる。湊公民館の避難者5 

人を防災センターに移動中。福祉の村1，000人ほか避難者合計2，488人 

県北広域振興局から県立病院の水不足の補給対応要請あり（消防防災課で対 

応） 

建設部長：水の確保課題である。400ボルト電源（確認必要）4田高水源は7，000世 

帯分のみ 

健康福祉部長：食事3時間1，00 0食できる調理器具もう少しで確保可能である。 

消防防災課長：湊小学校から先が通行できない。 

市民生活部長：福祉の村には1，00 0人の避難者がおり、久慈東高校に3次移動が必 

要である。 
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3月 1 1日（金）2 2 : 1 0第 9回災害対策本部会議 

建設部長：分庁舎消火栓から取水する。（2,0001:残っている） 

本部長：県立病院で何t必要か後で県北振興局において確認することとする。 

市民生活部長：久慈高校に20人避難済み。合計で2，529人が避難している。 

本部長：朝食用の食材、米2，000食分足りるか確認する必要がある。 

健康福祉部長：3，000食を確保済みである。 

ホッカイロは10時までに衲入予定である。 

2fi 3, 0 0 0本、6f i 1 , 0 0 0個確保済み 

ユニバース川崎からタンク協力の申込み、野菜等 

10 kg X 1 5袋= 1 5 0 kg程度確保済み 

電気使えない。（ストーブ(反射式）を探すこと。） 

健康福祉部長：県立病院の水の手配は分庁舎を利用して手配(消防と協力） 

消防防災課長：新規死亡が確認された。 

水の運搬、県立病院事務局長が消防署と連絡を取っている。最低限の数値 

が欲しい。消防車1 0トン車で対応 

総合政策部長：県立病院からぎんたらすへ1人移送4久慈東高校へは確認中である。 

東北電力：電気の復旧状況は明日の予定であったが、明日も困難であること。ニ戸 

からの応援で設備の点検が入る。送電車の配置は回せる状況にない 

教育次長：市民体育館には1，00 0人収容可能であり、面積は3, 0 0 0 m
2

である。自家 

発電設備はあるが既に切れている。暖戻設備の燃料は軽油である。軽油の確 

保が必要である。時間当たりの消費量は後で確認する。 

自家発電施設がある施設は、アンバーホール、体育館、元気の泉、山形分 

署、中央公民館である。 

岩手県：合同庁舎6階に現在7 4人の避難者があり、食糧の備蓄がないことから提供 

願う。米があれば明日の朝食の対応はできる。（1 0 0人おにぎり1個換算で2 

〇kgの提供でどうか。4福祉対応とすることとした。玉ねぎ、にんじん、大 

根も含め対応することとなった。） 

総合政策部長：県立病院にいる8人を防災センタ一へ移送、1人はぎんたらすへ移 

送。 

海上保安庁：まぶち船は沖合に出ており連絡が困難である。 

自衛隊：炊き出しは、3時、4時、5時で1，0 0 0食づつ対応できる。 

教育次長：配送は給食センターの車両で行う。 

本部長：駐屯地からの軽油追送は可能か。海保の燃料は確認する。 

総務部長：22 : 1 0時点で、第一石油は軽油2， 0 0 0 f i (体育館へは130fi依頼済み）、 

灯油もある。近場、調達可能、ガソリンは不可能 

3月 1 1日（金）2 3 : 1 0第 1 0回災害対策本部会議 

総合政策部長：県立病院の数名は移送のみ。 

市民生活部長：避難所状況は、湊公民館25人は防災センター移送済み。久慈東高校 

は 5 4人であるが、あと3 0人で合計8 0人から9 0人の収容が可能（暖戻あり) 

であり、3月2 0日まで解放できると伺っている。 

また、福祉の村は160人収容可能である。 

合同庁舎の炊き出しは100人のごはんのみ市で対応。（停電であり、反射ス 

トーブを確保されたい。） 

建設部長：水道について、分庁舎消火栓は濁っており使用不可能である。 

第2配水池については確認中である。 
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教育次長：体育館収容人数496人、暖戻—備なし(確認中）、中央公民館94人、暖戻 

未確認、アンバーホール300人、暖居未確認である。 

健康福祉部長：福祉の村は暖戻使用可能である。160人収容可能である。確認したと 

ころ暖戻なしとのことであった。毛布の配送は合同庁舍以外完了済みである。 

建設部長：軽油5缶（lOOfi)確保済みである。 

総務部長：第一石油では、軽油2，OOOfi配送車に入っている分配送するとのことであ 

り寝ないで対応とのことである。 

消防防災課長：新たな行方不明者がいるとの情報があった。 

死者2人、行方不明者7人である。 

県立病院の給水は明日のタ方を予定している（130 m
3

必要、期間の確認必要） 

建設部長：田高ポンプ場の水が濁っていることを確認した。 

自衛隊：給水について、他地区からの輸送支援は可能である。1トンの車両が2台 

あるが水源の確保が必要である。 

東北電力：電力の復旧の目途はたっていない。 

自衛隊：軽油は200fiであれば対応可能である。 

燃料について、軽油8805、灯油l，200fi、ガソリン200fiは用意できる。 

炊き出し車両3台配備している。 

産業振興部長：雇用促進住宅大川目宿舍は70戸である。（技術的に可能か確認する 

こととなった。） 

本部長：長期戦となることから対応を考えること。 

3月1 2日（土）0: 1 5第1 1回災害対策本部会議 

健康福祉部長：ホッカイロについて、ある分をユニバースから確保した。 

久慈東高校暖戻があることを確認した。発電機及びガソリンが必要である。 

福祉の村の暖戻は在庫燃料で後2日間は持つ予定である。 

市民生活部長：避難者数は2 , 3 9 5人であり、ピーク時より減少した。次の報告は 

5 ：30である。 

建設部長：巽山配水池及び第2配水池の水は安全であることを確認したので、消防 

車タンクに給水することとし、取水場所は土風館前とすることとした。 

本部長：日量何t使用するのか。残量を確認しておくこと。 

教育次長：体育館のg家発電での暖戻はできない。 

アンバーホールの暖戻は入らない。（A重油） 

市民生活部長：避難所での名簿作成は指示済みである。 

消防防災課長：県立病院の希望給水量は130 m
3

/日であり、明日タ方までに必要と 

の要請であった。 

行方不明者1名は発見された。 

死亡者2人、行方不明者1 2人 

産業振興部長：雇用促進住宅大川目宿舎の管理者を確認することとする。 

自衛隊：炊き出し終了した。朝から被害調査を行う。 

山形総合支所長：山形総合支所には応援体制を取るよう連絡済である。 

産業振興部長：雇用促進住宅大川目宿舍80戸のうち4戸が入居中である。空きは76 

戸である。 

本部長：管理人に連絡を取ること。 

現場のローテ一シヨンを考えて対応を考えること。 

3月1 2日（土）1: 1 5第1 2回災害対策本部会議 
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消防防災課長：半崎での行方不明者については、現在、名簿確認中である。 

市長：若宮八幡宮など避難所を確認すること。 

教育次長：アンバーホールはA重油であり暖戻は使用できない状況である。 

農林水産部長：朝5:30から被害状況f周査を開始する予定である。 

消防防災課長：5:00から捜索開始予定である。 

自衛隊：2，000人分の朝食用意完了した。 

海上保安庁：「まべち」10カイリのところに停泊中、「つがる」からヘリで早朝か 

ら被害調査を予定している。 

消防防災課長：消防からは避難所に人を出すことは困難である。 

市民生活部長：避難者の多いところには2人を配置している。朝5: 3 0に連絡がある 

予定である。 

3月1 2日（土）3 : 0 0第 1 3回災害対策本部会議 

健康福祉部長：避難者用朝食は自衛隊に作っていただいており、6:00に配送予定で 

ある。 

福祉施設の被害は現在なVヽ状況である。 

建設部長：白岩小児科付近市道（三鉄下）は10 cmの水位がある。 

警察：6:00から管内の捜索を開始する。 

本部長：防災無線は変調があった時とする。又は、G P S等の情報を確認の時など 

とし、定時放送はしないこととする。 

消防長：昨日17:10現地調査による状況報告をする。 

北日本造船は高さ6 mの外壁鉄板が剥がされている。船体ブロックは道路 

に流されていた。半崎地区の民家が山側に押されている状況である。国道395 

号と久慈道路交差部不二タイヤから下手に浸水状況があった。 

3月1 2日（土）5 : 1 5第 1 4回災害対策本部会議 

•ボランティア受入は総合政策部であることを確認 

健康福祉部：自衛隊で現在、朝食の準備中である。（27か所を6チーム） 

自衛隊：給水車を6:0 0に車庫前に_僮する。 

建設部長：白岩小児科付近の市道（アンダー）の水はポンプにより吸い上げが完了 

した。 

消防防災課長：5:30から消防署において行方不明者の捜索及び被害調査を実施する。 

野田村の被害甚大である。ニ戸8人、山形分署7人、自衛隊2 5人が野田へ応 

援する。 

警察：二次災害を起こさないよう通行止め等の規制中である。 

〔腕章をつけて活動することを確認した。〕 

市長：避難指示があった地域での調査、支援活動等は危険を伴うので注意してあ 

たること。 

〔山形総合支所職員の応援協力体制につレ、ては総蒸部を通じて調整することとなった。〕 

自衛隊：4:25炊き出し完了済みである。洋野町から普代村までを対応している。 

土の館で給水をしたい。（水道事業所給水車が庁舎に来るのでその給水車が 

案内することとなった。） 

海保：「つがる」は気仙沼の捜索に向かうこととなった。八戸駐屯地から5 : 1 0出 

発予定である。「まべち」は久慈沖に停泊、漂流物が多数ある状況である。 

「出羽」は12:00ごろ到着予定である。 
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警 察 

市 長 

岩手県 

長野県から部隊が久慈市に到着予定である。 

調査に行くときは帰庁予定を含めて本部に知らせること。 

避難所の設営していることから合同庁舍に対する給水をお願いしたい。 

健康福祉部長：朝食と一緒に1人1 f iを 7 :00前に配布する。 

8 : 0 0頃野田村より食料の要請あり、久慈市からパン、おにぎり1 , 0 0 0食を提供す 

ることとなった。 

消防防災課長：行方不明者4名である。 

※震災発生から明朝までの災害対策本部の動き等について、混乱の中にありなが 

らも、関係機関等と連携し、避難者対応をまず、最優先に取り組みました。 

以下、主な内容について記載しました。 

【災害対策本部、復旧復興本部会議の主な内容】 

年月日 
曜 

曰 
時間 

回数 

災対本部 
備 考 

H23.3.11 金 14:49 

15:46 

16:30 

17:25 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

Ol4;49東北地方太平洋沖地震発生 

〇14:49大津波警報発令 

〇14:49久慈市災害対策本部設置 

〇震源地:三陸沖（牡鹿半島の東南東130 km付近） 

〇震源の漂さ:約24.0 km 

〇地震の規模(マグニチュード)：9.0 

〇震度：川崎町•長内町5弱 

〇本部長より食料、飲料水、避難用具の確保指示あり、写真等記 

録をできるだけ残すよう指示あり。 

18:15 第5回 

〇毛布、救急セット等救援物資を避難所へ搬送中 

〇本部長より自衛隊派遣要請指示、市制施行5周年記念式典延 

期決定、北三陸冬の市中止決定。 

〇本部長より食料を2,000食から3,000食準備するよう指示あ 

り<= 

〇状況報告 

〇自衛隊、消防協力隊等への協力要請状況及び到着予定等の 

情報共有 

〇宮城県以北重力復旧目途立たない。（発電所からの送電ストッ 

プ） 

〇市内全域断水 

〇東北電力高圧電源車協力の申出 

〇ニ戸市から消防隊到着 
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〇アルファ一米1，800食、水62、150本の物資到着 

1 9 : 1 0第6回〇県北広域振興局に仮設住宅の交渉開始した。 

•本部長から避難状況、人数等を把握し、食料確保するよう指示 

〇仮設住宅要請済み。 

〇避難所のためのタ食準備中 

020:18 _衛隊先発隊久慈市へ到着、本体は山形町道の駅まで 

来た。 

〇本部長より、当面避難所の環境整備に努めるよう指示 

20:10 

21:10 

22:10 

23:10 

第 7回 

〇避難、被害状況等報告、電力復旧目途がたたない、水の確保 

課題 
第8回 

〇避難、被害状況等報告 

〇3,000食の食料確保、ホッカイロ10:00衲入予定、飲料水22 

3,000本、621,000本確保済み 

〇燃料等の確保について検討、確認 

第9回 

第10回 〇避難、被害状況等報告 

〇避難所2,395人であり、ピーク時より減少した。 

〇巽山配水池及び第2配水池の水安全確認済—給水可能 

H23.3.12 土 0:15第11回〇仮設住宅代替として雇用促進住宅の活用のため管理人の確認 

をすることとした。 

〇本部長より雇用促進住宅の管理人と連絡を取るよう指示あり。 

1:15 

3:00 

5:15 

第12回 
〇朝5:30から被害状況調査を開始する予定 

〇朝5:00から捜索開始予定 

〇避難者用朝食は自衛隊準備中であり、6:00に配送予定 

•本部長より、停電中であり防災行政無線の/<ッテリ一も限りが 

あることから変調があった時使用するよう工夫して対応するよう指 
第13回 

不 

〇二次災害防止のため通行止め等の規制実施 

05:30から行方不明者の捜索を実施することとした。 

〇4:25炊き出し完了。 

〇本部長より調査に出動する際は帰庁予定を含め本部に連絡し 

二次災害防止にも配慮するよう指示あしJ。 

〇病院等から給水要請があり、極力対応するよう努力することを 

確認。 

〇野田村より食料配給の要請がありパン、おにぎり1,000食を提 

供することとした。 

第14回 
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8:00 第15回 

〇避難所、被害等状況報告 

〇海女センター全部流出 

08:00現在の避難所の避難者数は2,536人である。 

〇魚市場壊滅状態 

〇湊町では人的被害なし。 

9:30 第16回 
•避難、被害状況等報告 

〇本部長より発電機を借り上げるよう指示あり。 

12:00 第17回 

•避難、被害状況等報告 

〇備蓄の原油流出なし。職員全員無事を確認 

〇避難者数1,414人 

〇水道施設電源確保済み、給水計画策定中 

〇下水道施設終末処理場浸水あり^くみ上げ作業中 

〇ガソリンが不足している。 

〇仮設トイレ17基確保済み。 

〇本部長より岩手県に救援物資等を要請する旨指示あり。 

〇岩手県よリ米90袋受領 

15:00 第18回 

〇避難、被害状況等報告 

〇ごみ、粗大ごみ、し尿処理場は停電のため休止中 

〇火葬場はガソリン、重油が確保できない状況 

〇医師会長と協議し県立病院に応搓体制を取った。 

〇市内各所で給水を開始した。 

〇燃油の要請を岩手県に依頼した。また、市内の給油所等にも 

協力要請した。 

17:00 第19回 

〇避難、被害状況等報告 

〇医師会が各避難所を巡回している。 

〇ニ戸市から水道の応援が来た。 

〇自衛隊約200人到着する。市民体育館を確保した。 

19:30 第20回 

〇避難、被害状況等報告 

〇避難者数は1,369人 

〇岩手県から米10 kg x 270袋提供。その他毛布等追加調達し、 

各避難所に配布済み。 

〇浜松、石川、栃木の緊急消防救助隊ぼかニ戸市、盛岡市、自 

衛隊、警察等の協力を得て野田、普代の捜索にあたる。 

21:00 第21回 

〇21:48市役所停電復旧(田屋、川崎町） 

021:30県立病院停電復旧 

〇20:20津波警報に切替 
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5:30 第2 2回 

9:00 第2 3回 

H23.3.13 曰 

12:30 第2 4回 

15:30 第2 5回 

19:30 第2 6回 

21:00 第27回 

〇給食センターでの昼食調理体制できた。 

〇捜索を、緊急救助隊等の協力のもと6時に開始する。 

〇本部長より仮設住宅の需要が多くなると思われることから、独 

立行政法人高齢•障害•求職者雇用支援機構を確認し雇用促進 

住宅の開放について対応するよう指示あり。 

〇消石灰400袋確保済み。防災行政無線をして衛生班長に呼び 

かけ配布することとした。 

〇ボランティアの受け入れについて準備中。 

〇本部長より被災状況を住宅地図等を活用して情報を共有する 

よう指示あり。 

07:30津波注意報に切替、災害対策本部を継続することを確認 

〇ごみ集積場所を平沢工業団地及び宮城球場とすることになっ 

た。 

〇滋賀県及び名古屋市から警察の応援が派遣される。 

〇自衛隊において北海道から250人の応援が入る旨の報告があ 

るo 

〇市内の通電率は46%の旨報告があった。 

〇八戸海上保安部において巡視船等により引き続き捜索してい 

る旨の報告があった。 

〇3/13(日)11:37防災センター停電復旧 

〇平沢工業団地のゴミ集積所としての使用について岩手県より了 

解を得た。 

〇久喜へ仮設トイレを搬送した。 

〇給水車の応援が八戸市から14台到着した。 

〇本部長から副知事が午後来久することから写真など被災状況 

の資料を用意するよう指示あり。 

〇岩手県に災害支援車両の燃料を依頼のため、各部の必要量 

の報告依頼があった。 

〇八戸水道局ほかの応援のもと市内18台14力所で給水作業を 

実施している。 

〇その他、避難、被害状況報告ほか、支援実施状況の報告が 

あった。 

〇家屋調査を3月14日実施する旨の計画が報告された。 

〇17:58津波注意報解除 

〇市民ホールに情報発信のための掲示板を設置した旨の報告が 

あった。 

〇岩手県から応援隊が16:55到着。（2泊3曰、県との連絡調整 

にあたる） 

〇市民バスについて燃料確保困難。運行復旧の目途立たない。 

〇追加応援の自衛隊が市民体育館に到着した。 

•東北電力の応援隊が久慈入りした。 

H 2 3 . 3 . 1 4月 7 : 0 0第 2 8回〇その他避難、災害情報報告及び即時対応状況等の報告があつ 

た。 
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11:00 第29回 

〇滝湧水の濁度が落ち着き白山浄水場の送水中。 

〇消防協力隊の青森県隊の宿泊施設を旧長内中学校校庭とし 

た。 

〇副本部長から被災者の仮入居について旅館組合と協議するよ 

う指示あり。 

〇自衛隊の部隊入替について報告があった。 

〇旧水産高校及び久慈高校長内校校庭をヘリポートとして活用 

するとのこと。 

15:00 第30回 

〇GPS波浪計、検潮所は被災し使用不能。 

〇区長配布の延期—緊急連絡は防災無線とする。 

〇住宅ニーズ調査を実施するため準備中である。 

〇給水復旧状況について報告あり（徐々 に復旧） 

〇そのほか避難、被災状況の報告及び即時対応状況等の報告 

があった。 

〇防災行政無線のバッテリー交換を行う。 

〇その他避難、災害情報報告及び即時対応状況等の報告があつ 

た。 

19:00 第31回 

〇岩手県から救援物資が到着 

〇小中学校の卒業式は予定どおり実施する方向 

7 : 0 0第 3 2回 •火葬場が昨日稼働再開した。 

〇その他避難、災害情報報告及び即時対応状況等の報告があっ 

た。 

H23.3.15 火 

11:00 第33回 

〇久慈市ホームページに災害情報を立ち上げる。 

〇義援金の振込手数料無料の口座を立ちあげる。 

〇川井地区の無料入浴について、しらかばの湯、べっぴんの湯を 

3月15日から16日までとした。 

〇市民バスを3月16日から18日まで運行する。 

〇ごみの集積場所を検討中 

〇早期断水復旧のため緊急濾過装置を借用することとした。 

15:00 

18:00 

第34回 

•三陸鉄道では、3月16日から22日まで久慈•野田間を無料運 

行する。 

〇避難所の仮設住宅需要調査の報告 

〇し尿処理場は通葷により稼働を再開 

〇県道野田長内線は識訪下小袖間が緊急車両のみ通行可能と 

なった。 

第35回 

H23.3.16 水 8:00 第36回 〇昨日、宇部地区の通水を開始(被災地を除く全地区通水） 

〇葛卷副町長来久（お見舞いと救援物資提供） 

〇議会において災害対策特別委員会を開催することした旨の報 11:00 第37回 

告あり 
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16:00 第38回 

〇しらかばの湯、べっぴんの湯の無料開放を4月17日まで延長 

(時間帯、被災者対応） 

〇その他避難、災害情報報告及び即時対応状況等の報告があっ 

た。 

H23.3.17 木 

8:00 第39回 

〇物資輸送の動向見えず。 

〇ガソリン等燃料不足で渋滞発生。 

〇火葬5件体制でフル稼働も燃料不足の状況 

H23.3.17 木 
13:30 第40回 〇国道45号八戸大船渡間、緊急車両のみ通行可能 

H23.3.17 木 

17:00 第41回 
〇明日からJRバス「しらかば号」1往復運行再開。 

〇救援物資船明日久慈港寄港予定 

H23.3.18 金 

8:00 第42回 
〇雇用促進住宅入居準備中 

•仮設住宅入居調査実施する。 

H23.3.18 金 13:30 第43回 

〇本部長よリ発災から1週間目となることから黙祷呼掛けの提案 

があり実施することとなった。 

•災害ボランティアセンタ一本日立上げの報告があった。 

H23.3.18 金 

17:00 第44回 
〇市民バス3/22-24運行予定 

〇下長内旭町線通行開始。 

H23.3.19 土 

8:30 第45回 
〇久喜、川井地区に給水開始。 

〇避難所のゴミ受入再開、し尿処理場を稼働。 

H23.3.19 土 
10:05 第46回 

〇岩手県知事来久、対策本部においてあいさっ。 

〇本部長、知事に被災状況説明及び各種支援要請を行った。 

H23.3.19 土 

16:00 第47回 

H23.3.20 曰 
9:00 第48回 

〇断水は川井地区の300戸まで減少した。 

〇可燃ごみの自主搬入を再開した。 H23.3.20 曰 

16:00 第49回 〇三鉄、久慈野田間無料運行中。 

H23.3.21 月 

9:00 第50回 

〇緊急濾過器設置により午後給水開始。 

〇企業の物流回復のため高速道路の使用を県と一体となって要 

望することとした。 H23.3.21 月 

16:00 第51回 
〇燃料の目途が立ったことから市民バスを運行することを決め 

た。 

H23.3.22 火 

9:00 第52回 〇医師会の協力により避難所の巡回診療を実施した。 

H23.3.22 火 

16:00 第53回 

〇本日、野田村に給水を行うこととしている。 

〇本部長より、被災自動車の撤去について十分に留意のうえ対 

応するよう指示があった。 

H23.3.23 水 9:00 第54回 

〇本部長より、もぐらんぴあ、海女センタ一等の復旧計画を検討 

するよう指示があった。 

〇雇用促進住宅の清掃が終了したことにより、明日から順次入居 

を進めることとした。 

〇瓦礫撒去の進渉状況は全体で30%程度である。 
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16:00 第55回 〇山根地区の可燃ごみ収集が終了し全ての収集が完了した。 

H23.3.24 木 

9:00 第56回 〇瓦礫撤去を6地区で実施中である。 

H23.3.24 木 
16:30 第57回 〇物資要望に対し、3月26日に「白山」が入港予定である。 

H23.3.25 金 

9:00 第58回 
〇本日から4日間、職員4人、保健師2人を野田村に派遣する。 

〇被災者支援制度について区長配布により市民周知する。 

H23.3.25 金 

16:00 第59回 

〇久慈市の災害廃棄物処理方針を定めた。（国の方針が決定す 

るまでの間） 

•本部長より救援物資船「白山」の対応について到着時間の確認 

があった。 

H23.3.26 土 

9:00 第60回 

〇本部長は救援物資船「白山」入港対応のため欠席。 

〇雇用促進住宅入居計画についてM世帯36名を予定に事務 

を進めている。 

〇道路等の瓦礫撒去は半分弱まで進んでいる。 
H23.3.26 土 

16:00 第61回 
〇救援物資船「白山」が予定どおり入港し、物資の提供を受けた 

旨の報告があった。 

H23.3.27 曰 

9:00 第62回 •港の異物調査を実施中である。 

H23.3.27 曰 
16:00 第63回 〇雇用促進住宅入居者は22世帯51人で決定した。 

H23.3.28 月 
9:00 第64回 〇可燃、不燃、資源ごみについて本日から通常収集となる。 

H23.3.28 月 

16:00 第65回 〇避難所昨日で全て閉鎖した。 

H23.3.29 火 

9:00 第66回 
〇長内の雇用促進住宅に予定の最後の世帯が入居した。 

〇三鉄について4月1日から3往復から5往復に増便する。 
H23.3.29 火 

16:00 第67回 
〇被災に係る相談がこれまでに180件あった。救援物資は230 

件、義援金は158件であった。 

H23.3.30 水 

9:00 第68回 
〇本部長より、国の動向に注視し、迅速な対応に心がけるよう指 

示があった。 
H23.3.30 水 

16:00 第69回 
〇明曰から識訪下から夏井町大崎まで、被災住宅調査を30人 

体制で行う。 

※ト?]』』！に久慈市東日本大震災復旧復興本部第会議第1回を災害対策本部会議と同時開催 

« H23.4.1に久慈市総合相談所を開設 

※この後も様々な対策について話し合われましたが、以下内容は省略といたします。 
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年月日 
曜 

曰 
時間 

[I 数 
年月日 

曜 

曰 
時間 

災対本部 復興本部 

H23.3.31 木 
9:00 第70回 第1回 

H23.3.31 木 
15:00 第71回 第2回 

H23.4.1 金 
8:45 第72回 第3回 

H23.4.1 金 
16:00 第73回 第4回 

H23.4.2 土 
9:30 第74回 第5回 

H23.4.2 土 
16:00 第"75回 第6回 

H23.4.3 曰 9:00 第76回 第7回 

H23.4.4 月 
9:00 第77回 第8回 

H23.4.4 月 
16:00 第78回 第9回 

H23.4.5 火 
8:45 第79回 第10回 

H23.4.5 火 
15:30 第80回 第11回 

H23.4.6 水 
9:00 第81回 第12回 

H23.4.6 水 
16:00 第82回 第13回 

H23.4.7 木 
9:00 第83回 第14回 

H23.4.7 木 
16:00 第84回 第15回 

H23.4.8 金 

0:50 第85回 第16回 

H23.4.8 金 
1:30 第86回 第17回 

H23.4.8 金 
9:00 第87回 第18回 

H23.4.8 金 

16:00 第88回 第19回 

H23.4.9 土 9:00 第89回 第20回 

H23.4.10 曰 9:00 第90回 第21回 

H23.4.11 月 

9:00 第91回 第22回 

H23.4.11 月 13:10 第92回 第23回 H23.4.11 月 

16:00 第93回 第24回 

H23.4.12 火 9:00 第94回 第25回 

H23.4.13 水 9:00 第95回 第26回 

H23.4.14 木 9:00 第96回 第27回 

H23.4.15 金 9:00 第97回 第28回 

H23.4.16 土 9:00 第98回 第29回 

H23.4.17 曰 9:00 第99回 第30回 

H23.4.18 月 9:00 第100回 第31回 

H23.4.19 火 9:00 第101回 第32回 

H23.4.20 水 9:30 第102回 第33回 

H23.4.21 木 9:00 第103回 第34回 

H23.4.22 金 9:00 第104回 第35回 

H23.4.23 土 9:00 第105回 第36回 

H23.4.24 曰 9:00 第106回 第37回 

H23.4.25 月 9:00 第107回 第38回 

H23.4.26 火 9:00 第108回 第39回 

H23.4.27 水 9:00 第109回 第40回 

H23.4.28 木 9:00 第110回 第41回 

H23.4.29 金 9:00 第111回 第42回 

H23.4.30 土 9:00 第112回 第43回 

H23.5.1 曰 9:00 第113回 第44回 

H23.5.2 月 9:00 第114回 第45回 

H23.5.3 火 9:00 第115回 第46回 

H23.5.4 水 9:00 第116回 第47回 

H23.5.5 木 9:00 第117回 第48回 

H23.5.6 金 9:00 第118回 第49回 

H23.5.7 土 9:00 第119回 第50回 

H23.5.8 曰 9:00 第120回 第51回 

H23.5.9 月 9:00 第121回 第52回 

H23.5.10 火 9:00 第122回 第53回 

H23.5.11 水 9:00 第123回 第54回 

H23.5.12 木 9:00 第124回 第55回 

H23.5.13 金 9:00 第125回 第56回 

H23.5.16 月 9:00 第126回 第57回 

H23.5.17 火 9:00 第127回 第58回 

H23.5.18 水 9:00 第128回 第59回 

H23.5.19 木 9:00 第129回 第60回 

H23.5.20 金 9:00 第130回 第61回 

H23.5.23 月 9:00 第131回 第62回 

H23.5.24 火 9:00 第132回 第63回 

H23.5.25 水 9:00 第133回 第64回 

H23.5.26 木 9:00 第134回 第65回 

H23.5.27 金 9:00 第135回 第66回 

H23.5.30 月 9:00 第136回 第67回 

H23.5.31 火 9:00 第137回 第68回 

H23.6.1 水 9:00 第138回 第69回 

H23.6.2 木 9:00 第139回 第70回 

H23.6.3 金 9:00 第140回 第71回 

H23.6.6 月 9:00 第141回 第72回 

H23.6.7 火 9:00 第142回 第73回 

H23.6.8 水 9:00 第143回 第74回 

H23.6.9 木 9:00 第144回 第75回 

H23.6.10 金 9:00 第145回 第76回 

H23.6.13 月 9:00 第146回 第77回 

H23.6.16 木 9:00 第147回 第78回 

H23.6.20 月 9:00 第148回 第79回 

H23.6.23 木 7:35 第149回 第80回 

H23.6.23 木 9:00 第150回 第81回 

H23.6.27 月 9:00 第151回 第82回 
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H23.6.30 木 9:00 第152回 第83回 

H23.7.4 月 9:00 第153回 第84回 

H23.7.7 木 9:00 第154回 第85回 

H23.7.10 曰 10:17 第155回 第86回 

H23.7.10 曰 12:15 第156回 第87回 

H23.7.11 月 9:00 第157回 第88回 

H23.7.14 木 9:00 第158回 第89回 

H23.7.19 月 9:00 第159回 第90回 

H23.7.21 木 9:00 第160回 第91回 

H23.7.25 月 9:00 第161回 第92回 

H23.7.28 木 9:00 第162回 第93回 

H23.8.1 月 9:00 第163回 第94回 

H23.8.4 木 9:00 第164回 第95回 

H23.8.8 月 9:00 第165回 第96回 

H23.8.11 木 9:00 第166回 第97回 

H23.8.18 木 9:00 第167回 第98回 

H23.8.22 月 9:00 第168回 第99回 

H23.8.25 木 9:00 第169回 第100回 

H23.9.1 木 9:00 第170回 第101回 

H23.9.5 月 9:00 第171回 第102回 

H23.9.8 木 9:00 第172回 第103回 

H23.9.12 月 9:00 第173回 第104回 

H23.9.15 木 9:00 第174回 第105回 

H23.9.20 火 9:00 第175回 第106回 

H23.9.22 木 9:00 第176回 第107回 

H23.9.26 月 9:00 第177回 第108回 

H23.9.29 木 9:00 第178回 第109回 

H23.10.3 月 9:00 第179回 第110回 

H23.10.6 木 9:00 第180回 第111回 

H23.10.11 火 9:00 第181回 第112回 

H23.10.13 木 9:00 第182回 第113回 

H23.10.17 月 9:00 第183回 第114回 

H23.10.20 木 9:00 第184回 第115回 

H23.10.24 月 9:00 第185回 第116回 

H23.10.27 木 9:00 第186回 第117回 

H23.10.31 月 9:00 第187回 第118回 

H23.11.7 月 9:00 第188回 第119回 

H23.11.10 木 9:00 第189回 第120回 

H23.11.14 月 9:00 第190回 第121回 

H23.11.17 木 9:00 第191回 第122回 

H23.11.21 月 9:00 第192回 第123回 

H23.1l.24 木 9:00 第193回 第124回 

H23.11.28 月 9:00 第194回 第125回 

H23.12.1 木 9:00 第195回 第126回 

H23.12.5 月 9:00 第196回 第127回 

H23.12.8 木 9:00 第197回 第128回 

H23.12.12 月 9:00 第198回 第129回 

H23.12.15 木 9:00 第199回 第130回 

H23.12.19 月 9:00 第200回 第131回 

H23.12.22 木 9:00 第201回 第132回 

H23.12.26 月 9:00 第202回 第133回 

H24.1.5 木 9:00 第203回 第134回 

H24.1.10 火 9:00 第204回 第135回 

H24.1.16 月 9:00 第205回 第136回 

H24.1.23 月 9:00 第206回 第137回 

H24.1.30 月 9:00 第207回 第138回 

H24.2.6 月 9:00 第208回 第139回 

H24.2.13 月 9:00 第209回 第140回 

H24.2.20 月 9:00 第210回 第141回 

H24.2.27 月 9:00 第211回 第142回 

H24.3.5 月 9:00 第212回 第143回 

H24.3.12 月 9:00 第213回 第144回 

※災害対策本部はH24.3.12第213回で廃止。 

※復旧復興本部会議はこの後も継続開催。 
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5東日本大震災に係る久慈市の対応について 
平成2 4年 1月 3 1日 1 7時現在 

久慈市災害対策本部 

1地震の震源、規模等（気象斤発表） 

(1 )日時 平成 2 3 年 3月 1 1 日（金） 1 4 時 4 6 分頃 

(2)震源地 三陸沖（牡鹿半島の東南東130km付近） 

( 3 )震源の課さ約 2 4 . 0km 

(4)地震の規模（マグ
ニ

チi-K) 9.0 

( 5 )震度 川 崎 町 • 長 内 町 5 弱 

2 津 波 の 概 況 

(1)津波の高さ〔久慈港〕 

3 

( 2 )遡上高 

気象情報 

3月 1 1曰 

3月 1 2曰 

3月 1 3曰 

〔久喜漁港〕 

8.6m (気象庁発表） 

27m程度（久慈市調査） 

岩手県〔発表〕大津波警報 

岩手県〔切替〕津波警報 

岩手県〔切替〕津波注意報 

岩手県〔解除〕津波注意報 

( 金 ） 1 4 時 4 9 分 

(土） 20 時 20 分 

( 曰 ） 7 時 3 0 分 

1 7時5 8分 

4本部員会議等の状況 

(1)久慈市災害対策本部 

平成2 3年 3月 1 1日第1回本部員会議開催（延べ2 0 7回開催） 

(2)久慈市東日本大震災復旧復興本部 

平成2 3年 3月 3 1日第1回本部会議開催（延べ1 3 8回開催） 

5 被 害 状 況 

(1)人的被害 

死者 4人（1人） 

行方不明者 2人 

重傷者 2人 

軽傷者 8人 

※（）は久慈市外で被災した者の内数である。 

(2 )住家被害•非住家被害 

住家 非住家 

全壊 65棟 290棟 

大規模半壊 32棟 57棟 

半壊 180棟 230棟 

一部損壊 291棟 103棟 

計 568棟 680棟 
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(3)被害額 

区分 数量 
被害額 

(千円） 
主な被害等 

住家•非住家被害 1248 棟 4，214, 383 
全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊 

社会福祉施設被告 3施設 610 
デイサービスセンタ一器具破損等 

保育園外壁一部破損 

医療衛生施 

設被害 
上水道 14箇所 63’807 

配水管破損，送水管破損，川井簡易水 

道水源水質汚濁（急速ろ過機設置)等 

医療衛生施 

設被害 

衛生施設 2棟 10，000 
し尿処理施設取水ポンプ配線破損、 

資機材置場建屋破損等 

医療衛生施 

設被害 

小計 73, 807 

消防施設被害 1式 74’ 300 
資機材倉庫全壊、防災行政無線屋外拡声 

子局倒壊、看板全損、屯所全壊等 

観光施設被害 8箇所 898’ 978 
地下水族科学館_小袖海女センター 

全壊、さわやかトイレ全壊•半壊等 

商工関係被 

ロ 

商業関係 57社 862, 676 
建物全壊_半壊•一部損壊等 

備品•商品全損等 

商工関係被 

ロ 

工業関係 49社 14, 089, 995 
建物全壊_半壊•一部損壊等、機械 

設備全損等 

商工関係被 

ロ 

小計 14’ 952’ 671 

農業関係被 

ロ 

施設等 2棟 101,445 
産地形成促進施設全壊 

交流促進センター損壊 

農業関係被 

ロ 

農作物等 4箇所 3, 323 
菌床しいたけ被害等 

農業関係被 

ロ 

家畜等 1式 42’ 203 
停電及び集乳施設休業のため生乳廃 

棄(216t)、鶏死亡(45，357羽） 

農業関係被 

ロ 

農地農業 

用施設 
60a 2,500 

田•畑土砂堆積 

農業関係被 

ロ 

小計 149,471 

林業関係被 

ロ 

民間施設 4箇所 413,000 
林業施設全壊•一部損壊等 

水産関係被 

ロ 

公共施設 8箇所 680, 003 
市営魚市場（第1•第2卸売場）、公 

害防止施設機能全壊等 

水産関係被 

ロ 

民間施設 217箇所 3, 208, 063 
久慈市漁協食品加工場•冷凍工場機 

能全壊、捲き揚げ機•小屋流失等 
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. • A jft/V 

/ S s r a p 575隻 1,617,300 
漁船流失、一部損傷 

漁具•漁 

堀 柄 
1式 3’ 112，114 

定置網流失•全損(23式）、磯建網(28 

式)流出、漁具流失(500人分） 

養殖施設 344台 32,899 
養殖施設流失（コンブ295台、ワカ 

メ 45台、ホタテ等4式） 

水産物 1式 292, 440 
冷凍品等冠水被害 

小計 8，942, 819 

漁港施設等被害 13箇所 1,064,500 
汚水処理場損壊、臨港道路破損、消 

波ブロック飛散等 

土木施設関 

係等被害 
道路 15路線 94’ 872 

舗装損傷、防護柵破損等 土木施設関 

係等被害 

河川 1箇所 4，109 
護岸崩壊 

土木施設関 

係等被害 

橋梁 2橋 8,178 
横木等破損、床版破損 

土木施設関 

係等被害 

公園 3箇所 52, 554 
久慈川河川公園テニスコ一卜、遊具、 

トイレ等 

土木施設関 

係等被害 

市営住宅 3戸 214 
みなと団地半壊（1戸）、侍浜団地一 

部損壊（2戸） 

土木施設関 

係等被害 

下水道 3箇所 94, 200 
公共下水道汚水処理場機械•電気設備機 

能停止、雨水排水路防護柵破損等 

土木施設関 

係等被害 

小計 254,127 

学校被害 6校 603 
小中学校一部破損等 

社会教育•文化施設• 

体育施設被害 
2箇所 19, 361 

市営野球場浸水、バックネット全壊等、 

施設給水管破損 

通信関係被害 7箇所 26, 260 
夢ネット設備及び光ケ一ブル断線等 

防犯•交通安全設備、 

衛生関係被害 
40箇所 5,260 

防犯灯、力一ブミラ一、コ、ミステ一 

ション破損等 

合計 31,090,150 
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6 対 応 状 況 

(1)インフラ及びライフラインの状況 

ア 

イ 

ウ 

国道、県道及び市道の通行止め 

国道45号（長内〜夏井）づ通行可 

国道395号（新井田〜夏井）=>通行可 

一般県道野田長内線（大尻〜小袖）^通行可 

市道新街橋通り線（新街橋）ヰ通行可 

電気 

久 慈 市 内 全 域 停 電 ^ 復 旧 

歪話 

= > 復旧 

ェ 

才 

思5 

久慈市内一部不通 

上水道 

久慈市内全域断水（一部を除<) 

下水道 

久慈市浄化センタ一浸水のため機能停止 

久喜地区漁業集落排水処理場損壊のため機能停止 

(2)避難所の設置状況 

ァ避難所数及び避難者数（最大値） 

開設避難所数3 8箇所、避難者数2 , 916人 

イ避難所における避難状況の推移 

=>復旧（一部被災地を除く） 

= > 

仮復旧 

仮復旧 

日時 避難施設数 避難者数 

3 月11日（金）19 ： 00 26施設 2, 916 人 

12 日（土）20:00 26施設 1,240 人 

13 日（日）20:00 11施設 423人 

14 日（月）18:00 6施設 195人 

15 曰（火)18 : 0 0 4施設 113人 

16 曰（水）18:00 4施設 73人 

17 曰（木）18:00 4施設 63人 

18 日（金)18: 0 0 4施設 50人 

19 日（土）18:00 4施設 60人 

20 日（日）18:00 4施設 45人 

21曰（月）18 ： 00 3施設 39人 

22 日（火）18:00 3施設 35人 

23 日（水）18 ： 00 3施設 30人 

24 曰（木）18:00 3施設 24人 

25 曰（金）18:00 3施設 22人 

26 日（土）18:00 3施設 15人 

27 日（日）18 :00 2施設 8人 

28 曰（月）18:00 閉鎖 0人 
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(3)後方支援関係 

応接部隊名 活動曰 主な活動内容等 

陸上自衛隊 東北方面隊第9師 3月11日〜14日 延べ車両24台"72人、給水-

団第9戦車大隊 炊出し 

北部方面隊第2師 3月14曰〜 延べ車両212台"676人、給 

団第26普通科連隊 4月11 曰 水•炊出し、連絡調整等 

北部方面隊第2師 4月12曰〜 延べ車両34台_ 34人、連絡 

団多目的支援隊 5月17 曰 調整等 

岩手駐屯地第9特 5月18曰〜 延べ車両40台• 40人、連絡 

科連隊第2大隊 7月12曰 調整等 

緊急消防援助 浜松指揮支援隊 3月14曰 延べ車両1台• 7人、行方不 

隊 明者捜索活動指揮 

栃木県隊 3月18日〜19 曰 延べ車両33台•155人、行 

方不明者捜索活動 

青森県隊 3月14日〜16 曰 延べ車両78台• 285人、行 

方不明者捜索活動 

長崎県隊 3月17曰 延べ車両13台• 57人、行方 

不明者捜索活動 

久慈消防署 3月11曰〜23 曰 延べ車両137台• 340人、水 

門閉鎖、避難広報、捜索活動 

久慈市消防団 3月11日〜20 曰 延べ車両324台• 2, 046人、水 

22日〜23 曰 門閉鎖、避難広報、捜索活動 

4月7曰 

中国管区機動隊 3月26曰 延べ46人、行方不明者捜索 

28日〜29 曰 活動 

山形県警 3月31曰〜4月1 延べ55人、行方不明者捜索 

曰、5曰 活動 

神奈川県警、秋田県 3月25曰〜4月5日 延べ車両444台•1,194人 

警、石川県警、青森 4月7曰〜12日 警ら 

県警 4月16曰 

〜8月12曰 

八戸海上保安部 平成23年3月11曰 延べ船艇204隻•ヘリ8機• 

〜平成24年1月31 4, 470人、行方不明者捜索活 

曰（延べ189曰） 動、漂流船捜索等 

医療 岩手医大DMAT 

(災害派遣医療チ-ム） 

3月12日〜13 曰 延べ12人、災害医療活動 

ニ戸病院DMAT 3月12日〜13 曰 延べ10人、災害医療活動 

(災害派遣医療チ-ム） 
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久慈医師会 3月12日〜13日 延べ10人、医療相談活動 

葛卷町 3月13日〜14日 延べ8人、保健相談活動 

軽米町 3月13日〜15曰 延べ3人、保健相談活動 

東北地方整備局 

青森河川国道事務所 

(災害対策現地情報連絡員[リエデン]) 

3月22曰〜 

4月22日 

延べ車両32台_ 64人、国土 

交通省による災害関係情報 

収集、所管事業に関する支援 

物資等の調達•支援等 

下水道 地方共同法人日本 

下水道事業団 

3月20日 延べ車両2台• 5人、浄化セ 

ンター被害調査 

下水道 

名古屋市、川崎市、 

北海道庁、旭川市、 

江別市、函館市、石 

狩市、小樽市、室蘭 

市 

3月21曰、23曰 

3月26日〜29日 

延べ車両26台•107人、管 

路被害調査 

上水道 日本水道協会各務 

原市 

3月13日〜15日 延べ車両3台• 9人、給水活 

動 

上水道 

日本水道協会中津 

川市 

3月13日〜15日 延べ車両3台• 6人、給水活 

動 

上水道 

北奥羽地区水道事 

業協議会八戸圏域 

水道企業団 

3月13日〜19日 延べ車両9台•18人、給水 

活動 

上水道 

北奥羽地区水道事 

業協i義会協同組合 

八戸管工事協会 

3月13日〜17日 延べ車両38台"38人、給水 

活動 

上水道 

久慈市管工事業協 

同組合 

3月12曰〜21曰 延べ車両36台"64人、給水 

活動 

上水道 

ニ戸市 3月12曰 延べ車両1台• 2人、給水活 

動 

東北電力 秋田市 3月14日〜16日 延べ210人、停電復旧 東北電力 

ニ戸市 3月16日〜22日 延べ198人、停電復旧 

青森市 平成2 3年 5月 1 3曰 

〜平成2 4年 1月 3 1 

曰 

技師2人、被災公共施設再建業 

務(職員派遣予定H24. 3. 31まで） 
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(4)久慈市職員の支援状況（野田村へ派遣） 

活動曰 支援人数 主な活動内容 

3月18日（金） 10人 物資仕分け、瓦礫撤去、巡回保健指導等 

19 曰（土） 7人 物資仕分け、瓦礫撤去、巡回保健指導等 

20曰（曰） 7人 物資仕分け、瓦礫撤去、巡回保健指導等 

21日（月） 7人 物資仕分け、瓦礫撤去、巡回保健指導等 

22曰(火) 11人 物資仕分け、瓦礫撤去、給水広報(広報車1台)等 

23曰（水） 2人 給水作業(給水車1台） 

25曰（金） 6人 巡回保健指導、窓口支援等 

28曰（月） 6人 巡回保健指導、窓口支援等 

29曰(火) 6人 巡回保健指導、窓口支援等 

30日（水） 6人 巡回保健指導、窓口支援等 

5月9曰（月）〜 40人 巡回保健指導（平日のみ派遣、延べ40日） 

7月1日（金） (各曰1人） 

計 延べ108人 (延べ50曰） 

(5)久慈地区災害ボランティアセンタ一の活動状況 

活動日 活動人数 主な活動内容 

3月19日（土） 84人 物資仕分け、瓦礫撤去等 

20曰（曰） 162人 物資仕分け、瓦礫撤去、野田村派遣等 

21日（月） 151人 物資仕分け、瓦礫撤去、野田村派遣等 

22日（火） 98人 物資仕分け、瓦礫撤去、野田村派遣等 

23曰(水) 78人 瓦礫撤去、野田村派遣等 

24日(木) 118人 物資仕分け、瓦礫撤去、野田村派遣等 

25日(金) 126人 物資仕分け、瓦礫撤去、野田村派遣等 

26 日(土) 25人 物資仕分け 

27曰（曰） 10人 物資仕分け 

28曰（月） 100人 物資仕分け、瓦礫撤去等、野田村派遣等 

29日（火） 73人 物資仕分け、瓦礫撤去等、野田村派遣等 

30曰（水） 87人 物資仕分け、瓦礫撤去等 

31曰（木） 107人 物資仕分け、瓦礫撤去等、野田村派遣等 

4月1日（金） 52人 瓦礫撤去等 

2 曰（土） 55人 物資仕分け、瓦礫撤去等 

3曰（曰） 47人 瓦礫撒去等 

12日（火） 2人 瓦礫撤去等 

5月1曰（曰） 2人 住宅清掃 

2曰（月） 2人 住宅清掃 

14 日（土） 13人 仮設住宅引越し作業 

15曰（曰） 5人 仮設住宅引越し作業 
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6月7日（火） 6人 瓦礫撒去（庭） 

10日（金） 7人 瓦礫撒去（庭）、物置清掃 

14日（火） 4人 瓦礫撤去（庭） 

15日（水） 5人 住宅周り砂利敷き 

21曰（火） 2人 瓦礫撤去（庭） 

25 日（土） 10人 住宅清掃、仮設住宅引越し作業 

26曰（曰） 12人 仮設住宅引越し作業 

7月8日（金） 4人 庭の片付け、整地 

9 日（土） 7人 雇用促進住宅引越し作業 

計 延べ1,454人 (延べ30日） 

(6)義援金等の受入れ状況 

ァ 義 援 金 969件 

イ 復 興 に 係 る 寄 付 金 1 5 8 件 

80,914’ 707 円 

103, 906, 892 円 

(7)救援物資の受入れ状況 

寄付者 品名 

農林水産省 力ップ翅、缶詰、レトルト食品 

経済産業省 電池、懐中電灯、ろうそく 

国土交通省 一輪車、スパナ、スコップ、カセットコンロ •ボンべ、テント、保安帽、懐中電灯等 

岩手県 食料品、飲料水、衣類、寝具、日用品、消毒液、ストーブ等 

静岡県 
.田. 

和歌山県 紀州南高梅、みかん 

ネ昌岡県 寝具 

北海道函館市 紙おむつ、トイレットぺ_パ
_

、米、水、漁船 

北海道上川郡弟子屈町 水、米、トイレットぺ一パ一、箱ティッシュ、紙おむつ、レトルトご飯 

青森県八戸市 ウエットティッシュ、ジュース、レトルト食品 

青森県鰺ヶ沢町 水 

秋田県鹿角市 合 ロ 
艮 叩 

群馬県前橋市 炊飯器 

長野県須坂市 食料品、毛布、タオル、軍手、マスク、カイロ、石餡、紙おむつ、電池 

香川県丸亀市 うちわ 

佐賀県多久市 米 

沖綿県名護市 ブノレ——シ——ト 

盛岡市 食料品、ラジオ 

葛卷町 牛乳 

軽米町 毛布、ジュース 

企業_団体 197件 

個人 227件 
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(8)被災者総合相談所の状況 

ァ 開 設 日 平 成 2 3 年 4 月 1 日 

ィ 相 談 者 数 1 , 4 4 7 人 

ウ相談件数及び相談内容等 

項目 件数 主な相談内容 

相談件数 1’825 件 1,105 件 被災者支援制度相談 

91件 住宅の応急修理相談 

34件 応急住宅相談 

9件 中小企業経営者からの経営相談 

9件 漁業に関する相談 

13件 市税に関する問合せ 

10件 住宅の解体に関する相談 

554件 その他 

(9)応急仮設住宅及び宿舎等への入居状況 

名称 戸数 入居世帯数•人数 

応急仮設住宅（旧長内中学校） 

久慈市文化財保管施設前グラウンド 

9戸 9世帯 • 23人 

応急仮設住宅（旧久慈水産高校） 

久慈東高等学校長内校舎グラウンド 

5戸 5 世 帯 . M X 

民間賃貸住宅借上げ 36戸 3 6世帯• 99人 

雇用促進住宅長内宿舎 3戸 2世帯 • 5人（久慈市） 

1世帯• 2人（野田村） 

雇用促進住宅大川目宿舎 4戸 2世帯 - 4人（久慈市） 

2世帯 • 4人（野田村） 

(10)国及び県等への応急対策及び復旧_復興支援要望状況 

月曰 内容 

4月6 - 7曰 政府•政党に対する東北市長会緊急要望及び岩手県市長会緊急要望 

12曰 民主党岩手県連に対する岩手県沿岸市町村復興期成同盟会緊急要望 

22日 政府•政党•県選出国会議員に対する岩手県沿岸市町村復興期成同盟 

会緊急要望 

5月 1 9曰 政府•政党•宮城県選出国会議員に対する岩手県沿岸市町村復興期成 

同盟会及び三陸沿岸都市会議による復興道路整備促進要望 

20曰 東北地方整備局に対する岩手県沿岸市町村復興期成同盟会要望 

23曰 県知事•民主党岩手県連に対する岩手県市長会要望 

6 月 7 曰 政府•政党に対する東北市長会要望及び岩手県市長会要望 
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8曰 政党_県選出国会議員に対する岩手県市長会要望 

7月 1曰 政府•政党に対する岩手県沿岸市町村復興期成同盟会要望 

25曰 岩手県に対する重点事項要望 

8月 3 1曰 民主党岩手県連第2区総支部に対する要望 

9月 2 1曰 政党•県選出国会議員に対する要望 

26曰 政府•政党_県選出国会議員に対する要望 

27 • 28 日 政府_政党に対する岩手県沿岸市町村復興期成同盟会要望 

10月21曰 民主党岩手県総支部連合会に対する岩手県市長会要望 

11月16曰 政府•政党に対する岩手県市長会要望 

24曰 政府に対する岩手県沿岸市町村復興期成同盟会要望（情報通信関係） 

7国 •県 •久慈広域連合等の対応状況 

(1)国及び県 

•国土交通省による災害関係情報の収集及び所管事業に関する資機材等支援物資の 

調達_支援 

•陸上自衛隊による被災者への炊出し支援、行方不明者捜索及び瓦礫等撤去 

•緊急消防援助隊による行方不明者捜索活動 

•海上保安部による海上行方不明者捜索活動 

•警察広域緊急援助隊による行方不明者捜索活動及び遺体搬送等 

•岩手県による支援物資等の調達支援及び国等との連絡調整 

•久慈市災害対策本部員会議への出席による連絡調整及び迅速な災害応急対策、復 

旧•復興支援 

(2)久慈広域連合の対応状況 

•火葬場 

3 月 1 4 日 復 旧 確 認 

3月 1 5日焼却体制変更で稼動 

4 月 1 日 通 常 業 務 へ 移 行 

•ごみ焼却場 

3 月 1 4 日 復 旧 確 認 

3月2 0日可燃ごみの自主搬入開始 

4 月 1 日 通 常 業 務 へ 移 行 

•粗大•最終_資源化処理場 

3 月 1 5 日 復 旧 確 認 

3月 2 3日不燃 _資源物自主搬入開始 

3月 2 8日通常業務へ移行 

•し尿処理場 

3 月 1 5 日 復 旧 確 認 

3月1 7日台数制限で受入処理開始 

3月 2 4日通常業務へ移行 
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8復旧、被災者支援に係る国_県•市等の指置（法適用•通知•通達等） 

•平成23年東北地方太平洋沖地震による災害についての激甚災害及びこれに対し適 

用すべき指置の指定に関する政令を閣議決定 

(平成23年3月13日公布） 

•関係市町村に対して災害救助法を適用することについて 

(平成2 3年 3月 1 1日地福第9 6 9号岩手県知事） 

•被災者生活再建支援法の対象となる災害について 

(平成2 3年 3月 1 2日地福第9 7 1号岩手県知事） 

•平成23年東北地方太平洋沖地震に係る災害救助法の弾力運用について 

•被災者への支援に関する各種制度について 

(平成 2 3年 3月 2 5日被災町内会に周知、4月 1日市広報で全戸周知） 

•被災者生活再建支援制度（被災者生活再建支援法） 

_災害援護資金（災害弔慰金の支給等に関する法律） 

_住宅の応急修理（災害救助法） 

•生活必需品の給与（災害救助法） 

•生活福祉資金制度による貸与 

•応急生活貸付資金による貸付 

防災関係機関との密接な連携による災害情報の収集及び伝達による災害応急対策 

食料及び支援物資等の供給並びに保健師等の配置 

上水道断水地域（医療機関、福祉施設を含む）における給水活動 

被災地域における瓦礫撤去活動 

被災地域における消毒用消石灰及び床上浸水家屋等の屋内消毒液の配布 

ごみの臨時収集及び自己搬入受入れ 

被災家屋調査の実施及びり災証明書の発行 

陸上自衛隊、緊急消防援助隊、警察広域緊急援助隊等への活動拠点施設の提供 

義援金の受付及び配分 

被災者への入浴施設の無料開放 

被災者への雇用促進住宅の入居支援（仮設住宅が完成するまでの期間） 

久慈地区災害ボランティアセンタ一の設置•運営支援 

防災行政無線放送による災害情報及びお知らせ提供 

久慈市ホームページによる被害情報の提供 

久慈市東日本大震災復旧復興本部の設置 

東曰本大震災被災者総合相談所の設置 

東日本大震災災害復興支援ガイドブックの配布 

被災者（他市町村からの避難者含む）の介護保険施設等への定員超過受入支援 

介護保険者との連携による被災介護サービス利用者の管内事業所への入所調整 

帰宅困難な介護サービス利用者を受け入れた事業所への福祉避難所指定の適用 
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9 今 後 の 取 り 組 み 

被災者への生活再建支援 

被災者への義援金の配分 

被災者等への健康相談の実施 

商工業の復興に関する支援 

農林水産業の復興に関する支援 

土木関係施設、上水道施設及び下水道施設等の災害復旧等 

津波対策施設の復旧及び早期整備要望 
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6義援金等支援者名簿 

この度の震災に係り、市内はもとより全国、海外からの多くの方々から様々な支 

援を頂きました。 

この心遣いを糧に復旧•復興そして飛躍に役立てます。 

イイダヒデアキ 岩手県立久慈高校長内校 
【※あいうえお順、敬称略】 井 内 テ イ 岩手県立久慈高等学校同窓 

平成24年3月11日現在 イエダヒサコ 会会長見嶽重光 

アイタカツヒコ イオハラエッコ いわて平庭局原闘牛会 

間 キ ヨ 井 口 瑛 岩手北部農業共済組合建 

藍野学院短期大学 池 野 健 物共済2 0 0 0万円以上 

藍野学院短期大学専攻科 イシイタケヒコ 親睦会 

アウトドアライフグリーン イシウミット 岩 渕 正 勝 

ノ\ウス (株）石川建設 岩本歯科医院 

青森つばめプロパン販売(株 イシカワチヒロ ウエノフクイチ 

青 柳 静 子 イシカワマサヒコ ウガジンミユキ 

青 山 聖 樹 (有）イシザ力 ウチウミカズコ 

秋 山 信 行 石田弘信•洋子 内 山 直 哉 

(株A k I設計社 イシハラタケシ ウノカズシ 

(株秋田情報センタ一 泉 マ サ 子 宇 部 一 敬 

アサイマミ 税理士法人市川会計 宇部小学校6年P T A 

朝 岡 清 吉 イチムラトシアキ 宇部町北の越町内会 

アサヌマセイコ 市 川 雅 典 宇部町滝の沢部落会 

旭町老人クラブ長寿会 五 日 市 征 和 宇部町日向町内会 

アサヒナヒトシ 五日市兄弟一同 宇部町本町町内会 

アサミズサオリ イトウイサム 宇部保育園保護者会 

アサワマサオ イトウキヨシ (株）ウラタ代表取締役会 

鰺ヶ沢町議会 伊 藤 多 喜 雄 長 浦 田 菘 

鰺ヶ沢町職員一同 イトウユキコ ウラべユウコ 

アツシュウエフ 糸坪フミ子 (株）エイエスシステム代 

アビルトヨノ イノウヨシオ 表取縮役小林宗介 

ア ベ モ リ オ イマムラジュン エース警備(株） 

アベセツコ 今 井 康 邦 枝成沢町内会 

新 谷 秋 雄 イワサワナオ 複 本 良 子 

財団法人アリオン音楽財団 イワタヤュミ エノモトツカコ 

アリカワケイコ 岩城ゆめの岩城さくら 江 本 英 ニ 

アレン記念教会 岩手銀行久慈青経会 エ ル コ リ ー ヌ 

アンドウヤスタカ 岩手競馬•楽天競馬 遠 藤 匡 俊 

ア ン バ 一 ホ 一 ル 館 長 長 岩手県観光職員互助会 オイカワジロ 

峰 局 志 岩手県看護連盟県北支部 オイカワセイジ 

アンバ一ホ一ルチケツトセ 協同組合岩手県資産評価 追久保昌一郎 

ンタ一募金箱 システムセンタ一理事長 生出町町内会 

(株）イーシステム 尾 形 善 美 奥州市職員タイシ 

(株）イーシステム代表取 岩手県獣医師会久慈支会 大芦しゃくし舞保存会 

締役諸橋英孝 岩手県母親大会連絡会 
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大鹿糠倉松 B S久慈第一 

団 

(株大金ゴルフ倶楽部 

大川目町新丁•千草町内会 

大川目町民の一人として 

才オクボカツヨシ 

大崎町内会 

才才サワヒロキ 

大下千枝子 

大下鉄雄タキ 

才オぜキノリコ 

大館市交通指導隊 

大 槻 静 子 

大槻石材店 

才才ノテルヨシ 

大橋場由雄 

(有）大畑建機 

大 林 修 子 

大平衲税貯蓄組合 

オオホリマキコ 

オオマエイコ 

オオミナミサキコ 

大 宮 恒 雄 

才才モリヨウエツ 

大 渡 長 吉 

才カノヒロタミ 

オカモトソウ 

オガワカツノリ 

荻野由美子 

才クシュンスケ 

才クセケンスケ 
奥 田 広 一 

オクダユカ 

小国自治会 

才クムラカツア 

才グラカズヤ 

オグラミドリ 

長 内 治 夫 

長 内 組 組 頭 浜 欠 明 宏 

長内中学校生徒会 

小 田 清 綱 

(有）小田スチール工業 

代表取締役小田憲ー 

才チアイタケシ 

小千谷市民義援金 

小千谷闘牛振興協議会 

蒂の会代表漂村圭子 

降 旗 貴 雄 

音楽でまちづくり協議会 
力 一 プ ラ ザ 久 慈 代 表 嘉 

藤英紀 

介護老人保健施設リハビリ 
タウンくじ職員一同 

カイゾウイン 

カクノヒサ才 

力ケハシヒロユキ 

鹿児島県徳之島町役場内徳 

之島闘牛連合会 

加 差 野 誠 

カジハタミツアキ 

梶 谷 幸 則 

力シワギヒデフミ 

加 瀬 美 咲 

力タオ力カホコ 

片岡美智子 

ガタゴン山形会（有）ガタ 

ゴン企画役職者一同 

片山 

勝 股 恵 美 子 

桂の水車ふる里まつり実行 

委員会 

力 ト レ ア 会 長 古 山 敬 

カナザワイサミ 

カヌカエツオ 
鹿 糠 好 一 

鹿糠満里子•みち恵 

カヌカミノル 

力ネオ力メグミ 

兼 田 博 光 

カネタブツリュウ 

(株）カネトモ代表取締役 

社 長 金 子 豊 

カバサワアツコ 

上長内町内会婦人部 

上柏木親父会 

力ミカワラマナブ 

フ 

力5力 

力ミコウジカツヨシ 

カラオケ笑福亭クレヨン駅 

前店 

軽米町議会 

力ワイスミコ 

川代地区振興会 

川 鉄 久 慈 会 会 長 杉 本 

我 5 ^ 

川 瑞 裕 子 

川 辺 み ど り 

カワムラナオヤス 

(株)神成電気商会 
神 成 隆 ー 

神 林 洋 行 

キクチサチエ 

キクチヒデキ 

ぎじろくセンター関係者 
_

同 

北野町内会会長菅原 
由イ全 
/じ、la 

北見東京電波(採従業員一同 

北村映画社 

北 村 美 和 

木 地 谷 シ キ 

キべタケシ 

キムラエミ 

木 本 道 子 

キヤミワコ 

協和自動車輸送（有）川越 
センタ一 

協和自動車輸送（有）朝霞 
センタ一 

キヨカワコウコ 

kiyoko Holmes 

協同組合久慈銀座商店会 

(株）久慈グランドホテル 

役員社員
_

同 

久慈恵愛病院 

久 慈 幸 太 郎 

(有）久慈工務店 
久慈琥珀社員一同 

久慈歯科医師会 

久慈市街地区町内会（会長 

大澤正夫） 

久慈市学校給食職員組合 

代 表 藤 志 都 
久慈市家庭婦人ノ くレ一ボ一 

ル連盟 

(社久慈市観光物産協会 

久慈市金融団当番幹事北 

日本銀行久慈支店支店長 

阿 部 菩 行 

久慈市地震災害義援金チャ 
リティ一バザー収益金 

くじ地酒愛好会 

社会福祉法人久慈市社会ネ星 

祉協B義会職貝一同 

久慈市小中学校校長会 

久慈市小中学校副校長会 

(社久慈市シルバ一人材セン 
タ ー 

久慈市総合福祉センター募 

金箱 

久慈市体育指導委員協議会 

久慈市婦人消防協力隊連合 
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久慈市保健推進委員連絡協 
議会会長西美代子 
協同組合久慈市民市場 
久慈市役所職員一同 

久慈商工会議所 
久慈商工会議所青年部 
久慈消防団第8分団分団長 
駒澤雪男 

久慈市立宇部中学校生徒 
会一同 

久慈市立侍浜中学校生徒会 
久慈市立三崎中学校生徒 
会• N P〇さいたまユネス 

コ協会 
久慈青年の船の会 
久慈第一ホテル 

久慈大正琴の会代表畠 
山タイ子 
久慈拓陽支援学校P T A 
_

同 
クジチクコオコオトウキヨ 

ウ 

久慈調停協会 
久慈南部八三人会会長小 
泉寅男 
久慈農業改良普及センター 
親睦会一同 

久慈東高等学校生徒会 
久慈秀幸 
久慈博文 
社会福祉法人久慈福松会 
役員

_

同 
(株久慈物産市場 
久慈保育園父母の会 
睇久慈ミルクセンタ一 
久慈ライフセ一ビングクラ 

ブ赤十字奉仕団 
久慈ローターァクトクラブ 

代表播磨豊和 
ク ド ウ ア ヤ コ 

クドウカズキ 
ク ド ウ ハ ル カ 

クドウヨシヒロ 

くにさか町内会 
(有）九戸印刷 
九尸印刷友の会 
クボタカナコ 
窪田浩一郎 

栗田信三 
黒沼忠雄 
クワシマシゲスミ 

桑畑町内会 
ケ ヌ カ ミ チ オ 

元気アップ体操0B会代表 
山田ヒサ子 

(有）源 
高校生ボランティアグルー 
プグリーンピース S E 

E D中学生ボランティア 
グループドリームズブロ 

ツコリ— 

国際ソロプチミスト会長寺 
下和江会員一同 

小久慈町大沢田町内会 
小久慈町琥珀町内会 
小久慈まちづくリ協議会女 
性部 
小久慈老人クラブ 
小倉山駒形神社祭典実行委 

国立真司 
コサ力ジュンヤ 

コ サ 力 テ ツ オ 

コ サ 力 ユ ウ ジ 

小甚 巨 和子 
コ ス ギ タ カ シ 

(株)コスモリサ一チ東北支店 

代表大崎智 
小袖部落会 
後藤新連合後援会 
後藤英理子 
ゴトウダイ 
後藤祐5 
こはくのまちの保健室_同 
(代表大橋泰子） 
コバヤシシヨウコ 

コバヤシマサシ 

コマクラフミ才 
コマツバラサチコ 

五味 秀春 
(有）小向工務店 
小向昭ニ 
コ ム カ イ ミ キ 

コムカイヨシアキ 

コ ヤ チ ユ ウ ジ 

コンドウユウコ 

在51ふるさと会 
西郷征弘 
さいたまARTS21菊地順 
子 
齋藤純•美穂 
サイトウスミコ 

サイトウタダシ 
斉藤干恵子 
サ イ ト ウ ユ キ 

NPO法人在日外国人情報 
センタ一 

幸町町内会会長八重樫護 
幸町保育園職員一同 

幸町保育園父母の会 
酒井敏彦 
榊原伸代 
坂ロ弦太郎 
嵯峨 貝 

坂本一彦 

サカモトヒデトシ 

坂元浩伸 
嗟哦康佐多 
サ キ ヤ マ ア ヤ コ 

櫻井直貴 
笹木一義 

サ サ キ キ ヨ フ 

ササキクミ 
佐々木辰徳_寛子 
ササキトシミ 
佐々木則男 
サ サ キ ヒ ロ ミ 

佐々木雄悦 
ササキヨシヒロ 

笹原益子 
サダカネダイスケ 
サタケヤスアキ 
(棟薩摩恵比寿堂 
サ ト ウ ア ツ コ 

サトウキヨ 
サトウタキコ 
サトウノリオ 
サトウハジメ 
サ ト ウ ヒ サ コ 

サトウヒロシ 
サトウマサオ 
佐藤正文 
佐藤美紗子 
佐藤幸男 
サ ノ ヨ ウ コ 

侍浜地区区長会 
侍浜町婦人団体協議会越 
戸千江 
侍浜町本町町内会 
侍浜町本波町内会 
侍浜町向町町内会会長 
谷崎修一郎 

沢井京子 
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サ ワ グ チ ト ヨ コ 

サワサトシンイチロウ 

澤田優子 
(棟サンエイアルミ代表取 
締役遠藤芳夫 
サンエイ（株）西川忠 
山海里 
(福）産経新聞厚生文化事 
業団 
サンヨ一ホ一ム(株代表取締 
4几 
IX 金本正人 
(株 c v sベイエリア 

シオザワコウイチ 

シ オ ミ テ ル ヤ 

シ カ ノ ア キ コ 

重岡菜穂子 
シ ゲ ノ ヨ ウ コ 

慈光寺萬遍念沸講 
シタミチヨウコ 

柴田修佑 
シ バ タ ヨ シ コ 

四百刈敦子 
シブヤクハヤシダヒロシ 
シ マ モ リ ヨ シ オ 

清水将夫 
シ ミ ズ ユ ウ コ 

シミズバタヨウイチ 

下長内老人クラブ 
下柏木婦人部 
シ モ カ ワ ユ カ 

下館宏治 
下舘フミ 
シモダテヤスノリ 

シ モ ノ ケ イ コ 

下野聡子 
霜畑自治会 
下 畑 孝 志 下 畑 美 世 
シモ厶カイシュウキ 

写経の友橘榊原タカ子 
JAPAN AMERICA SOCIETY 

OF INDIANA 

社民党久慈総支部 
(棟ジュークス従業員一同 

十八日町二十八日町子供会 
正路文七 
城内秀藏 
株）昭和土木設計 

JOHNSON COUNTY 

COMMUNITY FOUNDATION 

白井咎也•及川佳代子 
三船久蔵十段親戚御一同 

白石健ニ 
シラハタヒトシ 
白山浄水場管理者 
新岩手農協山形支所農業 
まつり実行委員会 
新岩手農業協同組合 
シンギヨウチヒロユキ 

シングンマノカイゴトウ 
(株）新田組 

新 田 H /PIzx 

新日本設計（株）東北支社 
新町町内会 
新明和工業(株東北支店 
社団法人水産土木建設技 
術センター 

Cugy, Vaud Switzerland 

(スイスクジ町） 
スイミング友の会 
ス ガ ワ ラ シ ノ 

ス ガ ワ ラ シ ホ コ 

スガワラ ホ 
ス ガ ワ ラ ヨ シ ミ 

杉野眞紀子 
ス ギ モ ト ヨ シ ミ 

杉本義美 
ス ギ ヤ マ ユ ウ コ 

ス ズ キ ア イ 

鈴木和子 
鈴木サカエ 
鈴木優子 
砂子町内会 
砂子 秀男 
ス ナ ザ ワ ト メ 

砂 沢 ヨ シ ノ 

清和貿易（株 

• 
：主 
/月 

I

 
了 

英 

• Ê
-

関自治会 
0194ェリア女性支援ネット 
ワ ー ク 

全国市議会議長会 
全国市長会水産都市協議会 
会長氷見市長堂故茂 

曹洞宗岩手県宗務所 
壮瞥町 
添 田 寛 

添 田 義 彦 

ソトノ ノボル 

外屋敷町内会 
ソ メ ヤ ト シ エ 

ソ メ ヤ ヒ ロ シ 

第一教区時宗寺庭婦人会 

代表佐々木澄子 
第一石油(株) 

ダイスキナクジシへ 

ダイハツ工業(株) 

台丸谷尚文 
(株)タウンクライヤ一 

高 橋 功 
タカハシカズコジュン 

信作 
高橋拓也 
高橋治巳税理士事務所 

同 T同 秀明 
タカハシヒデユキ 

高橋富士雄 
タ カ ハ シ マ コ 

タ カ ヤ マ コ ウ ジ 

瀧本康子 
竹内清四郎タチェ 
タケシタサユリ 
竹下産婦人科医院職員一同 
タ ケ ダ ミ ツ コ 

タ ケ ダ ユ ミ コ 

タケヒサミキ 
田高京子 
タ コ ウ ラ ユ ウ コ 

タザワヒカル 
田 島 明 

田 代 好 
田代利男 
ダスキン久慈（有）栄光 
商会 
ダスキン久慈ふれあいく 
らぶ一同 

ダテナオ 
タ テ ハ タ ユ リ 

タナカケイコ 
タナカヒロコ 

タナカフカシ 
ダナスプランニング 

棚橋 恭子 
タ ニ フ ジ タ ケ シ 

タノクラアケミ 
タハラダイスケ 
田保蓉十 
タ ム ラ ア キ コ 

(有）田村牧場たむら屋 
田屋町ふくしサロンほつこ 

u代表 ち ぎ 橋 高 
デドリヤ 
中尊寺 
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チヨウスケザワユキオ 

チ リ タ エ コ 

ツイヒデミヨコ 

ツカノナオミ 
ツカハラマコト 

ツシマエミ 

津田和宏 
土の館テナント会 
繋自治会 
ツナムラヒサ 
角柄町内会 
有限会社テクノシール 

照井善耕 
天神堂町内会 
東京奄美会有志一同 

東京絵手紙おびの会午前組 
代表渡辺みつる 

東京電波（株） 
トウキヨウミヤコドウキョ 
ウ 

東京武蔵野絵手紙教室代 
表小池恭子 
銅銀久弥 
(株）東山堂 
匿名希望者（複数） 
外里文人 
戸田千和 
外舘吉右衛門 
トダテサトル 
外舘友治 
外舘正勝 
外舘三男 
外舘工務店 
トチギユウキ 

飛澤 ：生i 
/ 口 人 

トマト衣料館久慈店 
トミザワナオシ 
トミモトアキヒロ 

鳥谷峯敏雄 
トライアンド 
内藤徳道 
ナカムラシュウ 
ナガイヒデユキ 
ナ カ ウ ェ レ イ コ 

ナカクボユウイチ 

ナカザトメグミ 
中島とよ子 
ナガシママサヒロ 

長島百萌 
中田タカ子 
ナカダテタカシ 

中西里美 
ナカニシヨウスケ 

ナ ガ ネ ユ ウ イ チ 

中野京子 
中野禎悦 
ナカノヒロシ 
永峰局志 
ナカムラアヤミ 
ナカムラトモヒサ 
ナカムラチェ 
中村芳治中村ハナエ 
ナカムラクミコ 
ナカムラゲンジ 
中山亜津紗 
梨子木輝夫 
ナスアキラ 
夏井音頭太鼓の会 
夏井小学校 P T A 会長三 

上 秀-
夏井中学校生徒会 
夏井町野中町内会 
夏井俊勝 
なべくぼひろし 
ナリタケンジ 
ナリタマサコ 

新井田恵比寿会会員一同 

新井田町内会 
荷軽部自治会 
西 正 
ニシダテマサコ 

西の沢町内会 
ニシムラタカミツ 
ニ シ ム ラ ト シ エ 

ニシムラヒロコ 

二十八日町町内会 
ニ シ ワ キ モ ト コ 

ニタナイサヤカ 
ニチジュウケンセツ(株) 

力）ニック 

曰軽建材工業労働組合 
日本共産党中央委員会 
日本自治体労働組合総連合 
日本郵便市原支店 
伝送有志 

郵便課 

日本ユーラシア協会岩手県 

連合会 

韮山定志 
布谷文明 
沼宮内公民館成人学級 
ネ コ ア キ 才 

野井和光 

一般社団法人農家の売り子 
プロジェクト 

農業委員会会長荒澤光 

ノグチキヨウイチ 
野田義悦 
ノナ力カズタミ 
野中一民 
野場賢一 

ノバタシゲカズ 
ハグラトシヒコ 
ハ シ バ ケ ン ジ 

PACIFIC 

SCHOOL 

COLLEGIATE 

橋本好司 
ハシモトタケヒコ 

八工大一星雲の会久慈支 

部 
ハナリ 

才 
ジュンハヤシシ 

/ く/ くエツコ 

ハ マ ダ マ ス ミ 

'、ヤシケイコ 

林 弘 子 
ハラダイヴミ 
ハラダカズヨシ 

播磨政征 
東曰本大震災復興ィ一スタ 
—コンサ一トアレン記念教 

33： 

東山加奈子 
(株)ヒカリ総合交通従業員一 

同 
樋ロ一男 

樋ロ石材店 
ヒゴタカシ 
日® 同 剛 
ヒナタキヨシ 

曰野沢自治& 石 

ひまわりバドミントンクラ 
ブ玉沢佐和子 
NPO法人ひまわり 
ビュ一テイ一サロンチカコ 

友の会 
兵藤成美 
曰吉町町内会 
ヒライアツコ 

平庭市友の会 
平庭観光開発(株 
平庭山荘募金箱 
平向美紀子 
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ヒラヤマナオジ 
ヒロセヒデタカ 
(棟廣瀬産業海事工業所 
表取締役山下豊 

代 

ヒロツジマサト 

フアン•バリュ一（株） 

漂村圭子 
漂山美子 
ふくしサロンあじさいの 

芯 

フクシマミチコ 

フクダタツシ 
福原久之 

勝正#
1 

藤森正芳 
藤 原 ス ミ 

フジワラ/\ノレミ 

藤原由美子 
藤原良太郎 
船木陽子 
船場佐紀子 
フラワ一アレンジメントサ 

——クル 
古 舘 雄 士 

ロ 

フルダテヨウコ 

フレンチフレンチジムキヨ 

平成23年度ふれあい福祉 
まつり実行委員会 
(有）ヘイハン印刷 

(株）北星社白木 愛 
細谷地茂陽 
細谷地真生 
細谷地真里 
細谷地亮介 
細谷地留美子 
保土沢町内会 
江 

会長越戸千 

ボランテイアサ一クルホ 

ットタウン（代表水上敏 
枝） 
堀井精一 

堀切町内会 
ホリコシマサヒコ 

ホンダカズヒコ 

ホンダケンジ 
本波 
馬内実砂子達男 
HIJ田美幸 

マキタカシ 
牧 弘 子 

夫 貞 牧 

Masako Rehm 

マサキアキオ 
マザワケンイチ 

マザワトモヒロ 
マ ス ダ ミ チ コ 

増田美千子 
マスモリノボル 

俣野賢仁 
まちなかアジビバ 
(株街の駅•久慈 
松 山 勇 
マツウラユキジ 

松澤東子 
松 永 操 
マ ツ ム ラ ヒ ロ コ 

松村又蔵 
松山暢子 
三上勝男 
三上尚子 
三上真紀子 
三上光明 
ミカミユミコ 

(株ミゾタ 
湊小学校前町内会 
三橋トシ 
ミムラフミ才 

宮城建設(株従業員一同 

宮道有子 
ミヤモトトシアキ 
ミヤヤマヒロシ 
ミヨシトシロウ 

ミ ワ フ ユ 

向屋敷自治会 
武蔵野工業(株 
武蔵野工業（株）みどり会 
牟 田 潤 
牟田真理子 
ム ラ イ カ ズ コ 

村 井 将 
ムラカミアキラ 
ムラタカツミムラタ 
カス 
ム ラ タ ヒ ロ ユ キ 

ム ラ タ ユ キ オ 

ムラタハシメホンニン 
ム ラ タ ヨ ウ コ 

ム ロ ガ ヒ ロ コ 

メイサンスイミングクラ 
ブフイットネススクェア 
87-56会員一同 
5*-山 
森石 忠吉 

盛岡市議会議員一同 

盛岡大学短期大学部 
モリカワヨシツグ 

モリタレイノスケ 
門前保育園職員一同 

八 木 卷 ニ 郎 

矢崎幸男 
ヤ ザ ワ ユ ウ イ チ 

やすみりえ 
ヤチェイジ 
ヤ チ コ ウ イ チ 

ヤチムカイメグミ 
矢津将也 
ヤ ハ タ ヨ シ ハ ル 

山形町同郷会 
鉄男 

代表小向 

山形町婦人団体連絡協議会 
山形町更生保護女性の会 

特定非営利活動法人やまが 
た文化•スポーツN P〇役 
職員一同 

ヤ マ グ チ チ ェ 

山ロ工業（有） 

山ロ真空(株) 

山ロ八幡宮 
山崎慶子 
ヤ マ サ キ ヒ デ 才 

ヤマシタ ツコ 

山田和美 
ヤマダタカシ 
ヤ マ ダ ト モ ミ 

山田直子 
山舘健太 
山中直海 
山根地区民生児童委員協議 

芯 

ヤ マ モ ト ミ ユ キ 

ヤ マ モ ト リ ヨ ウ 

ヤングボランティアSEED 
(有）ゆう 
ユートピア白滝グループ 

ホーム満天慈恵会指定居 
宅介護支援事業所職員一同 
(株）ュニバ一ス代表取締 

役 三浦紘一 

(棟ュニノ \—ス本部役職者
_ 

八日町秋葉会 
養老乃瀧久慈駅前店 
Yoga Be Happy—日景;糸己. 

横合町内会 
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ヨコシマツカサ 
横須賀市立久里浜中学校 
横沼町内会会長大向達 
夫 
横浜片山 
ヨコミチカズユキ 

横 山 茂 
ヨシダアキコ 
吉田歯科_矯正歯科医院 
吉田省三 
吉田 健 
ヨシダミスズ 
よつばシステム代表取締役 
馬内朋明 

四役徹 
四役義一 

ヨ ナ イ ノ ブ コ 

ヨ ネ イ ユ カ コ 

ラーメンダイスケ 
ら一めん千草募金箱 
ラーメン亭大介お客様一同 

ライアンジュンコ 

来内自治会会長小田勝正 
理水化学(株 
(棟流通技研土日ジャンボ市 
理容カヌカ 
(棟レ_ベルホ一ム 

R E D C H I し I 

六尸善竣 
有限会社ワイアンドケイ 
ワキタヨウイチ 
和光新ニ 
和光苑職員一同 

ワタナベエミコ 

渡辺孝子 
ワタナベヒロコ 

ワタナベマサシ 

渡邊光男 
亘 佳 子 
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東日本大震災久慈市地震災害義援金の経過について 

1東日本大震災久慈市地震災害義援金の経過について 

日時 内 容 

3 月 1 1 曰 東日本大震災発生 

3月 1 6 日 東日本大震災久慈市地震災害義援金の受付開始 

4 月 1 8 日 東日本大震災見舞金（第1次配分）申請受付開始 

4月 2 6 曰 東日本大震災見舞金（第1次配分）支給開始 

6 月 1 日 東日本大震災久慈市地震災害義援金配分委員会設置 

6 月 1 0 日 
第1回東日本大震災久慈市地震災害義援金配分委員会開催 

東日本大震災見舞金（第2次配分）の検討 

6 月 2 7 日 
久慈市漁業協同組合各生産部長へ東日本大震災見舞金（第2次配 

分）説明会を実施 

7月 1 1 日 
久慈市漁業協同組合各生産部長へ東日本大震災見舞金（第2次配 

分）交付式を開催 

7月 1 5 日 
第2回東日本大震災久慈市地震災害義援金配分委員会開催 

東日本大震災見舞金（第3次配分）の検討 

8 月 1 日 東日本大震災見舞金（第3次配分）申請受付開始 

8 月 1 0 日 東日本大震災見舞金（第3次配分）支給開始 

9 月 3 0 日 
東日本大震災久慈市地震災害義援金の受付期間を 

平成 2 3 年 9月 3 0 日から平成 2 4 年 3月 3 1 日まで延長 

1 1月1 4日 
第3回東日本大震災久慈市地震災害義援金配分委員会開催 

東日本大震災見舞金（第4次配分）の検討 

1 2月 9日 東日本大震災見舞金（第4次配分）支給開始 

2 東日本大震災久慈市地震災害義援金の入金状況 

8 0 , 9 1 4 , 7 0 7円 9 6 9件平成2 4年1月3 1日） 

3 

(1) 

東日本大震災久慈市地震災害義援金（第1次配分）の支給状況 

※第 1次配分については、早急に支給する必要があったことから市長決裁によ 

り配分を行ったものである。 

基準としては被災者生活再建支援金、平成23年東北地方太平洋沖地震及び津 

波義援金（日本赤十字社•中央共同募金会•岩手県義援金）に準じたものであるが、 

市独自として重傷者に対しても配分の対象としたものである。 

人的被害 

対象 見舞金の額 対象者数 対象金額 

人的被害（死亡） 100,000 円 4名 400,000 円 

人的被害（行方不明者） 100,000 円 2名 200,000 円 

人的被害（重傷者） 50,000 円 2名 100,000 円 

(2)住宅被害（居住者） 

\
—
/ 

3 /f
\ 

合言1 

対象 見舞金の額 対象者数 対象金額 

住宅被害（全壊） 100,000 円 69名 6,900,000 円 

住宅被害（大規模半壊） 70,000 円 31名 2,170,000 円 

住宅被害（半壊） 50,000 円 178名 8,900,000 円 

対象者数 金額 

286名 18,670,000 円 

124 



4東日本大震災久慈市地震災害義援金（第2次配分）の支給状況 

漁業被害 

漁業者に対しては、見舞金を一律2万円、組合員組織である久慈市漁業協同組合 

の生産部に対して支給を行った。 

(1，010人X 2 万円 = 2 0 2 0 万円） 

生産部名 組合員数 支給金額 

久喜漁業生産部 202名 4,040,000 円 
小袖漁業生産部 168名 3,360,000 円 
大尻漁業生産部 84名 1,680,000 円 
ニ子漁業生産部 49名 980,000 円 

久慈浜漁業生産部 94名 1,880,000 円 
夏井漁業生産部 91名 1,820,000 円 

南侍浜漁業生産部 108名 2,160,000 円 
侍浜漁業生産部 214名 4,280,000 円 

八斗 
ロ pi 1,010 名 20,200,000 円 

5東日本大震災久慈市地震災害義援金（第3次配分）の支給状況 

対象 見舞金の額 対象者数 対象金額 

出稼ぎ者等住宅所有者 

被害（全壊） 
100,000 円 1名 100,000 円 

出稼ぎ者等住宅所有者 

被害（大規模半壊） 
70,000 円 1名 70,000 円 

出稼ぎ者等住宅所有者 

被害（半壊） 
50,000 円 9名 450,000 円 

津 波 に よ る 農 業 • 林 業 

被害 
20,000 円 6名 120,000 円 

店舗•アパート等被害 

(個人事業主） 
20,000 円 46名 920,000 円 

八斗 
ロ P T — 63名 1,660,000 円 

6東日本大震災久慈市地震災害義援金（第4次配分）の支給状況 

(1)住宅被災者への灯油等暖戻費の追加交付 

東日本大震災見舞金（第1次配分）支給要領に基づき、住宅被害により見舞金の交 

付を受けた被災者に対して、家計負担の軽減を図るため灯油等暖戻費の追加交付を行 

う0 

対象 追加交付の額 対象者数 追加交付額 

住宅被災者 

※ 出 稼 ぎ 者 等 住 宅 所 

有者被害を除く。 

10,000 円 278名 2,780,000 円 
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(2)個人事業主への追加交付 

東日本大震災見舞金（第2〜3次配分）支給要領に基づき、個人事業被害（漁業被害、 

津波による農業•林業被害、店舗•アパート等被害）により見舞金の交付を受けた者 

に対して追加交付を行う。 

対象 追加交付の額 対象者数 追加交付額 

個人事業主 30,000 円 1,062 名 31,860,000 円 

3 合全イ 
_ロ_ロ > 

対象者数 金額 

1340 名 34,640,000 円 

参考 

事項 
至搭ム1ム八斗 

金額 
on o 1 a vnv 

配分額累計 
^ 

配分後残額 

第 1次配分額 

oU, / I 4,/U/ 

18,670,000 18,670,000 
-""""— 

62,244,707 

第 2次配分額 20,200,000 38,770,000 42,044,707 

第 3次配分額 1,660,000 40,530,000 40,384,707 

第 4次配分額 34,640,000 75,170,000 5,744707 
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6-2寄付金寄付者名簿 
【あいうえお順、敬称略】 

※久慈市が行う復旧_復興事業に役立てます。 

平成24年3月11日現在 

寄付者、団体名 

株式会社アイシーエス 

秋田県鹿角市 

秋田県能代市 

秋田県能代市議会 

アクティオグループ 

A s 丨 A j p 

市川貴弘 

伊藤ありす 

伊藤幹翁•寿和子 

岩手県金ケ崎町 

社団法人岩手県建築士会久慈支部 

岩手県自動車整備振興会久慈支部青年部 

社団法人岩手県測量設計業協会 

財団法人岩手県対ガン協会 

岩手県八幡平市 

岩手県平泉町 

歌の会なかま 

荏原環境プラント株式会社 

株式会社大紀ニプロジェクト 

株式会社大畑建築設計 

大森良三 

奥本満 

春日野部屋 

企業組合かぶあがり 

川井自治会 

川代愛実 

川代萌々香 

川代百合子 

菊原光治 

株式会社キッチンスタジオ 

木 ネ 寸
_

夫 

久慈市管工事業協同組合青年部 

久慈市ゴルフ協! 

久慈商工会讒所青年部 

株式会社久慈設計久慈 

株式会社久慈中央商事 

久慈ユネスコ協会 

久慈ライオンズクラブ 

久慈ロ一タリ一クフブ 

小金井市観光協会第44回お月見のつどい実 

行委員会 

国際ソロプチミスト協会久慈 

小久慈町岩瀬張町内会 

児玉純一 

有限会社嵯峨自動車商会 

坂田西ソフトボ一ル 

茶道小堀遠州流松籟会岩手支部 

佐藤雅ー 

J FEミネラル株式会社 

シダックス株式会社 

有限会社信濃レジン 

有限会社信濃レジン2 3 0安全衛生協議三 
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下舘建設株式会社 

生田育男 

新岩手農業協同組合 

新岩手農業協同組合産直ショップ花野果 

新日本婦人の! 

水i n g株式会社 

株式会社関•空間設計 

全国市議会議長会 

社団法人全国信用金庫協会 

速應榮子 

速應謙太郎 

社団法人大日本水産会 

大林寺 

田中久 

株式会社タムラ 

垂柳敦志 

丹野綾子 

辻元瞳 

寺里町内会 

東亜道路工業株式会社 

東京書籍株式会社 

東北港湾空港会 

夏井こめ子クラブ 

夏の会 

新潟県小千谷市 

ニ交会 

ニ戸ガス株式会社 

日本国土開発株式会社 

社団法人日本補償コンサルタント協会東北支 

部 

日本郵政募金会 

はまなすの会 

株式会社はるやまチヱ一ン 

北星鉱業株式会社 

株式会社細谷地 

北海道弟子屈町 

まめぶの家 

みちのく銀行グル一フ 

三船毅 

宮城建設株式会社 

株式会社宮商 

武蔵野工業株式会社 

村井智全 

村上均 

公益財団法人モラロジー研究所 

株式会社ヤマイチ 

山内英世 

山ロ建設株式会社 

山ロ靖 

有限会社やました 

山田和美 

株式会社山武ビルシステムカンパニー東北支店 

株式会社ヤマノ機ェ 

やまびこの里•沢里 

ライオンズクラブ国際協会332- B地区 

リトアニア共和国•クライペダ市 

匿 名 1 1 団 体 、 2 1 個 人 
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6-3救援物資寄付者名簿 【あいうえお順、敬称略】平成24年3月11曰現在 

寄 付 者 
(株）ア一テック 

あいおいニッセイ同和損保保 

険（株） 

(株）アイケイコ一ポレ一シ 

ヨン 

I DOフ一ズ（株 

秋山園 

(株）朝日ジャムフレンド 

鰺ケ沢町長 

味の素（株 

(株）アスク 

アディダス•ジャパン（株） 

(株）アドリベラル 

阿部 昭浩 

鮎川奈津子 

アンクルインドレストラン 

イエス•キリスト教会 

池 田 岩 夫 

池 野 史 子 

池野 正志 

石田けい子 

石野 

泉 沢 久 枝 

泉 沢 良 子 

磯 澤 弘 子 

一 沢 隆 行 

伊 藤 定 男 

糸坪フミ子 

岩手県 

岩手県読書推進協議会 

いわて美しき陸中海岸写真集 

制作委員会 

岩手銀行久慈中央支店 

岩手県曹洞宗青年会 

岩手県災害対策本部（出光興 

産(棟） 

岩手県獣医師会 

(社）岩手県トラック協! 

(社）岩手県薬剤師会 

岩手トヨタ自動車(播 

岩手北部農業共済組合 

岩手読売会 

岩谷あやみ 

宇 賀 綾 子 

内 山 初 昭 

有）宇宙センター 

宇 部 凡 夫 

宇部トヨ子 

宇部煎餅店 

宇部ミエ子 

宇 部 祐 子 

a p bank運営事務局 

「贈る図書館Jプロジェクト 
_

同 

江 川 福 子 

(株）ェヌ• 

モ東北支社 

ティ•ティ卜コ 

岩手支店 

NP岩手 

槓 木 純 好 

追久保リン子 

大久保商店 

大久保成子 

大 倉 千 尋 

大 ； 辛 一 恭 

大清水紀子 

大 尻 勇 

大 角 幸 子 

太 田 健 

大塚製薬（株）仙台支店ニュ 

一トラシューティカルズ事業 

部盛岡出張所 

大塚製薬（株）盛岡出張所 

おおのミルクェ戻 

大 橋 義 平 

大 橋 哲 夫 

大 畑 朋 洋 

大船渡ユネスコ協会 

石手県ユネスコ協会連盟 

おおみ屋 

大家賢次郎 

才一ランド才プチカル（眼鏡 

市場久慈店） 

大 渡 洋 子 

小 笠 原 栄 五 

岡 田 敏 照 

沖綿県名護市 

小倉由美恵 

奥 寺 晴 夫 

長 内 治 夫 

小 田 聡 子 

音代漁業（株 

小野寺英徳 

織 茂 平 

花王（株） 

柿木興業(味 

梶 谷 裕 子 

春曰野部屋 

ガスト久慈店 

(梯カタ•グハウス 

(株）学研ホ一ルディングス 

鹿角市議会 

鹿角市議会鹿真会 

かっぱ寿司久慈店 

勝 田 明 美 

勝 又 久 枝 

力トリック水沢協三 

鹿 糠 孝 子 

鹿 糠 良 平 

(梯カネトモ 

蒲 田 良 

蒲 野 喜 悦 

カラオケくれよん久慈店 

軽米町長 

川崎北口一タリークラブ 

川 代 琴 

川 戸 典 子 

川戸 ツ 

川貫保育園職員一同 

川 瑞 武 男 

(株）かんだ 

関東地方郵便局長会 
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菊 地 ミ ツ 子 

(有）北三陸天然市場 

北日本造船(棟 

共栄海運（株 

久 慈 日 光 

久慈衣料 

久慈警察署 

久慈広告社 

久慈琥珀（株） 

久慈市食生活改善推進員連絡 
+ 力 5 主 ム 
T力力5我33： 

久慈商工会議所青年部 

久慈青年会議所 

久慈物産市場 

久慈まめぶ部屋 

久慈ロ一タリークラブ 

葛巻町長 

(合）クックコーポ一レ一シ 

ヨン 

(株）ェ藤組 

九戸オートサービス 

久 保 せ い 子 

久 保 田 英 子 

窪 田 隆 

黒 畑 幸 男 

桑 田 育 男 

桑 田 正 七 

桑 畑 佳 代 

学校法人ぎ明宮城小学校 

(株）ケ
_

ズホ
_

ルディング 

ス 

健栄製薬株式会社 

小 池 恭 子 

(株）孝賛 

向洋電気（株）久慈営業所 

(株恒和薬品岩手北出張所営 

業課 

国際児童基金 

国際ソロプチミスト久慈 

公益財団法人国際開発救援 

財団 

国土交通省 

株式会社越戸商店 

コスモ石油(棟 

後藤新連合後援会 

紳士服コナ力久慈店 

小 向 寅 雄 

小 向 秀 子 

(株）小彌田 

小山商店 

斉 藤 千 恵 子 

嵯 峨 節 子 

嵯 峨 藤 弥 

嵯 峨 瑞 季 

嵯 峨 康 佐 多 

佐幸本店 

佐 々 川 明 久 

佐 々 木 隆 彦 

佐 々 木 邦 子 

佐 々 木 八 彌 

佐 藤 實 三 

株 式 会 社 サ ナ 

サラダ館九戸店 

沢菊 

(株） C V Sベイエリア 

自衛隊八戸駐屯地 

静岡県 

下畑孝志•美世 

七 良 川 ケ イ 子 

嶋野義晃 

シミズオクト 

下 平 ヒ ロ 子 

下 嶽 智 美 

下 舘 宗 七 

下日吉町町内で 

下 山 桂 代 子 

(株）ジャストシステム 

シャルレ特約店保坂晶子 

シュ一ズセンタ一たかぎ 

(株十文字チキンカンパニー 

ショーワグローブ（株）東京 

本社 

食生活改善推進協議会 

新 毛 郁 子 

新宏堂 

一般財団法人神城文化の森 

藤田財団 

スギホ一ルディングス（株） 

須坂市長 

鈴 木 軍 ニ 郎 

砂 子 紀 子 

(有）スリーエス 

S A V E I W A T E 

瀬 尾 ゆ か り 

関上拓男•ユリ子 

セコム(株久慈事務所 

セコム株式会社 

全国菓子工業組合連合会青年 

部岩手県菓子工業組合青年連 

全国食生活改善推進員団体連 

絡協議会 

(有）総合農舎山形村 

添 田 奈 津 美 

第一フづフトラスト 

第一法規（株） 

大地を守る会 

田 表 永 七 

古;！;e ；zfe:老 
I ロJ TFO] TTV ゾ手 J 

局 橋 宏 幸 

高 根 俊 秋 

高 谷 泰 道 

高 屋 敷 徳 光 

高 屋 敷 真 喜 子 

高 山 賢 一 

高 山 忍 

多久市 

田•病院従業員一同 

竹 内 稔 枝 

田 咼 恵 子 

田 高 良 郁 

田 代 好 

瀧山順子、タキ子•中嶋フヨ 

舘 畑 健 

田 中 美 子 
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田中舘和昭 

田名部文彦 

(株）タニタ秋田 

玉 澤 幸 枝 

田 村 タ キ 

田村牧場 

たむら屋 

千葉運動具店 

蔦温泉旅館 

塘 春 美 

ツルハドラッグ久慈荒町店 

弟子屈町 

弟子屈町議会 

株）デュラセル社 

(株）電通東日本 

樋ロ ネ十 

東京電波(棟久慈工場 

東京農業大学 

東新電話(梯 

一般社団法人東北漁業再開支 

援基金•希望の烽火 

東北電力(株秋田支店 

遠 山 正 子 

卜コモ 

内閣府 N P O 特定非営利法 

人やすらぎ福祉会 

鳥 居 勝 子 

中川原洋介 

(株）中合三春屋店 

中崎美由紀 

中田 

中 田 大 

中 務 稔 

中 塚 モ ト 

長根商店 

中野ゆう子 

中 野 禎 悦 

中 村 弘 子 

中村美也子 

中 村 弥 文 

中目長次郎 

中森 

中 森 ツ ヤ 

名古屋市 

特定非営利活動法人 

助ける会 

難民を 

新井田明夫 

西 正 恵 

西 陽 子 

西 叫 年 

曰宝建設工業（株 

ニ戸市職員有志一同 

：橋謙太 

日本中華總商会 

日本赤十字社 

(財）日本出版クラブ 

日本電動式遊技機工業（協） 

回胴式遊技機商業（協） 

(社）日本図書館協会東日本 

大震災対策委員会 

(社）日本図書教材協会一般 

社団法人全国図書教材協議会 

曰本郵便郵便事業(株久慈支店 

公益法人曰本ユネスコ協会連 
明 
i m . 

ネッツトヨタ岩手(株久慈店 

野月平正信 

バイクオフ 

函館市長 

南かやべ漁協 

えさん漁協 

函館市漁協 

戸井漁協 

銭亀沢漁協 

橋市米穀店 

畑中 ；子 

畑中真美子 

畑 村 由 夫 

'、チカン 

八戸市 

八戸大学 
-++- -I—、キ 
化iL ；言 

ピ一•シ一•エス（株） 

東日本大震災岩手県被災地域 

インフルエンザ対策マスクを 

寄贈する会 

被災地へピアノをとどける会 

曰沢陽介 

日立造船(株 

日向武雄 

日野自動車(株 

ピュアフードスタッフ 

ビリーブ 

ふうせんバレーボール振興委 

員会 

(株）フオスタ一•プラス 

漂 村 圭 子 

漂 山 美 子 

ネ晶岡県 

ふくしサロンあじさいの会 

福嶋久美子 

福島工業株式会社 

(株）福島製作所 

福見産業東京支店 

ふじの歯科医院 

藤 森 洋 子 

富士薬品八戸営業所 

富良野地区農業共済組合 

プランタンいずみ 

rリツゲス•アンド 

ハ 。 ン （ 株 ） 

ストラツトン•シ’ヤ 

古 舘 民 雄 

ふれあいサロン秋葉会 

ふれあいサロンかたくりの 

ベナント（株） 

(株）ホウトク薬品産業 

ホ一マック（株） 

(有）北桜堂新社 

保 坂 晶 子 

ホソタ薬局 

(株）細谷地卜
1

':！モシ3ッア久 

慈店 

ほつかほっか亭川貫店 

堀澤光儀 
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本 波 茂 男 • 八 須 子 

米 田 祐 子 

前 田 亜 里 沙 

前橋市 

舛 森 悦 子 

松 川 綾 子 

末 崎 と き 

(株）マックハウス久慈店 

スタッフ一同 

まめぶの家 

丸亀市 

(有）マル力ワ渋川せんべい 

まるこ川貫店 

廻 立 信 子 

(株）萬野畜産 

三重県遠洋船船員組合 

三上 B zz_ 
曰于 

三 上 律 子 

三河菓子店 

水上敏枝 

みずき園 

みちのくコ力•コ一ラボトリ 

ング（株） 

三井 

三 井 栄 子 

三 部 知 ニ 

株）都設計工業代表取締役 

宮 下 亮 平 

宮 田 明 子 

宮 田 敬 

株 ） 宮 文 

麦生町内会 

(株）明文堂プランナー 

(株）メカウイングス 

メラル一力•ジャパン 

森 岩 遼 

盛岡ロータリークラブ_久慈 

ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 

盛岡東京電波（株）久慈工場 

盛岡市議会 

盛岡市 

盛岡保護観察所 

森 田 礼 子 

八 重 樫 範 通 

天 © 明 ミ 

NPOやすらぎ福祉三 

谷地林業（有） 

柳 幸 勉 

山根町瑞神べっぴん村 

ヤマハ発動機（株） 

山 本 泰 子 

洋 服 の は る や ま チ x — ン 職 

員一同 

横 川 義 5 

横 倉 長 代 

読売新聞久慈専売所 

読売新聞社本社 

ライオンズクラブ国際協会 

キャビネット事務局 

(社）リ一ス事業協会 

(株りんざい 

リンナイ（株 

•イヤルパークカワサキ 

•一ソン長内店 

和歌山県 

和田ゴム販売（株） 
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6-4協力団体等名簿 【あいうえお順、敬称略】 

協力団体等 

青森市 

岩手医科大学災害派遣医療 
チ一ム 

岩手行政評価事務所 

(社）岩手県建築士会久慈支 

部女性委員会 

(社）岩手県建築士事務所協 

会久慈支部 

岩手県県北広域振興局経営 

企画部県税室 

岩手県石油商業協同組合久 

慈支部 

(社）岩手県建設業協会久慈 

支部支部長税田英敏 

(社）岩手県宅地建物取引業 

協会久慈支部 

岩手司法書士会 

いわて平庭闘牛会 

岩手復興局 

岩手弁護士会 

大分県森林組合連合会 

小千谷闘牛振興協議会 

学校法人学習院 

春曰野部屋 

軽米町 

北奥羽地区水道事業協議会 

八戸圏域水道企業団 

北奥羽地区水道事業協議会 

八戸管工事協会 

久慈港運(株 

久慈市管工事業協同組合 

久慈市漁業協同組合 

久慈医師会 

久慈市社会福祉協議会 

久慈市食生活改善推進員協 

議会 

久慈市婦人消防協力隊連合 

久慈市保健推進委員連絡協 

議会 

久慈税務署 

久慈ひまわり基金法律事務 

所 

久慈ライオンズクラブ 

葛卷町 

九戸木材協同組合理事長 

岡野利雄 

県北広域振興局 

県立久慈東高校 

県立ニ戸病院災害派遣医療 

チ—ム 

小金井市観光協会第44回お 

月見のつどい実行委員会 

さかなクン 

浜つこなかよしクラブ（侍浜 

小学校児童50名） 

大東木材青壮年会 

ニ戸市 

日本水道協会各務原市 

日本水道協会中津川市 

南かやべ漁協、えさん漁協、 

函館市漁協、戸井漁協、銭亀 

沢漁協 

(株菅原組、中村漁場、定置協 

33： 

(株菅原組、（棟宏栄建設 

函館市 

平庭観光開発株式会社 

ふるさと体験学習協会 

平成24年3月11曰現在 

北海道庁、函館市、小樽市、 

旭川市、室蘭市、江別市、石 

狩市、名古屋市、川崎市 

久慈まめぶ部屋 

まめぶの家 

盛岡地方法務局ニ戸支局 

米内造園 
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「広報くじ」ダイジェスト 

震災に係る被災直後の様子と被災の現状、そして、復旧•復興に 

市民一丸となって取り組んでいる様子を掲載しています。 

災者と一緒に 

漂流物の撤去作 
ランティア 

と̂•ニぐi 

K%r-

平成23年度岩手県市町村広報コンクール広報紙の部第2位 
134 



広S3;J 15 IIり 

被害の彩奮から、本来 

の配布曰である3月15曰 

には，広報などの配布を 

停止。今@、広報4月1 

曰号と合わせて広報3月 

15B号も配布させていた 

だきました《 

3 月 1 5 日 号 の 内 容 

は3月7日現在のもので 

す，災害の影響で編集当 

時と状況が変わっている 

情報もあ9ますので、ご 

了承をお顯いします。 

広報4月113号 

広報4月1曰号は当初 

の予定を大權に変更し、 

今回の大災害に特化した 

舐面になっていますC 

被災した方にとっては 

見たくもない写真などが 

多数含まれていると思い 

ますが.全市民に被害状 

況を知っていただき、復 

興に向け気持ちを一つに 

してほしいと考えました。 

どラかご理解をいただき 

ますよう.お顔い申し上 

げます. 

なお•褐戴を予定して 

いた記事については、広 

報4月〗5日号以降に掲截 

させていただきます-

3 ；広報くじNo122 zon.ぐ1号2 

平成23年3月11曰（金）14時46分ころ、三陸沖を震源とする東北 

地方太平洋沖地震が発生。マグニチュード9. 0といろ世界最大級 

の地震は、大きな津波を引き起こし、沿岸部に壊滅的な被害を及 

ぼしました。数十年後、100年後も、決して忘れてはならない未曾 

有の大災害。この悲惨な状況をすべての市民の皆さんに知ってい 

ただき、復興に力を合わせて取り組まなければなりません。 

今回は、災害緊急特集として津波が襲来する様子や被害の状況な 

どをお知らせします。09ページまで） 

写具…久慈漠地区の住宅を飲み込もうとする津波の第2波（金刀比羅神社より撮影） 

災害緊急特集 
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広
報
発
“
に
つ
い
て 

右
こ
と
わ
り 

市
長
メ
ッ
セ
丨
ジ 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
津
波
襲
来
に
あ
た
り 

r 

民
の
皆
_
へ 

去
る
3
月
1
1
日
{
金
}
1
4
時
恥 

分
こ
ろ
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生 

し
、
久
慈
市
で
は
震
度
5
弱
を
観 

激
し
ま
し
た
。 

こ
の
地
震
に
よ
り
太
平
洋
沿
岸 

を
中
心
に
非
常
に
大
き
な
津
波
が 

1
1
来
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら 

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
び
の
災
害
に
よ
り
、
被 

災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、
心
か
ら 

お
悔
や
み
と
お
見
|
1
い
を
申
し
上 

げ
ま
す
" 

市
は
1
4
時
4
9
分
に
東
北
地
方
太 

平
洋
沿
岸
に
大
津
波
警
報
が
気
象 

庁
か
ら
発
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、 

同
時
刻f

久
慈
市
災
害
対
策
本
部」

 

を
股
置
し
、
久
慈
消
防
謦
お
よ
び 

久
慈
市
消
防
団
を
は
じ
め
と
す
る 

関
係
®
関
と
連
携
し
て
、
久
慈
澳
， 

蹶
肪
下
、
小
袖
、
久
喜
地
区
の
海 

岸
水
門
の
閉u、

s
_
誘
導
、
海 

面
の
監
視
な
ど
、
そ
の
対
姐
に
努 

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
到
a
す
る
津
波
の
高
さ
が 

3
。
以
上
と
予
想
さ
れ
て
い
た
こ 

と
か
ら
、
た
だ
ち
に
沿
岸
地
区
住 

民
1
4
8
9
世
？
}
?
、
4
3
0
0
人 

に
避
雜
指
示
を
発
令
し
、
避
難
を 

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
避
難
場
所
に 

i
l
n
z
a
i

 

-

は
2
9
1
6
人
が
避
難
し
た
と
こ 

ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
災
害
で
は
、
建
物
や
道 

路
な
ど
の
捐
壞
、
漁
紛
の
流
出
な 

ど
に
如
え
、
電
気
、
水
道
、
通
信 

市 民 偉 育 に s 
Sや自«»>英*全3!から• 
面厚，mm. が久«布を 
久SifeSの応に取0 

等
、
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き 

な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
寸
断
さ
れ 

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
津
波
に
よ
り
、 

尊
い
命
ま
で
も
が
奪
わ
れ
た
こ
と 

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
• 

津
波
聾
来
後
、
市
は
直
ち
に
被 

害
状
況
の
把
握
、
行
方
不
明
者
の 

捜
索
活
動
、
障
害
物
の
除
去
活
動
、 

ラ
ィ
フ
ラ
ィ
ン
炮
設
の
早
期
後
旧 

な
ど
の
災
害
応
急
対
策
に
取
り
組 

む
と
と
も
に
、
野
田
村
等
の
支
援 

に
つ
い
て
も
、
陸
上
自
衛
隊
、
緊 

急
消
防
播
助
隊
な
ど
の
関
係
«
閲 

と
連
携
し
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り 

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

ま
た
水
道
が
«
旧
す
る
ま
で
の 

間
、
市
内
各
地
区
で
給
を
配 

S
し
た
ほ
か
、
避
難
者
と
高
齡
者 

等
要
援w

者
に
向
け
た
物
K
搬
送 

や
炊
き
出
し
な
ど
を
行
い
*
市
民 

生
活
へ
の
影
響
と
、
披
災
者
の
不 

安
を
少
し
で
も
軽
«
し
よ
う
と
努 

め
て
ま
い
り
ま
し
た
• 

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
被
災 

し
た
施
股
等
の
災
害
復
旧
と
と
も 

に
、
被
害
を
受
け
た
市
民
の
皆
様 

が
速
や
か
に
再
起
で
き
る
よ
う
、 

被
災
者
に
対
す
る
生
活
の
安
定
対 

策
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま 

い
り
ま
す
。 

最
後
に
、
余
震
の
心
配
が
あ
る 

限
り
、
ま
だ
ま
だ
警
戒
を
緩
め
る 

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
民
の 

皆
雄
と
共
に
、
こ
の
_
局
を
秉
り 

越
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

久3
I
B
U

山
内
？ 



'8*ち**ならず 

へ©*8まで»•者が，S.不安な*fl 

大津波警報発表後、すぐに広報担当は海 

に向かいました。地震発生後のまちと、 

久慈湊地区の金刀比g神社から見た津波 

の状況を、ありのままにお伝えします。 
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「ああ、 
もうだめだ」 

1/15:30ころ。Gくつと«0上がるSfi 

ドキュメントリボー卜 _ 

法
滞
で
、
車
が
進
む
ス
ピ
丨
ド
は
、 

徒
歩
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
®
じ 

ら
れ
ま
し
た
。
久
慈
澳
.
夏
井
方 

面
に
向
か
う
車
線
も
思
う
よ
う
に 

進
ま
ず
、
わ
た
し
は
患
愛
病
院
に 

車
を
止
め
，
そ
こ
か
ら
金
刀
比
羅 

神
社
に
向
か
つ
て
走
o
ま
し
た
" B

増
す
不
安
と
恐
怖 

避
難
所
2
0
0
人
超 

道
路
沿
い
に
目
を
や
る
と
地
f
t 

で
戸
が
苗
れ
、
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た 

民
家
が
。
山
手
に
道
む
と
リ
ユ
ッ 

ク
を
背
負
つ
て
避
鼇
し
ょ
ぅ
と
す 

る
子
ど
も
と
®
!
齡
者
の
姿
も
見
え 

3
月
|
1
日
{
金)

2
時
4
6
分
こ 

ろ
•
三
陸
沖
を
f
t
潭
と
す
る
東
北 

地
方
太
平
洋
冲
地
B
が
発
生
。
地 

1
1
の
エ
ネ
ル
ギ
丨
を
表
す
マ
グ
ニ 

チ
ユ—

ド
は
世
界
,
|
^
級
の
9
.
0
を 

記
録
し
ま
し
た
* 

地
震
発
生
時
、
わ
た
し
は
市
役 

所
3
«
に
い
ま
し
た
•
は
じ
め
静 

か
に
5
じ
ら
れ
た
描
れ
は
，
ど
ん 

ど
ん
大
き
く
な
0
、
立
っ
て
い
る 

こ
と
も
困
薩
に
。
あ
わ
て
て
®
段 

の
手
す
り
に
し
が
み
つ
き
ま
し
た 

が
、
や
む
気
配
の
な
い
地
f
t
にf

猶 

段
が
落
ち
る
か
も』

と
恐
怖
を
® 

じ
、
手
を
伸
ば
し
て
今
度
は
s
L
r 

揺
れ
が
弱
ま
つ
た
あ
と
、
お
び
え 

な
が
ら
2
港
の
執
務
室
に
屏
る
と
、 

顔
を
こ
わ
ば
ら
せ
た
他
の
職
a
が 

立
ち
す
く
ん
で
い
ま
し
た
• 

余
震
を
恐
れ
て
市
役
所
の
外
に 

飛
び
出
し
た
と
き
で
し
た•

防
災 

行
政
無
輾
か
ら
、
け
た
た
ま
し
い 

サ
イ
レ
ン
音
と
と
も
に『

大
津
波 

警
報」

の
一
庠
。
急
い
で
2
«
に 

戻
つ
て
上
*
と
カ
メ
ラ
を
手
に
し
、 

自
家
用
車
で
®
肪
下
地
区
の
水
鬥 

に
向
か
い
ま
し
た
。 

道
路
に
出
る
と
停
電
に
よ
っ
て 

a
号
は
f
し
、
ア
ン
バ
I
ホ—

 

ル
前
の
交
差
点
は
大
混
乱
。
た
< 

さ
ん
の
車
が
勢
い
よ
く
交
差
し
、 

«
突
し
そ
う
に
な
る
取
を
何
度
も 

見
か
け
ま
し
た•

わ
た
し
の
車
は 

ま
っ
た
く
進
む
こ
と
が
で
き
ず
， 

市
役
所
か
ら
2
%
し
か
離
れ
て
い 

な
い
水
鬥
に
«
<
ま
で
か
か
っ
た 

時
問
は
約
1
0
分
。
や
っ
と
の
思
い 

で
着
い
た
と
き
は
、
す
で
に
水
門 

が
閉
鎖
さ
れ
、
水
門
の
外
«
に
は 

多
く
の
大
型
車
両
が
立
ち
往
生
。 

消
防
職
醍
ゃ
消
防
団
|
8
!
は
必
死
に 

避
雕
を
指
示
し
て
い
ま
し
た• 

水
門
の
上
か
ら
港
を
見
る
と
、 

急
い
で
沖
に
向
か
ぅ
漁
®
の
姿
が 

見
え
ま
し
た
。
*
を
進
め
、
«
肪 

緑
地
ま
で
行
く
と
、
消
防
団
6
な 

ど
数
人
が
！f

位
を
監
視
し
て
い
ま 

し
た•

 

皆
*
不
安
な
表
情
を
し
て
い
ま 

し
た
が
、
こ
こ
ま
で
は
大
地
霸
発 

生
と
同
時
に
停
電
な
ど
し
た
以
外
、 

過
去
に
津
洩
の
警
報
•
注
意
報
が 

発
表
さ
れ
た
と
き
に
も
見
た
光
» 

で
し
た
•
こ
こ
ま
で
は
-

ま
し
た 

•
 

不
安
と
恐
怖
が
i
t
す
中
•
息
を 

切
ら
し
て
着
い
た
金
刀
比
«
神
社 

に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で 

2
0
0
人
以
上
が
す
で
にSIT

 

携
帑
電
話
で
雎
か
に
連
輅
を
と
ろ 

う
と
す
る
人
、
小
さ
な
子
ど
も
を 

抱
え
あ
や
す
人
、
み
け
ん
に
し
わ 

を
寄
せ
警
戒
す
る
人…

‘
初
め
て 

見
る
光
景
で
し
た
• 

久
慈
湊
保
育
園
の
圍
兒
と
鬨
係 

者
の
ほ
か
、
数
人
し
か
避
難
し
て 

い
な
か
つ
た
3
月
9
曰
の
潭
波
注 

意
報
発
表
時
と
は
大
違
い
•
こ
の 

曰
の
金
刀
比
羅
神
社
は
、
»
様
な 

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

わ
た
し
は
»
波
記
念
«
近
<
の 

烏
居
を
<
ぐ
0
、
堪
段
を
a
つ
て 

高
見
台
へ
。
海
を
見
わ
た
せ
る
場 

所
に
陣
取
つ
て
ま
も
な
<
で
し
た
。 

水
平
雄
に
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も 

な
い
恐
ろ
し
い
変
化
が
e
き
た
の 

で
す
• 

g

混
雄
し
進
ま
な
い
車 

g

走
っ
て
避
難
所
へ 

直
感
的
に
嫌
な
感
じ
が
し
た
わ 

た
し
は
、
そ
の
ま
ま
久
慈
湊
地
区 

淨
波
«
鼇
所
の
金
刀
比
»
神
社
に 

向
か
い
ま
し
た•

 

市
滄
協
前
を
通
り
湊
檎
を
わ
た 

つ
て
久
慈
湊
地
区
に
。
合
流
先
の 

国
道
3
9
5
号
は
市
役
所
を
出
た 

こ
ろ
よ
り
も
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。 

特
に
市
街
地
に
向
か
う
車
線
は
大 

v
/!

- 

衾
ゾ
-
.
J 

. 

.̂
1 

『

；
V
零 

無
情
な
津
波 

E
a
海
面
の
異
様
な
変
化 

^
ま
ち
の
盾
越
え
る 

「

ほ
れ
！
来
た
ぞ
丨.

J 

大
き
な
声
が
«
び
交
ぃ
、 

者
が
一
斉
に
海
を
i
し
ま
し
た
= 

大
尻
方
面
で
、
波
が
岩
に
ぶ
っ
か 

o

大
き
な
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
る 

の
が
見
え
た
の
で
す
。 

r

何
で
ぇ
、
ぁ
り
ゃ
ぁ
！j

 

正
面
に
目
を
や
る
と
、
む
く
っ 

と
海
面
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い 

ま
し
た
。
単
に
大
き
い
波
と
は
明 

ら
か
に
違
ぅ
a
様
な
変
化
。
こ
れ 

が
津
波
の
は
じ
ま
り
で
し
た
• 

湾
•
防
波
埋
を
®
え
て
押
し
寄 

せ
て
<
る
_
波
。
海
の
埔
か
ら
箱 

ま
で
全
体
が
大
き
な
白
い
壁
と
な 

っ
て
、
ま
ち
に
*
い
掛
か
っ
て
き 

ま
し
た
。 

海
岸
に
逃
げ
壜
は
な
し
"
な
す 

術
も
な
し
。
渙
港
や
！
8
»
、
北
日 

本
造
®
な
ど
の
エ
壜
、
大
型
作
業 

車
、
自
家
用
車
な
ど
が
、
あ
っ
と 

い
ぅ
®
に
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
い 

き
ま
し
た
* 

陸
地
や
建
物
に
ぶ
っ
か
り
、
大 

き
な
し
ぶ
き
を
上
げ
た
後
も
津
波 

の
#:

い
は
収
ま
り
ま
せ
ん
。
地
面 

を
削
り
取
り
、
ど
す
黒
く
に
ご
つ 

た
波
は
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で
防 

瀾
埋
に
激
突
し
ま
し
た• 

高
さ 
7
i
;
、
廷
長 
1
3
0
5
2
*
1 

あ
る
久
慈
湊
地
区
の
防
瀾
埋
。
過 

去
の
津
波
に
よ
る
被
害
を
教
S
I
I
と 

し
、
整
鏑
し
た『

ま
ち
の
盾」

も 

津
波
は
黍
り
越
え
て
し
ま
い
ま
し 

た
"
防
瀬
埋
付
近
の
民
家
な
ど
は
、 

あ
つ
と
い
う
閹
に
漫
水
。
«
見
台 

か
ら
は
国
道
ま
で
水
が
滾
れ
込
ん 

で
い
く
播
子
が
よ
く
見
え
ま
し
た
• 

「

あ
あ
*
も
う
だ
め
だ,

-
? 

r

こ
ん
な
の
見
た
こ
と
ね
えr

 

絶
望
の
悲
鳴
。
S
鼇
者
の
ふ
る 

え
た
声
が
•
き
ま
し
た
" 

波
は
引
か
ず
、
防
瀏
埋
あ
た
り 

ま
で
上
が
っ
た
ま
ま
の
海
面
"
第 

2
波
は
、
そ
の
上
か
ら
間
«
入
れ 

ず
に
襄
い
褂
か
っ
て
き
ま
し
た
。 

電
柱
や
防
潮
林
を
な
ぎ
®
し
、 

す
で
に
浸
水
し
た
エ
壜
や
民
家
の 

上
に
容
赦
な
く
覆
い
か
ぶ
さ
る
津 

波
。
ド
パ
丨
ン
！ 

メ
キ
メ
キ
！ 

恐
ろ
し
い
銜
突
音
と
»
壊
苜
は 

金
刀
比
羅
神
社
ま
で
間
こ
ぇ
て
き 

姿
を
現
し
ま
し
た
。
浸
水
し
た
家
、 

傾
い
た
家
、
も
と
の
形
や
«
所
が 

分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
壤
れ
た
り
、 

淹
さ
れ
た
1
^
あ
り
ま
し
た
" 

そ
れ
で
も
は
収
ま
り
ま
せ 

ん
*
引
い
た
波
を
倍
に
し
て
押
し 

返
す
よ
ぅ
に
、
第
3
波
が
ま
ち
を 

9
1
い
ま
し
た
。
何
度
も
！
！
り
返
し 

I
I
ぅ
津
波
"
命
を
育
み
、
S
み
を 

与
え
て
<
れ
る
音
段
の
海
の
f
t
し 

さ
は
み
じ
ん
も
®
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
日
の
海
は
、
た
だ
た
だ
、
無 

情
で
し
た•

 

m
遡
上
し
久
慈
川
増
水 

g

止
ま
ら
な
い
震
え 

第
3
波
後
、
同
俺
か
ら『

市
役 

所
は
無
事J

と
の
電
話
連
絡
。
海 

の
様
子
を
見
計
ら
い
*
わ
た
し
は 

市
役
所
に
戻
る
こ
と
に
し
ま
し
た
" 

浸
水
し
、
泥
で
埋
め
尽
く
さ
れ 

た
国
道
を
走
り
、
恵
愛
病
院
へ
行 

ま
し
た
。 

わ
た
し
は
想
«
を
超
え
る
津
波 

の
S
威
を
目
の
当
た
り
に
し
、
力 

メ
ラ
を
持
つ
手
は
震
え
、
寒
さ
な 

の
か
恐
怖
な
の
か
、
も
う
R
が
分 

か
ら
な
<
な
っ
て
い
ま
し
た• 

あ
た
0
を
見
回
す
と
、
膝
を
抱 

え
て
う
ず
く
ま
る
人
，
ぼ
う
ぜ
ん 

と
立
ち
尽
<
す
人
、
ど
う
し
よ
う 

も
で
き
ず
、
幕
ら
し
て
き
た
ま
ち 

が
潦
波
に
飲
み
込
ま
れ
る
様
子
を 

見
つ
め
る
し
か
な
い
人
。
怒
り
や 

混
乱
と
い
う
よ
り
も
*
あ
き
ら
め 

の
よ
う
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま 

し
た
。 

ど
こ
か
ら
か『

恵
愛
病
院
も
a 

水j

と
い
う
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。 

わ
た
し
は
自
家
用
車
が
飲
み
込
ま 

れ
た
こ
と
を
*
悟
。
津
波
の
大
き 

さ
か
ら
、
市
役
所
や
防
災
セ
ン 

タ
I
も
無
事
で
は
済
ま
な
い
だ
ろ 

う
と
思
い
、
ぼ
う
然
と
し
ま
し
た
。 

第
2
波
の
後
、
海
は
再
び
異
様 

な
変
化
を
見
せ
ま
し
た
*
僂
じ
ら 

れ
な
い
ほ
ど
波
が
引
き
、
海
底
が 

む
き
出
し
に
な
つ
た
の
で
す
。 

川
や
陸
地
か
ら
も
い
つ
た
ん
波 

が
引
き
”
変
わ
0
果
て
た
ま
ち
が 

つ
て
み
る
と
、
が
れ
き
に
囲
ま
れ 

な
が
ら
も
自
家
用
車
は
何
と
か
無 

0
.
.
ま
だ
貘
え
る
手
で
ハ
ン
ド
ル 

を
握
り
、
市
役
所
に
急
ぎ
ま
し
た
。 

途
中
"
川
崎
大
橘
か
ら
下
を
の 

ぞ
く
と
‘
澹
波
が
遡
上
し
堤
防
ぎ 

り
ぎ
り
ま
で
壜
水
し
た
久
慈
川
の 

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
に
ぶ
<
不
気 

味
に
光
っ
て
見
え
る
水
面
。
も
し 

川
が
決
«
し
て
い
た
ら
市
投
所
も 

市
街
地
も
無
事
で
は
済
ま
な
か
っ 

た
で
し
よ
う
"
想
像
す
る
と
恐
ろ 

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

最
後
ま
で
止
ま
ら
な
い
手
の
震 

え
*
カ
メ
ラ
パ
ッ
グ
を
豌
で
抱
え
、 

市
役
所
の
執
務
室
に
庚
り
ま
し
た
。 

今
接
り
返
る
と
、
こ
の
と
き
は 

津
波
か
ら
逃
れ
る
こ
と
で
精I

杯 

で
.
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
• 

他
の
沿
岸
®
の
慘
状
を—

• 
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世 界 最 大 級 の 地 震 が 引 き 起 こ し た 津 波 の 

す さ ま じ い 威 力 。 沿 岸 部 に は 惨 状 が 広 が 

0 、 断 水 厂 物 資 不 足 な ど £ よ っ て 

全市民の生活が大混乱に陥りました。 

DiUlr/ili.u だけでなく、漁までもが大打*を受けました 

印 で 施 ぶ iS»«S；： ： : 辛 な 被 害 を 受 け ま し た 

.まれたなど蜜わり!6てた姿となってしまいました 

まるsに#波®sい!#ち.濂潘連ft市場•班»も政壊され.大aなmmmt,有さば《所®ほ段やトイレ•海塞と集落«つ 
Rtfさ&c大#(震霞しまし& n華s受けました か•トイレなども全壊しまし？b.

:

 .•までも;壊されまし& 

. 褥 か 。 た 津 い • 根 だ け 
••• — a-sfc*, •*ベて:…，jEt> 

I _ •
 K r

m m m m a B S S s s s s m m m m o * て ました 
2/^B»S6E.か3うじて残つfe家も. 

！ 中が n« と ±»79«思ぐsnx した 
一wMW*' wiMヨ/半««£• ssをとど《なぃ3どt：政 

'へ.J …llll 4/5©»feE, 
. MSO^UHftiS^ih 

“ 5 ス 久 • ど n f i 脚 娜 桃 か . 建 
か見分けもつかなusどa>«r 

よ ぐ . 義 》 鶴 m m »;布の代表89««*»»もぐ6んニ子B®がIBかれていfc出發所な市内«—の海水浴場として雇しま年8月1曰C»所した»か9© 
ぴあも全*L籌のレストシ3•？プど逢;816段も全«• sa®民家なftた舟シャワー室の海女センター。aatcよって癜校 
3. ••MSofcのみでし& ども大sな被害を受けました aかレスト八ウスも^*しまし&すべてfi«8Bisn» ataしまし& は、腫*OT*’た®みでした r̂ Tiflwisn,脚しまは 

'一 

H B B H H I 
すべて®•外•用の#点®—っとなっていた&一帚ががれa®ai»こ©エ壤だけ平成丨9年c立地した祈エsは 

タンクが»壊され，地±*BB壊曰本MB久«エ««外壁》えぐりでなぐII坊下16区C立地する多 一たもの©、屬辺®工場と 
»9««裏を受けました esn,履内投資&搆雕しまし《： く®wustfwtsjgttました見様c大8な»害«受けました 

久雄M家 
ft油備蒂堪堆 

北tl本道船 
久雄ェ« 

久SUfi冷凍水痒マルサ嵯_商店 
Mi:菜路馘組合久想r場 

o

ず
、
自
主
的
に
学
校
な
ど
に
S 

雕
す
る
人
が
統
出
し
ま
し
た
。 

電
気
や
水
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ 

ン
の
断
絶
は
、
避
難
所
で
の
生
活 

を
困
難
に
し
、
避
難
者
の
を 

大
き
<
し
た
だ
け
で
な
く
、
市
内 

全
体
の
生
活
を
大
混
乱
に
K
れ
ま 

し
た•

大61

ス
ー
パ
ー
で
は
l
o 

o
i
t
以
上
の
行
列
が
で
き
*
水
や 

i 

カ
ッ
プ
ラ
丨
メ
ン
な
ど
の
保
存
食 

は
売
り
切
れ
に
。
電
池
や
医
薬
品 

な
ど
、
坊
資
の
不
足
が
統
き
ま
し 

た
-«

気
•
水
道
•
通
倍
事
業
者
な 

ど
が
不
摩
不
休
で
必
死
に
復
旧
作 

衆
を
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
電
気 

や
水
、
電
括
な
ど
が
徐
々
に
回
復 

す
る
と
、
今
度
は
ガ
ソ
リ
ン
や
灯 

油
な
ど
の
燃
料
不
足
が
»
著
に
。 

地
*
直
後
は
、
公
共
交
通
機
藺
も 

ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
た
め
、
ガ
ソ 

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
、
燃
料
を
求 

め
る
車
が
丨
•
。
以
上
に
わ
た
っ
て 

法
滞
す
る
と
い
う
興
常
寧
®
が
毎 

曰
の
よ
う
に
#
;
生
し
ま
し
た
。 

€
1
1
4
5 

東
北
地
方
太
平
洋
冲
地
1
1
と
い 

う
未
曾
有
の
大
災
害
は
、
す
さ
ま 

じ
い
慘
状
と
、
生
活
の
大
混
乱
を 

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。 

強
い
揺
れ
で
終
わ
ら
な
い
。
大 

津
波
で
も
終
わ
ら
な
い
。
す
べ
て 

の
人
の
生
活
に
暗
過
ぎ
る
影
*
を 

§
し
た
今
回
の
災
害
の
爪
あ
と 

は
、
あ
ま
り
に
も
探
く
、
大
き
い 

も
の
で
し
た
。 

次
の
ぺ
丨
ジ
で
は
、
津
波
に
よ 

る
主
な
被
害
状
況
を
写
真
で
お
伝 

え
し
ま
す
" 

流
出
な
ど
で
大
打
攀
を
受
け
た
ほ 

か
、
漁
»
は
全
体
の
9
«
以
上
と 

な
る
5
7
2
« 

(

来

}

が

被

害 

に
。
家
屋
な
ど
建
物
へ
の
被
害
も 

大
き
く
、
非
住
f
み
で
全
壊
が 

2
1
8
1
r
半
壊
は
8
6
棟
に
も
の 

ぼ
り
ま
し
た
。
{
嵌
} 

こ
の
ほ
か
久
慈
港
半
崎
地
区
で 

は
、
久
慈
国
家
石
油
《
»
基
地
の 

地
上
施
股
が
ほ
ぼ
全
壊
。
北
日
本 

造
®
久
慈
工
場
も
壊
滅
的
な
被
害 

を
受
け
ま
し
た•

 

ま
た
市
の
施
股
で
あ
る
地
下
水 

族
科
学
館
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
、
も
ぐ 

ら
ん
ぴ
あ
レ
ス
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
全 

壊
"
昨
年
8
月
に
開
所
し
た
ば
か 

り
の
海
女
セ
ン
タ
丨
は
、
施
股
す 

ベ
て
が
液
出
し•

辟
形
も
な
<
な 

つ
て
し
ま
い
ま
し
た
， 

死
者
3
人
、
負
傷
者
7
人(

救 

急
搬
送
}
、
行
方
不
明
者
2
人
。 

S
尊
い
命
ま
で
も
が
津
波
に 

よ
つ
て
奪
わ
れ
ま
し
た
• 

g
_
i 

想
像
を
f
e
す
る
甚
大
な
被
害
に 

如
え
、
停
電
と
断
水
、
電
括
も
一 

部
不
通
。
さ
ら
に
は
大
き
な
余
霧 

が
統
い
たiSMi

で
、
1
1
日
の
®
難 

者
は
全
体
で
約
3
0
0
0
人
"
市 

が
指
定
す
る
避
«
所
だ
け
で
は
足 

§
M
i 

3
月
1
|
曰
|
4
時
4
6
分
こ
ろ
発
生 

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
。 

久
慈
市
で
は
f
t
度
5
弱
を
»
«
し 

ま
し
た
•
1
4
時
4
9
分
、
大
津
波
* 

«
が
発
表
さ
れ
る
と
同
時
に
、
市 

は
災
害
対
策
本
部
を
股
匿
し
、
沿 

岸
地
区
に
住
む
丨
4
8
9
世
帯
4 

3
0
0
人
に
避
籠
を
指
示
。
消
防 

職
員
，
消
防
団
興
な
ど
は
久
慈
湊“

 

K

訪
下
、
小
袖
、
久
S
4
力
所
の 

水
門
を
B
時
ま
で
に
閉
鎖
し
、
懸 

命
に
避
難
を
指
示
し
て
回
0
ま
し 

た
• し

か
し
マ
グ
ニ
チ
ユ
~
ド
9
.
0
と 

い
ぅ
世
界
最
大
級
の
地
震
が
引
き 

起
こ
し
た
滓
波
の
威
力
は
す
さ
ま 

じ
く
、
沿
岸
全
地
区
に
惨
状
が
広 

が
り
ま
し
た
。 

す
べ
て
の
漁
港
旛
股
が
播
壊
や 

!« 石 
為い光• 

3 7 

被
害
知
り
え
な
い
人
へ 

今
回
の
津
波
で
、
沿
庠
地
区
は 

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
" 

丨
®
部
分
が
ご
っ
そ
り
無
<
な 

つ
た
家
*
だ
る
ま
落
と
し
の
よ
う 

に
®
根
だ
け
が
残
っ
た
家
、
す
べ 

て
が
流
さ
れ
辞
形
も
簇
く
な
っ
て 

し
ま
っ
た
家…

"
生
活
と
家
族
の 

搏
点
を
失
っ
た
人
が
い
ま
す
"
家 

は
無
事
で
も
澹
®
や
職
場
に
被
害 

を
受
け
、
生
活
の
術
を
失
っ
た
人 

も
い
ま
す
。
ま
た
*
ど
ち
ら
も
失
っ 

た
人
も
い
ま
す
。 

記
録
写
真
を
振
る
た
め
"
被
災 

地
を
回
っ
て
い
る
と
き
、
い
ろ
い 

ろ
な
声
を
»
き
ま
し
た
。 

「

借
金
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
。 

こ
れ
か
ら
だ
っ
た
の
に』

。 

「

命
は
助
か
っ
た
•
こ
れ
で
良 

かC

た
と
思
え
ぱ
い
い
の
か…

」
•
 

掛
け
る
言
蕕
は
見
つ
か
り
ま
せ 

ん*

ど
ん
な
®
を
し
て
い
い
の
か 

も
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ
鞠 

が
痛
く
な
り
ま
し
た
• 

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
仕
打
ち
。 

牙
を
む
い
た
と
き
の
自
然
は
、
こ 

ん
な
に
も
恐
ろ
し
ぃ
も
の
か
と
、 

今
で
も
恐
怖
を
®
じ
ま
す
" 

市
内
の
被
害
状
況
を
知
り
ぇ
て 

い
な
い
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
" 

こ
こ
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
ほ
ん 

の
一
部
で
す
。
被
災
し
た
人
が
ど 

ん
な
に
大
変
な
状
況
に
あ
る
か…

。 

直
接
、
話
を
闊
く
こ
と
が
で
き
な 

く
て
も
、
写
真
を
見
れ
ば
想
像
で 

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

人
ご
と
で
は
済
み
ま
せ
ん
。
た 

ま
た
ま
沿
庠
部
を
通
り
か
か
つ
た 

と
き
、
津
波
に
襄
わ
れ
る
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
•
津
波
だ
け
で
な
く
、 

他
の
自
然
災
害
に
見
鏑
わ
れ
る
か 

も
し
れ
ま
せ
ん
。
悪
夢
の
よ
う
な 

惨
状
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
津 

波
や
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
、
ど
う 

か
目
に
焼
き
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

被
害
状
況 

I

人
的
被
塞1 

•
死
者…

3
人 

•
負
傷
#…

7
人
{
救
急
搬
送
者 

の
み
} 

•
行
方
不
明
者…

2
人 

I

建
物
等
被
害(

非
住
家
含
む
}】

 

•

全
壊…

2
1
8
棟 

•
半
壊…

秘
棟 

_
床
上
浸
水…

3
9
6
楝 

•
床
下
浸
水…

丨
7
5
棟 

•
<
&
柏…

5
7
2
9 

I

そ
の
他1

 

•
火
災…

ー
件 

※
す
べ
て
3
月
尨
日
現
在 



3月13日，夏斧Sj大崎Ifig®民*か6*8で 
褒されて，た木eaび出す災*ボランティア 

大災害によるすさまじい被害とライフラ 

インの断絶。そんな中、混乱と不安を取 

り除き、被災者の助けになろうと、懸命 

に活動を続ける人たちがいました。 
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前に、前に 
被災者が出た小•中学校6校のうち久慈 

中学校と久喜小学校の卒業式を取材。そ 

こにはカ蠹く前に進もうとする子どもた 

ちと、支える大人たちの姿がありました。 

_
i
i
i
g
a
i
_ 

班
し
い
状
況
の
中
，
避
雌
所
な 

ど
で
は
地
域
で
描
力
し
、
助
け
合 

い
ま
し
た
。
食
事
の
用
意
や
被
災 

し
た
家
の
片
付
け
作
業
な
ど
、
人 

も
物
も
不
足
す
る
中
、
a
か
い
言 

9
1
と
行
動
で
、
被
災
者
を
劫
ま
し 

統
け
ま
し
た
" 

そ
う
し
た
助
け
合
い
の
輪
は
、 

ま
ち
全
体
に
も
広
が
り
ま
し
た
• 

3
月
1
8
曰
、
久
S
市
社
会
福
祉
協 

講
会
が
主
体
と
な
りr

久
慈
地
区 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
--j

 

を
立
ち
上
げ
"
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
の
«
集
を
閧
始
し
た
1
9
日
に
は
、 

受
付
先
の
市
役
所
に
老
若
男
女
丨 

5
3
人
が
集
ま
り
、
初
日
か
ら
戛 

す
さ
ま
じ
い
被
害
に
"
電
気
• 

水
道
な
ど
の
ラ
ィ
フ
ラ
ィ
ン
の
断 

絶
。
«
後
最
大
と
もif

道
さ
れ
る 

こ
の
困
雄
な
状
況
に
、
果
敢
に
立 

ち
向
か0

た
人
た
ち
が
い
ま
す
。 

«
気
•
水
道
.
通
信
事
業
者
な 

ど
は
、
生
活
の
湿
乱
と
、
市
民
の 

不
安
を
取
り
除
<
た
め
、
不
K
不 

休
で
作
業
。
対
応
も
早
<
、
3
月 

1
1
日
の
探
夜
も
東
北
電
力
の
職
百 

な
ど
が
通
電
に
向
け
1
奔
走
し
て 

い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
、 

•
曰
夜
に
は
市
街
地
な
ど
で
電
気 

が
復
旧
"
1
3
日
に
は
水
道
も
市
内 

の
一
部
で
i
i
水
す
る
な
ど
、
®
^
. 

水
道
•
電
話
等
が
徐
々
に
復
旧
し 

て
い
き
ま
し
た
" 

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
よ 

ぅ
と
"
水
鬥
の
閉
銷
や
避
鼇
誘
導 

に
当
た
っ
た
消
防
職
貝
や
消
防
団 

貝
は
、
そ
の
ま
ま
夜
を
黴
し
て
活 

魴
。
翌
日
か
ら
は
被
害
状
況
の
把 

握
や
、
が
れ
き
な
ど
の
撤
去
、
行 

方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
と
"
•
» 

し
か
け
ま
し
た
。 

蘭
«
し
た
の
は
医
療
«
関
も
同 

じ
で
す
•
久
慈
医
踊
会
と
県
立
久 

S
病
院
は
協
力
し
て
、
避
«
所
の 

巡
回
な
ど
も
実
施
。
県
立
久
慈
病 

院
で
は
救
急
恚
者
の
冶
療
に
対
応 

し
統
け
る
な
ど
、
非
常
車
®
の
中
、 

各
医
療
機
関
が
一
人
で
も
多
く
の 

命
を
救
う
た
め
に
、
治
療
に
あ
た 

o

ま
し
た
。 

被
害
に
加
え
、
燃
料
不
足
な
ど 

で
ス
ト
ッ
プ
し
た
公
共
交
通
で
は
、 

市
民
バ
ス
と
三
陸
秩
道
が
3
月
|
6 

曰
か
ら
a
時
ダ
ィ
ヤ
で
運
行
を
再 

開
"
三
陸
鉄
道
は「

災
害
復
轉
支 

援
列
車j

と
し
て
久
茗
.
野
田
間 

の
無
料
運
行
を
実
施
し
ま
し
た
。 

5
一
を
.
i
モ
i 

大
災
害
か
ら
の
応
急
対
策
を
支 

播
し
よ
う
と
、
全
国
各
地
か
ら
久 

慈
に
駆
け
つ
け
た
人
た
ち
も
い
ま 

す
。
自
衛
隊
貝
ゃ
消
防
職
緝
、
そ 

し
て
警
察
官
で
す
。
北
は
北
海
道 

か
ら
南
は沖

！
！

ま
で
。
全
国
か
ら 

集
ま
っ
た
領
も
し
い
応
援
隊
は
、 

»
も
ゆ
か
り
も
な
い
で
あ
ろ
う
、 

こ
の
久
慈
地
区
の
た
め
に
カ
を
尽 

く
し
て
く
れ
ま
し
た
" 

避W

者
へ
の
炊
き
出
し
や
給
水
， 

救
播
物
《
の
搬
送
、
倍
号
停
止
時 

の
交
通
誘
導
、
危
険
が
伴
う
漂
流 

掬
の
撤
去
作
業
、
行
方
不
明
者
の 

捜
索
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
的 

な
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し
て 

活
動
し
統
け
ま
し
た•

 

井
町
と
長
内
町
で
被
災
者
の
家
の 

片
付
け
作
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
埔 

え
狭
け
、
M
曰
は
活
動
場
所
に
久 

慈
澳
地
区
と
野
田
村
を
追
加
。
男 

女
問
わ
ず
中
学
生
か
ら
年
配
者
ま 

で
、
雎
も
が
必
死
に
な
っ
て
作
業 

し
ま
し
た
• 

3
月
2
6
日
現
在
、
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
教
は
4 
5 

1
人
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
• 

ま
た
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ 

ル
丨
ブ
の
S
E
E
D
と
グ
リ
I
ン 

ピ
I
ス
は
、
2
1
日
か
ら
力 

所
で
募
金
活
動
を
開
始
。r

よ
ろ 

し
く
お
願
い
し
ま
す
！」

と
大
き 

な
声
で
*
金
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も 

活
動
し
た
間
濯
蜚
大
<
ん(

久
慈 

高
2
年)

は『

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

被
災
地
に
初
め
て
行
き
、
被
害
の 

大
き
さ
と
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ 

て
い
る
被
災
者
に
接
し
ま
し
た
• 

ぼ
<
た
ち
も
少
し
で
も
助
け
に
な 

り
た
い
で
す』

と
、
募
金
活
動
に 

串
を
枯
ら
し
ま
し
た
。 

1

番
大
変
で
、
つ
ら
い
思
い
を 

し
て
い
る
の
は
被
災
者
"
そ
の
助 

け
に
な
ろ
う
と
、
多
く
の
人
が
懸 

命
に
活
動
を
«
け
て
い
ま
す
。
S 

k

に
向
け
た
支
a
と
助
け
合
い
の 

輪
は
、
曰
に
日
に
§
|
<
大
き
<
な 

つ
て
い
ま
す
。 

市
民
の
足
で
あ
る
市
民
パ
ス
と 

三
陸
跌
道
が
一
部
道
行
を
再
開
し 

た
3
月
：s

曰
’
予
定
か
ら
4
曰
a 

れ
て
久
慈
中
学
校
一
宇
部
S
男
校 

長
•
生
徒
5
2
3
人
}
の
卒
業
式 

が
閹
か
れ
ま
し
た
。 

大
災
害
が
発
生
し
た
3月

：
：
：

日 

は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
卒
業
式 

の
前
日
"
生
徒
、
教
職
眞
も
全
昌 

無
事
で
し
た
が
、
約
M
人
が
住
宅 

な
ど
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し 

た• し
か
し
卒
業
式
は
、
嫌
し
い
状 

況
に
も
負
け
な
い
と
い
う
意
思
表 

示
を
す
る
か
の
よ
う
に
、
滞
り
な 

<
進
行
。
卒
業
狂
書
の
授
与
に
疑 

き
、
宇
部
校
長
は「

未
曾
有
の
災 

害
を
教
M
と
し
て
*
助
け
合
い
、 

困
鼇
を
兼
り
e
え
て
い
っ
て
<
だ 

さ
い」

と
卒
f
1
7
1
人
に
エ 

丨
ル
。
川
又
裕
吉
P
T
A
会
長 

广 

熟 
--とい!”？合！？ 

は『

災
害
で
見
通
し
が
つ
か
な
い 

ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
今
" 

わ
た
し
た
ち
に
必
要
な
の
は
手
を 

携
え
て
助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
で 

す
。
元
気
に
、
元
気
に
、
暮
ら
し 

て
い
き
ま
し
ょ
うJ

とB：

気
づ
け 

ま
し
た
* 

卒
業
生
を
代
表
し
•
川
又i

了 

く
ん
は『

以
前
の
よ
う
な
暮
ら
し 

に
戻
る
た
め
に
は
*
さ
ま
ざ
ま
な 

問
埋
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け 

れ
ぱ
な
o
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
支 

え
合
い
、
困
籠
を
秉
O
S
え
て
い 

き
ま
すJ

と
力
強
く
決
意
を
述
べ 

ま
し
た•

 

卒
業
生
、
在
校
生
、
《
職
苜
、 

保
護
者
の
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
た 

卒
業
式
。
卒
業
生
は
雎
も
が
し
っ 

か
り
と
前
を
向
き
、
学
び
舎
を
* 

立
ち
ま
し
た
。 

a
l
i 

家
屋
に
漁
港
、
漁
紛
な
ど
、
災 

害
の
爪
あ
と
が
探
く
刻
ま
れ
た
久 

喜
地
区
。
津
波
に
f
t
わ
れ
た
3
月 

u
r
n
、
久
喜
小
学
校(

瀑
田
基
子 

校
長
.
児
重3

人)

は
午
前
授
突 

で
、
地
震
発
生
時
、
児
童
は
す
で 

に
下
校
し
て
ば
ら
ば
ら
。
地
域
の 

人
た
ち
の
避
難S5

導
で
助
か
っ
た 

も
の
の
5
人
が
住
宅
を
流
さ
れ
る 

な
ど
の
§
を
受
け
ま
し
た•

 

同
校
の
卒
業
式
は
、
B
時
休
ね 

明
け
の
3
月
1
8
曰
。
災
害
以
降
、 

避
難
所
で
の
生
活
を
«
け
る
》
童 

も
含
め
、
全
H
が
出
度
し
ま
し
た
。 

1

人I

人
の
長
所
を
紹
介
し
な 

が
ら
卒
i
I
O
人
に
卒
業
旺
書
を 

手
液
し
た
後
、
澤
田
校
畏
はr

家 

を大切に：と••田校長 

族
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ
ん
、 

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
っ
て
く
れ 

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
"
卒 

業
生
の
皆
さ
ん
、
夢
は
生
き
て
い 

れ
ぱ
こ
そ
か
な
え
ら
れ
る
も
の
で 

す
。
自
分
の
命
も
、
他
人
の
命
も 

大
切
に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
いj 

と
強
い
思
い
を
。
仲
杓
正
和
P
T 

A
会
長
は「

津
波
は
怖
か
っ
た
で 

し
ょ
う
*
で
も
、
み
ん
な
で
め
げ 

ず
に
励
ま
し
あ
っ
て
<
だ
さ
い
。 

久
S
地
区
の
将
来
を
担
う
皆
さ
ん 

の
未
来
が
明
る
い
こ
と
を
折
り
ま 

すJ

と
顔
い
を
込
め
ま
し
た
。 

卒
業
生
は
門
出
の
3
«
で『

た 

<
さ
ん
の
人
に
守
ら
れ
*
支
え
ら 

れ
て
き
た
こ
と
へ
の
«
謝
を
忘
れ 

ず
‘
勇
気
を
胸
に
旅
立
ち
ま
す」

 

と
大
き
な
声
"
不
安
な
心
を
抑
え 

て
胸
を
張
り
、
た
く
ま
し
い
姿
を 

見
せ
ま
し
た
"
下
級
生
や
保
護
者
、 

矜
職
苜
か
ら
は
漏
か
い
拍
手
。
多 

く
の
人
に
見
守
ら
れ
、
1
0
人
は
未 

来
へI

串
* 

a
み
出
し
ま
し
た
。 
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information 

被災者への 
支 援 制 度 貝 坦 の 貝 1 M t 

今回の災害で被害を受けた人を対象とした、主な支援制度をお知らせします。 

詳しくは、担当課にお問い合わせください。 

IはじめにI支援を受けるには""り災証明書_!が必要です Q 住宅の応急修理 

被災者が、資金の貸付や拾付、現物支給な 

どの支援を受ける手順は次のようになります。 

1.「り災証明書』の発行を受ける 
住宅の被害状況を確認するための証明醫で 

す。窓口は市役所1階市民課（052—21〗7)に 

なります。印鑑をお持ちください
a 

2.り災証明書の「建物被害j欄を確認 
被害状況に応じて、「0印_!が付いた支援が 

受けられます。区分は右表を、制度の内容は 

下記をご！！ ください。 

全壊 
(S出） 

大規横 
半壊 

半壊 床上浸水その他 

1被災者生活再建 
支援芻度 〇 〇 

公災害捶護資金の 
貸付 〇 〇 〇 
住宅の応急修理 :

»応©««注宅eど’ 
に入届していない方 

〇 〇 〇 
®生活必需品の給 
与 〇 〇 〇 〇 

丘生活堪技資金鞋度 
の»付（進社費） 〇 〇 〇 1 o 1 o ！ 

a 被災者生活再建支援制度 
0社会福社B 052-2119 

• • 支 齡 ) 

被災した世帯に支援金を支給します。支給額は 

次の2つの合計額になります。 

»世》人敗が〗人の場合は、3/4の金額になります 

•基程支援金（住宅の被塞程度に応じて支給） 

支給額” • t全壊など丨00万円 

茗大規楔半壞50万円 

•如算支捶金（住宅の再建方法に応じて支給〉 

支給額…X建設•購入20 0万円 

f補修 丨00万円 

さ貸貸（公営住宅を除く）50万円 

I例】全壤し.新たに住宅を理設••入する場合は300万円 

を支給（基S丨00万円+»»200万円=300万円） 

【活用できる人】 

全壊（S出V大規攫半壤 

【申請期間1 

支援金の種類によって異なります。2つの支援 

金を受けるには、Iの期問で申講ください。 

V基理支援金…被災後1年1力月以内 

2加算支援金…被災後3年〗力月以内 

_ 災 害 援 護 資 金 

I 磁 雜 紐 C52-2119 

し内容…雜貸付) 

再建に必要な資金を貸し付けます。 

•世蒂主に1力月以上の負傷がある場合 

a:負傷のみ 150万円 

言家財の1/3以上の損害250万円 

:f住居の半壊 270万円 

^
 K

 « .4:住居の全壊 350万円 
^ ^ •世帯主に1力月以上の負傷がない壜合 

1家財の1/3ム^±の損害〗50万円 

之住居の半壊 170万円 

t住居の全壊（®を除く）250万円 

劣住居全体の滅失、流出350万円 

【活用できる人】 

全壇（至出/大規模半壞 

※ただし所得制®があります，金顔は市民税における平成 

21年の思所得金額です•世帚人員1人…220万円•世帚 

人« 2人…430万円•世帚人B 3人…620万円•世帚人興4 
人…730万円•世帚人興5人以上…5人目から1人30万円 
を加算。ただしが滅失した場合は1.2TO万円 

[申請期間】 

@社会S祉譚052-2119 

( 内 容 … 修 理 代 行 ) 

自ら修理するのが困_な世帚に対して、被災し 

た住宅の居室、台所、トイレなど日常生活に必要 

な8小®Sの部分を応急的に修理します。 

修理は、久慈市が業者に委託して実施します。 

•修理陲度額 

1世帚あた052万円 

※同じ住宅に2以上の世蒂が同居している場合でも1 
世帚とみなされます 

【活用できる人】 

全壊(无出)大投模半壊半壊 

※ただし応急坂投住宅などに入居していない方 

【申！*期間】 

被災後1力月以内。予定のある方は速やかにお 

問い合わせください。 

し 内 容 … 資 金 貸 付 ) 

被災したことで、臨時に必要となった黄用を貸 

し付けます。 

•福祉資の隈度額など 

頃 度 額 丨 利 率 丨 据 _ 期 間 ； 僕 還 期 間 

,保証人あり…無利子6力月7年以内 
150万円 

保証人なし…年1.596丨以内 (目安） 

【活用できる人】 _ _ 

全壊（S出):大規模半* _半* _ 一®政損•床上浸水•その曲 

|
4 

生活必需Sの輅与 

L 
職会)H ia 052-2119 1 

( 内 容 … 現 物 支 給 」 

住宅の損壞、漫水など、災害で生活上必要な衣類. 

稷具、その他日用品などを失った0、損害を受け 

た場合に，日常生活を営むのに最小頃必要なもの 

を拾与します。 

【例】対象となる物…衣類、布団、調理器具、炊飯 

器、食器、暖勇器具など 

ただし、災塞により失った物の補®や、見g品 

という性格のものではありません。住宅被塞の要 

件を演たしていても、別に保管したものがあった 

0、寄譖を受けたりしていれば給与対象舛となり 

ます。 

【活用できる人】 

全壊（助广夫規《*«
-

 •床±i»水 

「り災g明書jがなくても利用できる貸付菊度 觀 
•緊急小口資金（特例貸付制度） 
災害などで、緊急かつ一時的に生計が困難な場 

合に貸し付けます。※左の生活福祉資金制度の 

—部です。同制度には通常の貸し付けもあります 

隈 度 額 到 幸 ‘ 据 置 期 間 街 運 期 間 

IIQ^ra 「 厂 1 年 以 内 2 年 湖 t 

IS久S市社会®社協議会053—3880 

•応急生活貸付資金の貸付 ※保IE人が必要 
応急的に生活資金が必要な世帯に貸し付けます。 

頃度!i — ‘ 僕運期間 

I 5 万 円 「 無 利 子 〗 年 以 内 2 力 月 以 内 

O社会福社» 052-2119 

平 平 洋 沖 市 地 震 災 害 f t S 金 

義援金募集 

抒さんの 

支援を!! 

市では、市内の被災者を支援するための義a金を募集しています。市役 

所では現金による義援金も受け付けています。皆さん、ご協力をよろしく 

お願いします。 S社会福祉課052—2119 

•振込先…岩手銀行久慈中央支店/普通預金2057丨88 

• •座名義…久慈市地震災害S援金•受付期間…9月30曰（金）まで 

※備考•に《入者名をE入。？1状発送のため入金前に社会SSh課へご達格腰います 

13 

今
こ
そ 

今
こ
そ 

乂
持
ち
を1

一
つ
に
す
る
と
き L

-

. シ 

カ
を
<
|
|
ゎ
せ
る
と
； 

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も 

災
.
？：

：

は
き
つ
と
乘
り
越
え
ら
れ
る 

1 7 ^ 1 
n 

こ
の
人
災
.
？n。

全
|
|
|
^
で
_
二 

乘
り
越
え
て
い
き
ま
し
よ
う 

1 

.
v
f 

m
な
ぃ 

こ
れ
が
久
慈
か一

•
 

津
波
襲
来
後
、
被
害
状
況
を
記 

86

す
る
た
め
に
沿
岸
地
区
を
回
る 

と
、
目
を
疑
ぅ
光
景
が
飛
び
込
ん 

で
き
ま
し
た
。 

信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
す
さ
ま 

じ
い
被
害
。
小
さ
い
こ
ろ
家
族
で 

ド
ラ
ィ
ブ
に
行
っ
た
海
*
友
遠
と 

遊
ん
だ
海
水
浴
壜
"
自
分
も
従
事 

し
た
ィ
ベ
ン
ト
の
会
場
。
取
材
で 

行
っ
た
漁
港
や
観
光
施
設…

。
ど 

の
場
所
に
行
っ
て
も
、
そ
の
と
き 

の
姿
か
た
ち
は
ま
っ
た
<
残
っ
て 

い
ま
せ
ん
で
し
た•

 

ぼ
う
然
と
し
て
、
言
葉
も
出
ま 

せ
ん
”
か
わ
0
に
粟
が
あ
ふ
れ
ま 

し
た
* 

悲
し
す
ぎ
る
現
実
"
そ
こ
に
住 

み
、
働
き
、
被
害
に
あ
っ
た
人
た 

ち
は
、
ど
ん
な
に
つ
ら
く
悲
し
い 

の
だ
ろ
ぅ…

。
想
像
す
る
と•

括 

を
聞
く
こ
と
さ
え
も
た
め
ら
わ
れ 

ま
し
た
。 

今
は
ま
だ
、
括
を
し
た
く
な
い
、 

思
い
出
し
た
く
な
い
*
考
え
た
< 

な
い
人
も
い
る
は
ず—

。
わ
た
し 

は
被
害
に
あ
っ
た
人
に
今
の
気
持 

ち
を
闔
く
か
わ
り
に
、
今
の
状
況 

を
写
真
で
残
そ
ぅ
と
決
め
ま
し
た
" 

慊
状
を
切
り
取
っ
た
写
真
が
、
た 

と
え
す
べ
て
で
は
な
<
て
も
、
つ 

ら
く
悲
し
い
被
災
者
の
気
持
ち
ま 

で
も
伝
え
て
く
れ
る
と
信
じ
た
か 

ら
で
す
。 

頭
を
下
げ
，一

枚
。
ま
たI

枚
" 

何
枚も

®:

枚
も
写
真
を
*
り
た
め 

ま
し
た
。 

今
こ
そ
丨
-

そ
ん
な
中
*
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ 

丨
ド
で
漂
滾
均
や
が
れ
き
な
ど
の 

撤
去
作
業
は
進
め
ら
れ
て
い
き
ま 

し
た
。
さ
み
し
い
反
面
、
復
興
に 

向
け
た
！
！
：
い
の
よ
う
な
も
の
も
® 

じ
さ
れ
ま
し
た
* 

被
災
し
た
人
か
ら
も
、
悲
し
み 

や
つ
ら
さ
だ
け
で
な
く
、
力
強
い 

声
も
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。 

f

ま
た
頑
張
っ
け
え
な
！J 

『

ど
う
に
か
な
る
さ
と
思
わ
な 

い
ば
な
ん
ね
え
し
、
ど
う
に
か
し 

ね
え
ば
な
ん
ね
え—

こ 

再
開
に
向
け
、
す
で
に
漁
©
を 

発
注
し
て
い
る
漁
業
者
も
い
ま
す
。 

悲
し
み
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
抑
え 

込
み
、
被
災
し
た
人
た
ち
は
立
ち 

上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

必
死
に
活
動
す
る
災
害
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
の
一
人
が
言
い
ま
し
た
• 

「

親
友
も
被
害
を
受
け
ま
し
た
6 

自
分
も
何
と
か
し
て
被
災
者
の
助 

け
に
な
り
た
い
ん
で
す 

非
常
事
想
。
大
き
な
因
鼇
に
直 

面
し
た
今
こ
そ
、
全
市
民
が
気
持 

ち
を一

つ
に
し
*
力
を
合
わ
せ
、 

助
け
合
っ
て
い
<
べ
き
で
は
な
い 

で
し
ょ
ラ
か
。 

こ
れ
ま
で
も
久
慈
市
は
津
波
な 

ど
の
災
害
を
何
度
も
乗
り
e
え
て 

き
ま
し
た
。
全
市
民
の
気
持
ち
と 

力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
今
回
の
大
災 

害
も
乗
O
S
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。 

記
録
的
な
被
害
の
次
は
復
K
の 

記
録
を
丨
"
全
市
民|

丸
と
な
っ 

て
、
こ
の
大
災
害
を
乗
り
越
え
て 

い
き
ま
し
よ
う
* 



23広糴くじNQ丨22 

140 

Information 

被災者への 
支 援 制 度 な j 

市税の軽減•減免と»付擔予 輊自動車税の取り消し 

• 市 税 の 輕 滅 • 減 免 

災 害 に よ る 税 金 の 輊 « • 減 免 が あ 0 ま す 。 住 宅 

や家財、事業用の資産（船、小屋など）に損害を 

受けた場合は、税務課までご相談ください。 

• 市 税 の « 付 

災害により、《付を猶予する場合があります。 

収衲対策Sまでこ•相談ください。 

M H S S S B B S I 
今回の災害によって住宅、家財、その他の財産 

について、おおむね1/2以上の損害を受けた人は、 

申請によ0国民年金保険料が全思免除になります。 

7月末曰までに、ニ戸年金事務所か、市民課(Q 

52-2118)で免除申請の手残きをしてください。 

※打象P手内容など、詳しくはお問い合わせください 

【•座振謦の利用者へ1 

保埃Sの•座S替を利用している人で、被災により 

今後の«付が困難な方は、•座S替の停止手Rきが必 

要です。速やかにニ戸年金事務所にご相Rください-

今回の災Sによって使用不能になった輊自動車 

に限り、申し出により平成2 3年度輊自動車税の課 

税を取り消します。印鑑を持参し、税務課に申し 

出てください。ただし、修理をして今後使用する 

車両は対象外です。 

• 対 象 車 両 

(D久慈市の標塞交付を受けた原動機付自転車、小 

型特殊自動車など 

：!；久慈市に登録のある四輪の輊自動車、125ccを超 

えるパイクなど 

•必要なもの 

印鑑、申出害（税務課にあります） 

n付書発送後に申し出る場合はw付害も待麥 

圏 

災塞により被害を受けた人を対象に、保育料を 

減免する制度があります。詳しくはお問い合わせ 

ください。 

災害の生活卜ラブルQ&A 
久Sひまtoり塞金法律事SKi *田»大弁謹士 

同法*事務所では当分の®. «S5理などすぺての相RS V 

_年6で行います.相K予(061-1818)〜. 

Q.羣、葷躅保»で豪せる？ 

渣波で自動®;&かない状Sになってしまいました， 

輩甬保険でSしてもSうことはできるでしようか”？ 

A.特妁があれば適用される壜合も 

asの康甬保険には•堆* (津波含む）の場合の免« 

が定められています•ただし待約がつけられていた場合 

にはs甬保埃がa罔される場合もあoます。詳しくは加 

入している保険会社にお問い合わせください， 

Q.自宅の修理。支援はないの？ 

潭波で自宅の大規模修_が必要になってしまいました》 

住みRけたいのですが、今の住宅ローンに加えて修理代 

金の負担は困Rです，どうにかならないでしようか？ 

A.特約があれば適用される壜合も 

たとえ建扨が全頃しても住宅ローンの支払い轅務はな 

くな0ません。ただし住宅金iSI支援««などは被災者へ 

の特例を発表しており、ローンの負担をgくすることが 

できる可矩性があります。諄しくは住宅ローン会社にお 

閾い合toせください， 

また大規模修繕が必要な場合の修理代金は、支援金を 

受給でSる場合もあります。（21ァ支援制度の〗を参照） 

災害の影響で、内容が変更になった 

ものなどをお知らせします 

• ^ 1 

選挙 

施設 

4月10日執行予定の岩手県知事選挙•岩 

手県議会 a貝選李と 4月 2 4曰執行予定の久 

慈市議会議員選挙は、延期となります。 

S選辛管理委員会052—2〗11内練472 

3月 2 5曰開設を予定していた消費生活セ 

ンターの利用を延期します。同センターの 

電話（0 5 4 - 8 0 0 4 )も使用できません。 

なお、消 #生活相談は平日 9時〜 1 6時ま 

で 、 市 役 所 1 睹 • 生 活 環 境 課 で 行 っ て い ま 

すので、気輊にご相談ください。 

同センターで行"5予定だった4月の鑛料相 

接（法律•人襦•行政•くらしとお金•多重 

債糖）は、会場を変更して行います•詳しく 

はお罔い合わせくださ 

Ste活環境霹tJ54—8003 

市税 

入札 

公演 

税の申告受付期間と蚋期限は、当面の間、 

延畏になりました。 

EWtt«B052-2114 •収《対SB052—2368 

次の平成23 • 24#度入札参加資格審査申 

講書の提出期限を延長します。 

申 8 畜 は 市 役 所 2 賭 • 財 政 課 、 山 形 雄 合 

支 所 ふ る さ と 振 興 課 で 配 布 す る ほ か 、 市 

ホームページにも掲載しています。 

•市営建設エ*•建設閧達業務_ 4月28曰（木） 

• 籌 a の 買 入 れ 等 - A 月 1 5 曰 （ 金 ） 

※物品の買入れ等は、入札参加資格者名簿 

の有効期間を「平成 2 3年 5月 1曰〜平成 

25年3月3〗曰まで！に変更します 

0 財政 R052—2113 

アンパーホールでは、3月 2 0曰の
1

•小谷 

• 直 子 ク ラ リ ネ ッ ト リ サ イ タ ル j と 3 月 2 7 

曰の永蜂高志芸術監S就任記念コンサー卜 
r

N奮メンバーと仲間たちによるアンパー 

ホール音楽の! 8 0物 jを中止しました。 

チケットの払い戻しは、 5月 3 0曰（月） 

まで、アンパーホール窓口で行います。チ 

ケットを持参の上、お越しください。 

0 ア ン パ 一 ホ 一 ; 5 2 - 2700 
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平成23年度の固定資産税の衲税通知書 

は、4月中旬に送付予定でしたが、震災の 

影響で延期します。（5月中旬に送付予定） 

土地•家屋価格等縦覧帳簿についても、 

縦覧開始を延期します。 

Q避難先をお知らせください 

衲税通知書は例年、郵送や衲税貯蓄組合 

を通じて各衲税者にお届けしていますが、 

被災して親類宅などに避難した人について 

は送付先が見つからないことがあリます。 

衲税通知書が届かなくて衲付が滞った場 

合、督促手数料などが発生することもあリ 

ますので、避難されている人は、避難先を 

お知らせください。 

相談者に応対する職員 

“ - B _税通知書の送付を延期 B被災した土地•家屋など減免 

被災した土地や家屋、償却資産の固定資 

産税については、申請することによって減 

免になる場合があります。 

衲税通知書が届いたら、第1期衲期の7 

曰前までに減免の申請をしてください。 

Q決定までは22年の価格証明 

固定資産税の評価額などの証明は、通常、 

平成23年1月1日現在の価格で発行する 

ことにしていますが、現時点で価格を決定 

していないため、平成22年1月1日現在 

の価格で発行しています。 

ご迷惑をお掛けしますが、ご了承くださ 

いますようお願いします。決定次第、平成 

23年1月1日現在の価格で発行します。 

平成23年（2011年） 
[ホームページアドレス） 

http://www.city.kujuwate.jp/ 
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全国から熱い支援 
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東日本大震災で大きな被害を受けた本市
: 

者 の や 、 ま ち 興 を 支 援 し よ う と 、 

多くのSg支援物資やSS金、市へのM金 

が、全国各地から寄せられました。3月31 

日までの支援者は次のとおリです，（敬称辟) 
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ことち考えられます=申URございませんが、 

被災者への棚支援物資、羲援金、市への寄付金（3月31日までの支援者） 
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心の交流で全国最鬲 



棚 M m (4月18曰現在） 

区分 雜 額 麋考 

社会霪祉籌投 91万円丨 ssa.デイサービスセンター 

牽 生 族 設 1儷円 水道、し庠》理»»など 

消 防 旃 設 7,430万円 など 

B光旃S 8億9.898万円 もぐらmあなど 

酉 エ 闖 係 94.ft572万円丨 S*承，ェど 

奠 篥 藺 係 1歯5547万円 レストシ3ツプなど 

？•篥醺係 4億1300万円 nrnms 
水 産 闥 係 88億3>567万円 JBエ象*«など 

S港旄投等 10億6.450万円 5水®««など 

土 木 旃 設 7億Z874万円 258.'ム1下*«など 

字 校 旄 股 60万円 小• 

« 育 関 係 5̂11万円 •文<t*sなど 
通 信 関 係 2̂26万円 夢ネットWIなど 

訐 218 « 4̂26 75R ！ 

1万=?条**四法£入しています 

145 
5広報くじNo〗24 

^ ^ 3 、与.• -•= 

栗曰本大震災の発生から1力月 

がたつた4月1丨曰
a
地曩発生時到 

のM時 4 6分、市内各地で1分間 

の！?とうがさSげられました
： 

児 童 約 2 0 人 が — し 校 舍 に も 

被害を受けた長内小字校{沢里》 

子校長•兒童272 A)。6年2組の 

教室では、はじめに菊地梢先生が 

「悲しいことに津波で亡くなつた人 

や、まだ大変な思いをしている人 

がたくさんいます
s
命がある幸せ 

を忘れずに1分〗秒を、そして家 

族や友達のことを大切にしてくだ 

さい」と、語リ掛けました。 

じつと前を見て話に面き入る子 

どもたち。防災行政接糠がM時46 

分を告げると、外を向いて目を蘭 

じ、静かに祈りをささげましfju 

襦場菜潘ざん（6年）は「今、 

普通に生活できていることが本当 

に幸せなことだと思いますjと翼 

朔な表情-菊地愛花さん<P»はr自 

分の家も流されるかと思いました。 

避難して自分たち^®かったけど、 

まだ字校にも行けていない人もい 

ます。わたしたちは幸せだと思い 

ます」と津波を振り返リノ普通’ 

である幸せを^^していました* 

4月20曰現在、東日本大震災 

による全国の死者•行方不萌者は 

2万73丨7人》13万人以上がg雛 
を取、られています， 

m m 

3丨広報くじNq124 

4月5日、宮古市と基石市のトロ一ル船（底引き 

9隻が久慈港に入港し、スケトウダラ約20 

しとマダラ約5リなどを棚げ。威^)よい漁業者 

の声が飛び交い、港が活気づきました， 

震災後、他地区の船が久慈港で水揚げするのは 

初めて。津波によリ大きな被害を受けた久慈港で 

すが、応急作業などによリ、かろうじて難を確兔 

他の港に比べて^#が整つていたことから、営古、 

釜石からの«を受け入れることができました。 

XS萬さんぼ師）は「城なら船が着けられ 

るというごとで入港しました。あリがたいことで 

す。こ_にも家をなくした件間がいます
：
普®(こ 

比べれば魚の量も質もあまリよくあリませんが、稼 

いでいれば»なこと、つらいことも忘れられま？”： 

黙つているよリはし、ヽですね」と、額の汗をぬぐつ 

ていました。 

む 』 a 
したトロー?HB 

2 魚の入った箱を手摩よ 
く »に雄ける)wa* 

3/スゲトウタラ.マダラ 
©eか，カレイなど“ 
鬟wされ*した 

窖の内訳U月18日現在 

区分 ― ― 
公 共 捶 設 市営魚市場など8旃設 

民 閹 旃 段 市HSftS加工暹など559 mss 
漁 m 流Hk ««など575* 
漁具•魚《 S具fiSOO人分、定»023式ほか 
渙港旃s等 桑炮角港ほか針13旌設 

ダ—.、.‘ 

. ' 、 ゾ ’ / 

3 月 1 1 日 に 発 生 し た 東 曰 本 大 

震 災 か ら 1 力 月 半 。 被 害 額 は 

4 月 1 8 曰 現 在 で 2 1 8 億 円 を 

超 え ま し た 。 そ ん な 中 、 津 波 

で 甚 大 な 被 害 を 受 け た 沿 岸 部 

で は 、 が れ き の 撤 去 な ど 復 旧 

作 業 が 行 わ れ 、 被 災 者 用 の 仮 

設 住 宅 の 建 設 も 進 め ら れ て い 

ま す 。 復 旧 • 復 興 に 向 け て 一 

歩 一 歩 前 に 進 む 久 慈 市 。 今 回 

は 、 復 旧 作 業 の 状 況 な ど を お 

知 ら せ し ま す 。 （ 9 す ま で ） 

W
薯
は
年
間
予
算
以
上 

3
月
1
1
曰
：
：
：
時
4
6
分
に
発
生
し 

た
東
日
本
大
震
災
。
発
生
か
ら
丨 

力
月
が
た
ち
、
被
害
の
S
大
さ
が 

数
字
に
も
表
れ
て
き
ま
し
た
。 

4
月
1
8
日
現
在
で
市
が
ま
と
め 

た
被
迸
額
は
2
1
8
億
円
以
上
。 

内
訳
を
み
る
と
、
沿
庠
部
に
立
地 

す
る
車
菜
所
や
工
場
な
ど
、
商
工 

g

係
の
被
街
額
が
®
も
大
き
く
約 

9
4
宙
R
。
魚
市
場
や
如
工
場
、
漁 

8、

漁
爲
な
ど
を
含
む
水
産
関
係 

の
被
苒
は
約
8
8
逋
円
と
な
つ
て
い 

ま
す
。 

巧-̂:、"̂ニ〜 

I 
復旧•再岸 
に向けて 

力
強
く 

再
圜
を
目
指
し
て
奮
闢 

大
盡
災
で
、
特
に
大
き
な
被
宵 

を
受
け
た
の
は
、
商
H
M
係
と
水 

廉
閲
係
で
し
た
。
大
律
波
に
よ
り
、 

沿
岸
部
に
立
地
す
る
事
篥
所
や
エ 

場
な
ど
は
、
全
壞
や
捐
壊
な
ど
の 

被
罟
が
多
数
。
水
逢
r
a
係
は
漁
港 

や
作
策
場
な
ど
の
施
®
だ
け
で
な 

く
、
船
や
渙
貝
も
流
さ
れ
、
大
き 

な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

商
工
明
係
へ
の
被
害
の
内
訳
は
、 

商
菓
圃
係
が
5
7
社
、
エ
范
関
係
が 

4
8
社(

4
月
1
8
曰
現
在)

。
な
か 

に
は
、
稼
動
間
始
か
ら
数
年
し
か 

«
過
し
て
い
な
い
£
場
な
ど
も
あ 

0
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
"
¥
-
く
も
再
関
に
向 

け
て
動
き
出
し
て
い
る
企
業
も
あ 

り
ま
す
。
平
成
1
8
年
6
月
に
本
格 

操
粢
を
開
始
し
、
届
用
の|

つ
の 

«
点
と
な0

た
北
日
本
造
船
脚
久 

慈
工
場
で
は
、
が
れ
き
の
撤
去
や 

施
設
の
応
5
?
.•

m
旧
作
業
を
い
ち 

早
く
ス
タ
丨
ト
。
事
業
の
早
期
再 

開
に
向
け
て
、
班
命
に
取
り
組
ん 

で
い
ま
す
。 

再
関
を
目
指
す
企
菠
は
ほ
か
に 

も
。
大
震
災
に
艮
»
わ
れ
、
と
て 

つ
も
な
く
厳
し
い
状
況
に
陷
る
中
、 

河
と
か
活
路
を
見
出
そ
ぅ
と
各
企 

菜
が
鬚
鬪
し
て
ぃ
ま
す
。 

被
害
額
は 

2
1
8
億
円
超 | 

港
湾
機
能
は
早
期
回
復 

凍
波
に
よ
る
被
害
は
陸
上
だ
け 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
船
や 

土
砂
を
陸
地
に
押
し
上
げ
た
だ
け 

で
な
<
、
自
動
屯
や
《
機
な
ど
を 

海
へ
と
引
き
ず
り
込
ん
だ
大
津
波
。 

雄
災
後
、
海
中
の
状
況
は
激
焚
し
、 

堆
欲
物
は
航
行
の
大
き
な
障
害
と 

な
っ
て
い
ま
し
た
" 

港
湾
を
哲
理
す
る
粲
は
、
久
慈 

港
の
«
能
を
同
《
さ
せ
る
た
め
、 

海
中
に
堆
»
し
た
«
物
の
撤
去
作 

装
を
商
ち
に
開
始
。
3
月
2
5
日
に 

は
、
大
型
船
が
人
港
で
き
る
ま
で 

に
愎
旧
し
ま
し
た
。 

港
湾
®
能
の
回
復
に
よ
り
、
3 

月
2
6
曰
に
は
、
救
援
物
資
を
播
ん 

だ
国
土
交
通
省
の
大
聖
し
ゅ
ん
せ 

つ
兼
油
回
収
船「

白
山」

が
久
慈 

港
に
入a

r

芻
災
後
初
と
な
る
大 

型
粉
の
入
港
は
、
少
し
ず
つ
復
旧 

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
印
象
づ
け 

ま
し
た
。
現
在
も
各
®
港
で
は
、 

堆
禎
拘
の
撤
去
作
業
が
進
め
ら
れ 

て
い
ま
す
" 

意
欲
を
燃
や
す
漁
業
者 

甚
大
な
被
害
に
i
f
面
す
る
中
、 

漁
突
g
も
®
興
に
向
け
て
思
欲
を 

燃
や
し
て
い
ま
す
。(

水
産
菜
被 

害
の
概
要
は
上
表)

 

_
で
失
っ
た
分
の
漁
船
を
少 

し
で
も
f
i
t
保
す
る
た
め
、
久
慈
市 

&
業
協
同
坦
台(

蠢1

部
組
合 

長)

は
«
災
遨
後
の
3
月
2
日
に 

丨
2
o
叟
を
発
注
。一

曰
で
も
早 

く
丨
と
の
思
い
か
ら
、
3
月
3
0
日 

に
は
魚
市
場
で
の
鼓
り
も
再
開
し
， 

浜
に
活
気
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。 

現
住
、
進
め
ら
れ
て
い
る
逸
村 

堪
落
の
後
旧
作
策
を
支
援
す
る
た 

め
、
東
北
地
方
整
備
：
？
は
桑
畑
、 

横
沼
、
半
崎
、
玉
の
»
の
4
つ
の 

漁
港
に
大
塑
テ
ン
ト
を
設
級
。
依 

然
、
厳
し
い
な
が
ら
も
、
状
況
は 

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

漁
船
や
a
a
の
a
®
,
施
股
の 

橙
備
な
ど
、
J
c
e
f
i
は
ま
だ
あ
り
ま 

す
が
、
鹿
定
者
は
愎
旧
“
洵
興
へ 

と
力
痒
く
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
-

2
丨
8
抵
円
は
丨
年
問
の
市
の 

一
般
会
針
予
苒
額
以
上
。
被
害
の 

大
き
さ
か
ら
、
ま
だ
把
握
し
き
れ 

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
今 

後
の
綱
杏
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
に 

被
«
額
が
«
ぇ
る
こ
と
も
予
想
さ 

れ
ま
す
。 

後
旧
復
興
全
力
尽
く
す 

3
月
|
|
曰
、
市
は
#
災
後
直
ち 

に
災
害
対
策
本
部
を
？g®

し
、
被 

•
»
状
況
の
把
攫
と
応
急
対
策
に
舞 

走
し
て
き
ま
し
た
。 

3
月
3
0
日
に
は
、
震
災
か
ら
の 

?
s
旧
と
後
興
を
速
や
か
に
、
適
切 

に
進
め
て
い
く
た
め
、
«
I
H
«
W 

本
部
を
股
腰
。
災
®
対
策
本
部
も 

雄
絞
し
、
被
害
状
況
の
取
り
ま
と 

め
な
ど
を
続
け
な
が
ら
、
被
災
地 

の
®
旧
に
向
け
て
！
®
命
に
取
り
粗 

ん
で
い
ま
す
。 

4
月
丨
曰
に
は
、
被
災
者
を
支 

描
す
る
た
め
の
雄
合
相
誤
所
を
-
f
i 

役
所
内
に
設
|
8
。
8
日
に
は
、
被 

災
者
へ
の
支
援
情
®
を
ま
と
め
た 

災
苒
支
援
ガ
イ
ド
プ
ッ
ク
も 

発
行
し
ま
し
た
。 

来
曾
衍
の
大
災
害
か
ら一

歩I 

歩
前
に—

。一

日
も
早
い
復
旧
と 

»
興
を
•
指
し
、
市
は
今
後
も
全 

力
を
尽
く
し
ま
す
。 



さかなクンは玲か上手フ 

グIC麝があることも教えてく 

れまし/^さかなクンが来て 

くれて、前よリもっと元気！ 

一精に来てくれた、もぐちゃ 

んちか》t、かつたです. m 

もぐらんびあかなくなつて 

Tみ.."* T. 7 - . な 

、笑って元気になリました-

また来てほしいです• 
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粗 名 全 壊 大 搬 す 
，S I 1(0)1_ 0 (0)〔 
小久 S 0:0!: 0 (031_ 

丨待 _英〔u
o}

「
0 ii

!ir 
夏共•» lis -20 

0 (0)1_ I 
0 toil 0 [( 

22M 109 (55)!130 +•’ 

_It__2K 
• «8；；'1¥ • 

0431371 (»53){231；164)1973 (‘ 

•OJBしてくれてラれしい 

ss 真 as 
来てくれて、もっと元*! 
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S用g進住宅 《用?？進住宅 
pii目宿f §内宿舍 

久S市利用！_ 6 — 久 8 市 利 用 — ： 

5 田 村 利 甬 _ 1 4 野 田 杓 利 用 

利 月 ！ S 計 2 0
 :

利 用 R 計 ： • 

東日本大震災が発生した3月U 

曰、わたしは自宅にいました。地 

隱の後、すぐに®難したおかげで 

与®でしたが、目宅はすべて流さ 

ftてしまいました* 
久畧保育園での8難所生活でホ 

たくさんの人に革当にお世話にな 

リました=市職員には昼夜交代て 

すっとg鼈所についてもらい、生 

活を支えてもらいました。 

漓防面や女柱®など、地元の人 

たちは食事の_僑や物の手配など、 

同から甸までSかく接してくれま 

した紛を流されるなど目分も大 

突なのに、避睡したわたしたちを 

劫ましてくれましたありがたく 

てあリがたくて漠が出る思いです•= 

住宅の手配など、市役所の対応 

も早く S兼しています。今回の霾 

災で初めて市役所の必要性と、人 

間は一人で生きていけないことを 

旁く感じまし 

元の生活に戻るまで，甸年かか 

るか分かりませんが、頑張るしか 

ないです：^皆さんに感謝しなが 

ら、一曰一日を:^1に 

していきたいです。 

拠点づくり 
着々と一 

被災者の 
生活拠点 

確 
保 
へ 

〜EBIEE^ 

-々 fel 

虞，’ 
4

 - ヒ ぐ ユ -

20n.5_l号 6 

地下水族科学館もぐらんびあで、アオウミガメ1 

匹、カブ卜ガニ6匹<7X5かづ、さい魚ゃエビなどの生 

存がSISされ、4月7日、八戸市水庠科学Kマリ 

エントに弓丨き渡されました： 

もぐらんびあは津波で全壜。堆下の水族Sffi分 

も奥までガレキが法れ込み、生き苺の生存は絶望 

視されていました
c
しかし3月13日、もぐらんび 

あの職員がウミガメなどの生存を51認
；
交流があつ 

たマリエントでは、受け入れを快く承諾しましfCo 

マリエントの吉井仁ifi長はr涅が出る思いで 

す。職員全員で大事にします。いつか、あずかった 

生き梅たちを返せる曰が来ることを_つていますj 

と漠ながらにgしていました-

を、奇_に生き延びたウミガメた 

ち。その力接い生命力は、もぐらんびあの明係者に 

希望を与えました-

m 

か
れ
き
撤
去
急
ヒ
ッ
チ 

大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
宵
を 

受
け
た
沿
俘
部
な
ど
の
家
屋
。
そ 

の
数
は
4
爿
2
曰
現
&
で
9
7
3 

棟
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
" 

ば
れ
、
姿
を
a
せ
た
さ
か
な
ク
ン 

は「

毎
年
会
え
る
の
を
楽
し
み
に 

し
て
い
た
久
慈
市
の
皆
さ
ん
や
、 

も
ぐ
ら
ん
び
あ
が
心
配
で
会
い
に 

き
ま
し
た
。
今
曰
は
久
慈
市
で
出 

会
い
、
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
魚 

た
ち
の
絵
を
描
き
ま
すj

と
、
あ 

い
さ
つ
。
絶
妙
な
ト
丨
ク
で
笑
い 

を
誘
い
な
が
ら
、
メ
パ
ル
や
カ
レ 

ィ
な
ど
の
絵
を
描
き
、
子
ど
も
た 

ち
に
プ
レ
せ
ン
ト
し
ま
し
た
。 

さ
か
な
ク
ン
の
ト—

ク
と
絵
に 

ひ
き
込
ま
れ
、
夢
中
に
な
る
子
ど 

も
た
ち
。
怖
い
思
い
を
し
た
3
月 

=

曰
の
こ
と
は
忘
れ
、
元
気
に
楽 

し
い
時
囲
を
遏
ご
し
ま
し
た
。 

桜
庭
明
日
香
さ
ん(

5
年)

は 

「

ま
だ
余
震
も
校
い
て
不
安
で
す 

が
心
が
安
ら
ぎ
ま
し
た
。
さ
か
な 

ク
ン
が
来
て
く
れ
た
-」

と
を
胸
に
、 

こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま
す」

と
心
を 

込
め
て
ぉ
凡
。
さ
か
な
ク
ン
は「

み 

も M 

も
ぐ
ら
ん
ぴ4|

が
ー 

心
f
i
d
で
へ
_
4
い
に
き
ま
し
だ 

11 

段
も
被
？a

が
多
い
地
K
は
；a

内 

地
区
で
、
全
壞
が
！ 
？
揀
•
人 

2?

換
ヤ
壞
3
0
楝
"
#
«
2
5
0
棟
. 

一
部
祀
《
8
0
棟
の
計
4
7
2
棟
と 

な
つ
て
い
ま
す
。
ま
た
作
家
で
は 

e
t
t
•
久
慈
播
地
K
が
2
0
2
棟 

で
* 

K
も
被
«
を
受
け
ま
し
た
。 

窗
災
敗
後
の
被
災
地
に
は
、
す 

さ
ま
じ
い
置
の
が
れ
き
や
漂
流
物 

が
敗
乱
。
車
の
通
行
に
も
支
»
を 

き
た
す
ほ
ど
で
し
た
。
市
は
政
ち 

に
、
が
れ
き
な
ど
の
撤
去
作
茫
に 

地
域
や
來
栗
《
と
連
携
し
• 

急
ピ
ッ
チ
で
作
聚
を
進
め
ま
し
た
-

{
が
れ
き
な
ど
の
撤
去
の
状
況
は 

下
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い)

 

が
れ
き
な
ど
災
将
麻
索
物
の
仮 

逋
き
坩
も
、
は
じ
め
は
地
民
ご
と 

に
«
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
作
棄 

の
進
行
に
合
わ
せ
て
徐
々
に
®
約
。 

現
在
は
平
沢
地
区
の
&
圃
き
塲
を 

拠
点
に
作
菜
を
進
め
て
い
ま
す
" 

仮
投
住
宅
の
建
投
進
む 

教
災
商
後
、
避
*
^
は
a
入
で 

2
9
丨
6
人
。
坩
乂
や
水
逍
な
ど 

が
後
旧
す
る
に
つ
れ
て
避
難
所
は 

S
,
1
|
«
者
も
自
宅
な
ど
に
戻 

り
ま
し
た
が
、
家
を
流
さ
れ
る
な 

ど
し
た
人
は
、
そ
の
後
も
避
霰
所 

で
の
生
活
を
；
お
い
ら
れ
ま
し
た
。 

(

市
内
の
避
«
所
は
3
月
2
8
曰
に 

す
ぺ
て
閉
«
済
み) 

市
は
、
市
内
に
2
つ
あ
る
城
用 

促
進
住
宅
を
避
難
者
の
当
面
の
生 

活
M
点
と
す
る
た
め
、
利
用
"
!
® 

な
空
き
部
屋
の
改
修
を
行
ぃ
、
3 

3
:
2
4
円
か
ら
避
*
苒
の
受
け
入
れ 

を
始
め
ま
し
た
。 

中
心
部
が
壊
滅
的
な
被
博
を
受 

け
た
野
田
柯
の
避
雜
苔
に
も
同
注 

宅
の
部
®
を
探
供
"
4
月
1
9
曰
現 

在
、
M
住
宅
長
内
宿
&
、
大
川
目 

宿
咎
に
は
針
5
0
世
術
が
人
居
し
て 

い
ま
す
。(

左
衷)

 

ま
た
被
災
者
用
の
仮
®
住
宅
の 

a
.
t
5
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
« 

設
住
宅
は
旧
畏
内
中
孚
»
«
地
内 

に
1
0
戸
、
旧
県
&
久
慈
水
《
商
校 

の
敷
地
内
に
5
戸
を
チ
定
。
4
月 

中
旬
か
ら
作
業
が
始
ま
っ
た
旧
g 

内
中
分
は
、
5
月
中
旬
に
完
成
す 

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
" 

5
月
か
ら
は
順
次
、
坂
設
住
宅 

c

少
し
で
も
早
く
被
災
者
の
生 

活
拠
点
を
確
保
す
る
た
め
、
K
命 

な
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

勢 
大道 

ん
な
が
安
心
で
き
る
曰
が
来
る
こ 

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
"
ま
た
会
い 

に
き
ま
す
！ 

J

と
約
束
し
、
笑
欲 

で
次
の
訪
問
先
に
向
か
い
ま
し
た
。 

今
改
め
て
感
し
る
思
い 

子
ど
も
た
ち
を
元
気
づ
け
た
さ 

か
な
ク
ン
。
も
ぐ
ら
ん
び
あ
と
の 

つ
な
が
り
が
卞
ん
だ
妨
問
で
し
た
" 

同
館
を
a
押
し
て
い
た
、
あ
く 

あ
ぶ
ら
ん
つ
の
宇
®
修
社
長
は
、 

「

«
災
当
卩
に
、
さ
か
な
ク
ン
か 

ら
«
話
が
あ
り
ま
し
た
"
被
？t

に 

あ
っ
た
今
、
改
め
て
、
も
ぐ
ら
ん 

び
あ
に
対
す
る
多
く
の
人
の
〃
思 

い
,
を
效
く
感
じ
て
い
ま
す
。
本 

当
k
あ
り
が
た
い
で
すj

と
、
思 

い
を
募
ら
せ
ま
す
。 

全
壊
し
た
後
も
C
も
ぐ
ら
ん 

び
あ
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
頓
の
き 

つ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
， 

警
" 

曇
-
一
！ 

i 

さかな 
が 

7Z 

気 

心
配
し
学
校
な
ど
K
r
a 

年
成
6
年
の
開
館
か
ら
、
市
内 

外
の
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
校
け
た 

地
下
水
族
核
卞
館
も
ぐ
ら
ん
び
あ
’ 

久
慈
市
を
代
衷
す
る
級
忙
旃
設
は
、 

3
月
：
：
曰
の
津
波
に
よ
り
1
?
壞
。 

職
：nr

は
避
*
し
て
無
#
だ
っ
た
も 

の
の
、
約
2
0
0
«
3
T
-
R
い
た 

海
の
生
き
物
た
ち
は
描
に
な
り 

ま
し
た
。 

4
月
|
3
曰
、
恋
し
み
に
く
れ
る 

施
s
a
t
H
や
閲
係
«
-
と
同
じ
よ
ぅ 

に
心
を
痛
め
、
心
K
を
し
た『

さ 

か
な
ク
ンJ

が
'
A
慈
市
に
。
1
4
ロ 

ま
で
の
2
曰
f
a
!
,
沿
岸
部
の
保
《 

明
、
小
•
中
学
校
で
ト
丨
ク
シ
ョ
丨 

を
r
a
他
し
ま
し
た
。 

さ
か
な
ク
ン
と
！
：
f
f
i
と
の
つ
な 

が
り
が
始
ま
っ
た
の
は
6
年
|
|
(
|
" 

「

よ
り
多
く
の
人
に
海
の
卞
き
物 

を
知
っ
て
ほ
し
い
、
好
き
に
な
っ 

て
ほ
し
いJ

と
い
ぅ
由
者
の
思
い 

が一

致
し
、
平
成
|
7
年
か
ら
毎
年 

同
館
で
ト
丨
ク
シ
m
l
が
開
か
れ 

る
よ
ラ
に
な
0
ま
し
た
" 

久
慈
市
を
訪
れ
た
際
、
さ
か
な 

ク
ン
は
ト
丨
ク
シ
3
丨
で
子
ど
も 

た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
だ
け
で
な
く
、 

早
炳
か
ら
漁
港
に
も
足
を
運
び
、 

渙
5
|
«
と
も
交
流
"
海
と
人
に
接 

し
た
久
慈
市
の
こ
と
を
愛
し
て
< 

れ
て
い
た
の
で
す 

ひ
き
込
ま
れ
て
夢
中
に 

さ
か
な
ク
ン
が
久
«
市
を
訪
れ 

る
の
は今

！
！

で
7
回
目
。
は
じ
め 

に
向
か
っ
た
良
内
小
学
校
で
は
、 

子
ど
も
た
ち
が
H
を
W
か
せ
て
到 

«
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

「

さ
I
か
な
ク
I
ン
！J

と
い 

う
•
/
•
ど
も
た
ち
の
大
き
な
声
に
呼 



跟 1 
岩手断久S中 

S通預金057188 

久S市®*災苦IISS 
4>AaKu:下 C« で 
連«5S|R、します 

：;>:--；« . 

[現全] 

市_ 7§け付け中 

«可龕な頃リ、支a者からの申し出などに蟇 t̂、て吏酸しましたが、各*̂ とに閔遍いがあ 
ることt考えられま？••曲し班ございませんが、C•了承くだfft、ますよういたします 
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被災者への支援籌資、《捶金、市への寄付金 

熱い支援に感謝 

東曰本大震災で大きな被害を受けた本市 

に、多くの救援支援均資や親援金、市への寄 

付金が、全国各地から寄せられました- 4月 

1 日 〜 1 0 日 次 の と お リ で す 。 （ 敬 

_ 15い支援あリがとうござぃます-

【&toびと訂IE] 

E«4月丨5BBに«R 
した》a支S**の5S 
者名に»リがSりました• 
I eWして112します。 
正日吉U町内会 

m下曰吉ijii内会 

災害に関する INFO 
霈するg 8会禧52 - 2!19 

_ ュとこころS»?i«a«6? -3315 
AS®#やsfe者に檗するg介a支s誤《6i-ni2 

センター《6!-1557 

生活トラブル 

ひまわり基金 
法律事務所；«61-)8!8) 

Q.偖家の場合の支援 

制度は？ 

津波で借家が被番を受け 

ました。被災者生活再建支 

S制度は、持ち家ではない 

場合も利用できるのでしょ 

うか？ 

A.偖家でも支援が 

受けられます 

被災者生活再建支援制度 

による支捶金は、住宅が被 

害を受けた世帝に支給され 

ますぐは「借家」であつ 

ても対象で1% 

例えば澤波で倍家が全壞 

した場合には、基磋支援金 

100万RO支!^受けられ 

Q.住宅が半壊の壜合 

の支援は？ 

津波で住宅が被害を受け 

ましたが、リ災狂明書では 

半壊の認定でしfCoこの堤 

合、被災者生活再建支援制 

度は利用できなしでしよ 

うか? 

A.半壤でも支援が 
受けられる壜合も 

半壜でも被災者生活再建 

支援制度を利用できる場合 

があリます。周囲への危険 

を®けるためにやむを得ず 

解体した場^^、棟條黌が 

S額となるためやむを得ず 

解体した場合などですC 

申_するには、住宅建掬 

の滅失登記簿などが必要に 

|久慈市災害見鏈金申請は5月1 6曰渭）まで 

全国各地から久慈市に寄せら 

れた箍援金の中から、久慈市で 

被災した世格に対して、当面の 

生活費に先てるための見S金を 

支給します。（給棚象、金額な 

どは右表をご黄ください） 

•申！！に必11なもの 

3)印鑑（認め印> 

CD世帯主名羨の預金通幔 

•申》受付期ra 

5月16曰（月）までの 

平日9時〜17時 

•申請受付場所 

東日本大震災被災者総合相談 

所（市役所東ffl) 

Emsattaa52-2ii9 

|死t： 
| 行 方 碑 ： 市 が 取 し て 挑 

«災者生活再建支 
J

捶飼度の申a者は• 

見*金も申aしたち 

大««半壊7万円のとして対icします• 
見*金を希望しな 

iい人はお串し出くだ 

5万円 必要 

«重傷…医班の治療を§iナた（治療が⑶な）人 

のうち，1力月以上の治«を要する人 
が対象です•ただし内科的な疾病は対象外です 

»住宅…久B市で生活していたを受け 

た場合が対象です 

次のいずれかに孩当する人は、そ 

の旨を医療機簡の窓口で申し出ると、 

窓口での一部負担金の支払いが免除 

されます。（明面…平成24年3月ま 

で※詳細は後日お知らせします） 

1住家の全半壊、全半焼またはこ 

れに準ずる被害を受けた人 

2主たる生計維持者が次のいずれ 

になつた場合 

05E亡または重し̂!病 

。行方不明 

O業務廃止、休止 

M業して現在®ない 

3原子力災害対策特別摺璽法の規 

定による避無などをした人 

※上kにe当することが後で申fflした場合 
系•で支&つた一部n担全後日遠 

れることがあリます。領取書は大切に保 

«しておいてください 

自費でがれき処理した人へ 

国では、自費でがれきの》理や家 

屋を解体した人への救済策を検討し 

ています。詳しくはお問い合わせく 

ださい
9 

また、これから解体撤去をしよう 

としている人もご職睡います。 

袖災車両の撤去について 

被災した車両は、原則、所有者自 

身で撤去’処理することになつてい 

ます。まだ撤去していない人は、 

早めにお願いします。 

市では今後、愎旧作業や平常時の 

生活に支醸があると思われる被災里 

両を撤去し、一時保管します。被災 

車両をお探しの場合など、詳しくは 

お問い合わせください-

久 慈 市 に ® 器 

してきた人に 

情報をお届け 

します 

久S市役所に氏名などの情報を提供いただければ、 

避S前にお住まいの県や市町村からのお知らせをお 

届けできるようになリます。 

窓口は市役所1階•市民課s 52-2117)です。 
詳しくはお間い合わせください。 
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みんなで応援！巽山公園で1,000個のバルーンリリース 

復興 顔いを空へ ^ 4 ^ J 
_ . i プ _ 

平成23年(2011年) 
..ホ一ムベ一ジアドレスこ 
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| 
の気持ちをのせて、空にはなたれた風給ヽ、、 

卜.-•' ： ‘ •< ブて 

見
学
者
か
ら
寄
せ
ら 

れ
た
メ
ノ
セ
丨
ジ
i 

土風館で津波写真展 

•"な：4 

« 命 r'?. 
一 a も其 <. •速 

r. 
ト纒m. 7HK/ 

4月29日から5月15日 

まで、久慈•野田津波被害写 

真展「愛する故郷へ」が、や 

ませ土風館で開かれました。 

久慈市と野田村の被害状 

況や復旧作業などの写真約 

400点を展示したほか、応援 

メッセージも受け付け。見学 

客は被害の悲惨さを目に焼き 

つけ故郷への思いを 

強くしていました。 
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記 
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た 

市
内
外
か
ら
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0 
0
人
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上
が
参 

早 れ す る 賀 歳 ん しへ 風 の を 
しへ ば o と 子 

^•_ノ 
/-—N ぎ に 風 は 

復 しヽ  み 子 さ を 4戸 ま 乗 ]h/\ njp な 
M しヽ  ん ど /し 連 歳 町 し つ は す 
を で な も は れ 

一 か 
た て 允 と 

祈 す が た “1 て とら o 沿 へ 

つ ね 早 津 参 采f帰 岸 と 
て 1 < も 波 加 花は省 方 舞 青 
い と 兀 悲 の し ちし 面 い 

ヽ 

ま 気 し 映 た や 、 に 上 黄 
し 1 に そ 像 曰 ん巧ミ 飛 が 色 
た 曰 な つ を 澤 へ瑛士 ん 0 な 
o 

も れ で 見 千 1 く で ど 

災
地
に
ェ
ー
ル
を
送
り
た
い
I
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曰
の
天
気
は
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れ
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少
し
で
も
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旧•
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興
に
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け
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き
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開 
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れ 
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催 U 
1_ U 

が I 

4 ス 
月 /--N 
29 街 
曰 の 

駅 
巽 
111 久 
公 慈 
M 主 

風 
ぎ、 
Wti 
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空 
に 
飛 
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復 

の 
願 
い 
を 

す込 
—,め 
バ
ル
丨
ン 

た 
干 
個 
の 

永峰高志 
PhotaNacko Naqasavt» 

N響メンバーと 

仲間たちによる 
アンパーホール 

音楽の贈り物 

風船一つ一つに願いを込めました 

東曰本大震災復興支援 
プロジェク 

アンバーホール復興支援コンサ 

一卜第1弾。同館芸術監督の永峰 

高志氏のほかN響メンノ《一など約 

20人による室内楽コンサ一卜で 

す。（震災で中止になった公演です） 

出演料の一部を復興支援に究て 

るほか、施設を訪問しての演奏会 

も開催する予定です。 

•日時… 8月 9日 W 1 8時 3 0分〜 

••会場…アンノ く一ホ_ル 

•前売り券…全席指定500円 

※当日は70〇円 

ttの妾 

©アンバ-

6月5曰旧)9時〜 
※友の会先行発売6月4曰(土) 9時〜 

OアンバーホールS 52 — 2700 

148 
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できること.目分たちで 
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令錢グ 
^ 'Aiを考えて 

やっているよヰ 

てit»がRてい 
Bいて心Cして 

.家を出て坂の上のS 
B場から傅入かと_«に海を見て 

いたん7己南の万で潘 
ることをラジ才で蜀い”！ 

いたら、目のsiの海がaリ上がつ 

みんなでさらに8い用に•îET
5 

起frしs•つきまでいたes場は 
度をかぶつて_•大きな石やがれき 

t舟んできftu船ち用も全®sさ 
nfi：̂あんなのは見たことがな 

1 \ も う な か つ f o 
今は、蒹長を簟aに全員で先の 
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すつと《から纜いてきている信® 
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の
思
い
と 

は
《
|
»
に
、
一
番
の
目
玉
で
あ
る 

ゥ
ニ
は
津
波
に
よ
っ
て
約
7
割
が 

掩
出
"
4
月
M
日
に
ゥ
ニ
の
実
人 

り
を
！I

査
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
不 

十
分
で
、
飯
苑
で
き
る
状
艨
に
は 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
*
" 

し
か
し
«
ん
だ
末
に
5
月
5
日 

の
1
|
«
を
决
定
。
き
っ
と
待
っ
て 

く
れ
て
い
る
入
が
い
る—

" 

の
中
、1：

生
産
部
を
突
き
動
か
し 

た
の
は
、
®
興
に
向
け
た
意
欲
と
、 

お
客
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
と 

い
う
、
強
く
"
熱
い
思
い
で
し
た
。 

ゥ
ニ
を
矜
て
る
た
め
の
里
要
な
エ 

ザ
に
な
り
ま
す
。
作
袞
はSH

に 

進
み
午
前
中
に
全
て
終
牛
後 

か
ら
は
翌
日
の
漁
に
向
け
て
各
自 

で
休
養
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

大
津
波
が
«
来
し
た
の
は
、
そ 

の
矢
先
の
こ
と
で
し
た
"
宰
い
生 

座
部
貝
は
全
«
»
亊
で
し
た
が
、 

船
や
漁32

は
全
て
流
さ
れ
、
漁
港 

施
設
も
全
壞
。
}
-
|
!
波
が
»
っ
て
く 

る
様
子
を
在
台
か
ら
見
て
い
た
生 

座
部
貝
は
•
恐
怖
と
被
害
の
大
き 

さ
に
途
方
に
籌
れ
た
と
い
い
ま
す
" 

先
が
見
通
せ
な
い
ほ
ど
の
慘
状
" 

漁
を
締
め
る
に
し
て
も
* 

«
け
る 

に
し
て
も
大
«
な
C
と
は
明
白
-
-

S

生
産
部
は
、
大
き
な
岐
路
に
立 

た
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
I 

決
断
全
員
復
興
目
指
す 

同
生
産
部
は
3
月
1
9
曰
と
2
1
日
1 

2
曰
明
と
い
う
H
例
の
曰
程
で
a 

時
枉
会
を
照
.
き
ま
し
た
" 

初
日
は「

こ
の
先
ど
う
す
る
か
、 

»
自
し
っ
か
り
考
え
よ
う」

と
投 

げ
掛
け
て
解
敗
。
2
曰
後
、
出
た 

s
J
d
は「

全
：
2
で
浬
»
を
«
け 

る」

で
し
た
。
塞
も
が
«
み
、
苦 

し
み
、
考
え
込
ん
だ
は
ず
。
そ
れ 

で
も「

や
め
よ
う」

「

や
め
た
い」

 

と
聒
す
卞
度
部
目
は：

入
と
し
て 

え
！」

と
、
成
勢
よ
く
声
掛
け
" 

午
筋
9
時•

お
客
さ
ん
へ
の
熟
い 

思
い
と
、
海ST

へ
の
意
気
込
み
を 

込
め
た
ニ
子
明
市
が
解
を
！
！
け
ま 

し
た
。 

や
む
こ
と
の
な
い
注
文 

問
始
と
同
時
に
、
お
客
さ
ん
は 

勢
い
よ
く
な
だ
れ
込
み
、
テ
ン
ト 

内
は
あ
っ
と
い
ぅ
閲
に
漢
民
に
な 

り
ま
し
た
。 

«
市
に
»
ぺ
ら
れ
た
の
は
、
前 

曰
、
柱
出
で
確
保
し
た
ワ
カ
メ
や 

マ
ツ
モ
な
ど
の
海
藻
W
と
ホ
ヤ
が 

中
心
。
そ
こ
に一

番
人
気
の
ウ
ニ 

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
" 

そ
れ
で
も
お
客
さ
ん
は
文
句1 

つ
言
ぅ
こ
と
な
く
*「

ワ
カ
メ
を 

1*DIJ、
「

ホ
ヤ
？
ノ
ち
ょ
ぅ
だ 

い
丨J

と
、
次
か
ら
次
に
大
&
で 

注
文
。
や
む
こ
と
の
な
い
注
文
に
， 

生
産
»
»
は
袋
結
め
作
業
な
ど
に 

追
わ
れ
ま
し
た
。 

響
く
声
前
よ
リ
大
キJ

く 

家
族
3
人
で
訪
れ
た
中
田
ト
ミ 

さ
ん(

夏
并
"
1)

は「

再
関
し
よ 

う
と
す
る
«
持
ち
が
$
に
す
ば 

ら
し
い
"ar

り
の
按
害
を
見
る
と 

,

涙
が
出
る
よ
う
。
大
変
だ
と
は
思 

い
ま
す
が
、Is®

つ
て
ほ
し
い
で 

すj

と
• 

«
«
ま
つ
た
衷
情
。
市 

内
の
央
家
の
様
子
を
見
に
き
た
と 

い
う
兼
田
純一

さ
ん
{
埼
玉
麻) 

は「

簡
催
し
て
く
れ
て
う
れ
し
い 

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
接
し
ま
す 

し
、
埼
玉
で
も
久
慈
の
海
®
物
の 

お
い
し
さ
を
ア
ビ
丨
ル
し
ま
す」

 

と
熱
いH

丨
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

J6

波
で
®
わ
り
果
て
て
し
ま
つ 

た
港
"
ま
だ
立
派
な
1
!
設
も
»
船 

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
響
き
わ
た
つ 

た
お
客
さ
ん
の
声
は
、
震
災
前
よ 

り
も
大
き
く
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

大
漁
胡
の
も
と
に
大
勢 

熱
い
思
い
は
お
客
さ
ん
に
届
き 

ま
し
た
。
迎
え
た
5
月
5
日
*
厚 

い
«
が
空
を
»
ぅ
ぁ
い
に
<
の
天 

気
な
が
ら
も
、
多
く
の
大
逸
旗
が 

描
げ
ら
れ
た
会9

に
は
、
早
く
か 

ら
大
勢
の
人
が
あ
ま
り
ま
し
た
。 

会
場
の
チ
ン
卜
の
中
で
は
I 

前
の
《
終
確ST

中
ぞ
部
S
は
• 

「

お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
ぞ
お 

！
み
ん
な
で
喜
ん
で
も
ら
う
べ 

に
は
"
ま
だ
ま
だ
多
く
の
»
囲
が 

あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
級
菜
者
は 

K
命
に
前
を
向
き
、
渚
明
し
て
い 

る
の
で
す
• 

そ
ん
な
中
、
ぅ
れ
し
い
知
ら
せ 

が
届
き
ま
し
た
。
市
と
市
漁
B(

e 

f
i
e1

郎
組
台
径)

の
要
鯖
に
«
し 

て
、
北
海
道
函
®
市
と
同
市
逸
協 

が
中
占
船
約
2
0
0
後
の
無
供
提 

供
を
決
定
"
6
月
上
旬
か
ら
順
次
、 

'
A
s
市
に
輪
送
さ
れ
る
予
定
で
す
" 

こ
れ
か
ら
も
浜
で
供
ぐ
*
こ
れ 

か
ら
も
«
を
し
て
食
べ
て
い 
<
丨
。 

活
気
に
あ
ふ
れ
る
浜
の
姿
を
思
い 

描
き
、
こ
の
先
も
渙
策
再
は
力
強 

く
歩
み
を
進
め
校
け
る
こ
と
で
し 

ょ
ラ
0 

想
謝
意
欲
あ
ふ
れ
る 

鋼
市
の
問
始
か
ら
丨
時
I
m
-
T
-
、 

用
意
し
た
海
藻
«
や
ホ
ヤ
な
ど
は
、 

達
_
そ
れ
で
も
お
客
さ
ん 

は
訪
れ
核
け
ま
し
た
"
中
に
は
市 

外
か
ら
激
励
に
駆
け
付
け
る
漁
S 

者
の
咨
も
あ
り
ま
し
た
* 

活
気
づ
く
浜
の
姿
に
"
生
®
部 

H
の
表
情
は
自
然
と
明
る
く
"
そ 

力を合わせるすごさ 

心底実感したよ 

の
様
f
を
見
て
、
中
&
-
部
6
は
思 

い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

r

待
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
も
、 

ど
う
に
か
し
て
応
え
た
か
っ
た
ん 

だ
よ
。
涕
波
で
ひ
ど
い
状
況
の
中
、 

生
産
部
a
は
維
一
人
や
め
よ
う
と 

g
わ
な
い
"
み
ん
な
で
や
っ
た
か 

ら
こ
そ
軛
市
も
間
け
た
。
力
を
合 

わ
せ
る
こ
と
の
す
ご
さ
を
心
在
実 

«
し
た
よ
。
お
客
さ
ん
も
、
お
れ 

た
ち
の
こ
と
を
助
け
に
来
て
く
れ 

た
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
。
本
当
に
、
本 

当
に
あ
り
が
た
い
よ
。
雄
核
は
ゎ 

な
り
。
次
の
明
市
で
は
期
待
に
芯 

え
て
ゥ
ニ
を
準
備
し
た
い
ね
/ 

«
1
市
で
復
n
の
の
ろ
し
を
上
げ 

た
！
！
：

生
産
部
。
折
れ
な
い
心
、
あ 

ふ
れ
る
扈
欲
に
、
強
い
気
«
が
伝 

わ
つ
て
き
ま
し
た
* 

こ
れ
か
ら
も
力
弦
く 

渙
菠
に
、
あ
ま
り
に
も
痒
い
爪 

あ
と
を
残
し
た
大
津
：K。

雄
©
や 

埋
船
だ
け
で
な
く
、
ゥ
ニ
や
ワ
カ 

メ
、n

ン
プ
な
ど
、
漁
策
者
が
大 

切
に
つ
く
り
、
育
て
て
き
た
*
® 

を
も
坩
波
は
根
こ
そ
ぎ
奪
っ
て
い 

き
ま
し
た
。 

肅
災
発
生
か
ら
、
も
う
す
ぐ
3 

力
月
。
が
れ
き
の
撤
去
な
ど
は
進 

ん
だ
と
い
っ
て
も
、
逸
袞
の
沒
嶼 

満
員
御
礼 

届
い
た
〃
思
い
" 
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Q.借家の侘理は雄が 

するの？ 

地震によって借家の壁 

の表面が、一部はがれて 

しまいました。 

住むには問題ないので 
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A.修務は 
借家の貸主です 

寅貸偖契約の原則で 

は、借家の修編はS主の 
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なおさらです，まずは大 
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津波で借家が流されて 

しまいましたこの場合 

でも家貧を支払う轆務は 

あるのでしようか？ 

A.家貸を支払う 

«務はありません 

借家が流されたという 

ことは、買貸侑の目的核 

が無くなったということ 

ですので、借家の饑苗借 

します， 

よって家aを支払う義 

柳ありません。 
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地域を守る 
熱意にエールを 

市消防団 
_別点検 
6.26© 

市消防団特別点検を開催。分列 

行進や放水訓練などを行います。 

震災時には水門閉鎖、避難誘導、 

地域の支援などに奔走した消防団 

員。地域を守る熱意に、皆さんの 

エールをお願いします。 

•期日…6月26日（日） 

9時30分〜 

•会場…®式典など/久慈高校長 

内校®分列行進/市街地®放水 

訓練など/久慈川上の橋上流 

<市街地で交通規制> 

分列行進0 0時25分〜11時予定) 

では市街地で交通規制を行います。 

皆さんのこ、協力をお願いします。 

_消防防災課S 52 — 2173 

152 

ベ ^ 

0まちづくリ振興課 

S52 - 2116 

【郵送】 

〒028-8030久慈市川崎町1-1 

【メール】 

kuji@city.kuji.iwate.jp 

※郵送•メールの場合は氏名、 

住所、連絡先を明記ください 

-

津
波1

写
真•

動
画 

提
供
を
お
願
い
し
ま
す 

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
甚
大
な 

被
害
を
今
後
の
災
害
対
策
に
生
か 

し
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
後 

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ 

ん
が
撮
影
し
た
津
波
襲
来
時
の
写 

真
や
動
画
を
募
集
し
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
防
災
と
、
将
来
の 

久
慈
市
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

•
募
集
内
容 

®
津
波
が
襲
来
し
た
と
き
の
沿
岸 

部
や
河
川
な
ど
の
写
真•

動
画 

©
津
波
が
襲
来
し
た
直
後
や
浸
水 

時
の
写
真•
動
画 

(
!
)
沿
岸
部
の
町
並
み
や
風
景
な
ど
、 

震
災
前
の
写
真 

•
写
真
•
動
画
の
使
用
用
途 

提
供
い
た
だ
い
た
写
真
•
動
画 

は
、
市
が
所
有
す
る
資
料
と
し
て 

保
存•

管
理
し
ま
す
。 

ま
た
、
広
報
な
ど
市
が
発
行
す 

る
印
刷
物
や
、
災
害
の
検
証•

研 

究
資
料
と
し
て
、
提
供
者
に
許
可 

を
得
る
こ
と
な
く
使
用
さ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

•
受
付
場
所•

方
法 

写
真•

動
画
は
、
ま
ち
づ
く
り 

振
興
課
で
、
持
参
、
郵
送
、
メ
丨 

ル
に
て
受
け
付
け
る
ほ
か
、
事
前 

に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
受
け
取 

り
に
伺
い
ま
す
。 

ま
た
プ
リ
ン
ト
写
真
や
写
真• 

動
画
の
記
録
メ
デ
ィ
ア(

C
D 

•
 

D
V
D
.
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
な 

ど)

を
提
供
い
た
だ
い
た
場
合
は
、 

後
日
、
提
供
者
に
返
却
し
ま
す
。 

今
後
の
災
害
対
策
に
生
か
す
た
め—
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^函館義援船を利iした初の漁。6月23曰、久喜漁 

業生産部（坂本訓一部長）は資源調査を兼ねたア 

ワビの共同採補を行いました（関連記事2〜5す） 
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• l .必、“ 

i. に»ろ？ 
Pj看し.逢*者の表情は目？？と甲s 

154 

1 1 

•IIもv•い本格押問を 

a田光夫 

**に舶は欠;tresせん找な«« 
106つた漁*#(WlIkOために皆，協 
力をSしみませんでし/^行Sや企!!^ 

ども思いは罔じです-一日も早く澹が本 

格的に再興されることを祈つています當 

/6の海に“ってほしい 

山 

228#は善gが播み上がった結良潼 

鬟者.企簾、行政、どれ)!r-つて•もa力 

Mけていたら実現で5なかったと思し、 
ます，一日も早く*奠し.元©*に戻つ 

てほしい,のawを顧つTVます， 

< 
一 

1
 

c
f
?
 

6月5日.をaんで久sstc入潯したs靈 
(第1便)，《体には「がんばれHftSがん 

—4<aStoti^板、エていました 

20H.7.1号 I 2 

届
け
ら
れ
た
船
と
希
望 

6
月
5
曰
8
時
*
a
船
を
積
ん 

だ
台
船
は「

が
ん
ば
れ
東
北
n 

が
ん
ば
れ
久
慈=

こ
の
《
断
稱
を 

g
c
f
て
久
慈
港
に
入
港
し
ま
し
た
。 

岸
壁
に
は
、
山
内
市
良
や
皀
« 

&
艮
な
ど
約
6
0
人
。
S
®
市
の
熱 

い
、
»
い
支
捶
に
よ
っ
て
実
現
し 

た
待
望
の
船
の
到
若
に
目
頭
を
熱 

く
し
ま
し
た
。 

S
掬
後
、
函
譲
市
内
漁
棄
》
岡 

組
&
M
i
f
i
絡
協
艤
会
会
疫
を
務
め 

る
南
か
や
べ
漁
協
の
鎌
田
光
夫
組 

合
S
が
目
»
を
«
呈
。
受
け
取
っ 

た
皀
組
合
長
は「

•
合
貝
一
同
、 

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

す」

と
言
9
|
1
つ一

つ
に
力
を
込 

め
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。 

山
内
市
艮
は「

漁
師
に
と
っ
て 

家
族
同
然
で
、
命
で
も
あ
る
船
を 

届
け
て
い
た
だ
き
*
心
か
ら
感
謝 

し
ま
す
。
こ
ん
身
の
力
を
込
め
て 

泡
興
を
進
め
て
い
き
ま
すJ

と
決 

思
•
山
内
市
径
と
皀
招
&
畏
は
、 

級
田
組
合
長
ゃ
函
館
市
の
閲
係
苒
、 

輪
送
し
て
き
た
作
業
員一

人一

人 

と
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

碾
船
は
ー
堪
ー
叟
ク
レ
丨
ン
で 

つ
り
上
げ
て
憤
®
に
港
へ
。
降
ろ 

さ
れ
た
«
船
に
は
^
市
の
市
章
を 

あ
し
ら
っ
た「

由
館
義
援
船」

の 

ス
テ
ツ
カ
丨
が
貼
ら
れ
ま
し
た
。 

浬菜
！
®

は
、
曲
船
に
歩
み
寄
っ 

て
«
触
を
«
か
め
る
と
、
自
然
と 

明
る
い
表
情
に
。
船
は
商
菜
^
に 

希
望
と
後
鸚
へ
の
さ
ら
な
る
意
欲 

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

最
後
の
船
は「

大
渙
丸」

 

輪
送
作
篥
は
当
初
予
定
し
て
い 

た
6
月
|
2
曰
ま
で
の
曰
程
を
8
曰 

ま
で
に
短J

T

丨
日
で
も
早
く
届 

け
た
い—

と
の
思
い
か
ら
、
連
曰
、 

«
船
が
連
び
こ
ま
れ
ま
し
た
。 

8
日
の
®
終
便
は
8
時
に
作
業 

開
始
。
作
業
貝
は
、
こ
の
曰
も
集 

中
し
«
»
を
降
ろ
し
拔
け
ま
し
た
。 

®
後
に
降
ろ
さ
れ
た
の
は「

大 

漁
丸」

と
い
ぅ
名
の
磯
船
"
2
2 

8
後
目
は
泡
興
へ
の
希
望
を
感
じ 

さ
せ
ま
し
た
。
斟
後
に
作
3
5
0 

は
、「

《
張 

ル 

公. 

W
 

ば
嘯 

fill 
力、 

ら 
:a 
\-X 
公、 
の 
紡 
品 
2 
2 

東
日
本
大
震
災
で
失
わ 

れ
た
市
内
の
船
は
5
7
5
隻
= 

厳
し
い
状
況
に
陥
っ
た
久
慈
市
の 

漁
業
者
を
支
援
し
よ
う
と
、
函
館
市 

か
ら
磯
船
2
2
8
i
無
供
で
提
供
さ 

れ
ま
し
た
"
函
館
か
ら
の
温
か
い
支
援
と 

善
意
の
結
晶
こ
船
は
漁
業
者
に
大
き
な
希
望 

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た(

5
，
ま
で)

 

S

の
確
保
め
ど
立
た
ず 

命
と
財
産
を一

瞬
に
し
て
奪
い 

£
っ
た
柬
：
1
1
本
大
鍵
災
。
大
津
波 

に
よ
っ
て
漁
港
旃
S
は
破
壊
さ
れ
、 

漁
W
は
流
出
、
漁
船
は
市
内
径
録 

漁
船
数
の
汨
む
と
な
る
丘
？
已
堪 

が
失
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
"
漁
業
杏
の
浜
に
か 

け
る
思
い
は
強
く
、
気
持
ち
が
折 

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

搜
旧
作
《
は
進
み
、
わ
ず
か
に 

残
っ
た
船
で
の
漁
も
思
災
後
ま
も 

な
< 
再
開
さ
れ
ま
し
た
" 

た
だ
、
多
く
の
市
町
村
が
漁
船 

不
足
に
陷
っ
た
こ
と
に
加
え
、
造 

S

装
者
も
滓
波
の
被
宵
に
あ
っ
た 

こ
と
か
ら
、
船
を
発
注
し
て
も
衲 

A
i
時
期
は
不
透
明
。
浬
定
汽
に 

と
っ
て
®
も
必
要
な
船
の
確
保
は
、 

め
ど
が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。 

7
7
年
前
の
支
援
で
光
明 

そ
ん
な
中
、I

筋
の
光
明
が
さ 

し
こ
み
ま
し
た
。
3
月
3
0
曰
、
救 

斑
支
援
f
t
a
を
届
け
に
市
役
所
を 

肪
れ
た
北
海
逍
由
館
市
に
、
山
内 

R
文
市
S
が
f
t
状
を
訴
え
、
船
の 

支
援
を要

！
：
r

由
館
市
は
検
討
す 

る
と
回
答
し
ま
し
た
。 

実
は
本
市
と
函
館
市
に
は
、
大 

災
害
が
き
っ
か
け
と
な
る『

»」
 

が
あ
り
ま
し
た
。
今
か
ら
7
7
年
的 

の
昭
A
1
9
年
3
月
2
]
日
、
由
館
市 

は
強
風
に
よ
る
大
火
災「

函
«
大 

火J

に
見
鋒
わ
れ
ま
し
た
。
市
街 

地
の
約
3
分
の
丨
が
焼
失
し
、
2 

千
人
以
上
が
播
f
t
に
。
被
害
の
大 

き
さ
に
W
を
痛
め
た
当
時
の
久
慈 

•
1
は
箱
援
金
を
送
り
ま
し
た
。 

7
7
年
筋
に
支
援
を
受
け
た
困
館 

市
は
、
今
こ
そ
久
慈
市
の
支
援
を 

と
、
直
ち
に
行
動
に
移
し
ま
し 

た
。
同
市
内
の
5
つ
の
漁
菜
K
冏 

組
合
に
船
の
支
播
が
可
能
か
ど
ぅ 

か
打
診
"
各
漁
協
も
鋼
整
を
進
め 

る
こ
と
を
了
承
し
、
久
慈
、
S
館 

•
由
市
の
交
渉
の
場
が
設
け
ら
れ
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

仲
間
へ
の
思
い
が
形
に 

久
慈
市
と
市
逸
B (

皀
鼓
一
郎 

組
合
艮)

の
職
；E

や
渙
袞
-
s
は
4 

月
|
4
日
か
ら
1
2
曰
に
か
け
て
、
由 

粗
市
を
訪
問
。
政
接
、
厳
し
い
現 

状
を
説
明
し
、
友
描
を
訴
え
ま
し 

た
。
熱
想
は
伝
わ
り
、
由
»
市
と 

同
市
の
5
つ
の
漁
協
は
友
級
を
快 

思
。
中
古
の
小
^
漁
船(

曲
船)

 

を
鬼
め
、
久
慈
市
に
無
《
で
«
供 

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

函
館
市
と
同
市
漁
《
が
漁
業
《 

にs
i

力
を
呼
び
掛
け
る
と
、
0 

船
は
次
々
と
粢
ま
り
始
め
ま
し 

た
。「

何
と
か
協
力
し
た
いJ。

r

丨 

曰
で
も
早
く
漁
に
出
て
ほ
し
いJ。

 

漁
菜
を
常
む
仲
問
へ
の
思
い
や
！g 

い
が
形
と
な
り
、
俊
数
はSE

く
間 

に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。 

a
終
的
に
集
ま
っ
た
礙
船
は
2 

2
8
隻
。
当
初
目
揀
の
2
培
以
上 

と
な
る
f
f
i
数
は
、
呼
び
掛
け
た
® 

係
者
で
す
ら
驚
く
ほ
ど
で
し
た
。 

願
い
を
込
め
た
助
け
舟 

«
船
が
粢
ま
っ
た
後
は
海
上
輪 

送
の
準
備
を
ス
タ
丨
ト
。
前
例
の 

な
い
規
模
の
輪
送
に
は
、
《
館
市 

の
水
産
土
木
業「

e
原
組」

が
全 

面
的
に
協
カ
し
ま
し
た
。 

ど
ぅ
す
れ
ば
大
祖
の
磯
松
を
淇 

つ
け
る
こ
と
な
く
、
安
全
に
届
け 

る
こ
と
が
で
き
る
の
か—

"
頭
を 

位
ま
せ
る
«
埋
に
対
し
、
宵
原
組 

は
台
船
の
上
に
鉄
骨
を
組
ん
で
丨 

也
ず
つ
固
定
す
る
方
法
を
採
用
。 

採
莨
度
外
視
で
、
何
よ
り
も
雄
船 

の
安
全
を
優
先
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
®
館
市
や
漁3

の
職
a
、 

漁
菜
者
な
ど
は
、
丨
邇
間
か
け
て 

«
船
を
丨
叟
ず
つ
手
作
|
|
で
浦
掃
。 

®
後
は
総
出
で
W
み
込
み
作
箔
を 

行
い
、
輪
送
準
備
を
»
え
ま
し
た
。 

漁
袞
復
《
の
«
ぃ
が
込
め
ら
れ 

た
助
け
船
は
、
由
館
屮
の
温
か
ぃ 

支
援
と
替
意
の
結
品
。
幻
迸
を
柏 

ん
だ
第一

便
は
6
月
4
曰
、
®
« 

市
を
出
港
し
ま
し
た
" 

初
の
漁
に
意
気
揚
 々

函
館
市
か
ら
の
義
援
船
は
、
市 

漁
協
か
ら
各
漁
箔
生
産
部
や
希
荀 

者
に
分
配
。
船
外
機
が
取
り
付
け 

ら
れ
た
韃
援
船
か
ら
顧
次
"
漁
に 

出
る
た
め
に
必
要
な
漁
船
?
?
a
の 

準
儷
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

嚴
初
に
«
援
船
を
利
用
し
た
漁 

に
こ
ぎ
つ
け
た
の
は
久
g
漁
菜
生 

痩
部(

坂
本
刺一

部
長)

。
6
月 

M
日
に
登
録
a
が
届
く
と
、
早
速
、 

資
源
！i

杏
を
兼
ね
た
ア
ワ
ビ
の
共 

同
採
捕
を
2
3
日
に
設
定
し
、
待
ち 

に
待
っ
た
船
出
に
_
え
ま
し
た
" 

し
か
し
当
日
は
、
あ
い
に
く
の 

大
雨
。
さ
ら
に
7
時
の
出
漁
政
舫 

の
6
時
5
3
分
に
は
律
波
注
«
«
が 

発
表
さ
れ
、
漁
の
開
始
は
注
意
報 

解
除
後
の
8
時
過
ぎ
に
な
っ
て
し 

ま
い
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
、
漁
が
で
き
る
g
び 

か
ら
漁
業
-
«
の
衷
悄
は
明
れ
明
れ
。 

皆
、
意
気
播
々
と
船
を
操
«
し
、 

海
に
出
て
い
き
ま
し
た
。 

3
叟
が
ダ
ィ
バ
丨
を
藥
せ
て
ァ 

ワ
ビ
を
採
り
、
丨
炮が

！
！
：

壁
ま
で 

ア
ヮ
ビ
を
運
搬
、
‘
M
®
で
は
迸
別 

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
船
の
上
で 

「

や
っ
ぱ
り
海
は
良
いj

と
ロ
を 

そ
ろ
え
る
渙
®
*r

ダ
ィ
パ
丨
が 

網
い
つ
ば
い
に
ア
ワ
ビ
を
採
っ
て 

び 
活 

拭 

浜 

上
が
つ
て
く
る
と
、
表
悄
を
ゆ
る 

ま
せ
て
B
び
を
表
し
て
い
ま
し
た
。 

津
波
で
資
源
級
の
減
少
が
心
配 

さ
れ
ま
し
た
が
、
約
5
時
間
で
平 

年
»
み
と
な
る
6
6
5
3
*
を
水
掬 

げ
。
肉
厚
の
ア
ワ
ビ
は
昨
年
よ
り 

も
高
値
で
取
り
引
き
さ
れ
ま
し
た
" 

坂
本
部
S
は「

函
綰
か
ら
の
« 

援
船
の
お
か
げ
だ
よ
，
《
播
船
が 

な
か
っ
た
ら
、
い
つ
浬
に
出
ら
れ 

た
か
見
当
も
っ
か
な
い
"
次
は
ウ 

で 
す 

r.S 

離 

-

ぎ 

ニ
と
ホ
ヤ
だ
ね
。
涕
波
の
後
で
、 

ど
れ
だ
け
資
源
が
残
っ
て
い
る
か
、 

ま
だ
不
安
は
あ
る
け
れ
ど
、
何
と 

か
み
ん
な
で
や
っ
て
い
く
よJ

と 

力
強
く
前
を
向
い
て
い
ま
し
た
。 

S
謝
し
力
強
く
復
興
へ 

汾
曰
は
ニ
ァ
逸
業
生
痒
部(

中 

平
武
雄
部
S)

で
も
孩
援
®
を
利 

用
し
た
ゥ
ニ
渙
を
実
施
。
他
の
漁 

業
生
産
部
で
も
、
箱
揉
船
の
登
録 

が
進
ん
で
き
ま
し
た
。
漁
菜
に
欠 

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
船
が
届
き
、 

本
格
的
な
漁
の
め
ど
が
立
ち
は
じ 

め
、
徐
々
に
浜
に
活
気
と
笑
®
が 

戻
っ
て
き
ま
し
た
。 

東
曰
本
大
®
災
で
t
t
地
に
立
た 

さ
れ
た
久
慈
市
の
漁
業
。
由
館
か 

ら
届
け
ら
れ
た
義
1
8
船
は
追
い
風 

と
な
り
、
洵
興
に
向
け
て
立
ち
土
ー 

が
る
漁
突
苔
を
強
力
に
後
押
し
し 

て
く
れ
て
い
ま
す
。 

追
い
]
!
&
を
押
に
受
け
て
、
さ
ら 

に
カ
強
く
炮
興
へ
：
漁
«
者
は 

«
|
|
)
と
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、 

こ
れ
か
ら
も
漁
に
出
統
け
る
こ
と 

で
し
よ
う
。 
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I逃げなかった人 

I «台なければ被Vfに 

ftR通りの避器では 

も っ と 船 が | 

久s漓防霍
 1 

«澤 * 3 ^ニ * , 

I x m m m 

j M 木々
18

ニ 

— M_a.,U.“U羅！丨關U通 

熱支援感謝 

棗曰本大震災で大きな®害を受けた 

本市に、多くの救援支提徒資や義援金、 

市への寄付金が、全国各地から寄せら 

れました
5
 5月11曰〜6月10曰まで 

に受け付けた分は次のとおリです。（敬 

桃）熱い支播あリがとうございます， 

Q.亡き父の借金は 

どうすれば？ 

津波で亡くなった父に 

は借金がありました。 

この借金は返さないと 

いけないのでしょうか？ 

A.相接放棄をした 

方がいい場合も 

プラスの暹産（不動産 

など）と同様に、マイナ 

スのa産（借金）も相続 

されるのが原則です。 

しかしプラスの遺産よ 

リもマイナスの遺産が多 

い場合は、相裙自体を放 

聚した方がいいかもしれ 

ません。 

相校放棄は、相猜が開 

始されることを知ったと 

きから3力月以内（ただ 

し、この期間を延ばす法 

律が国会で謇譲中）に裁 

判所で手続きをとる必要 

があリます。 

なお「相裙開始を知っ 

たときJとは、「偖金が 

あることを知ったとき」 

という解釈も可能ですの 

で、必ずしも津波の被害 

にあった3月11曰には 

陌リません， 

三角点を再瀏量 

B3:*553B 52-2115 

IS土交通S国土地理院では、栗曰本大露災によつて変 
動した三角点•水*点の再焉量を8月中旬まで行います-. 
作蹇は業者に委作篥者はオレンジ色のベストを着用 
しています：作業へのご9*とご助をお取、します， 

»司《：な甬リ、支a者か 
ることも考えられます： 

2011.7.丨号 6 

生活トラブル 

Q 
まわり基金 

法 律 S 6 M 8 1 8 ) 

士 

《意晃交換会の日時•会壜など》 

7/6 (水）1830〜漁協夏井出張所 

7/9 ( 土 > 1 5 : 0 0 〜 市 室 全 地 区 
7/〗1(月）M:00〜防災センター各壜団体等 

7/1丨{月）丨8:30〜防災センタ-

7/14(木}1830〜久喜公民館久再地区 

7 /丨 5 (金 M & 3 0〜中央公民久慈湊 

«"日i& 5 )からの？?象は.大R箒を含みます 

災害に圜する 
乗日本大震災関係 

N FQRMAT 丨〇N 

岩 手 久 S 中 

Sii預金 2057188 
久S$i6S災窖義援金 

«入金箱に不足まで 
««を•ヽします 
=±Ŝ »B

;

：' “ ："9 

TRSmTSけ付け中 

被 災 住 宅 の 

補 修 • 再 建 

低 金 利 で 融 資 

S住宅金肢援樋橘 
3 0120*086*353 

高速道路は 

被 災 者 無 料 

被 災 者 に 

自 動 睾 1 台 

亡のラちI人は?5朽て-s* 

《県内供市U付とのtt»» 

久肺15:32 (妨雜3D) 
•S 古市15:26 
• 大 1 5 : 1 8 ！ 11) 

參邊水面《久8市約2<8kn<(市調査} 

•1 krtl---洋S8J •曾代«ほ6>̂ 2knf 田 
村• 4 knf•.大|£31令s krH…山田珥令7 Itrri-
釜石市•Sfcnf••大船8市令lOkrri…SS^參 
13knf--BS 高 ffiS .:S土魄棚査瓶） 

• 脚 O I U H 糊 と 人 

/•久S港…潭波の®さ 

/ 8-6に（気象庁棚） 

/
久8渙港…津波が豸上 
した高さ推定27ii 

<6月3日彼の人WW〉 

•
見
た
こ
と
な
い
早
さ 

大
震
災
が
発
生
し
た
3月

：
：

曰
、 

尺
f
i
t
波
警
報
の
発
表
と
同
時
に
沿 

地
区
1
4 
8 
9
世
帑
4
3
0
0 

人
に
避
_
衍
示
"
消
防
釀
a
と
消 

防
団
貝
は
、
i
a
ち
に
水
鬥
閉
思
と 

避
雜
誘
導
に
向
か
い
ま
し
た
。 

半
崎
方
面
の
避
雜
誘
溥
を
担
当 

し
た
宮
渾
憲
光
消
防
士
良
は
、
住 

民
の
避
髏
状
«
を
振
り
返
り
ま
す
： 

「

大
き
く
、
長
く
揺
れ
た
地
思 

で
與
常
を
«
じ
た
か
ら
か
、
避
雜 

は
今
ま
で
昆
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど 

の
早
さ
で
し
た
。
普
段
の
よ
ぅ
な 

避
雄
の
ス
ピ
丨
ド
で
は
、
も
っ
と 

人
的
被
咨
が
大
き
く
な
っ
て
い
た 

か
も
し
れ
ま
せ
ん」

。 

S
内
方
面
の
避
雜
揀
導
に
あ
た 

っ
た
佐
々
木
昭
ニ
消
防
5
]
公
補
は
， 

課
埋
も
あ
っ
た
と
指
摘
し
ま
す
" 

「

ほ
と
ん
ど
の
人
が
避
«
済
み 

で
し
た
が
、
中
に
は
防
災
行
政
無 

探
で
放
送
し
て
も
、
私
た
ち
が
避 

_
を
指
示
し
て
も
、
な
か
な
か
逃 

げ
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
も
し
避 

難
で
き
る
商
台
が
近
く
に
な
か
っ 

た
ら
、
津
波
の
被
害
に
あ
っ
て
い 

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん」

。 

生
死
を
分
け
る
防
災
愆
識
と
避 

_
の
的
f
i
t
さ
"
そ
の
重
要
性
は
大 

思
災
で
よ
り
明
白
に
な
り
ま
し
た
。 
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网
組
&
舟
年
® 
•
_
久
慈
»
朴 

久
«
等(

株)

ア
イ
シ—

エ
ス 

-
e
i
t
f
w
c
、「

久
B
市
復
興 

叶
圓」

の
策
定
に
向
け
て
窄
備 

を
進
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
計
画
は
、
復
興
を針

！
：
 

的
に
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
や 

事
策
者
が
希
望
を
持
て
る
よ
ぅ 

に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
" 

上
表
の
曰
程
で
、
針
•
の
策 

定
に
向
け
た
意
見
交
換
会
を
間 

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご 

意
見
を
お
間
か
せ
く
だ
さ
い
" 

«
«
合
が
つ
か
な
い
場
台
は
他 

地
区
対
象
の
曰
で
も
夢
如
可 

嵌
9
日
の
意
見
交
換
会
で
は
冒 

頭
で
律
波
映
像
を
流
し
ま
す 

if

毛
金
融
支
援
機
構
で
は 

被
災
し
た
住
宅
の
補
修•

再
建 

窃
»
!
を
低
金
利
で
融
資
し
て
い 

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ 

せ
く
だ
さ
い
。 

•
建
投
.
|
«
入
資
金
の
»
資 

全
壊
、
大
規
播
半
壤
、
¥
•
壌 

の
、
り
災
鉦
明
宙
を
受
け
た
人 

が
、
住
宅
を
新
築
、
購
人
す
る 

場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。 

•
襦
嫁
資
金
の
»
資 

住
宅
に
1
0
万
円
以
上
の
被
害 

を
受
け
、
り
災
鉦
明
海
を
受
け 

た
人
が
、
自
宅
を
補
修
す
る
場 

合
に
利
用
で
き
ま
す
。 

被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
の 

商
速
逍
路
無
料
化
を
突
施
中
で 

す
。
被
災
者
な
ど
が
、
東
北
地 

方
発
箱
で
商
速
道
路
を
利
用
す 

る
場
合
は
、
次
に
よ
り
無
料
に 

な
り
ま
す
。 

•
対
象
i
r 

•
-
、
嶺
災
に
係 

る
被
災
証
明
齋
、
り
災
鉦
明 

»
を
受
け
た
人
が
乗
《
す
る 

全
て
の
車
商 

•
案
旄
期
間 

2
0
日)〜

当
分
、
丨
年
面
を 

予
定 

•
対
象
区
r
a
東
北
a
動
®
道 

な
ど 

人
で
、
自
動
<
|
(
を
購
人
し
て 

い
な
い
3
0
«
以
上(

た
だ
し 

ゴ
丨
ル
ド
免
許
所
有
者) 

•
車
s
1
-
ヨ
タ
•
ア
ベ
ン
シ 

ス(

ワ
ゴ
ン)

丨
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成
1
9
年
登
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走
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距
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9
/
3
r
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T
-
k
l
B 

•
リ—

ス
期
I
B…

2
年
面 

•
申
込期

！
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J
t
'
k)

 

希
望
者
に
申
込
用
紙
を
お
送 

り
し
ま
す
。
1
5
»
多
数
の
塢 

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。 

※
燃
料
代
、
オ
イ
ル
交
換
、
消 

耗
品
な
ど
は
使
用
者
の
負
担 
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一
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ŝ
.
:

丨
丨
：
丨
丨 

、 ： . ％
:
. 广 、 

‘ 成 • ！ 

‘二:身 
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災
害
時
、
わ
た
し
た
ち
の
生
死
を
分
け
る「

避
難」

。 

全
国
で
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
東
日
本 

大
震
災
を
機
に
、
ま
ち
全
体
の
防
災
意
識
が
高 

ま
っ
て
い
ま
す
。
意
識
が
変
わ
れ
ば
行
動
も
変
わ 

リ
ま
す
。
い
ざ
と
い
ラ
と
き
の
た
め
の
避
難
力
を
、 

さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
し
よ
う
。(

B
マ
ま
で)

 

国
津
波
は
同
等
と
推
定 

口
都
道
府
祺
で
針
2
万
8
千
人 

以
上
の
死
#
.
行
/
/
不
明
宵
を
出 

し
た
東
日
本
大
8
災
。
想
像
を
絶 

す
る
大
災
害
は
、
久
慈
市
に
も
傑 

く
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。 

気
象
庁
が
«
_
し
た
久
慈
港
の 

津
波
の
高
さ
は
a
e
l
f
。
市
の
調
杏 

で
は
、
久
g
漁
港
で
涕
波
が
推
定 

2
7
t
f
通
上
、
市
全
体
の
浸
水
面
稍 

は
約
Z
8
J
と
な
っ
て
い
ま
す
，
« 

1
地
点
に
ょ
っ
て
逍
い
は
あ
り
ま 

す
が
、
淨
波
の
《
さ
は
他
の
市
町 

«
と
同
等
程
度
、
浸
水
面
«
は
3
7 

人
が
播
牲
に
な
っ
た
野
田
村
以
上 

と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

1

方
、
市
の
死
者
•
行
方
不
明 

者
は
計
6
人
。
多
く
の
轉
い
命
が 

好
わ
れ
た
他
の
沿
岸
市
町
村
と
は
、 

被
害
状
況
が
與
な
り
ま
し
た
。 

I

そ
ろ
っ
て
い
た
条
件 

な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
状
況
は
s 

な
っ
た
の
で
し
ょ
ぅ
。 

整
備
中
の
濟
ロ
防
波
堤
や
防
湖 

堤
な
ど
の
涕
波
防
災
旃
設
が
»
能 

し
た
の
に
如
え
、
海
岸
に
野
が 

少
な
い
本
市
。
そ
れ
は
海
捍
部
か 

ら
®
台
ま
で
の
炬
離
が
短
く
、
塊 

波
か
ら
避
雄
し
や
す
い
地
形
で
あ 

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
今
回
は
地
思
の
渡
®
地
が 

三
陸
沖(

宮
城
県
東
部)

だ
っ
た 

た
め
沿
座
南
部
よ
り
沐
波
の
到
速 

が
後
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
た 

ち
は
避
！Bf

す
る
時
間
に
多
少
の
« 

予
が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
他
の 

市
町
付
で
大
涕
波
が
押
し
寄
せ
て 

い
る
と
い
ぅ
衍
報
を
ラ
ジ
オ
な
ど 

で
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
" 

施
設
に
地
形
、
時
問
、
悄
報
と
、 

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
本
市
。
し 

か
し
最
も
肝
心
な「

避
難j

が
遅 

れ
て
い
た
ら
、
人
的
被
罟
は
何
倍
、 

何
十
倍
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
で 

し
ょ
ぅ
”
今
圉
の
被
害
規
揆
は
、 

地
域
の
昏
さ
ん
の
、
す
ば
や
い
避 

雜
に
褒
付
け
さ
れ
た
も
の
だ
と
考 

え
ら
れ
ま
す
。 

救
援
支
援
物
資 



聚リ切るための 

V備を 

榮日本大震災で、特に 

災害醴後の活が困 

th5：こと多くの人が 
実Sしたと思います： 

右は、いざ.というとき 

必要kなる非常持出aと 
弃箪備蓄aの一却てす 

共S!時の生活を秉リ切る 
た祝、普敝ら舉齡 

して£5•ましよラ。 
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もっとMい 

避 難 撤 成 を ン 

粘み承ねた 

遇練の成来 

m w 
I砲 

を 
ふ 

助け合いが絶好に必要 

中平基男 

纒X時もg•が早く、人sg»*がなか 
4 | つ た 久 今 0 ® © » で 、 さ ら に 

* S裏の5まリを«し5した。ただ災害は 
どんSSW?て"gきるリませ/̂  8 
*甬も、助です， 

いつ束-るか分からない 

H上《夫 

断ら相の危！watr取^JS^se 
SL t>たし目S,小5•いころに取、た《 
波の心に残つています

；
いつ来る力、 

分からない《»,これからtしっかりと 
備えを考えていかなけntfいナませA« 
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の
ば 

難i
 

i
i
 

u
r
u 

.、"鉄 

あの日、各地区では 

どのようにesをし 

係をSじたのte^~ 

久smと、M国家 

石油儀蓄基堆の避睡状 

Caselク、4堆K 

"TP 

Case2 W 家 < 丨 油 雎 萵 从 堆 

油
断
は
で
き
な
い 

i
u
H
本
大
«
災
で
浮
き
彫
り
に 

な
つ
た
避
雕
の
敢
要
性
丨
。 

他
の
沿
岸
市6-

村
と
は
地
形
や 

沐
波
の
到
達
時
問
な
ど
の
条
件
が 

H
な
り
ま
す
が
、
人
的
被
害
の
規 

模
か
ら
久
慈
市
の
避
雄
は
お
お
む 

ね
的
確
だ
つ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

た
だ
、
過
去
の
津
波
に
よ
る
被 

害
を
«
刹
と
し
て
対
策
を
講
じ
て 

き
た
の
は
久
慈
市
だ
け
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
。
今
回
、
人
的
被
宵
が
大 

き
か
つ
た
他
の
沿
岸
市
町
®
で
も
、 

長
年
、
津
波
避
«
|
釧
3
|
を
禳
絞
し
、 

S

波
防
災
旃
S
の
整
®
な
ど
を
進 

め
て
き
ま
し
た
9 

し
か
し
今
回
の
津
波
は
想
定
以 

上
。
«
源
地
付
近
の
沿
庠
市
»
1
村 

[T-3* 
>itE 

丨の》i 

な
ど
で
は
、
«
え
を
し
て
い
て
も
• 

津
波
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
も
い
た 

こ
と
で
し
ょ
う
。
人
問
の
想
像
を 

は
る
か
に
超
え
る
自
然
の
猛
威
か 

ら
命
を
守
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
4
±
-

雕
し
い
こ
と
な
の
で
す
。 

大
震
災
を
®
!
に
、
さ
ら
に
高 

ま
っ
て
い
る
防
災
意
識
。
し
か
し 

油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
次
の
津
波j 

が
今
回
よ
り
も
小
さ
い
保
鉦
は
. 

い
の
で
す
。 

い
ざ
と
い
う
と
き
*
わ
た
し
. 

ち
の
生
死
を
分
け
る
の
は
遒
識
ヒ 

避
«
の
的
»
さ
。
あ
の
恐
怖
と
被 

害
を
忘
れ
ず
に
防
災
意
》
を
特
各 

拭
け
、
さ
ら
に
避
*
の
力
、
命
を 

守
る
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
ケ 

:8報が* 
:2づかな 

•原刹、徒歩で 

目 1 8 •でのSS T 
«ic»み込まれる)あ; 
けでなく. RS活動など®! 
(•SCなる鳩合があります. 

• 所に声 
S互いに声を 

け合って»しi 

•海庠ゃ河J 
づかない 
濛波がa上し 

川はとてもfesr 
また、mgu! 

てきます.*a. 
徐されるsでIft 
いでください， 

•違くよりS 
濛波は平堆で. 

でa上してきま 
聰I 

Hi 
T； 胃 

i ：、ダ 
一暴 

I
U
倍
意
讒
か
数
字
に 

悲
し
い
襯
杵
を一

人
と
し
て
出 

さ
な
い
た
め
に
！
= 

市
は
明
治
三
睦
地
！Kt

波(

丨 

8
9
6
年)

が
発
生
し
た
6
月
|
5 

曰
、
大
涕
波
警
報
を
想
定
し
た
滓 

波
避
f
t
刹
練
を
；S2：

地
区
の
住
民 

を
対
象
に
夬
施
し
ま
し
た
" 

鈿
練
で
は
、
昨
年
度
関
催
し
た 

住
民
ワ
丨
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
®
や
、 

«
曰
本
大
震
災
で
の
被
宵
状
況
を 

踏
ま
え
、
避
*
場
所
と
避
雌
好
路 

を
一
部
修
正
。
今
囲
、
»
波
が
川 

礙 
•. 

• * > 

を
約
4 

遡
h
し
た
-j

と
を
受
け
、 

海
庠
水
門
に
如
え
て
河
川
水
門
の 

閉
紐
脚
練
も
f
t
い
ま
し
た
。 

避
8
し
た
住
民
の
入
数
は
"
昨 

年
度
の
1
.
7
倍
と
な
る
約
丨
4
0
0 

人
。
消
防
団
：s

や
r
a
係
苣
な
ど
を 

含
め
た
雄
粲
加
者
数
は
丨
8
7
2 

人
で
、
,
e
«
の
変
化
が
確
か
な
数 

字
で
衷
れ
ま
し
た
。 

•
蝙
広
ぃ
世
代
に
漫
透 

金
“
比
！
！
神
杜
を
避
難
塒
所
と 

す
る
淡
町
•
源
道
地
K
で
は
、
市 

消
防
団
第
2
分
団
と
久
慈
湊
地
！
1
; 

自
主
防
災
会
が
B
力
し
な
が
ら
、 

熱
の
こ
も
0
た
«
«
を
展
8
"
防 

災
行
政
觝
線
が
人
汝
波
警
報
の
発 

&
を
知
ら
せ
る
と
、
地
域
の
人
た 

ち
は
真
剣
な
炎
悄
で
次
々
と
避
難 

場
所
に
向
か
い
ま
し
た
。 

例
年
に
比
べ
、
特
に
目
立
っ
た 

の
は
小
•
中 
7
'
!
:
避 
8
r
c
»
:
i 

-
i 

2
0
0
人
を
超
ぇ
、
避
《
3
?
所
は 

あ
っ
と
い
ぅ
間
に
人
で
埋
め
尽
く
さ 

れ
ま
し
た
。
閉
会
筋
に
は
、
過
去
の 

津
波
と
今
回
の
人
«
災
の
播
杵
«
-
に 

«
と
ぅ
"
衫
加
《
は
津
波
の
恐
ろ
し 

さ
と
、
避
f
t
の
人
切
さ
を
胸
に
刻
み 

込
み
ま
し
た
" 

家
族
で
避
|
|
し
た
7
0
代
女
性
は
® 

識
の
変
化
を
•
に
し
ま
す
。 

「

3
月
|
|
曰
は
本
当
に
怖
か
っ
た 

あ
ん
な
涕
波
は
今
ま
で3；

た
こ
と
が 

な
い
：
今
曰
も
す
ぐ
に
家
を
出
て
き 

ま
し
た
。
で
も 
一
»
変
わ
っ
た
の
は 

子
ど
も
た
ち
で
す
。
ひ
孫
は
K
段
か 

ら
®
雑
に
備
ぇ
て
待
ち
物
を
準
®
し 

て
い
ま
す
し
、
今m

も
尹
を
引
い
て 

避
*5?

所
ま
で
j
!
れ
て
き
て 
<
れ
ま 

し
た」

。 
恐
ろ
し
い
好
驗
を
機
に
、Si

波
に 

W
す
る
心
供
え
は
、
子
ど
も
か
ら
高 

K
者
ま
で
幅
広
い
世
代
に
S
透
し
て 

き
て
い
ま
す
。 

_
避
醴
に
必
死
の
叫
び 

律
波
が
推
定
2
7
“
も
»
上
し 

た
久
苒
地
区
。
地
®
後
、
.
f
i
消 

防
団
第
9
分
囲
は
川
戸
遒
違
？ 

分
団
長
の
指
示
を
受
け
、
す
ぐ 

に
水
門
を
r
a
思
し
、
必
死
に
® 

«
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

冏
分
団
の
液
崎
三
也
班
良
は 

振
り
返
り
ま
す
。 

「

皆
、
助
け
合
っ
て
避
難
し 

て
い
ま
し
た
。
足
が
不
自
由
な 

人
な
ど
以
外
は
、
ほ
ぼ
徒
屯 

だ
っ
た
の
で
避
_
路
も
ス
ト
ッ 

ブ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
防 

て
き
た
避
_
訓
練
の
成
《
で
す
" 

職
：B

は
S
動
で
人
れ
持
わ
り
も 

激
し
い
。
全
貝
の
怠
讖
を
瓶
め 

る
た
め
に
も
激
練
を
綺
け
る
こ 

と
は
屯
要
で
すJ。

 

今
後
の
津
波
を
想
定
し
4
月 

2
8
曰
に
は
苹
速
、
避
難
訓
練
を 

•
«
旃
"
避
«
完
7
は
過
1
:
-
0
短 

の
6
分
3
0
秒
を
紀
»
し
ま
し
た
。 

U
本
地
ド
6
油
《
«
x
«
v 

»
所
の
た
#
&
-
祥
所
£
|
は
.
さ 

ら
に
気
を
引
き
締
め
ま
す
" 

「

ま
た
い
つ
か
津
波
は
来
る
。 

,
人
慈
近
海
が
®
源
地
だ
っ
た
《 

合
、
»
!
波
は
あ
っ
と
い
ぅ
|
«
に 

も
っ
て
き
ま
す
。
今
回
と
同
じ 

避
雌
で
は無

®.

で
は
済
ま
な
い 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
っ
と
早 

い
避
礫
の
徹
底
が
必
要
で
す」

。 

貘
災
に
よ
っ
て
、
意
簾
は
さ 

ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

I

直
ち
に
指
示
•
避
f
i
t 

管
理
楝
を
除
く
全
て
の
地
1
-
.
施 

設
が
淨
波
で
破
壞
さ
れ
た
久
慈H 

家
石
油
«
|
6
|
£
地
。
す
さ
ま
じ
い 

被
害
の一

方
、
助
務
し
て
い
た
5
5 

人
全
段
が
被
苒
を
免
れ
ま
し
た
。 

大
冰
波
警
耜
の
拜
衷
後
、
政
ち 

に
W
内
放
送
で
避
_
指
-
1
.
W
H 

は
朽
油
を
貯
蔵
す
る
地
ド
も
盤
タ 

ン
ク
の
防
漸
s
を
閉
®
し
、
辻
用 

取
へ
の
相
藥
り
と
*
徒
歩
の
2
手 

に
分
か
れ
て
羊
崎
*
会
所
へ
。
_ 

«
施
設
の
安
全
苒
理
を
全
ぅ
し
た 

上
で
、
1
5
時
沁
分
ま
で
に
全
：E

が 

避
_
を
終
え
ま
し
た
。 

_
意
雄
さ
ら
に
S
ま
る 

1
:
捶
地
事
務
所
の
舞
山
£
幸
所 

l
i
は
振
り
返
り
ま
す
。 

ー
無
屮
だ
っ
た
の
は
稿
み
中
ね 

«
埋
は
«
え
な
い
と
思
っ
た
の
で 

し
ょ
ぅ
。
呼
び
掛
け
て
も
な
か
な 

か
避
鼇
し
な
い
人
も
い
ま
し
た」

。 

地
®
発
生
時
、
会
繕
で
市
漁
》 

に
い
た
川
戸
道
分
団
S
。
久
S
に 

到
思
し
た
と
き
、
高
台
か
ら
沐
波 

の
第
一
波
が
見
え
た
と
い
い
ま
す
。 

【

防
潮
埋
に
は
人
の
姿
。
死
な 

せ
た
く
な
い
の
一
心
で
必
死
に
叫 

び
、
無
理
x
f
l
s
難
ざ
せ
ま
し
た
" 

I
f
i
後
、
f
i
t
波
が
防
瀏
埋
を
5 
“
以 

ヒ
«
え
て
«
っ
て
き
ま
し
た
。
こ 

れ
ま
で
8
s
9
£
f
の
莊
波
が
来
て 

も
無
事
だ
っ
た
防
！S

埋
"
今
回
は 

過
去
の
経
験
が
ま
っ
た
く
当
て
は 

ま
ら
な
い
津
波
で
し
た
/ 

|
»
»
が
被
害
を
防
ぐ 

紙
一
組
で
人
的
》
湃
を
食
い
1
1
: 

め
た
久
B
地
区
。
川
戸
道
分
団
長 

は
、
そ
の
®
因
を
分
析
し
ま
す
。 

「

人
的
被
害
を
防
げ
た
の
は
® 

埋
刹
禳
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
、
す
ぐ
逃
げ
な
か
っ
た
人
が 

い
た
の
も
!
f
t
実
。一

つ
の
»
刺
で 

す
。
地
«
が
収
ま
0
た
ら
す
ぐ
避 

#
す
る
こ
と
を
«
が
«
底
し
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
すJ。

 

避
髏
徹
眩
。
痛
感
し
た
の
は
消 

防
1
'
8
艮
だ
け
で
は
な
ぃ
は
ず
で
す
。 

避
黼
の
意
雄
を
葛
く 繁

名
勝
勇
久
慈
渭
防
著
晨 

す
ば
や
い
避
難
は 

M
も
“
効
な
災
.
'
.
•
?
対
策 

g

炎
.
a
識
を
；5

ち
絞
け
て 

I

被
害
状
況
は
紙
一
重 

東
曰
本
大
震
災
で
久
慈
市
は
大 

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
迅 

速
な
避
«
"
動
に
ょ
り
、
人
的
被 

害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
" 

た
だ
発
生
時
は
、
«
®
地
が
：
• 

陸
沖(

宮
城
祺
矩
部)

で
津
波
到 

遂
ま
で
に
時
問
が
あ
り
、
日
中
で 

避
讎
"
r
能
だ
っ
た
こ
と
や
、
海
の 

湖
位
が
•
卜
！i

に
近
い
状
態
だ
っ
た 

こ
と
な
ど
*
条
件
が
®
つ
て
い
た 

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
" 

も
し
.
こ
の
条
件
が
一
つ
で
も 

欠
け
て
い
た
ら
、
な
か
な
か
逃
げ 

な
か
っ
た
人
や
、
W
物
に
来
て
い 

た
入
は
も
ち
ろ
ん•

そ
れ
以
外
に 

も
被
害
に
あ
ぅ
人
が
出
て
い
た
か 

も
し
れ
な
い
の
で
す
。 

ま
た
、
«
湖
時
に
津
波
が
»
* 

し
て
い
た
ら
塊
波
は
さ
ら
に
商
く 

な
り
、
河
川
か
ら
も
溢
れ
て
い
ま 

し
た
。
そ
ぅ
な
れ
ば
防
災
セ
ン
タ 

丨
や
市
役
所
は
も
ち
ろ
ん
、
中
心 

市
街
地
ま
で
も
が
壊
滅
的
な
被
苒 

を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
" 

久
慈
市
は
•
紙
一
苗
の
と
こ
ろ 

で
行
政
_
能
や
中
心
部
が
助
か
っ 

た
の
で
す
。 

I

意
雄
持
て
は
で
き
る 

残
念
な
が
ら
”
津
波
な
ど
の
自 

然
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
で 

き
ま
せ
ん
。 

濟
ロ
防
波
堤
や
防
瀬
垠
は
、
律 

波
の
被
？
£
を
軽
«
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
が
、
完
成
す
る
ま
で
に
は
* 

ど
ぅ
し
て
も
時
間
と
e
用
が
掛 

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
， 

し
か
し
«
«
は
、一

人1

入
が 

息
織
を
持
ち
、
助
け
合
え
ば
、
今 

す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
で
す
"
す
ば 

や
い
避
《
は
1
3
も
存
効
な
災
害
村 

策
な
の
で
す
。 

|
防
災
意
雄
の
繙
技
を 

そ
ん
な
中
、
津
波
避
難
別
練
の 

參
加
杏
が
大
幅
に
墳
え
た
こ
と
は 

本
当
に
心
強
い
こ
と
で
す
* 

た
だ
、
こ
れ
を
！
！
統
し
て
い
か 

な
け
れ
ば
里
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

い
ざ
と
い
う
と
き
命
を
守
る
た
め 

に
は
、
曾
段
か
ら
嬾
え
を
し
、
家 

族
で
避
«
|
/
/
法
を
話
し
合
う
な
ど
、 

防
災
唐
識
を
持
ち
核
け
る
こ
と
が 

f
i
要
で
す
： 

「

大
丈
夫
だ
ろ
う」

で
は
な
く 

「

危
な
い
か
も
し
れ
な
い
六
津
波 

の
恐
ろ
し
さ
と
、避

！
！

の
大
切
さ 

を
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

山
年
先
、
扨
年
先
は
も
ち
ろ
ん
、 

今
日
、
沐
波
が
来
な
い
と
い
う
保 

降
も
一
切
な
い
の
で
す
か
ら 
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8月7日（日）執行予定の久慈 

市議会議員選挙から、投粟所入場 

券が変わります。 

今回から、世帯ごとに有権者4 

人までを1枚にまとめた入場券ハ 

ガキをお送りします。（世帯の有権 

者が5人以上の場合は複数枚お送 

リします） 

三つ折りの圧着ハガキで、内側 

が氏名を記載した入場券になつて 

います。ハガキを丁寧に開き、自 

分の入場券をミシン目に沿つて切 

リ離して投累所にお持ちください。 

0市選挙管理委員会事務局 

S 52 — 2111内線 472 
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•役割など• 

一日も早い復興の 

実現に向けた指針と 

なる計画です。 

市民の皆さんや事 

業者が希望を持てる 

ようにするため、生活 

再建や水産業の復興、 

防災関係など、各事 

業を盛リ込みます。 

•計画期間• 

平成23年度〜平成 

32年度までの10力年 

計画です。期間を復 

旧、復興、飛躍の3 

段階に分けて着実な 

取り組みを進めます。 

※詳しい内容は策定後、 
市ホームページや広報 

などでお知らせします 

巡 

«

由 

1
-
T
 
1
 
E
 

興
願
ぅ
声
多
数 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
、 

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た 

め
の
久
慈
市
復
興
計
画
。
市
は
同 

計
画
策
定
に
向
け
た
意
見
交
換
会 

を
7
月
6
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。 

初
日
は
、
夏
井
地
区
を
対
象
に 

市
漁
協
夏
井
出
張
所
で
開
催
。
復 

興
を
願
う
声
を
届
け
よ
う
と
、
会 

場
に
は
約
4
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
山
内
隆
文
市
長
が「

こ 

れ
か
ら
、
ま
ち
の
復
興
、
飛
躍
に 

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
食
料
や 

エ
ネ
ル
ギ
丨
の
供
給
な
ど
、
他
の 

地
域
に
も
久
慈
市
が
貢
献
で
き
る 

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い 

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す」

と
あ 

い
さ
つ
。
続
い
て
市
側
が
同
計
画 

の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
出 

席
者
か
ら
今
後
の
復
旧
作
業
や
生 

活
再
建
に
関
す
る
意
見
な
ど
が
多 

数
。
今
後
の
災
害
に
備
え
る
た
め 

の
防
災
施
設
や
避
難
所
な
ど
の
整 

備
を
願
ぅ
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
山
内
市
長
は「

災
害
か 

ら
集
落
、
財
産
、
安
全
を
守
る
こ 

と
は
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
の
声
を 

聞
き
、
し
っ
か
り
応
え
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す」

と
力
を
込
め
た 

言
葉
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
は
：2

日
ま
で
の
日 

程
で
計
6
回
開
催
。
市
は
、
寄
せ 

ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
同
計
画 

の
内
容
を
調
整
し
8
月
上
旬
の 

策
定
を
目
指
し
ま
す
。 

I 
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員（関連記事 

市勢功労者表彰授与式 
P 10—11 

夥 く 

= # ] 

岩手で齒L、ざ全国へ 
P 14—17 

地域を守る消防団 

i 

r 

I 

さ
な
い 一, 
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地域への思い 
をf.!fつて一 

«i各分aの主な担当堆区 

fe 久y承堆ヌ 

-士」ニー一 

fe. 
1市全a 
im JI«BI 
1門®、天#S、《siほか 
IlliSiSjIilSstaE 
丨 uĵsniis 駆 

miM長_区 珍::#料il 
EZBEm 
QBESil 
EiBBia 
t•暹 
tJIUKigii 
i;抑Kほii 

1市全a 
im JI«BI 
1門®、天#S、《siほか 
IlliSiSjIilSstaE 
丨 uĵsniis 駆 

•大川目棚 
g:偏:•：: 

珍::#料il 
EZBEm 
QBESil 
EiBBia 
t•暹 
tJIUKigii 
i;抑Kほii 

丨 沢 棚 

• 'I'BIWag -
hAVKMimms 

珍::#料il 
EZBEm 
QBESil 
EiBBia 
t•暹 
tJIUKigii 
i;抑Kほii 

山形SJ55内Jgg 
I山形町戸呂 
\iimamm 

‘ ； 

s 2平成22年a •市涓防aの 
活動莫纖 

7S9人 
SS2人 

mm s丨件878人 
t m 5丨件站灼入 

ôm 52 件 Z026 人 
1+ 177 件 UM 入 

守ってくれる存在 

家族や親類にも団員がい 

ます。*任®を持ち、大変 
なJgmにも出動する消防団 

は地域を守ってくれる存在 
です。JfeSIでち助かってい 
ます《気をつけながら務め 

てほしいですな 

m 
気をつけて頑張って 

胃®；:入つているおじ 

いちゃんは、震災の突昏て» 
も出動していまし/:ニ人の’ 

命を助けるために翻って_ 
いるのはすごい。目分の命 

も大切に、気をつけながら 

通咨つてほしいで？ 

4 159 

広がり期待 

じつと«を見^そのまなざしから 
«『まちを守るjという由い気截が«じられsす 

命と安全を守るため、最前線で奮闘す 

る消防団。東日本大震災で、その役割 

と存在の大きさは、改めて強く示され 

ました。身を呈して活動する消_ 

は、どんな思いを持つているのでし 

うか。また、同じ地域に住むわたし/^ 

ちにできることとは何なのでしようか。 

今回は、地域に根付く、綱の守リ人「消 

防団Jを追いました。（5Pまで） 

市消防囲特別点検は6月26曰、久 

SS校長内校などで蔔かれました-

果曰本大震災の彩•で中止や延期 
をする市BJ村が多い中、市消防乱 

逹人消防協力Rなど77丨人が参& 

団貝らル例年以上に気合入つ 
た刺》を展國し、大霞災にも屈せず、 

まちを守リ級けるという意気込みを 

示しました
s 

罔曰、核監の山内a文市長などか 
らS彰を受けfcAは次のとおりです， 

> as®前のR字は分団名 

【»謝状】：夭堊れ冗男ふ室ニ 

山田茂〇羽柴已男也〇木村和也〇浅 
水康男O仲村渭治O新井谷幸夫OS 

gago市#*_組合Oj—正 
【内助功労】「ース子sで5さつ 

子承大久保とも&丨丨丨向R奈子®»川 
舅由美 

【優良竿頸a】$8分a ¥ デ 
分S長)？第195® ：長坂傷"長: 
【功労素】：g承中塚金蘆©烟 

田孝文9近藤茂明®向川S之®海• 

承下川原下ffiJ# 
【功aw】 ド 
丼弘里枇《勉V坂下広美;若中瀑保男 
s龜田]!秒（本波克巳’?村塚益雄ボ 

レ野木正已ザ大倉博美x•昌山一弘和 

岩#*メ縮越ー甬分大谷地和5L ̂ 下 

舘進'嫂山 

19 8丨7人 46.0® 

21 8CC 人 46,4 « 

22 8丨0人 47.0 « 

23 821人！: 47.6J® 

\ 
ド . を て 

ifiKMの住みと力は必ぞ"f欠 

消防団には_に精通する咨みと力 
があります.中規模火災では、団の迅 

速な活11によy、消防霍»が到着した 
と5には消火済みといラことも大人 

数o«貝が可能な組_力も 
持つ消防団は市の防災にと 

つて<eŝ可欠な存在です， 

市消防団では、団員をs集しています 

地域を守る消防団の活feに興味がある人 

は、消防防災驟（B52- 2173)またはお 
ifi くの消防@貝(Cこ'相接ください* 

•消防団Sの資格••次のすべてに該当 
Ct市内に在住または在H 
%18建以上の健康な男女 

•；sssa貝には、事業所などに勦めている 

人も多数含まれているため、迅速な活動に 

は事のa力が^ F可欠です- . 
市は消防西活動に稻霍的に®力している 

事業所などを募集し、認定しています-消 

_へのご®!?とこis力をお顔いします 
O済防防災誤《 52-2173 

•
守
る
意
雄
は
不
変 

遇
去
の
災
害
で
も
、
今
回
の
《 

日
本
大
»
災
で
も
、
日
ご
ろ
の
細 

袖
の
成
果
を
発
揮
し
、
わ
た
し
た 

ち
と
、
ま
ち
を
守
る
た
め
に
力
を 

尽
<
し
て
く
れ
た
消
防
団
。
そ
の 

役
斟
と
存
在
の
大
き
さ
は
、
大
S 

災
を
機
に
、
改
め
て
；S

く
示
さ
れ 

ま
し
た
。 

市
消
防
f
f
l
の
鬥
ノ
瀰
正
浪
団
S 

は
意
気
込
み
を
り
ま
す
。 

「

い
つ
何
時
で
も
災
害
な
ど
が 

あ
れ
ば
、
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
消
防
団
。
家
族
の
理
解
と
t
e 

力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
ま
で 

S
け
雄
い
で
き
た
伝
統
や
、
気
持 

_
最
前
雄
で
体
を
張
る 

普
段
は
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
よ 

う
に
生
活
を
し
、
別
の
仕
事
を
持 

ち
な
が
ら
も
、
ま
ち
に
危
険
が
及 

ん
だ
り
、
災
宙
な
ど
が
起
き
る
と
、 

消
防
士
や
警
察
宵
、
自
衛
官
の
よ 

う
に
現
場
に
向
か
う
人
た
ち
が
い 

ま
す
。 そ

れ
は
久
慈
市
消
防
団(

門
ノ 

澤
正
浪
団
畏r

丨
本
部
と
各
地 

区
の
2
0
分
団(

担
肖
地
区
内
訳
は 

表
丨)

で
構
成
し
、
4
月
丨
曰
現 

在
8
2
1
人
が
往
_
す
る
消
防
団 

は
、
わ
た
し
た
ち
の
命
と
財
裡
、 

そ
し
て
ま
ち
の
安
全
を
守
る
た
め 

に
展
前
線
で
体
を
祺
っ
て
ぃ
ま
す
. 

は
丨
万
1
0
5
4
人
に
上0

て
い 

ま
す
。
{
衷
2) 

_
地
域
の
知
雄
武
器
に 

活
動
突
3
|
の
数
字
が
《
付
け
る 

よ
ぅ
に
"
消
防
団
は
市
の
防
災
上 

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。 

消
防
団
は
各
地
丙
に
分
囲
が
矩 

織
さ
れ
、
そ
の
地
域
で
辟
ら
す
団 

M
が
在
箱
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た 

め
非
常
時
に
は
、
い
ち
早
く
現
場 

に
駆
け
つ
け
、
地
域
に
対
す
る
知 

a
と
経
験
を
武
器
に
、
地
域
に
密 

者
し
た
活
動
が
展
照
で
き
ま
す
。 

ま
た
常
に
出
動
態
勢
を
整
え
て 

い
る
久
慈
消
防
署
の
甚
a
6
4
人
に 

対
し
、
消
防
団
3
1
は
1
0
倍
以
上
の 

8
2
1
人
。
大
災
宙
な
ど
人
目
が 

必
要
な
と
き
は
、
大
人
数
を
動
斡 

で
き
る
紐
曲
力
も
w
え
て
い
ま
す
" 

不
明
苒
の
捜
索
を
実
施
"
住
宅
や 

填
な
ど
に
被
害
を
受
け
た
団
0
も 

出
る
中
、
地
域
を
守
る
た
め
、
住 

民
を
支
え
る
た
め
、
消
防
団
は
B 

夜
を
問
わ
ず
活
動
し
続
け
ま
し
た
、 

震
災
に
伴
ぅ
3
月
：
：
曰〜

2
8
曰 

の
出
動
人
H
は
丨
7
9
9
人
。
も 

し
消
防
団
の
迅
速
で
K
命
な
活
動 

が
な
け
れ
ば
、
被
咨
は
«
突
に
埔 

し
て
い
た
こ
と
で
し
よ
ぅ
。
消
防 

団
は
身
を
呈
し
て
、
こ
の
ま
ち
を 

守0

て
く
れ
た
の
で
す
。 

_
S
災
時
も
迅
速
懸
命 

消
防
囲
の
カ
は
敗
曰
本
大
«
災 

で
も
展
大
限
発
揮
さ
れ
ま
し
た
* 

3
月
|
1
曰
|
4
時
4
9
分
の
大
$
波 

gs

報
発
^
後
’
消
防
団
a
は
沿£：

 

部
に
急
行
し
て
水
n
を
閉
鐵
。
わ 

ず
か
約
|
0
分
後
の
1
5
時
2
分
に
は 

表 
n 
の 

沁 

% 

C 
ま 
し 
た 

そ
の
後
も
住
民
の
避
髏
誘
導
に 

拜
走
し
、
津
波
が
去
っ
た
後
も
救 

助
や
避
《
所
の
支
描
活
動
、
行
方 

.
>
\
\ 

I

多
岐
に
わ
た
る
活
動 

明
治
：2

年
に
私
設
消
火
隊「

久 

慈
火
消
組」

を
組
雄
し
た
こ
と
か 

ら
始
ま
っ
た
市
消
防
団
の
歴
史
。 

昭
和
5
8
年
4
月
2
7
日
に
発
生
し
た 

久
慈
大
火
や
地
®
、
坩
波
、
K
水 

W

な
ど
、
消
防
囲
は
、
こ
れ
ま
で 

»
多
の
災
害
に
立
ち
向
か
っ
て
き 

ま
し
た
。 

「

火
消
し」

か
ら
始
ま
っ
た
消 

防
邸
で
す
が
、
そ
の
活
動
は
多
岐 

に
わ
た
り
ま
す
。 

刺
練
を
f
l
ね
、
火
災
や
地
«
、 

»
水
害
な
ど
災
害
発
生
時
に
活
動 

す
る
ほ
か
、
発
生
以
前
で
も
河
川 

が
増
水
し
た
と
き
な
ど
は
出
動
し
、 

冒
成
®
努
を
と
り
ま
す
。
さ
ら
に 

は
行
方
不
明
#
の
捜
索
や
、
ィ
ぺ 

ン
ト
時
の
特
別
警
成
、
火
災
を
チ 

S

す
る
た
め
の81%

活
動
な
ど
も 

S
.
平
成
2
2
年
度
の
活
動
実
《 

は
丨
7
7
件
、
出
動
し
た
団3!

数 

_
求
め
ら
れ
る
若
者 

長
い
歴
史
の
中
で
在
a
す
る
団 

民
は
入
れ
変
わ
り
な
が
ら
も
、
ま 

ち
を
守
る
と
い
ぅ
#
い
意
識
を
持 

ち
技
け
て
い
る
消
防
団
。
意
識
と 

伝
統
は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
！
！
！
 々

と
受
け
雄
が
れ
て
き
ま
し
た
" 

し
か
し
近
年
、
全
国
各
地
でE

 

苡
の
確
保
が
課
埋
と
な
っ
て
い
ま 

す
。
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化 

や
環
境
の
変
化
か
ら
か
、
若
者
の 

人
団
が
停
滞
し
て
い
る
の
で
す
。 

市
消
防
団
で
は
昨
年
、
初
め
て 

.月1曰*5 
Iの定Bは86 

ち
が
な
け
れ
ば
務
ま
る
も
の
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
が
や
ら 

な
け
れ
ば
雎
が
や
る—

と
、
団
爵 

は
気
概
と
地
域
へ
の
思
い
を
持
つ 

て
い
ま
す
。
地
元
に
い
る
か
ら
こ 

そ
、
消
防
団
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若
い
団
咼
を 

育
成
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
災 

密
に
«
ぇ
た
細
練
を
敏
ね
、
こ
れ 

か
ら
も
佐
さ
ん
に
頼
ら
れ
る
存
在 

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
.
C 

大
震
災
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し 

た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
危
険
と
恐 

怖
、
惨
状
に
直
面
し
な
が
ら
も
、 

変
わ
る
こ
と
の
な
い
守
る
逸
*
と 

寅
任
®
。
！
：
ノ
瀑
団
長
の
言
葉
は
、 

力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
" 

|

皆
で
支
え
地
域
守
る 

地
域
に
根
付
き
、
地
域
を
知
る 

団
貝
は
、
身
近
な
地
域
の
守
り
人
。 

し
か
し
、
身
を
呈
し
て
餌
囲
し
て 

い
る
囲
》
は
、
同
じ
地
域
の
住
民 

で
も
あ
り
ま
す
。
消
防
団
の
活
動 

に
は
、
そ
の
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、 

地
域
の
理
解
と
B
力
、
そ
し
て
住 

民
の
#
加
も
必
S
な
の
で
す
。 

わ
た
し
た
ち
は
同
じ
地
域
に
住 

む
も
の
と
し
て
、
地
域
を
守
る
た 

め
に
体
を
張
る
団
員
た
ち
に
感
謝 

の
心
を
持
ち
、
活
動
を
支
え
て
い 

く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
ぅ
か
-

ま
た
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は
な 

く
、
自
分
自
身
も
防
災
意
織
を
持 

ち
、
災
害
に
備
え
て
い
く
べ
き
で 

は
な
い
で
し
ょ
ぅ
か
。 

住
民
の
參
加
や
、
地
域
の
理
解 

と
協
力
が
消
防
団
の
先
実
に
。
消 

防
a
の
允
実
が
"
地
域
を
守
る
一 

つ
の
力
に
。
災
害
は
い
つ
起
き
る 

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
力
を
合
わ
せ
" 

こ
の
地
域
、
こ
の
ま
ち
を
守
っ
て 

い
き
ま
し
よ
ラ
。 

地
域
の
守
り
人 

f
r
防
団 

女
性
5
人
が
入
団
す
る
な
ど
，
こ 

こ
数
年
、
団
貝
数
は
増
加
«
向
に 

あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
平
均
年
齡 

は
4
月
丨
曰
現
在
で
4
7
. 

6
送
と 

上
昇
中
。(

左
上
表)

組
雄
と
防 

災
®
能
を
保
つ
た
め
、
特
に
若
者 

の
入
団
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

|

担
う
世
代
も
懸
命 

そ
ん
な
中
、
先
輩
団
貝
と
と
も 

に
将
来
を
担
う
世
代
も
K
命
な
活 

動
を
絞
け
て
い
ま
す
。 

人
団
8
年
目
に
な
る
第
三
分
囲 

の
中新

：
！
t

田
学
さ
ん(

長
内
a
r
r
r 

東
：
！
！

本
大
霞
災
で
は
、
揺
れ
が
収 

ま
る
.
p
i
に
仲
間
の
団
貝
と
水
門
閉 

思
に
向
か
い
、
そ
の
後
も
避
難
誘 

導
、
逃
げ
遅
れ
た
人
の
救
助
な
ど
、 

必
死
に
活
動
し
絞
け
ま
し
た
。 

「

ど
う
に
か
し
て
あ
げ
た
い
と 

い
う
一
心
で
動
き
ま
し
た
。
い
つ 

も
家
族
の
こ
と
は
心
配
で
す
が
、 

地
域
と
家
族
を
守
る
た
め
に
も
消 

防
団
は
必
要
で
す
。
も
っ
と
多
く 

の
人
に
入
団
し
て
ほ
し
い
で
す
/ 

地
域
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、 

呼
び
掛
け
る
表
情
は
真
剣
で
す
。 

輪 
=墨CIん 

•

入
団
で
地
域
の
力
に 

年
末
年
始
の
大
雪
、
高
波
な
ど 

の
低
気
圧
被
害
、
そ
し
て
未
曾
；c 

の
大
災
害
と
な
っ
た
東
H
本
大
裏 

災
"
立
て！

8

け
に
自
然
が
猛
威
を 

振
る
ぅ
中
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
を 

守
っ
て
い
く
た
め
に
と
、
本
年
度 

は
5
つ
の
分
団
に
針
9
人
が
人
® 

し
ま
し
た
。 

第
1
7
分
団
で
は
2
0
代〜

3
0
代
の 

5
人
が
入
団
。
今
年
、
家
業
の
畜 

産
を
維
ぐ
た
め
、
盛
岡
市
か
ら
久 

慈
に
戻
っ
て
き
た
中
屋
敷
©
さ
ん 

(

山
形
町)

も
そ
の
一
人
で
す
。 

「

大
«
や
大
震
災
で
、
人
と
人 

と
の
つ
な
が
り
と
、
助
け
合
ぅ
こ 

と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

本
格
的
な
消
防
肋
活
動
は
こ
れ
か 

ら
で
す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域 

の
た
め
に
、
自
分
も
力
に
な
れ
れ 

ば
と
思
っ
て
い
ま
す」

。 

活
動
の
原
動
力
は
、
地
域
へ
の 

思
い
と
«
任
感
。
こ
れ
ま
で
受
け 

雄
が
れ
て
き
た
思
い
と
窓
繊
が
、 

今
後
さ
ら
に
若
い
世
代
に
広
が
っ 

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

意
気
込
む
守
り
人 

わ
た
し
た
ち
の
支
え
を 
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久S市16S災窖覦捶金 
»入金«に下紀まで 
達lS5fc"iR̂します 
:iea>am52-?r5 

【91金] 

msmTSけ付け中 

gi»»市からも支播 

もぐらんぴあ 
まちなか水族館 

10

B
OPEN

y 

もぐらんひあ•まちなか水M 

•nsnn 月 5 
辟〜采汪3月3ia x 
•ns特is )時〜丨8碎•• 
目〜3月は10時〜17時） 

•入&59»130分15まで 
羅休B日 
=.王末年始 

• 入 8 珥 m i 
画 - 5 5 2 - 9 

；B中軻家脚 
««««!がありSせんので 

160 
9広報くじNq130 

熱ぃ支援に感謝 

褸災者への教播支播物《、義援金、市への寄付金 東日本大震災で大きな被害を受けた 

本市に、多くの救援支援袍資ゃ教捶金、 

市への寄付金が、全国各地から寄せら 

れまし/"Co 6月1〗日〜7月10曰まで 

に受け付けた分は次のとおりです。（敬 

称培）熱い支援ありがとうございます： 

r東日本大震災兒《金交付式 

漁業考に見舞金 

市は7月〗IB,全国から寄せら 

れた見!!金の一Sを棄曰本大靈災見 

»金として、市内の8漁奠生S部に 

交付しました《被災世帚への交付に 

格き、2度目となる今回の見脣金は、 

市》8袒合員丨人につき2万円で計 

2^20万吼山内85015長;^鮮生 

SSWtS者に目8を手渡しました《 
久S浜漁業生産部の苣理ー囲部長 

は「市や全国からの支援は動みにな 

yます
t
ありがたく活用させていた 

だき.一日も孰、復美を目指しますj 

と、代表して_を述べました《 

2011.&1号 6 

d ト 爆 捕 

に<362れTユラユラ-ク 

m m m m n s m 界覊願い支撩投々 

隱台のような偉« 
コーナー.驀しく 
<ヮイ 

宇3小と街のKから義援金 

会と街©« •久S 

は7月8日、もぐらんびあ再«の願 

災害に関する 

久Sひまわり基全 
法律VSm (861-1818: 

士 

Q.不明者の財産管 

理どラすれば？ 

現在も父が行方不明で 

す。父が貨主となってい 

た不動産の借主には、ど 

のように対応すればよい 

のでしょうか。 

A.不在者財産管理 

人か死亡届を 

行方不明になった人が 

生きている可姥性がある 

®リ、本来は裁判所に対 

して、不在者財産管理人 

の選任を申し立てること 

になります= 

しかし緊急の要件など 

は、畢実上、子であるあ 

なたが窓口となって対応 

するのが適切だと考えら 

れます。 

行方不明になった人が 

亡くなっている可能性が 

Sい場合t丸震災で行方 

不明になった人の死亡届 

を市U村役場に提出でき 

るようになりましたの 

で、この死亡届を提出す 

ることになるでしょう= 

こ の に は 相 班 が 開 

始しますので、相班人の 

間で遺産分割協議をし 

て、選産を取得した相続 

人が借主に対応すること 

になるでしよう。 

8などから見舞金•斉湲金を交付します 

INF〇RMATI〇N 

久慈市災害見舞金（第3次配分） 申騙は9月30日（金}まで. 

播MB8 52 - 2119 

全国各地から久S市に寄せられた 

義援金の中から、見舞金を支給しま 

す。（給付灼象、金思などは下表） 

•申»に必要なもの 

T®« (̂66印2齢通蜷 
T津波による曩業•林業S害の場 

合—家庭菜園でないことをS明 

するS類（所得税確定申告害、 

出荷証明害など: 

®店教•アパート等被害；®人攀 

の場合”•事粟をしていた 

ことを証明する書類（所得税播定 

申告書、契約害など） 

•申W受付期H 

9月30日（金}までの 

平日9時〜17時 

» 9月30曰までの由a者を？?®に*S全の 
ai»E» ni月予定）を行います10月 
以降の甲aは受け付けできませんので-

•申!•受付場所 

栗曰本大震災被災者乾合相談所 

(市娜東便） 

出稼ぎ者等が所有す 
る住宅の技害【全壊】 

“【大規播半壊】 

”【半壊】 

.
n7
.„〇震災時に出稼ぎ等で居住していなかつたことなど 

から被災者生3再建支援金等•«2)の対象外に 
なった住宅の所有者（または者） 775P3 

5万円 

津波による農業•林 
棄》害 

M.找を罐as;有しttに活等？ 
©ナた人は»?ます 

*2. 活««5提金等とは.被災者 
と ， じ て れ た • 金 5 ぺ 、 ま す 

I津波により、麈地など丨C被害を受けた曩檠者 
,波によリ、ほだ木の済出などの被害を受けた林 

_* \ t と ち に 家 す 

Stt T , ' \.r y 〇震災で、gsする商店• 卜などが全li、大 
‘ i AS*%1

2

万円規模半壊、半壊した個人事業主 >

™® . • = ! 八，聚 i T • • れ 一••；塞》o»r-12 ム I F1••今.. *88する店鎮などが複Bあった場合t霓海金の額なし 

東:Itift方太平洋沖地震及び㈣驀援金（第2次配分金） 
•«#9»1|8 52-2119 

曰本赤十字社、中央共同募金会、 

岩手県災害義援金再集委員会に寄せ 

られた轅捶金の第1次E分を受けた 

人を対象に、_次、第2次K分金を 

•座秘で5mしています。 

•交付対象 

第1次S分金の交付を受けた人 

•交付申請 

O第〗次配分金の交付を受けた人は 

申講不要です 

o第1次配分金の交付甲aをしてい 

ない人は、東日本大震災被災者総 

合相談所（市役所東倒）で申誤し 

てください 

1 後援金の 
1 翅対象 

第2次配分 
金顴 

第15 J E W j 
金額(# * ) 

合計教 

死亡または行方不明 
1人あたリ 

81万 Sffl 

1入あたり 
50万円 

1人あたり 
131万5千円 

居住している住宅が全壜ま 
たは全後 

1戸あたU 
81万5千円 

1戸あたり 

50万円 

1戸》たリ 
131万 S W 

居住している住宅が大規樸 
半壊、半壊または半焼 

1戸あたり 
53万4千円 

1戸あたり 
25万円 

J戸あたリ 
78万4千円 

•
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S

出
®
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•
!
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大
«
災
を
乗
り
越
え
て
、
も
ぐ 

6
ん
ぴ
あ
が
新
し
い
形
で
街
な
か 

に
I
S
場
！ 

東
0
本
大
|
|
災
で
全
壞
し
た
地 

ド
水
族
科
学
館
も
ぐ
ら
ん
び
あ
が
、 

8
月
5
曰(

金)

山
時
、「

も
ぐ 

ら
ん
ぴ
あ•

ま
ち
な
か
水
族
館J 

と
し
て
久
慈
釈
前(

旧
中
村
家
貝 

店)

に
オ
丨
プ
ン
し
ま
す
。 

も
ぐ
ら
ん
び
あ
を
®
理
し
て
い 

た
、
あ
く
あ
ぶ
ら
ん
つ
の
ス
タ
ッ 

フ
9
人
が
創
意
工
夫
を
し
、
全
国 

か
ら
温
か
い
支
«
を
受
け
な
が
ら
、 

セ
ロ
か
ら
つ
く
り
上
げ
て
き
た
水 

族
館
"
館
内
は
楽
し
め
る
工
夫
が 

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

館
内
は
展
示
n
l
ナ
丨
と
体
験 

コ
丨
ナ
丨
に
分
か
れ
ま
す
。 

展
示n

丨
ナ
丨
で
は
、
さ
か
な 

ク
ン
か
ら
届
け
ら
れ
た
カ
ス
ザ
メ 

や
ハ
リ
セ
ン
ボ
ン
な
ど
を
、
さ
か 

な
ク
ン
の
解
説
付
き
で
紹
介
。
山 

形
»
の
加
茂
水
族
»
か
ら
«
ら
れ 

た
ク
ラ
ゲ
の
ほ
か
、
久
慈
川
の
メ 

ダ
カ
や
ナ
マ
ズ
な
ど
、
な
じ
み
の 

探
い
淡
水
魚
"
涕
波
を
生
き
残
つ 

た
力
ブ
ト
ガ
ニ
と
カ
メ
も
展
示
し 

て
い
ま
す
。
海
の
生
き
物
は
全
部 

で
約
4
0
種
3 
4
0
点
。
見
て
い
る 

と
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
よ
ぅ
な
、 

い
や
し
の
空
間
が
広
が
り
ま
す
。 

体
験
コ
丨
ナ
丨
は
、
ま
る
で
お 

祭
り
の
よ
ぅ
な
雰
囲
気
。
体
？ 

と
に
®
台
が
®
B
さ
れ
、
水
流
船 

な
ど
の
て
作
体
験
や
塩
づ
く
り
体 

躱
、
さ
か
な
約
り
の
ほ
か
、
ド
ク 

タ
丨
フ
ィ
ッ
シ
ユ
な
ど
海
の
生
き 

物
に
ふ
れ
あ
え
る
n
l
ナ
丨
も
あ 

り
ま
す
。
宇
®
小
学
校
と
$
小 

学
校
の
児M

が
壁
に
描
い
た
、
か 

わ
い
ら
し
い
絵
に
も
注
目
で
す
。 

交
流
を
楽
し
ん
で 

あ
く
あ
ぶ
ら
ん
つ
の
{
十
部
修
社 

長
は「

さ
か
な
ク
ン
を
は
じ
め
、 

全
国
の
水
族
館
な
ど
か
ら
も
協
力 

し
て
い
た
だ
き
"
本
当
に
あ
り
が 

た
い
®
り
で
す
"
こ
こ
は
、
お
客 

さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
が
漆
め 

ら
れ
る
新
し
い
水
族
鮪
で
す
。
ぜ 

ひ
遊
び
に
来
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い 

で
す」

と
P
R
し
ま
す
” 

N
館
は
人
鮪
無
料(

一
部
有
料 

の
体
驗
も
あ
り
ま
す)

で
、
気
輊 

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
街 

な
か
に
»
生
す
る
交
流
5
|
の
水
族 

館
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ 

»
府1 
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そ
の
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力を込®てあンさつする=好大臣 

このE暴ii. 7月SBからmWRTWi 
»«5しrcJU»«mJ 2年生の2人0̂ 3しました 

取格<D*Sさ、写稾取！?は大変だったけど、E 
契しSなど、たく S #びま事してうれしい！とて 

し/iu楽しでした！も！!重な($»かでfました
； 

I 
被災したibSの中字校が教育旅行で久慈に 

自然と人にふれ、心を元気に 

PICKUP NEW： 
復興対策担当大臣などと意見交換 

声を大に支援訴え三位一体で復興を 

12 161 

c
f 

灰 

久 慈 市 市 制 施 行 5 周 年 記 念 

市勢功労者表彰授与式 

蠡 9 

^ ,
n 

法 

： * . 
a 

m

d M 

«堆文ー（宇^3J 

元市》会》長。円滑な》会運Sに努めたほか、市政 
運宮に尽力し、市勢発展に多穴なa«をした 

««力雄：山F. ?J 
元市a会副級長、山?^m会»艮

5
円溝な»会運s 

に努め、村勢•市努発展に多大な資献をした 

岩城紀元肩3]: 

前市教委委員民S科保健の向上に努めたほか教育 
行政CDS興に尽力し市に多大な•献をした 

»子友男 

久世*!三宇SOT) tiltの向上に尽力 

ぶ ; ^ = 

嘉谷法子• ： .Sic尽力 
*谷余正十八曰町）mmm. に尽力 

吉田H子了 

金子fM '：長内印左…妄健の同上に5ァ
： 

a 3?主4保健の向上に尽力 

場《アサ（EBHBD twづくリの推進に尽力 

小田せつ子：長内町:：健康づくリの?titに尽力 

金子秀子 一 • ..1':'づ<.リの裙進に尽7： 

西奚代子&内SJ -,1凍づくりの?t進,;:尽-

上神田正已f 

外a博汚2L 5火穿邁の長痒に尽力 

吉田章中BJ)防火思*©萬搗に尽力 

蝙守博芋胃防a S織の妥搾に尽7： 

大88正：:53 5 .
:
s淺-•由.：フー 

雇«摩一^§581防火SSIの鬲探に尽力 

邦道播 &。5: ："： 

晨 壜 ヒ サ 二 

大由きみ子（宇測）msmovm.育樹こ尽力 
北jiiaa ニス :̂aこ：ヴ、-豆せ？硅ニ兮夫 

浜jsk と JisEenをaKwm 
ssna .大.丨.丨目5モx拒;iとMIIモ培を与';:？!実 

新！！清灌一巧：市？/丐：佳林s6廷.ごぢニ 

角谷敏雄小久S5j *-£^. i^u,:-5aiT.;?r： 
古01宗司=--：ニス：ニへ

1

'.•へ令F 一 

»茂《門iT市玖推進と地区矩瑾を強化究実 

裏山悛節：山抒HJ:市政推沒、会福。5こ.-バフ勺 

竹中*幸：：--十S推進と地区組®を強fこ光実 

久SQ —タリークラブニ ニ = 

久Sライオンズクラブ：4ァ（ 

社S法人久益青年会議所 

室電子エ棄と工場立地協定書を調印 

生産拡大へ移転を決定 

;

/ _採掘場から 

z国内最大級 
の翼竜化石 

久慈班泊博物館は7月7 

曰、坡泊探S体験場から翼 

竜®<匕石を発見したと発表 

しました
2 

化石は全長丨&85•人直径 

2Pで、同館の邃沢利夫さ 

んが白亜紀後期（約8ヌ》 

万 年 前 ） の か ら _ ア 

月に発見早番田大学の平 

山腹枚授か分析し、<fc5は 

翼竜（推定3 •の翼を支 

える骨と判明しましfこ 

K竜の化石は国内6例目 

の発見で、大きさは国内《 

大級。同館は恐竜やカメな 

どに接き、今回も貴重なf匕 

石を発見しました。 

平山教授は「ここまで化 

石が発見される場所は、国 

内はもちろ/^世界でも貴 

重だと思います、今後の発 

見も期待しています_と興 

奮気味に話していました
4 

，化石XS!。| 

琥珀の大？丨屏 
9月4曰{曰）まで 

琥珀と恐竜か一度に 
楽しめる体_企画展： 
ぜひご来場くださいI 

•久 8賊博 59-3831 

を M P Oに ^ 1 2 

康づくリに意欲 

叙勲 «日本大Jt災の»響で3»;^®明され 
て い た が ， こ の ほ ど さ れ 、 
本市からは次®方々が受章しました

： 

旭 1 1 « 光 6 瑞 朱 箏 光 章 

* 

えに感謝_ 

周囲に感謝。私を支え 

てくれたみんなが受章し 

たちのだと考えています
3 

譲員在籍時は、暮らし 

をよりよくするためにと、 

医療•福祉関係に特に力 

を入れて活動しましも 
雄もが一生涯関わるも 

のが医療と福祉です。み 

んなが、より安心して慕 

らせるまちをつくつて 

いつてほしいですね。 

協力のおかげ」 

思いがけない受》=少 

しばかり役に立てたのか 

な、という思いです。 

長い消防団活動の中で 

ル袞夜に出動したこと 

や、危険な目にあったこ 

とも何度もありました。 

活動を拔けられたのは、 

周りの皆さんが協力して 

くれたおかげです，現在 

の消防団員の皆さんにも 

頑張ってほしいですね。 

更生保護犯釋や非行 

からの立ち直リ支えて 

法務人丨丨i感謝状 

家族の大切さをm 豪 

策6H?mi細TO 
h m m t 

行 さ ん に 感 謝 今 後 も 拱 戦 を 

立ち直リには、相手を 

信じ、愛情を持って支え 

ることが大切だと考え、 

無我夢中に活動してきま 

した。活動を統けられた 

のは、家族や周リの浬解 

と支えがあってのことで 

す。皆さんに感激します
： 

大震災で家族の大切さ 

を改めて®じ、亡くなつ 

た父をテ一マとした「父 

の を 書 き ま し 

言葉には•力•があると 

思います：今後もいろい 

ろなジャンルに斑戰して 

いきたいです。 

ャ
野
逸
男
復K:cr®«

当
大
臣 

と
久
慈
広
域
4
市
町
村
良
と
の
S 

見
交
換
会
は
7
月
9
曰
、
市
防
災 

セ
ン
タ
丨
で
開
催
。
山
内
隆
文
市 

長
な
ど
は
、
東
曰
本
大
震
災
で
大 

き
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
の
助 

状
を
拆
え
、
復
旧
•
復
興
支
援
を 

国
に
弦
く
要
望
し
ま
し
た
。 

中
野
大
臣
は
7
月
5
曰
の
大
臣 

就
住
後
、
初
の
被
災
地
訪
問
"
0 

川
祥
吾
岩
手
現
地
対
策
本
部
長
の 

ほ
か
、
各
翁
庁
の
t
t
員
も
訪
れ
、 

要
望
内
容
を
間
き
取
り
ま
し
た
。 

平
野
大
臣
は「

地
域
の
声
を
反 

映
し
た
政
策
を
実
現
で
き
る
よ
ぅ 

力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。
I
H 

も
早
ぃ
愎
興
を
目
指
し
、
地
域
、 

l
a
.
国
、
三
位一

体
と
な
っ
て
取 

り
粗
ん
で
い
き
ま
し
よ
ぅ」

と
あ 

い
さ
つ
。
続
い
て
、
市t

•
村
長
の 

と
患
«
.
交
換
に
移
り
ま
し
た
。 

は「

自
然
の
遊
び
は
初
め
て
で
楽 

し
い
。
少
し
元
気
に
な
れ
た
％
が 

し
ま
す」

と
笑
顔
。
内
問
水
洞
探 

検
を
指
導
し
た
内
坪s

人
さ
ん 

(

山
形
釘)

は「

自
然
の
中
の
体 

験
で
、
つ
ら
い
紀
憶
を
忘
れ
て
元 

気
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
自
然
の
患 

み
や
、
自
然
の
中
で
遊
ぶ
#
©
さ 

を
知
っ
て
ほ
し
い
ね』

と
明
る
い 

W

情
で
f
i
し
て
い
ま
し
た
。 

山
内
市
長
は
涕
波
の
映
像
を
映 

し
出
し
て
、
被
害
状
況
を
説
明• 

久
慈
市
の
物
的
被
咨
は
決
し
て
小 

さ
く
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
水
産 

某
や
企
業
の
ほ
か
破
災
者
の
生
活 

冉
逑
に
対
す
る
支
扱
拡
大
、
湾
口 

防
波
堤
の
粮
備
な
ど
を
舟
を
大
に 

し
て
訴
え
ま
し
た
" 

4
市
町
村
S
か
ら
の
要
冤
を
受 

け
止
め
、
¥
野
大
臣
は「

琅
旧
. 

SK

の
其
現
に
、
共
に
戦
っ
て
い 

き
ま
す」

と
強
い
決
意
を
"
津
川 

本
部
K
も「

被
災
地
は
苦
し
く
限 

界
の
状
®
だ
と
承
知
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
負
担
を
少
な
く
し
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
すJ

と
窮
状
に 

理
解
を
示
し
ま
し
た
。 

2
時
問
に
わ
た
り
熱
く
交
わ
さ 

れ
た
意
見
。
国
、
斟
、
市
灯
村
の 

3
者
が
、
3
カ
し
て
很
_
を
進
め 

て
い 
<
こ
と
を
a
l
g
し
ま
し
た
。 

6
1
i
台
市
の
七
北
田
中
学
校(

小 

川
j
?1

校 
K 

•
'
{
:
徒
5
9
5 
人) 

の
2
年
生
約
2 
0
0
人
は
7
月
5 

曰
か
ら
7
曰
ま
で
、
教
育
旅
行
で 

山
形
町
を
訪
れ
ま
し
た
。 

当
初
、
同
校
の
教
育
旅
行
は
5 

月
の
予
定
で
し
た
が
、
3
月
1
1
曰 

の
大
地
«
で
校
舍
が
》
害
を
受
け 

た
こ
と
や
、
余
震
が
心
配
さ
れ
た 

た
め
来
訪
を
延
明
"
現
住
も
他
の 

学
校
の
校
&
を
問
借
り
し
て
授
業 

を
す
る
と
い
ぅ
大
変
な
状
況
の
中
、 

久
慈
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
" 

初
日
は
ス
タ
丨
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、 

2
曰
目
は
シ
ャ
ワ
丨
ク
ラ
イ
ミ
ン 

グ
な
ど
自
然
体
験
を
行
い
、
夜
は 

民
泊
。
思
終
0
は
フ
ォ
レ
ス
ト
ボ 

丨
ド
も
作
製
し
、
生
徒
は
自
然
や 

人
と
の
W
わ
り
方
を
学
び
ま
し
た
。 

2
曰
目
に
シ
ヤ
ワ
丨
ク
ラ
イ
ミ 

ン
グ
を
体
驗
し
た
¥
-
坂
洋
亮
く
ん 

市
到
施
行
5
思
年
|
8
念
市
努
功
労
者
表
彰
授
与
式 

多
大
な
功
労
に 

敬
意
と
感
謝 

市
制
施
行
5
W
年
C
念「

市
勢 

功
労
者
衷
彭
授
与
式」

は
6
月
2
7 

日
、
市
内
催
祺
場
で
間
催
。
各
分 

»
で
市
努
の
発
«
に
力
を
尽
く
し 

た
；3；

人
• 

3
団
体(

左
衣)

を
去 

彰
し
、
そ
の
多
大
な
功
労
に
敬
意 

と
感
謝
を
炎
し
ま
し
た
。 

授
与
式
に
は
受
阜
者
、
市
閲
係 

者
、
市
«
会
鎌
：g

な
ど
約
1
5
0 

人
が
出
席
。
東
日
本
大
«
災
の
播 

牲
苒
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、 

式
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
山
内
降
文
市
長
が 

「

受
琺
汚
の
梓
さ
ま
の
多
大
な
ご 

功
労
と
ご
活
播
に
、
漆
く
感
謝
申 

し
上
げ
ま
す
。
市
制
施
行
5
周
年
、 

そ
し
て
東
日
本
大
«
災
を
曲
に
、 

さ
ら
に
融
和
と
団
結
の
意
»
を
高 

め
、
さ
ら
な
る
市
勢
発
展
に
努
め 

て
ま
い
り
ま
す」

と
、
あ
い
さ
つ
。 

次
に
哲
澤
憲
司
市
級
会
級
段
が
お 

祝
い
を
述
べ
た
後
、
山
内
市
長
が 

受
窃
V
?1

人一

人
に
賞
状
と
紀
念 

品
を
明
り
ま
し
た
。 

受
商
者
を
代
炎
し
、
前
市
教
矜 

貝
会
委
員
投
の
-
W
城
紀
I
7
C
氏
が 

「

»
激
ひ
と
し
お
。
受
阜
は
畏
年 

に
わ
た
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
温 

か
い
ご
厚
情
の
お
か
げ
と
考
ぇ
て 

い
ま
す
"
本
日
を
契
機
に
久
慈
市 

の
復
旧
.
泡
興
、
そ
し
て
飛
躍
の 

た
め
、
よ
り一

履
努
力
し
て
ま
い 

り
ま
す」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

終
ァ
後
は
昼
食
会
を
開
催
。
出 

席
者
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
詔 

り
合
い
、
復
興
と
市
勢
発
展
へ
の 

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。 

授
与
式
は
3
月
；2

曰
の
市
制
施 

行
5
周
年
紀
念
式
典
の
中
で
行
ぅ 

予
定
で
し
た
が
、
大
震
災
の
彩
響 

で
延
期
。
式
典
の
規
模
を
縮
小
し
、 

今
回
、
授
与
式
の
み
行
い
ま
し
た
。 

各
補
モ
丨
タ
丨
用
部
品
な
ど
を 

製
造
す
る
室
電
子
エ
業
株
式
会
社 

(

神
祭
川
®
川
崎
市
•
室
正
入
社 

畏)

が
、
生
産
拡
大
と
安
全
確
保 

に
向
け
、
0
并
B
I
の
岩
手
工
場
を 

M
内
町
の
久
慈
地
区
«
点
H
«
r
a
l 

地
内
に
新
築
移
f
e
す
る
こ
と
を
決 

定
。
6
月
；5

曰
、
同
社
と
市
に
よ 

る
工
場
立
地
協
定
苒
調
印
式
が
、 

斟
北
広
域
振
の
i
£
ち
会
い
の 

下
、
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

S

定
麝
へ
の
鋼
印
後
、
室
社
長 

は「

小
さ
な
開
発
に
目
を
向
け
て 

も
ら
い
、
大
き
な
S
び
を
感
じ
て 

い
ま
す
。
《
任
を
持
ち
、
地
域
発 

展
の
一
助
に
な
る
よ
ぅ
頑
®
り
ま 

すJ

と
思
欲
。
山
内
®
文
市
長
は 

「

工
業
団
地
へ
の
立
地
は
’
地
域 

に
と
っ
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で 

す
。
必
ず
や
会
社
の
成
畏
に
孩
献 

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す」

と 

立
地
決
定
に
感
謝
し
ま
し
た
" 

平
成
4
年
に
操
菜
を
開
始
し
た 

同
社
岩
手
工
場
は
、
東
曰
本
大
® 

災
の
律
波
で
被
災
。
操
袤
は
甲
期 

に
汚
開
し
ま
し
た
が
、
よ
り
安
全 

を
確
保
す
る
た
め
、
移
靼
を
決
定 

し
ま
し
た
。
新
工
場
は
現
在
よ
り 

規
挨
を
拡
大
"
操
業
開
始
時(

1
2 

月
目
«)

に
は
«
用
人
数
を
2
3
人 

か
ら
2
8
人
に
埔
ゃ
す
>
^
で
す
。 

平
成
1
8
年
6
月
か
ら
心
身
の
« 

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
ボ 

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
1
-4

サ
ロ
ン「

た 

ぐ
き
りJ

が
法
人
格
取
得
に
向
け 

て
、
新
た
に
サ
ロ
ン「

た
ぐ
き
り 

(

M
合
従
子
代
表)J

を
本
年
丨
月 

扣
曰
に
股
立
。
申
銷
を
受
け
た
市 

は
、
同
団
体
を
市
内
1
|
»
目
の
恃 

定
非
営
利
活
動
法
人(

N
P
O
法 

人)

に
越
鉦
す
る
こ
と
を
決
定
し
、 

7
月
1
1
曰
、
市
役
所
で
認
証
番
交 

付
式
を
行
い
ま
し
た
。 

交
付
式
に
は
同
団
体
か
ら
6
人 

が
出
席
。
関
合
代
表
に
認
«
激
を 

手
渡
し
た
後
、
山
内
隆
文
市
長
は 

「

皆
さ
ん
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、 

市
の
自
殺
串
は
徐
々
に
減
少
し
て 

き
ま
し
た
。
苦
労
も
あ
る
と
思
い 

ま
す
が
、
忍
鉦
を
雄
に
大
き
く
活 

動
を
広
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い」

 

と
激
励
し
ま
し
た
。 

閲
&
代
表
は「

人
を
助
け
ら
れ 

る
の
は
人
。
気
持
ち
ょ
く
猫
り
合 

ぅ
こ
と
が
、
自
段
対
策
に
も
つ
な 

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
同 

士
の
窓
思
疎
通
を
高
め
、
こ
れ
か 

ら
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い 

で
すJ

と
息
欲
を
述
べ
ま
し
た
。 

«
聴
や
相
談
な
ど
、
l
a
l
団
体
の
活 

魴
の
さ
ら
な
る
活
性
f
t
が
期
待
さ 

れ
ま
す
。 



図復興計画の期間と段階区分 

年度 H 2 3 H 2 4 H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 H 3 1 H 3 2 

段 
階 

^1=1^ 夢 . 
段 
階 

復興期 段 
階 

飛躍期 1 

162 

久慈市復興計画を策定 

大盛況久慈みなと福興祭 
,vvv r. : v Kuji.ivvrjtr； 

ぶ へ ， パ 

条 - 參 • ： 

市は7月22曰、東日本大震災からの復興を進め 

ていくための「久慈市復興計画」を策定しました。 

未曾有の大災害を乗り越えていくため、新たな視 

点に立ち、新たなまちづくりを進めていきます。 

今回は、復興を実現するための取り組みを盛り込 

んだ同計画の概要をお知らせします。（3すまで) 

E)政策推進課S 52 — 2115 

平成23年（2011年）Nal31 

1

目
標
は
新
た
な
視
点 

新
た
な
ま
ち
づ
く
リ 

沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大
な
被
害 

を
及
ぼ
し
た
東
日
本
大
震
災
。
市 

は
被
災
者
を
対
象
と
し
た
意
向
調 

査
、
意
見
交
換
会
な
ど
を
経
て
、 

7
月
“
曰
、r

久
慈
市
復
興
計
画」

 

を
策
定
し
ま
し
た
。 

復
興
計
画
は
、
壊
滅
的
な
被
害 

か
ら
一
曰
も
早
く
立
ち
直
り
、
希 

望
を
失
わ
ず
に
前
進
し
て
い
く
た 

め
の
、
ま
ち
の
羅
針
盤
と
な
る
も 

の
で
す
。
単
に
被
災
前
の
状
況
を 

取
り
戻
す
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま 

で
以
上
の
久
慈
市
を
築
き
上
げ
る 

た
め
、「

新
た
な
視
点
に
よ
る
新 

た
な
ま
ち
づ
く
り」

を
目
標
に
設 

定
し
ま
し
た
。 

自
由
な
発
想
と
視
点
を
持
ち
、 

被
災
者
の
生
活
や
被
災
企
業
の
再 

建
支
援
、
水
産
業
の
復
興
、
防
災 

面
の
強
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
進 

め
ま
す
。
ま
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
丨 

や
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
^
な
ど 

も
積
極
的
に
研
究
し
、
他
地
域
に 

も
貢
献
で
き
る
よ
ぅ
な
エ
ネ
ル 

ギ
丨
の
活
用
•
供
給
拠
点
を
目
指 

し
て
い
き
ま
す
。 

•

計
画
期
間
は
代
カ
年 

段
階
に
分
け
着
実
に 

復
興
計
画
の
期
間
は
本
年
度
か 

ら
平
成
^
年
度
ま
で
の
1
0
ヵ
年
で 

す
。
各
種
事
業
を
段
階
的
に
着
実 

に
進
め
て
い
く
た
め
、
生
活
基
盤 

の
再
生
に
取
り
組
む「

復
旧
期」

、 

復
興
に
取
り
組
む「

復
興
期」

、 

新
た
な
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
ま 

ち
を
目
指
す「

飛
躍
期」

の
3
段 

階
に
分
け
ま
し
た
。(

下
図) 

こ
の
復
興
計
画
を
久
慈
市
総
合 

計
画
、
国
や
県
が
策
定
す
る
復
興 

計
画
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
復
興 

の
実
現
に
向
け
て
各
種
事
業
を
推 

進
し
て
い
き
ま
す
。 

前
進
し
て
い
く
た
め
の
羅
針
盤 

新
た
な
視
点
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
リ
を
進
め
ま
す 
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レドンコのすリみ肝 

込^9 
てSをSす子 

ちたち 

' ‘ ^ 1 水 産 業 を 

4,jvj 
復 興 す る 

1水産鴿投等の再建 
市g^,市場®#jew日によリ、魚介 

埋の;sas«¥のa保などを因リます-
滄具等の5備 
具な整備を支援

s
他 

市BI村にも支援を働きかけます。 
3つくリ育てる澹業の推遒 
養 旧 . S » D ほ か 、 _ 

潘盥庚設などのg儀を支援します。 
4

潘港等のB僅 
»溥!^を^«に棚日しS^T ^ l 

率的な睡«け、再:！•ばきを支援します= 
s雇林業の振翼 
新たなsw作目coas'siP®ほか、 

大規《aga%wのswを因りますc 

生活を 
再 建 す る 

1生活支援の究寞 
各穡支捶制度や》付制度などによu 

被x者の主活を支捶します， 
2

雇用81会の躬出と！!(業支援 
国の事業を活用し就労機会を®出す 

るほか、IJ1««段などを支援します： 
»企業等への再建支援 
被災した辜urnや工場の^rs資や 

f?«などを支捶しま？\ 
^内《型産業の担興 
_資源を活用したestや商品res 

などで、内発型度藥の»出を図リます. 
s«S、医療、播社の究実 
祖孩や定Mな訪面で、者CD« 

か、！ft®などの #̂をケアします。 

： 

_ • ま ち づ く り 

の 土 地 利 用 

方針 

i霪災緘と同uim«"s本 
按災世》への意向鋼2<7)結果などを 

mas^.同じ導用を基本とレハー 
ド«策とソフト«策を組み合わせた 
「多重坊災型のまちづくリJを遒めて 
いきます 
2

津法防災ttisのB儡を進める 
M»<DW1やかさ上げを推進し、安 

全•安心なまちづくリを進めます： 
®ソフト«策を道める 
防災教育や津iSBKSaiなど，ソフ 

ト 面 の リ ま す
： 

*佐宅wtへの支播 
S災住宅の再建を，各襦支援制度と 

連動を図リながら支援していきます.-

土地利用方針とプロジェク卜の«要 

頃興計垂の中に設定した「土地利用方針jと「5つの 

プロジェクト」の按要は、上下の梓のとおリです•=復興 

it香の詳しい内容は、市ホームページに掲eしています。 

市は今後も挨討•調整を進め、復興の実現に向けたよ 

リ具体的な事業を10月までに策定する「久s市後興計_ 

実箱針甬」にSリ込c予定です
c 

* T P 
再 生 可 能 

ェ ネ ル ギ ー 

等に取り組む 

‘再生可能エネルギー等活用への 

取り組み 
3立電源として有効な太》㈣電の 

投•[を支援します。太»光発電や洋上 
風力発》のほか、a林資*などから拱 
出されるs聚t»をf<i用したバイオマス 
8鬣などの導入も埃Mします。 
j孩発事篥の搶進 
E V取や55*莢設の®及®進のほ 

か、再生可絶エネルギー}に対する 
8讖SSに努めます。 
3

 Sf究樋B等の速擯 
大規模なsasisの誘致等による« 

力供給*点の形成や、祈しいエネル 

災 害 に 強 い 

ま ち づ く り 

を 進 め る 

1

復興道路等の5儼 
AP •久S自fe肇道、三陸《««2路 

などの5«®進を田や解に要2しま•?% 
2潸ロ防波後のSS 
_完成を国や稱に要望します-

？防灌壜，水門等のs« 
早®に復旧し、防灌埋のかさ上丨ザや 

水nの；化なども推進します， 
4河川壜防の5« 
s防災箱投の5S 
6

久S港の5 8 
7

道路綱のSS 
8

地3住91墳の肉上 
»防災教育等のソフト面の先* 
“災害E0の保存•核S • 18承 

交 流 人 口 を 

拡 大 す る 

‘生度者と漢黌者との交滾佳遂 
消費者に安全•安心な食«をP Rし 

gす•生活済®«会を提供し. 
移往•定住をSSします-. 
2体8SR育箝行等の播進 
IIかな_«»を活用した自然体験 

によリ、首®®などからの教育sr行等 
を誘致し、交SAQOS大に努めます-
3

«光蘆《の振翼 
地下:もぐらA/tfあ，リ滿 

海女センターなどの政jt®S<Dlfaisc 
s§»ます。 
賊_と連*し積Sfl^SP Rを図 

るほか、an®®?きと逢動して観光客 
の誘客に努めます， 

3広報くじN0131 

海が大好きです！ 

灼リもできるし、泳いだ 

ベるし、海が大好きです！今日は 

波がaくて泳げなかったけど、海水 

は冷たくて気持ちよかつたですI 

今a来たときは本気て•泳ぎたいです！ 

やつはリ海がいい！ 

ちよつと寒くて、水Sも冷たかつ 

たけど、みんなで遊べて超妾しい 

です！海水プールは学校のプー 

ルよリも広くて思いつ切リ遊べま 

す！やつぱリ海がいいなあ！ 

復興計画が描く、久慈港周辺の将来像 

•S•あぐtTtイメーyST. ffl•がのでa»yません 

• 将 に つ い て _ 

久慈市復興計®は、 

露災防と同じ！•所で 

まちづぐリを進める 

ことを基本としてい 

.ます-. 

湾C3防波堤や防潮 

埋，mmsss. •月川場 

防の整供などで多遍 

防災型のまちづくリ 

を進め、被害をできる 

だけ*小化するとい 

うr^ mの考えによ 

リ、安全•安心なまち 

づくリを目指します： 

また再生可徒エネ 
ルギ一などの導入に 

ついても力を入れて 

....いきます。 

参 . 茶 

BP f t' ^ I Bg rtwv ntfrrwmm 

5_̂ .=s;r!!a 

皆さんの意見 
間かせてください 

市は、まちづくりに対する皆さんの意見 

を闍き.市CDtt事に生かしていくため「市 

長への手を行つています。 

皆さんからお寄せいただいた手班は、市 

長が直接鹿封した後、市役所の各担当誤で 

調査、接r?してご本人に回答します：市役 

所への意見や疑問を間かせてください。皆 

さんからの手班をお待ちしています
： 

•用班•'本号にはさみこんである用班をお 

使いください
；
用©imam、山形g合 

支所、各支所にもあります 

• K入内容…吊の亡率に57するS見や疑背 

なと％ ssする際に練ですので、•am、 

氏名、電g番号も記入ください 

•投害方法乾：5 5手i?ス要-

箱 m a m 、 山 腿 合 支 所 、 各 に 偏 

え付けてあります） 

•まちづくリ振興33 52 一 2116 

8/21整理券配布開始 

(公社）落語芸術 

協会と市教委の主催 

で、東日本;fcl災後 

115援「芸協出前寄 

席」を開催しま？％ 

入場は焦料ですが整 

理券が必要です。 

•日_-10月3日（月）14時30»||演 
••アンパ-: 

•出演者••云協会S •与疚?".！写K、桂 

小文治（八戸市出身)、禮ナナ（一関市 

出身k桂枝太® (旧衣川村出身）ほか 
•M券…8月2〗日{曰}から、アンバー 

ホール、お6ほ一るなどでE布します 

0アンパ-ホ-;USS2 一 2700 

5広報くじNal31 

r5つのプ•ジェクトで事業を進遍| 
n—I—I“r-r 

浜
に
に
ぎ
わ
い 

〃
福
"
呼
び
込
む 

久
慈
み
な
と
描
興
祭(

久
慈
み 

な
と
.
«
ま
つ
0
文
^
:
否
£
1
会
主 

催)

は
7
月
2
3
曰
と
2
4
曰
、
侍
浜 

岩
堪
海
水
プ
丨
ル
と
舟
®
海
水
浴 

場
の
海
関
き
に
合
わ
せ
て
開
催
， 

今
年
、
海
問
き
を
迎
え
た
の
は
東 

曰
本
大
癘
災
で
被
災
し
た
岩
手
、 

宮
城
、
福
商
の
3
棋
で
唯
一
と
い 

う
こ
と
も
あ
り
、
K
B
、
多
く
の 

来
與
《
と
報
道
陣
が
訪
れ
ま
し
た
。 

M
曰
は
、
海
水
プ
丨
ル
に
W
接 

す
る
北
侍
浜
野
哲
場
を
主
会
場
に 

問
催
。
海
に
向
か
っ
て
来
場
#
全 

s

で
黙
と
ぅ
を
さ
さ
げ
た
後
に
セ 

レ
モ
-—

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
同
実
行
委
の
細
田
捻 

男
会
長
は「

久
慈
市
の
海
は
安 

全
•
安
心
で
す
-
海
を
粢
し
み
、 

に
ぎ
ゎ
ぃ
を
っ
く
る
こ
と
が
«
興 

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す」

 

と
あ
い
さ
つ
。
絨
い
て
祭
開
催
に 

全
面
的
に
t
t
力
し
た
北
侍
浜
野
常 

場
®
理
組
合
の
船
渡
博
紐
合
長
が 

「

雄
波
で
S
大
な
被
害
を
受
け
ま 

し
た
が
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
何
で 

も
で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
今 

曰
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ 

い」

と
来
場
者
を
»
;
迎
し
ま
し
た
" 

そ
の
後
は
、
侍
浜
小
学
校
兒
滾 

に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
I
ラ
ン
や
、 

く
じ
付
き
の
も
ち
ま
き
、
海
水
プ 

丨
ル
で
の
'
£
探
し
の
ほ
か
ミ
ニ
《 

り
市
な
ど
も
実
施
。
侍
浜
漁
菜
生 

産
部
も
ホ
ヤ
な
ど
を
皈
売
し
、
祭 

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

舟
渡
海
水
浴SP

で
間
か
れ
たS：

 

日
の
描
興
烙
も
大
盛
況
。
黙
と
ぅ 

と
セ
レ
モ
ニ
丨
に
絞
い
て
、
荷
« 

部
小
学
校
児
《
が
荷
軽
部
太
鼓
、 

久
慈
湊
小
学
校
児
帝
が
よ
さ
こ
い 

ソ
丨
ラ
ン
を
披
露
。
砂
浜
で
は
宝 

探
し
と
潮
干
狩
り
、
海
水
浴
場
の 

播
で
は
、
も
ち
ま
き
の
特
典r

ゥ 

ニ
採
り」

も
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か 

な
歃
南
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

ま
た
ニ
子
供
市
の
特
別
出
店
や
、 

久
慈
ま
め
ぶ
汁
な
ど
B
級
ご
当
地 

グ
ル
メ
の
阪
売
も
。
•
り
空
と
い 

ぅ
あ
い
に
く
の
天
候
な
が
ら
、
M 

後
ま
で
に
ぎ
わ
い
が
輓
き
ま
し
た
。 

»
災
で
大
打
撃
を
受
け
た
浜
に
、 

祭
が
呼
び
込
ん
だ
活
筑
と
®
"
多 

彩
な
催
し
を
楽
し
ん
だ
計
3
千
人 

の
来
場
者
は
海
の
8
か
さ
と
楽
し 

さ
を
改
め
て
突
®
し
、
を
顆 

う
筑
持
ち
を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。 

復
興
へ
5
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

多
重
防
災
型
の
ま
ち
目
指
す 

I

同
し
場
所
を
基
本
に 

高
台
移
転
も
検
討
雄
接 

律
波
の
被
害
を
受
け
た
沿
庠
部 

な
ど
、
今
後
、
土
地
を
ど
ぅ
利
用 

し
て
い
く
か
は
大
き
な
問
埋
で
す
。 

市
で
は
復
興
：is

画
の
策
定
に
向 

け
て
、
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け 

た
3
3
6
世
帯
を
対
象
に
居
住
地 

域
に
間
す
る
窓
向
躅
杳
を
5
月
に 

実
味
し
ま
し
た
。
震
災
前
と
同
じ 

場
所
に
住
む
こ
と
を
希
望
し
た
世 

坩
は
全
体
で
6
4
.
7
%
"
市
は
こ 

の
結
果
を
受
け
て
、
震
災
前
と
同 

じ
場
所
を
基
本
と
し
、
施
設
な
ど 

の
ハ
丨
ド
対
策
と
避
«
訓
«
な
ど 

の
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合
わ
せ
た 

「

多
里
防
災
里
の
ま
ち
づ
く
りJ

 

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

た
だ
し
高
台
へ
の
移
転
を
希
® 

す
る
割
合
が
高
い
地
区
も
あ
り
ま 

す
"
市
は
今
後
も
住
民
と
の
意
見 

交
換
を
行
い
、
住
民
の
合
意
形
成 

が
図
ら
れ
た
場
合
は
、
集
団
移
f
e 

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

•
復
興
へ
の
重
点
投
定 

辜
業
の
推
進
に
全
力
で 

ま
た
抱
興
計
画
で
は
生
活
の
再 

1
1
5
や
水
産
定
復
興
な
ど
、
ま
ち
の 

泡
興
欠
現
に
向
け
た
5
つ
の
ブ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
を
設
定
。(

上
図)

今
後
、 

處
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要 

な
取
り
組
み
を
整
理
し
ま
し
た
" 

市
は
国
や
棋
に
提
？
！
や
要
望
も 

し
な
が
ら
、
琅
S
I
の
推
進
に
全
力 

を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。 

市
全
体
の
ヵ
で
街
襲
と
飛
播
を 

実
現
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理 

解
と
ご
»
力
を
お
願
い
し
ま
す
： 

5
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ—

等 

に
取
リ
組
む 



海が大好きです！ 

釣リもで5るし、泳いだりして遊 

ベるし、海が大好きです！今曰は 

gが8くて泳げなかったけど、海水 

は冷たくて気持ちよかったです！ 

今度来たとfは本気で泳ぎたいです！ 

% ^ 
やっぱり海がいい！ 

ちょっと寒くて、水港ち冷たかっ 

たけど、みんなで遊べて超粢しい 

です！海水プールは学校のプー 

ルよりも広くて思いっ切り遊べま 

す！やつばり海がいいなあ！ 

城 置^̂ L 

久慈みなど 

項 を 

»
•
«
!
1
-
一 

5 
# 
X
-

M
3
S 

9 
ち 

« 
I

件

た 

f

に
で
も 

脚
り
！
r
i 

».
r

-

.> .• • 
7 ‘ 23 in北侍兵野営《 •侍浜岩場海水プール 

皆さんの意見 
間かせてください 

市は、まちづくリに対する皆さんの意見 

をBき、市CDtt事に生かしていくため「市 

長への#*Liを行つています= 

皆さんからお寄せいただいた手««、市 

長が直接開封した後、市smの各担当課で 

査、検討してご本人に回答します--市役 

所への意見や接罔を聞かせてください。皆 

さんからをお待ちしています= 

•用磁S号に>5さみこんである««をお 

使いください，用班は市役所、山形雄合 

m各支micもあります 
•e入内容右の仕事.こ対する®見や疑苟 

など=ssする際に!^ですので、am、 
氏名、電話塞号も記入ください 

• 投 m 法 ぎ 送 （ 切 手 は 不 要 - 投 畜 

m (rTiam.山««合̂i、各smに儷 
え付けてあります） 

Qまちづくリ振興as 52-2116 

8/21整理券配布開始 

{公社）落語芸術 

8 会 と 市 主 《 

で、東日本大曩災復 

興支援「芸協出前寄 

席」を開催します: 

入場はg有ですが整 

涅券が必要です. 

•日時3月3日（月 >14時30分隨演 
• # «

 7

ンバーホール 

•出濱者Stt会長•桂！R丸（写興)、桂 

小文治（八戸市出身K _ナナ（一S市 

出身)，(旧2U I W出身}ほか 
• 5理券七月2〗日（日！から、アンハ一 
ホール、おらほ一るなどで®Bします 

0アンバーホ一ル》52 - 2700 

5丨広報くじNol31 
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浜
に
に
き
わ
い 

"
福
"
呼
び
込
む 

久
慈
み
な
と
椹
興
祭U

人
慈
み 

な
と
•
班
ま
つ
り
実
；
け
委
段
へ
ム
セ 

催)

は
7
月
2
3
日
と
2
4
曰
、
侍
浜 

rc

場
海
水
プ
丨
ル
と
舟
渡
海
水
浴 

播
の
海
問
き
に
合
わ
せ
て
閲
催
。 

へ
，
年
、
海
開
き
を
迎
ぇ
た
の
は
奴 

U
本
大
思
災
で
被
災
し
た
岩
手
、 

S

城
、
椹
烏
の
3
似
で
唯一

と
い 

う
こ
と
も
あ
り
、
S
曰
、
多
く
の 

来
垠
者
と
報
道
陣
が
訪
れ
ま
し
た
。 

2
3
曰
は
、
海
水
プ
丨
ル
に
W
接 

す
る
北
侍
浜
野
宵
場
を
お
会
場
に 

問
催
。
海
に
向
か
っ
て
来
場
者
全 

員
で
黙
と
ぅ
を
さ
さ
げ
た
後
に
セ 

レ
モ
-
丨
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
冏
突
行
委
の
細
出
稔 

男
会
S
は「

久
慈
市
の
海
は
安 

全
•
安
心
で
す
。
海
を
楽
し
み
、 

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
る
こ
と
が
抱
W 

に
つ
な
が
る
と
®
じ
て
い
ま
す」

 

と
あ
い
さ
つ
，
校
い
て
祭
間
催
に 

全
面
的
に
協
力
し
た
北
侍
浜
野
傅 

「

津
波
で
甚
大
な
被
苒
を
受
け
ま 

し
た
が
、
み
ん
な
で
や
れ
ば
何
で 

も
で
き
る
と
f
i
t
信
し
ま
し
た
。
今 

n
は
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ 

い」

と
来
«
«
を
欧
迎
し
ま
し
た
" 

そ
の
後
は
、
侍
浜
小
学
校
児
《 

に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
、 

く
じ
付
き
の
も
ち
ま
き
、
海
水
ブ 

丨
ル
で
の
宝
探
し
の
ほ
か
ミ
ニ
牧 

り
市
な
ど
も
突
施
。
侍
浜
漁
《
生 

«
部
も
ホ
ヤ
な
ど
を
販
克
し
、
祭 

を
盛
り
ヒ
げ
ま
し
た
。 

舟
渡
海
呶
浴
塒
で
関
か
れ
た
？
： 

日
の椹

*:

祭
も
大
盛
況
"
黙
と
ぅ 

と
セ
レ
モ
ニ
丨
に
統
い
て
、荷

®;
 

部
小
学
校
妃
里
が
荷
粹
部
太
鼓
、 

久
慈
港
小
学
校
児
政
が
よ
さ
こ
い 

ソ
丨
ラ
ン
を
披
»
"
砂
浜
で
は
宝 

探
し
と
！i

干
狩
り
、
海
水
浴SP

の 

描
で
は
、
も
ち
ま
き
の
特
典「

ゥ 

ニ
採
りj

も
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か 

な
歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

ま
た
一一

子
朝
市
の
特
別
出
店
や
、 

久
慈
ま
め
ぶ
汁
な
ど
B
級
ごr

地 

グ
ル
メ
の
K
売
も
"
•
り
空
と
い 

ぅ
あ
い
に
く
の
天
候
な
が
ら
、
拗 

後
ま
で
に
ぎ
わ
い
が
校
き
ま
し
た
。 

»
災
で
大
打
撃
を
受
け
た
浜
に
、 

祭
が
呼
び
込
ん
だ
活
気
とJ

T

多 

彩
な
«
し
を
楽
し
ん
だ
針
3
チ
人 

の
来
場
者
は
海
の
B
か
さ
と
来
し 

さ
を
改
め
て
実
感
し
、
を
® 

ぅ
掀
持
ち
を
強
く
し
て
ぃ
ま
し
た
 ̂



復興へめ祈リ矣込めたヤヰあきんど祭リ第20回, 
記念太鼓フェスティ73ルti8月6日、中心市街地で 
開催。大津波で太鼓などの保管場所兼稽古場が流さ 
れた久慈備前太鼓も出演じ、威勢よく太鼓を響かせ、=

! 

復興に向けた意気込みを表しました(関連記事28す!^2 
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INFORMATION 

復興を願つ[います 

貢献できたことが 
本当にうれしいです_瞿坂 

n.皆さんに接を持つ 
てもらえるようにと考えて 
デザインしました，私も好 

きだったもぐらんびあ。復 
灣を心から願っています： 

オープンラれしい 

オープンを迎えられて本 

当に艮かつr。本当にうれ 

しいです。fi内を見ると、 

人たちがC捶してく 
れていることを実感しま 
す

3
ぜひ•もぐらんびあ• 

も再Sしてほしいです私 

活動拔けてほしい 

震災後すっと心《してい 
ました，再開を本当にうれ 

しく思います。jtfflの海女 
の実演は、自然と人とのK 
係を®じられる資eな機 

会。:̂ 5だとは思いますが、 
SKを格けてほしいです。 

再閣はすごいこと 

asで防波埋が墳された 
にもかかわらす、実演を再 

ffiしたのは本当にすごいと 
思います.地体でaリ 

上げようとしているのも® 
じましす“これからも頑 

番つてほしいです， 

久s秋まつりの開催に伴い、市街地で 

を ま す 。 

次の曰時、車両は交通規制区囿を通行 

できませんが“こご不便をおけし 

ますが、PE*な運宮と雜確保のために 

ごご協力をお理いします。 

1
:

9月16日（金）〗6時5か19時 

：| 9月17曰<土)14時〜17時 

X9月18曰（曰）14時〜丨7時 

•交通規Mの区面 

八日8mii32M点〜*aj長内差点 

teoバスは対象になリますので，発着simを変更したリ、 
ŜBをう回して運行します：八日？!〜;531棚にあるバス#ICは止まりませ 
A« Mな克は下Eにお因い合t>せください’ 《規》^«外は通W8リ運行 

sAi!一:一、 i -… 
14:30発15:47 着 ： 朗 ’ ^ 17:30 S 1752 « 

^ ‘ 5 •MCai6:3GS-5-5g久55F栗•からシャトルバスを運？̂※） 
行バス1® 1725 発 14:42 着 !^%8?16ロ01瞎側1 

^ vi；久fflRncto、ら西oiRま"W)*ンャトルパス…出̂ao 54M0K:faioe出発します 

久Sこは 18:42 « (P.jt/C； 
18.00 #17:43* 

頃:itMス久gg業所於;as通リ: 
^ « « « ロ UII糊供 

ヰ里…前夜祭ひ明かれるため、9 3 

1450 « 

^ 巧 ぶ ; 

B久慈秋まつり実行委員会事務局物産協会）«66 - 9200 

201丨.9.丨号2 

夏ィ冷*0*«シ"rXVtfスタート，7月》日 
Mほに所飆するイガRリM 30 #か， 

r r n j 

：ぶひニ 

交 通 規 制 中 に 運 行 す る パ ス は 

発 着 場 所 や 経 路 を 変 更 し ま す 

mtB地で2a«明を行います 

1_ 

小 

女 
つ 

地
域
の
伝
統
守
り 

復
興
へ
針
路
と
る 

1
U
日
本
大
*
災
に
よ
り
、
昨
® 

完
成
し
た
ば
か
り
の
小
袖
海
女
セ 

ン
タ
丨
は
流
出
し
、
素
潜
り
浬
の 

実
演9

所
も
大
き
く
捐
《
。
そ
れ 

で
も
小
袖
北
限
の
海
女
の
会(

大 

向
広
子
会
長)

は
地
域
の
伝
統
を 

守
る
た
め
、
7
月
口
曰
か
ら
実
演 

を
醐
始
し
ま
し
た
。 

7
月
：
^
曰
に
は
、
例
年1

催
し 

て
い
る
北
®
の
海
女
フH

ス
テ
ィ 

パ
ル
の
内
容
を
変
®
し
、「

小
袖 

海
女
っ
こ
市(

同
フ
ェ
ス
突
行
委 

主
催
ご
を
開
催
。
地
域一

体
と 

な
っ
て
、
沒
興
へ
の
«
か
な
|
歩 

を
路
み
出
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
同
実
行
委
の
村
塚
繁 

好
会
接
が「

イ
ベ
ン
ト
の
問
催
は 

地
元
の
活
ヵ
。
完
全
囲
®
に
は
ま 

だ
ま
だ
時
間
が
必
s
で
す
が
、
《 

旧
復
興
に
針
路
を
と
り
、
み
ん
な 

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。
ど
ぅ
か
こ
の
地
域
を
、
海
女 

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す」

と 

思
い
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。
山
内 

隆
文
市
S
は「

地
域
の
皆
さ
ん
は
、 

炮
興
へ
強
い
意
志
を
見
せ
て
く
れ 

ま
し
た
。
今
日
は
海
の
伝
扶
と 

文
化
を
育
ん
で
き
た
小
袖
の
魅
力 

を
十
分
に
堪
能
し
て
く
だ
さ
いI 

と
来
塲
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。 

セ
レ
モ
ニ
丨
の
後
は
芸
能
発
表
。 

小
袖
保
育
囲
の
園
兒
は
か
わ
い
ら 

し
い
踊
り
を
、
小
袖
小
学
校
児
》 

は
漁
《
後
興
を
顔
い
な
が
ら
、
小 

袖
漁
播
#
な
ど
を
披
«
し
ま
し
た
。 

素
潜
り
漁
の
実
演
で
は
*
海
女 

5
人
が
優
雅
に
泳
い
で
海
に
®
り
、 

ゥ
ニ
を
採
取
。
来
場
者
は
大
き
な 

拍
手
を
何
度
も
送
り
、
伝
妖
を
守 

る
た
め
に
»
M
す
る
海
女
た
ち
を 

た
た
え
て
い
ま
し
た
。 

S
災
に
屈
し
な
か
っ
た
北
®
の 

海
女
。
来
場
者
に
見
せ
た
®
し
い 

笑
顔
と
見
事
な
実
演
か
ら
は「

伝 

統
は
絶
や
さ
な
い」

と
い
う
強
い 

思
い
が
®
じ
ら
れ
ま
し
た
-

も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ 

ま
ち
な
か
水
族
館 

震
災
乗
り
越
え
て 

再
出
発
に
皆
笑
顔 

柬
日
本
大
«
災
で
全
壞
し
た
地 

F
水
族
科
学
«
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
が 

久
慈
駅
前
の
空
き
店
鋪
を
利
用
し
、 

「

も
ぐ
ら
ん
び
あ
•
ま
ち
な
か
水 

族
館J

と
し
て
8
月
5
曰
に
オ
丨 

ブ
ン
。
全
国
か
ら
a
か
い
支
援
を 

受
け
、
再
出
発
を
果
た
し
ま
し
た
。 

5
日
は
、
開
館
前
か
ら
冏
館
《 

辺
に
約
3
0
0
入
が
段
到
。
注
目 

が
集
ま
る
中
、
照
か
れ
た
セ
レ
モ 

ニ
丨
で
は
、
同
館
の
運
営
会
社
あ 

く
あ
ぶ
ら
ん
つ
の
宇
部
修
社
S
が
、 

さ
か
な
ク
ン
に
応
援
団
良
の
委
* 

状
を
手
«
し
ま
し
た
。 

さ
か
な
ク
ン
は「

す
ば
ら
し
い 

水
族
館
を
、
団
長
と
し
て
ど
ん
ど 

ず 
負 

ん
応
援
し
て
い
き
ま
す
！」

と
約 

束
。
宇
部
社
良
はr

多
く
の
支
援 

を
い
た
だ
い
て
の
オ
丨
プ
ン
。
水 

族
館
は
小
さ
い
で
す
が
愛
情
に
あ 

ふ
れ
て
い
ま
す
。
待
ざ
ん
、
ど
ぅ 

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
すj

と 

万
K
の
思
い
を
込
め
ま
し
た
。 

山
内
«
文
市
長
な
ど
が
祝
辞
を 

述
べ
た
後
は
テ—

プ
力
ッ
ト
。
待 

望
のa

而
を
迎
え
、
勢
い
よ
く
鎗 

内
に
人
っ
た
親
？
な
ど
は
目
を
輝 

か
せ
て
海
や
/
|
|
の
生
き
»
た
ち
を 

見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
さ
か
な
釣 

り
や
工
作
な
ど
の
体
験n

丨
ナ
丨 

も
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
館
内 

は
敗
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
笑
®
と 

»
声
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
， 

平
成
6
年
の
問
»
以
»
、
R
多 

く
の
来
館
者
を
楽
し
ま
せ
て
き
た 

「

も
ぐ
ら
ん
ぴ
あJ。

震
災
を
来
り 

越
え
て
の
再
出
発
は
、K

気
と
希 

望
も
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

沿
岸
部
を
中
心
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
た
東
日
本
大 

震
災
。
震
災
後
、
初
め
て
迎
え
た
こ
の
夏
は
、
困
難
な 

状
況
か
ら
の
前
進
、
ま
ち
へ
の
支
援
、
そ
し
て
播
牲
者 

の
供
養
と
、
震
災
を
乗
リ
越
え
よ
う
と
す
る
さ
ま
ざ
ま 

な
出
来
事
が
あ
リ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
人
と
ま
ち
の
再
起
に
向
け
た
5
つ
の
夏
の
出 

来
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。(

9
マ
ま
で)

 

久
慈
秋
ま
つ
り 

久
慈
秋
ま
つ
0
は
今
年
も
例 

年
通
り
4
0
咄
埔
催
さ
れ
ま
す
" 

今
年
は
東
曰
本
大
斑
災
か
ら 

の
炮
典
に
級
い
を
込
め
る
待
別 

な
ま
つ
り
で
す
。
r
a
係
《
は
® 

命
に
率
《
を
進
め
て
い
ま
す
。 

W
興
に
向
け
て
思
い
を
一
つ 

に
し
、
み
ん
な
で
ま
ち
を
盛
り 

上
げ
で
い
さ
ま
し
ょ
ぅ
。 

【

饑
塞 

• 
9
;
1
1
5
Q(

木)
2

畤
、 

•
や
ま
せ
ト
祖
鮪 

£
通
リ】

 

み
こ
し
、
山
1
|
1
の
大
パ
レ
|
ド 

• 
9
;:

J
I
6
H (

金)

1
6
畤
5 
分
\ 

•
箝
町 
>
本
町
を
速
行 

I

中
日】

 

»
ト
芸
能
大
バ
レ
丨
ド 

•
9
月
1
7
曰(

土)  2：

時
-

•
蒂
町
ふ
隹
町
を
運
行 

み
こ
し
、
山
®
の
大
パ
レ
丨
ド
..：

 

•
9
M
l
s
a 

(

a)

 

H 
時〜

 

•
本
町
.
>
笳
町
を
連
行 



明待W± ！ 

今曰のコンサートを久Sが実家のおS?ん 
ずっと楽丨cしてきまと来場，迫力があって. 
した《期待以上のすばらすこい演蠢でした，》器 
しい演奏，長生5したかのS甬も楽しめました-
いがありまし来て良かったです， 

*鱗b子 若_a .が-

力と優しさ_ 

力士と交at壅接ふ• 
てeして；^さと®し 
をsi;たよ本当に楽し 
い時乱與だか元気に 
なったstfrするfe 

IfBを見装大き5体 
と*剣なにくぎ樹ナ 
になリましヒ力にあふ 
れる力士から、仏まで元 
気̂ ら̂つfdRtfしま？, 
十鬥蟯由黌e 

力 強 い 姿 と 交 流 で 元 気 づ け た い 二 十 山 親 方 

ふるさとの後興を支援し、皆さんを 

元気づけたいという一心で今回ち肪問 

しまし 

被災した人の中には相撲が好きな人 

もいるはず。播古で力士の力券い姿を 

見せ、交流し元気づけることが私た 

ちにできることだと思つています。ま 

た皆さんとふれあう中で、部里の力士 

たちも多くを字び、感じたと思いますC 

これからも《会をみて坊岡し，皆さ 

んに力士たちの元気で力強い姿をお見 

せしたいと思います. 

音楽の効果で“元気の連銕“を一永罐高志 

大津波による被害の大きさを実Sし、 

私もメンパ一も声を失いました： 

音楽には勇気や元焚を与え、人を® 

やす効果があると思つています商接、 

被災していない人でも音菜を鼕いて元 

気になってくれれば、周リの人に元気 

を与えることがで5ます，「itsの連SL 

が広がつていくことを祈つています： 

今後、芸術監Sとして•皆さんが楽 

しめる本当に目い音楽の離を目指し 

ます
c
久慈市を、良い音楽が癸しめる 

文豊かなまちにしていきたいです， iM 

斧 “ 、 

ijc^ 
向かってgえ上がるやぐらの炎 

W . . 
• W

:

- ‘ ブ ン r ' •ズこ 

W^： 
~：\毛塞合を;J

1

さげる#9]#や.ぐらに火奄入れる日章®藥長wcfiか3ようK立てられたやぐら 

纏.ニ. ノ
::

. 

時
ニ
播
監
包
な
ど
扨
人
の
d
流
演 

焚
家
が
美
し
い
旋
f
e
を
披
露
"
ま 

ち
の
復
興
を
願
ぅ
^
色
が
何
度
も 

ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。 

琅
後
は
楽
団
の
演
奏
に
合
わ
せ
， 

堪
内
全
域
で「

ふ
る
さ
と」

を
合 

IT

告
で
愎
興
を
！i

い
、
ふ
る
さ 

と
へ
の
思
い
を
共
®
さ
せ
、
コ
ン 

サ
丨
ト
は
供
を
閉
じ
ま
し
た
。 

設
を
訪
問
。
|
9
曰
は
商
齢
者
を
対 

8
1
に
ち
や
ん
こ
教
室
も
行
い
、K；

 

曰
は
平
庭
闢
牛
大
会
と
ガ
タ
ゴ
ン 

ま
つ
り
に
も
#
加
す
る
な
ど
、
稍 

液
的
な
交
流
で
、
住
民
の
心
に
珞 

り
添
い
校
け
ま
し
た
。 

大
き
な
体
に
優
し
い
心
。
力
士 

た
ち
は
相
挟
を
通
し
て
、
ま
ち
と 

人
に
元
気
を
与
ぇ
て
く
れ
ま
し
た
。 

J
e
E
本
大
震
災
の
彭
奮
で
廷
期 

さ
れ
て
い
たn

ン
サ
丨
ト「

N
» 

メ
ン
バ
丨
と
仲
岡
た
ち
に
よ
る
ア 

ン
パ
丨
ホ
丨
ル
音
楽
の
睇
り
物」

 

は
8
月
9
曰
、
ア
ン
バ
丨
ホ—

ル 

で
関
か
れ
ま
し
た
。 

市
文
化
会
館
の
永
蜂
《
志
芸
術 

E
C
•
鮪
畏(

n
h
k
^
v
X
M 

第
2
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
主
席
奏
者)

 

は
、
同
コ
ン
サ
丨
ト
の
目
的
を
後 

興
支
扱
に
位
H
づ
け
、
出
演
料
の 

1

部
を
箱
援
金
に
托
て
た
ほ
か
、 

や
ま
せ
七
風
館
と
野
田
村
で
訪
問 

n

ン
サ—

ト
も
突
旌
。
音
楽
で
ま 

ち
に
元
気
を
送
り
ま
し
た
。 

や
ま
せ
t
s
館
で
は
、
川
W
作 

家
の
や
す
み
り
ぇ
さ
ん
が
約
2
0
人 

に
川
拂
を
指
！r

パ
イ
プ
オ
ル
ガ 

ン
の
演
奏
も
行
い
、
音
楽
と
川
稱 

に
よ
る
癒
や
し
の
時
間
を
提
供
し 

ま
し
た
。 

展
内
外
か
ら
約
6
0
0
人
が
訪 

れ
たn

ン
サ—

ト
本
番
で
は
、
永 

山
形
町
出
身
の
二
十
山
親
方 

(

本
名
•
谷
地
。)

が
所
属
す
る 

春
日
野
部
厘
は
、
山
形
町
を
拠
点 

に
8
月
|
5
日
か
ら
2
2
曰
ま
で
の
曰 

程
で
g
合
宿
を
行
い
ま
し
た
。 

；
2

日
に
は
、
地
域
コ
ミ
ユ
ニ
テ 

ィ
振
興
解
尨
を
活
用
し
て
合
宿
受 

け
人
れ
を
進
め
た
実
行
委
貝
会
が
、 

山
形
老
人
椹
址
セ
ン
タ
丨
で
歓
迎 

交
流
会
を
開
《
。
春
曰
野
親
方
は 

「

曰
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
相
撲 

を
通
し
て
後
さ
ん
を
元
気
づ
け
ら 

れ
る
よ
ぅ一

生
«
命
取
り
組
み
ま 

す」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。 

そ
の
»
菜
通
り
同
部
1
!
の
^
± 

た
ち
は
、52

曰
早
朝
か
ら
気
合
い 

の
人
っ
た
稽
古
を
行
い
、
一
般
に 

公
開
"
1
8
曰
に
は
久
慈
川
河
川
敷
、 

2
0
H
は
野
田
付
で
も
格
占
を
し
、 

力
強
く
た
く
ま
し
い
姿
を
見
せ
て
、 

見
学
者
を
元
気
づ
け
ま
し
た
" 

格
古
終
了
後
は
連
日
、
市
内
や 

？

i
t
f
f
B
J
"
野
出
村
な
ど
の
福
祉
旃 

N
響
復
興
支
援
コ
ン
サ
丨
卜 

復
興
願
つ
てj

g

奏 

皆
の
思
い
が
共
鳴 

大
相
撲
春
曰
野
部
屋
夏
合
宿 

交
流
で
寄
り
添
い 

相
撲
で
元
気
を—

 

天
に
向
か
つ
て
燃
え
上
が
り
ま
し
た 

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
追
悼
供
驀 

供
養
と
再
起
の
火 

思
い
は
せ
、
祈
り
さ
さ
ぐ 

火
は
、
天
へ
と
高
く 

迎
え
た
w
-
i
l
を
送
り
出
す「

送 

り
盆
/
久
慈
流
灯
祭
、
久
慈
衲 

浪
花
火
大
会
も
開
か
れ
た
8
月
1
6 

•
J
久
慈
川
河
口
で
は
束
日
本
大 

遨
災
槿
牲
者
追
悼
供
養
が
行
わ
れ 

ま
し
た
C 

/

. 

土
催
し
た
の
は
柯
実
行
委
昼
会 

(

日
《
光
，
男
委
遷
大
雄
災
で 

描
牲
に
な
っ
た
人
や
、
•
そ
の
逮
族 

の
た
め
に
と
、
実
行
委
員
で
あ
る 

.
梓
志
8
人
が
中
心
と
な
っ
て
準
備 

を
進
め
ま
し
た
。
. 

久
慈
地
域
と
«
牲
«
の
海
と
の 

r
a
わ
り
の
探
さ
を
考
え
、
会
纒
は 

海at

付
近
に
設
定
"
銕
邃
、
送
り 

赴
し
る
べ
®
3
つ
の
逸
味
を 

込
め
て
火
を
人
れ
る
、
高
さ4:5

 

と
之
：
：
^
大
小
3
つ
の
や
ぐ
ら
を 

立
て
ま
し
た
。；

 

/
日
が
落
ち
、
辺
力
が
暗
く
な
る 

に
つ
れ
て
、
会
堪
に
は
花
な
ど
を 

«
え
た
人
の
姿
が
。
午
後
7
時
" 

遭
族
な
ど
約
肋
人
が
槊
い
、
追
悼 

供
養
が
始
ま
り
ま
し
た
"
、 

M
経
と
と
も
に
手
を
合
わ
せ
、 

静
か
に
W
り
を
さ
さ
げ
る
麥
列
者“

 

そ
の
後
、
曰
當
委
貝
E
は
中
央
に 

配
®
さ
れ
た
大
き
な
や
ぐ
ら
に
火 

を
人
れ
ま
し
た
9 

. 

燃
え
盛
る
や
ぐ
ら
を
前
に
、
曰 

、
常
委
M
S
は「

£
の
追
倬
供
篷
は 

供
牲
者
の
異
福
と
と
も
に
、
i
y
w 

へ
の
«
り
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
す
。 

播
»
に
な
ら
れ
た
人
の
た
め
に
も 

手
を
合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま 

す」

と
思
い
を
述
ぺ
ま
し
た
" 

そ
；C

ぞ
れ
思
P
を
は
せ
な
が
ら 

火
を
見
守
り
"
祈
り
を
さ
さ
げ
る 

参
列
者
。
供
牲
者
を
供
養
し
、
追 

族
や
被
災
者
、
そ
し
て
ま
ち
の
再 

起
に
向
け
た
火
は
、
天
へ
と
高
く 

燃
え
上
が
り
ま
し
た
。
. 

忘
れ
て
は
な
ら
な
い 

あ
の
恐
ろ
し
い
大k

災
か
ら
約 

5
力
月
^
-
こ
の
ま
ち
は
少
し
ず
つ
、 

肇
実
に
、saw

へ
の
道
を
進
ん
で 

い
ま
す
。 

し
か
し
、
ど
ん
な
に
が
進 

ん
で
も
大
き
な
稱
牲
が
あ
っ
た
こ 

と
を
忘
れ
て
は
な
'
)
ま
せ
ん
"
全 

S
T
-
2
万
人
も
の
死
®
•
行
方
不 

明
者
が
出
る
中
、
助
か
っ
た
わ
f
c 

し
た
ち
は
、
遒
災
を
忘
れ
ず
、
こ 

れ
か
ら
も
助
け
合
っ
て
前
“
進
む
" 

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ 

じ
て
、
も
う
供
牲
を
出
さ
な
<
て 

済
む
よ
う
に
、
災
害
に
備
え
絞
け 

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
" 

雄
災
後
"
扨
め
て
迎
え
た
昼
•
に 

燃
え
上
が
っ
た
供
暹
と
苒
起
の
火 

は
‘「

1
を
忘
れ
な
い
で」

と 

雄
り
掛
け
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ 

ら
れ
ま
し
た
。 

pr -

--

こ
れ
か
ら
も
助
け
合
っ
て 

も
う
犠
牲
が
出
な
い
よ
う 

災
害
へ
の
備
え
を
持
ち
続
け
て 

供
養
と
再
起
を
祈
る
火
は 

そ
う
語
り
掛
け
る
よ
う
に 



• 
力を込支權5»くRえる山内《» 

】栗日本大重災からの復興支S 
•‘先導的な復興プ•ジiクトに筒する 

支S 
おける8済• Bffi対 

S•エコノ t一 ク平giRSSHI*業の獲遘 
i •久 Si£«Oî!S«« 系®«fii 
左ドクターヘリ®JiK 

s-:毎a • ui* •里奠の振興に対するe 
9̂C3fS 

復興支S 
Ŝ̂ DSSS-l 

交a•の円*ft 
«i5!/!KDS9»S« 
、穿漂と海潭水""!等のas疆 
：へ須立久SSE-0医g5<7)«保なと 

Ŝ*VD22事:tic ？?する漠へのsa 

t 

rt 

久 s««s • awô as*® し合う &«« 

，潘湾禳ftの單jbかつ適切な因a - -ztn 2 
年i乂内の本格愎旧を目指します 
J «s • aatなどに»するa海sro防災樋徒の 
a 化 • •湾 C I K波埋などの法籌と 
ともに防突！>育や»||48»<0元実を図リます 

>震災復與への««と、さらなる港湾利用に向 
ItftWt…Iネルギ"««»«としての活用 
など、合« 6 ^ほ用を撤します 

•feのBUT全•集合，字ROISし《/•シンポし5した 

I并小P T Aか津波被客の廃材利用し看板製作 

大 き く た く ま し く 成 長 の 願 い 込 め 

樓災した労働者に 

労災保険を給付します 

栗曰本大震災で、仕里中や仕 

事の行き捕リなどで被害にあつ 

た場合、被災した労働者本人か 

«族は、労災保険による給付を 

受けることができます--

申謂方法など、詳しくはお問 

い合わせください。 
*正社員だけでなく、バート、アルバ 
ィトち対象になリます 

•絵付内容治療費用、休篥補 

傷、遣族年金、遺族一時金.葬 

祭料など 

13 ニ戸労働基準監g塞 
S 0195 - 23 - 4131 

法格局などで 

無料電話相孩を実施中 

•法格届の蠢料電話相S 
？5 0120 - 2 2 7 - 746 

• 内 茗 ： • ‘ 宅 ^ ^ 、 建 

戸 ! な ど 

•受付時ffl 8時30分へ 

17時15分ワ土日祝日9時〜 

•日本司法支援センター•岩手 
弁a士会の無料電括相接 

a 0120 - 755 - 745 
• 受 付 日 時 つ ニ ^ 

*いすれの罨廷相Sち.»日本大震災 
と81«のない内SSi受け付けません 

I 
第3回久S港後興会議で方針を策定 

一 体 と な リ 復 興 目 指 す 

/ 亡 ^ ( ス テ ッ カ ー で 支 援 

久s商工会»所*年s (田高輅也会 

長）は8月3曰、«興支援スデッカー「元 

気を三Sに！ Jの売上金30万円を義援 

金として市に寄付，山内K文市長に目 

Sを手渡した田8会各は
r

被災者を龜 

接的に支_Sしていく活»が広がってほ 

しいです」と思いを込めていました《 

同団体は被災者支援の鰌を広げよう 

とステッカー（1枚300円）を作成し、 

6月から販5L 7月まて1；：千枚を売リ上 

げ、現在は壜朗分を久S商工会議所で 

販売しています
；
販羌_は〗0月まで。 

購入希望者は久S®エ会»所(«52-
l o o o )にsr aい合わせください

c
. 

。 辟 梦 

P I C K U P N 

[脱] 
岩手銀行久S中央支店 

預金 2057188 
久S市地薑災害義援金| 
•入金 WlC TfcJST 1 

を»»•、しSす M ？1会«̂3«:.. - ； ‘ 19 _ 
【9金】 

市役所で受け付け中 

B̂BBBaEESl 

熱支援
{
:感謝 

被災者への救援支援均«、義援金、市への寄付金 東日本大震災で大きな被害を受けた 

本市に、多くの救援支援物資やg援金、 

市への寄付金が、全国各地から寄せら 

れまし/iu 7月1丨日〜8月10日まで 

に受け付けた分は次のとおリです。（敬 

称格）熱い支援ありがとうございます= 

災 害 に 関 す る 

生 活 ト ラ ブ ル 

Q 
久5ひまわり基金 

法律攀疼ギn6I-1818) 
»^»大弁靨士 

Q.弔慰金が差し押さ 

えられる可徒性は？ 

靂災で父親を亡くし、災 

害弔E金を串»,しばらく 

したら入金されることに 

なつています 

しかし父親にはがあ 

リました。ft金も相Rされ 

ると®きましたが、父Sの 

憤櫓者に災害吊©金を差し 

押？えられたりしないで 

しょラか• 

A.弔«金や«»金は 
差押禁止の財産です 

東曰本大曩災に佯つて支 

給された災害弔K金や被災 

者生活再建支援金、義援金 

はS押禁止にする内容の法 

»が成立しました。これに 

より憤権者が吊慰金などを 

差し押さえることはできな 

くなりましf;u 
また、その他の財屋につ 

いても、一定の文言がEさ 

れた公正a書や、籌判所で 

作成された判決、和解調* 

などがなければ差し押さえ 

ることはできませ/^ 

お父様の價播者から講求 

が来たときは、瘰らずに辱 

門家に相診してください
c 

本当に目分が支払わなけれ 

ばならない借金なのかどう 

か、担班放棄（※；|や法的 

憤務整理など段がとれ 

ないかどうか、いろいろと 

考えてみましよう。 

11広報くじ叱132 

やつばリ海が好き！ 

舟 渡 に 歓 声 

東日本大震災で被災した 

岩手、宮《L福《(7)ヱ粲で 

! « - _ し た 舟 我 水 狐 

震災の!&響で利用激趴心 

配されましたが、il末を中 

心に思子などが訪化今年 

ちを心せまし f C c 

8月6日、仲良く海で遊 

んTlヽたニ子^it•くん、大 

上莉心ちゃん新井谷凜奈 

ちゃんの3人は「冷たくて 

Smち1乂\ •；きだよ」 
と再をそろえていました

t 

また、この日は久慈市親 

光 移 動 販 @ が 
デビュー.被災したレスト 

ハウスのftfeりにと、ラー 

メンやかき氷などを販売し 

C名客を喜ばせました 

R も•ねた 

颶*3?リツ子Sん 

岩 # T O 所 か ら 感 謝 状 

行政拒誤 

W AM委員の大沢 

醒 J m 1 リ ツ 子 さ ん 
r写S)が 

•d 9L. 8月 5 日、 

岩手行政詳思事格所長$謝 

状を受貫大沢さんは「今 

後も普段から皆さんの声を 

簡き、悩みや苦情を行政に 

届けていきますJと、活動 

にsr欲をみせていましf：^ 

2
?
  ̂

日
ぴ 

i
i
 

想
一 

J
9
’
3
0
j 

大SE氏と東S生が水族館の螢画制作 

海 描 い て 雰 囲 気 明 る く 

平成24年度に向けた螟への霆点事項要望 

復 興 支 援 な ど 1 7 項 目 実 現 へ 訴 え 

市
と
市
a
会
は
7
月
K
曰
，
市 

の
®
®
施
策
の
実
現
と
課
埋
解
决 

に
向
け
て
、
県
に
対
す
る平

成
？
：
：

 

牢
度
《
点
亊
項
要
望
を
市
役
所
で 

行
い
ま
し
た
" 

市
と
市
M
会
か
ら
山
内
隆
文
市 

艮
、
宮
澤
憲
司
鏝
良
な
ど
2
0
人
が 

出
席
。
財
はB

北
広
域
振
興
局
の 

松
尚
博
3
2
径
ゃ
幹
部
職
尚
な
ど
1
0 

人
が
出
席
し
て
対
応
し
ま
し
た
。 

要
望
項
目
は
前
年
度
比
5
項
目 

増
の
1
7
瑣
目(

左
梓)

で
、
内
容 

は
東
日
本
大
曩
災
か
ら
の
後
興
支 

I
f
i
r
a
係
が
中
心
。
山
内
市
艮
は
、 

松
岡
！
！
？
畏
に
要
望
番
を
手
渡
し
た 

後
、
項
目
ご
と
に
市
の
現
状
や
必 

要
性
を
幻
説
し
ま
し
た
。 

m
K
支
扱
に
つ
い
て
、
山
内
市 

長
は「

久
栽
市
の
抱
興
に
つ
い
て 

は
、
新
た
な
視
点
に
よ
る
ま
ち
づ 

く
り
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。 

先
導
的
な
琅
菜
の
実
現
な
ど
に
は 

3
や
県
の
全
面
的
な
協
乃
が
必
要 

に
な
り
ま
す
。
ど
ぅ
か
特
段
の
ご 

K
d
l
を
お
願
い
し
ま
す」

と
弦
く 

供
え
ま
し
た
。 

祺
で
は
平
成
2
4
年
度
に
向
け
て
、 

今
回
の
®
望
に
対
す
る
支
援
の
方 

法
や
、
予
W
の
確
保
な
ど
を
検
討 

し
ま
す
。 

粢
曰
本
大
»
災
で
被
災
し
た
久 

接
港
の
後
旧
•
«
£
興
®
に
つ
い
て 

話
し
合
ぅ
第
3
回
久
慈
港
8
!
興
会 

級
は
8
月
4
曰
、
市
役
所
で
開
催
。 

国
、
県
、
市
と
港
湾
を
利
用
す
る 

描
閲
.
企
栗
な
ど
か
ら
p
人
が
出 

席
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
被
災
状
況
や
後
旧
• 

S
W
作
袞
の
進
め
方
に
つ
い
て
* 

a
し
て
き
た
同
会
級
は
今
回
が
級 

後
の
間
催
"
出
席
者
は
、
今
後
目 

指
す
久
慈
港
の
姿
に
つ
い
て
方
向 

性
を
«
認
し
、「

久
絲
港
？
s
旧• 

m
w
/
;
針〜

産
装
.
物
流
«
f
興
プ 

ラ
ン」

を
策
定
し
ま
し
た
。 

方
針
の
概
要
は
左
枠
の
と
お
り
。 

閣
係
機
闍
|
体
と
な
っ
て
久
慈
港 

の
復
旧•

復
興
を
：
：n

指
し
ま
す
。 

g
休
み
初
日
の
7
月
2
3
曰
、
.
0 

件
小
学
校
は
»
職
5
2
、
児
政
、
P 

T 
A
琺
出
で
、
#
»
金
に
允
て
る 

た
め
の
資
源
物
回
収
と
親
子
キ
ャ 

ン
ブ
を
突
施
。
そ
の
中
で
、
看
® 

も
お
披
露
目
し
、
み
ん
な
で
完
成 

を
窖
び
ま
し
た
。 

宇
蠢
s
i
M 
く
ん
：(

2
年)

は 

「

立
派
な
看
板
を
見
る
と
元
気
に 

な
り
ま
す
。
学
校
が
も
っ
と
好
き 

に
な
り
ま
し
た」

と
滴
面
に
笑
み
。 

S
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
三
上 

会
長
は「

邇
災
を
忘
れ
ず
に
、
助 

か
っ
た
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。 

こ
れ
か
ら
大
き
く
、
た
く
ま
し
く 

成
S
し
て
ほ
し
い
で
す
ね」

と
思 

い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。 

S
井
小
学
校
P
T
A 0

ニ
上
秀 

1

会
長)

は
、
子
ど
も
た
ち
が
東 

n
本
大
S
災
の
被
害
を
忘
れ
ず
に
、 

力
強
く
成
艮
す
る
ょ
ぅ
に
と
の
願 

い
を
込
め
"
津
波
被
害
に
あ
っ
た 

W
材
を
再
利
用
し
、
手
作
菜
で
# 

板
を
製
作
し
ま
し
た
。 

e
板
は
同
じ
大
き
さ
に
加
工
し 

た
廃
材
を
何
枚
も
張
o
合
わ
せ
た 

も
の
。
趣
1
1
3
に
«
2
し
た
&
袤
所 

な
ど
も
資
M
提
供
や
如H

作
菜
に 

»
わ
し
ま
し
た
。 

P
T
A
は
、
看
板
に
描
く
文
字 

を
一
伸
び
て
立
つW

弁
っ
子」

に 

決
め
，
6
月
|
2
曰
か
ら
作
|
|
。
仕 

弟
を
終
ぇ
て
か
ら
毎
日
の
ょ
ぅ
に 

男
性
障
が
^
校
に
染
ま
り
、
椹
気 

強
く
作
菜
を
進
め
ま
し
た
"
w
f
t 

も
文
字
の
塗
装
を
手
伝
い
、
6
板 

は
«
.
«
完
成
"
7
月
|
4
曰
に
校
庭 

の
フ
ェ
ン
ス
に
S
B
し
ま
し
た
。 

| 
f m 

大
川
目
"
1
出
身
の
洋
画
家
、
大 

苺
良
三
さ
ん(

千
策
蔡)

と
久
慈 

東
高
校
笑
術
部
は
、
も
ぐ
ら
ん
び 

あ
•
ま
ち
な
か
水
族
館
の
正
面
玄 

関
の
左
右
に
»
る
大
壁
国
を
制
作
" 

水
族
鮪
の
雰
囲
気
ア
ッ
プ
の
た
め 

に
と
絵
筆
を
握
り
ま
し
た
。 

制
作
の
き
っ
か
け
は
、
»
播
金 

を
届
け
に
»
省
し
た
大
森
さ
ん
が 

水
族
館
に
立
ち
寄
り
、
外
観
が
暗 

く
さ
み
し
い
と
®
じ
た
こ
と
。
大 

f 

f
r
y
.

. 
森
さ
ん
が
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
同 

校
美
術
部
は
快
箱
し
、
8
月
1
5
曰 

か
ら
制
作
が
ス
タ
丨
ト
し
ま
し
た
。 

功
曰
は
同
校
で
、
左
_
に
»
る 

f
-
5
yh 
«
3
•
丨
i
f
の
壁
画 

を
制
作
。
美
術
部
貝
は
大
森
さ
ん 

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
魚
た
ち 

が
元
気
に
泳
ぐ
、
に
ぎ
や
か
な
海 

中
の
世
界
を
描
き
ま
し
た
。 

»
子
上
真
奈
さ
ん(

2
年)

は 

『

裙®

で
雰
囲
気
が
少
し
で
も
明 

る
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す」

と
笑 

紐
。
夂
森
さ
ん
は「

頑
®
っ
て
い 

る
水
族
«
を
元
気
づ
け
た
い
と
思 

い
睇
作
を
考
え
ま
し
た
。
今
後
も 

前
に
進
ん
で
い
け
る
よ
ぅ
、
多
く 

の
人
に
水
族
館
を
応
援
し
て
ほ
し 

い
で
す
ね」

と
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

人
壁
画
は
水
族
®
に
設
靉
済
み
： 

館
内
は
も
ち
ろ
ん
、
外
«
も
海
の 

雰
囲
気
が
い
っ
ぱ
い
の
水
族
館
を
、 

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

函
1
8
市
な
ど
に
想
謝
状 

久
5
|
^
の
»
篥
©
に
大
き
な
希
荀 

を
与
え
た
2
2
8
後
の
1
5
館
《
«
«
) 

湛
か
い
4
»
を
寄
せ
て
く
れ
た
由
館 

市
や
冏
1
!
>
の
漁
《
«
な
ど
に
«
«
の 

気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
山
内
降
文 

市
艮
と
|
|
1
-
漁
3
|
の
3
1
«1

餌
組
f
t
M 

な
ど
6
人
が
7
月
2
6
曰〜

2
7
曰
の
曰 

自
衛
隊
に
感
謝
の
花
束 

陸
h
自
衛
t
t
岩
手
駐
炬
地
の
第
9 

大
隊(

溝
田
光一

大
»
B
>
は 

8
月
ー
曰
、
市
防
災
セ
ン
タ
I
を
肪 

れ
、
7
月
2
6
日
で
災
害
派
逮
が
終
广 

し
た
こ
と
に
伴
い
撤
収
す
る
こ
と
を 

山
内
»
文
市
長
に
«
告
し
ま
し
た
" 

山
内
市
艮
は「

艮
期
に
ゎ
た
5
$ 

«
で
函
蜻
市
を
訪
問
し
ま
し
た
" 

由
館
市
役
所
や
闢
市
内
に
あ
る 

5
つ
の
逸
協
な
ど
8
力
所
を
肪
ね
" 

近
況
を
報
告
し
な
が
ら
お
扎
の
ぁ 

い
さ
つ
"
«
揉
»
の
支
播
《
を
代| 

衣
し
、
由
_
.
|
>
と
由
館
市
内
渙
《 | 

w
M
s
l
A
-
M
S
I
J
S
B
a
s 
<
a
f
田 

街
夫
会
長)

、
船
の
輪
送
に
®
力 

し
た
水
度
七
木
菜
f
i
r
«
i
«
j
に 

«
«
状
と
i
d
念
品
を
m
り
ま
し
た
-

扱
活
動
に
感
蠹
し
ま
す〗

と
*
辞 

を
述
べ
、
市
民
か
ら
の
想
謝
の
鉦 

し
と
し
て
"
r
f
f
B
s
r
が
！
5
田
大
隊 

K
に
花
屯
を
W
O
ま
し
た
" 

溝
田
大
w
f
i
は「

«
災
者
の
た 

め
、
全
力
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
“I 

今
後
も
«
さ
ん
と
速
«
を
取
0
な 

が
ら
•
安
全
を
守
る
た
め
にI

生 

K
命
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す」

と 

a
9
s
に
力
を
込
め
ま
し
た
" 

T
A
W
C
W
店
•
«
楽
で
ま
ち
づ
く 

り
t
t
繕
<
;
!
•
)
>
纒
芒
人
®
f
i
t
箱
J
5
リ 

ハ
ピ
リ
タ
ウ
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<
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M
•
協 

M
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久
慈
市
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場
^
久
慈
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部
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水
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®
理 

«
•
砂
子
町
内
会
•
間
自
治
会
•
竹 

•
卜
産
睇
人
科
医
院
載
找！

冏
，
篷
け 

»
順
太
鼓
の
会
！
一
十
八
日
&
«
-
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•
A
u
j
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*
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儷
人】

•
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i
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a
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M
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シ
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ャ
マ
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供
ェ 

見
鏈
金
の
申
»
は 

9
月
中
に
忘
れ
ず
に 

8
C
I
O
曰
現
住
、
久
«
市
に
帑 

せ
ら
れ
た
孩
描
金
は
7
7
3
件
、 

7
0
6
9
万
1
7
7
5
3
2
"
市
は
、 

こ
の
«
»
金
を
も
と
に
し
た「

久 

«
市
災
害
昆
_
金
.
1
を
》
災
«
に 

支
給
し
て
い
ま
す
" 

W
.
K
金
の
中
a
明
限
は
9
:
r
3
0 

U 

{
金)

ま
で
で
す
。
|
0
月
以
® 

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、 

中
}!

の
し
忘
れ
が
な
い
よ
ぅ
ご
i
t 

f
i 

く
だ
さ
い
。 

嵌
9 

r：

ま
で
に
中
站
し
た
人
をsr

 

故
に
，
箱
揉
金
を
稍
苡
し
て 

舞
金
を
配
分
し
ま
す(
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期限間近！ 
9月中に申請を 

久慈市 
災害見舞金 

(i社会福祉課 
© 5 2 - 2 1 1 9 
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交付対象が 
拡大されました 

169 

哂社会福祉課 
S 5 2 - 2 1 1 9 

地震及び 
津波義援金 

9月24日（土） 
午前中に受付 

義援金の交付対象 第 1 次 配 分 金 額 第 2 次 配 分 金 額 合計額 

死亡または行方不明 1人あたり5〇万円 
1人あたリ94万7千円 

※今回の追加交付13万2千円 
1人あたり144万7千円 

【複数世帯も対象】居住している住宅 

が全壊または全焼 
1戸あたリ50万円 

1戸あたリ94万7千円 

※今回の追加交付13万2千円 
1戸あたり！科万7千円 

【複数世帯も対象】居住している住宅 

が大規模半壊、半壊または半焼 
1戸あたリ25万円 

1戸あたり 6〇万円 

※今回の追加交付6万6千円 
1戸あたり 85万円 

【新規対象】入所している社会福祉施 

設などが全壊または全焼 
1人あたリ35万円 1人あたり69万4千円 1人あたリ104万4千円 

【新規対象】入所している社会福祉施 

設などが半壊または半焼 
1人あたり18万円 1人あたリ34万7千円 1人あたリ52万7千円 

(1社会福祉課 
0 5 2 - 2 1 1 9 

住宅被害 
見舞金 

久
慈
市
災
害
見
舞
金
の
申
請
期 

限
は
9
月
如
日(
金)

ま
で
で
す
。 

川
月
以
降
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ 

ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く 

だ
さ
い
。 

※
9
月
末
ま
で
に
申
請
し
た
人
を 

対
象
に
、
久
慈
市
に
寄
せ
ら
れ 

た
義
援
金
を
精
算
し
て
見
舞
金 

を
配
分
し
ま
す 

•
申
請
受
付
日
時
.
：
9
月
3
0
曰 

(

金)

ま
で
の
平
日
9
時〜

n
時 

•
申
請
受
付
場
所…

東
日
本
大
震 

災
被
災
者
総
合
相
談
所(

市
役 

所
東
側) 

•
申
請
に
必
要
な
も
の…

®
印
鑑 

(

認
め
印
？
®
預
金
通
帳
©
証 

明
書
類(

被
害
内
容
に
よ
っ
て 

異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い) 

(

財)

台
湾
仏
教
慈
済
基
金
会 

で
は
、
次
の
被
害
世
帯
を
対
象
に
、 

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。 

•
支
給
受
付
日
時…

9
月
M
曰 

(

土)

 

9
時〜

1
2
時 

•
受
付
場
所…

東
日
本
大
震
災
被 

災
者
総
合
相
談
所
{
市
役
所
東
側
} 

•
対
象
.
：
3
月
1
1
日
時
点
で
久
慈 

市
に
在
住
し
、
住
ん
で
い
た
住 

宅
が
全
壊•

大
規
模
半
壊•

半 

壊
と
な
っ
た
世
帯 

•
支
給
額…

®
1
人
世
帯
3
万
円 

©
2〜

3
人
世
帯
5
万
円
(
1
)
4 

人
以
上
世
帯
7
万
円 

•
申
請
に
必
要
な
も
の…

®
り
災 

証
明
書
(
1
)
身
分
証
明
書
©
印
鑑 

※
ご
家
族(

一
親
等)

以
外
の
人 

が
申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
状 

が
必
要
で
す 

日
本
赤
十
字
社
や
県
な
ど
に
寄 

せ
ら
れ
た
義
援
金
を
基
に
配
分
し 

て
い
る「

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地 

震
及
び
津
波
義
援
金」

の
交
付
対 

象
が
拡
大
。
住
宅
被
害
に
つ
い
て 

は
配
分
金
額
も
加
算
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
新
た
に
対
象
に
な
っ
た 

人
や
第
ー
次
配
分
金
の
交
付
申
請 

を
し
て
い
な
い
人
は
東
日
本
犬
震 

災
被
災
者
総
合
相
談
所(

市
役
所 

東
側)

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人 

は
申
請
不
要
で
す 

•
交
付
対
象
と
配
分
金
額…

下
表 

の
と
お
り
。
今
回
、
次
の
人
が 

交
付
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た 

®
被
害
住
宅
.
複
数
の
世
帯
主 

同
じ
住
宅
に
複
数
世
帯
が
住
民 

登
録
し
て
い
た
場
合
は
、
各
世 

帯
主
に
義
援
金
を
交
付
し
ま
す 

(

こ
れ
ま
で
は
代
表
の
1
世
帯 

主
に
の
み
、
義
援
金
を
交
付
し 

て
い
ま
し
た) 

@
入
所
し
て
い
る
社
会
福
祉
施
設 

な
ど
が
被
害
を
受
け
た
人 

東
日
本
大
震
災
関
係
の
見
舞
金
•
義
援
金 

忘
れ
ず
に
申
請
く
だ
さ
い 
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こ
の
•
/
!
:
鋏
と
笑
顔
が
あ
れ
ば 

き
っ
と
、
久
慈
は
人
文
夫 

苫
し
く
厳
し
い
状
況
も 

き
っ
と
、
み
ん
な
で 

乗
り
越
え
ら
れ
る 

グ f 

o 

觀 
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思
い
を
共
有
し
た
狂
し 

1
7
曰
の
中
曰
、2

2

曰
の
お
運
り 

と
兩
が
校
い
た
今
年
の
秋
ま
つ
り
" 

し
か
し
、
い
く
ら
南
足
が
強 

ま
っ
て
も
«
客
は
播
ろ
ぅ
と
し
ま 

せ
ん
で
し
た
。
当
*
組
の
本
町
組 

が
お
還
り
の
邏
行
を
終
え
、
ま
つ 

り
を
締
め
く
<
る
ま
で
沿
道
は
R 

客
で
い
っ
ぱ
い
の
ま
ま
"
多
く
の 

人
が
ま
つ
り
を
楽
し
み
、
思
い
を 

共
有
し
た
確
か
な
鉦
し
で
し
た
。 

未
曾
有
の
大
災
害
に
見
簿
わ
れ 

た
今
年
。
秋
ま
つ
り
は
、
皆
の
心 

を一

つ
に
し
、
ま
ち
に
、
人
に
元 

気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

盛
リ
上
げ
にI

致
団
結 

開
催
か
、
中
止
か
-
 ̂

東
曰
本
大
震
災
で
大
き
く
揺
ら 

い
だ
久
S
秋
ま
つ
り
。
沿
岸
部
を 

中
心
に
、
大
津
波
に
よ
る
痛
ま
し 

い
爪
あ
と
が
残
る
中
、
雪
災
直
後 

は
開
催
か
中
i
t
か
で
各
山
車
祖
で 

も
«
見
が
割
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
苦
し
く
大
変
な
と
き 

だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ち
を
曲
り
上
げ
、 

元
気
を
与
え
る
た
め
に
と
、as

終 

的
に
開
催
を
決
定
。
各
山
車
組
で 

は「

三
睡
に
元
気
を
-
こ
を
統|

 

テ—

マ
に
播
げ
、一

致
団
結
し
、 

H
作
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 

特
に
、
に
組
は
山
車
小
屋
が
津 

波
で
被
災
し
な
が
ら
も
、
い
ち
早 

く
参
加
の
方
針
を
決
定
。「

》
興 

と
子
ど
も
た
ち
の
た
め
にJ

と
見 

•
な
山
車
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。 

胸
の
奥
ま
で
響
く
熱
意 

そ
し
て
迎
え
た
本
*
。
9
月2

 

日
の
g
A
s
f
、
や
ま
せ
土
風
館
に 

は
勇
壮
な
8
台
の
山
摩
が
勢
ぞ
ろ 

い
し
ま
し
た
。
夜
に
譚
き
を
放
つ 

光
供
は
圧
#
。
雄
も
が
生
き
生
き 

と
し
た
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
C 

津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た 

久
慈
湊
地
区
の
み
こ
し
®「

»
宝 

心
会J

も
3
日
闔
#
加
。
子
ど
も 

た
ち
は
た
く
ま
し
く
、
威
勢
の
い 

い
掛
け
宙を

！
！

か
せ
校
け
ま
し
た
。 

山
車
組
も
み
こ
し
組
も
芸
姥
団 

体
も
、
»
が
懸
命
。
熱
気
に
包
ま 

れ
た
ま
つ
り
か
ら
感
じ
ら
れ
た
の 

は
、
圧
®
さ
れ
る
ほ
ど
の
久
慈
の 

底
力
"
ま
つ
り
に
関
係
す
る
全
て 

の
人
の
情
熱
と
、
逸
興
へ
の
強
い 

願
い
が
胸
の
奥
ま
で
響
き
ま
し
た
。 

ま
ち
こ
人
に 

元
気
を
与
え
た
秋
ま
つ
り 

丨4 

も 

沿
岸
部
を
中
心
に
、
甚
大
な
被 

害
を
及
ぼ
し
た
東
日
本
大
s
s
r 

ま
ち
も
人
も
、
苦
し
<
大
変
な
と 

き
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
つ
り
*
は
立 

ち
上
が
り
ま
し
た
丨
。 

久
慈
秋
ま
つ
り
は
9
月
'
|
5
日
か 

ら
1
8
曰
ま
で
の
4
曰
囲
、
中
心
市 

街
地
で
開
催
"
震
災
也
後
は
開
催 

か
中
止
か
で
描
ら
ぎ
ま
し
た
が
、 

ま
ち
を
盛
0
上
げ
、
I
7
C
気
を
与
え 

る
た
め
に
と
、
S
終
的
に
照
催
が 

決
定
し
ま
し
た
。 

復
鸚
へ
の
折
り
を
込
め
、mi

 

陸
に
元
気
を
丨j

を
テ
丨
マ
に
« 

作
さ
れ
た
8
台
の
男
壮
な
山
車
。 

威
勞
の
ぃ
い
掛
け
庠
と
と
も
に
、 

ま
ち
を
_
り
歩
い
た
み
こ
し
5
8
" 

流
し
M
り
や
太
鼓
の
音
色
で
ま
ち 

を
彩
つ
た
»
土
芸
_
大
バ
レ
丨
2
 ̂

明
係
す
る
全
て
の
人
が
情
熱
に
あ 

ふ
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
で
、 

ま
ち
を
®
'
)
上
げ
ま
し
た
。 

山
車
小
®
が
被
災
し
た「

に 

組
/
鍵
災
で
大
き
な
被
害
を
受 

け
た
久
慈
湊
地
«
の
み
こ
し
« 

「

湊
宝
心
会」

も
参
如
。
た
く
ま 

し
さ
を
印
象
づ
け
、
見
る
人
に
男 

気
と
惑
動
を
与
え
ま
し
た
" 

：
：
曰
の
中
曰
と
* 

2

曰
の
お
a 

り
は
甬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
®
後 

ま
で
麈
り
上
が
り
供
け
た
秋
ま
つ 

り
は
圧
春
。
そ
こ
か
ら
感
じ
ら
れ 

た
の
は
、
震
災
に
も
屈
し
な
い
久 

慈
の
底
力
で
し
た
。 



敢に思いを込めて 

被災地 
元気発信 

人気が出ると*います 

友人の小asssa 
を15援しにsましま 
めぶ汗は《も8いし食 
«ち新鱒-
しろいし，じtoじわ人 
肪出ると思いますよ！ 

肝 -
sa•ら•灣8着*6モ） 

櫂付V、ているのが8い 

まめぶ汗は初めて見 
したが、Sいしいで 
& ！6«に格付いて 
るものS秀リ出すの 

はsいことだとeいま 
す,雜つてほしいrr! 

n . 

堆熾の99リも好印象 

rレビで見たことが 
あり，RKなつていま 
した，S子が珍しくて 
やさしいSL ««の人 
が中心Kなって《蛋っ 
ているのt好田象です！ 

iWli子ふK 

UlilliilinHHIimimUIIIHIHilHIIMIIIIIIIUII 

Oみんなて一緒にaraつて 

s x し た 者 と し て 「 み . g r ^ 
署 ^ ィに將ってい | J | 

Rt̂SL-
• • に So て《、. W； 
M M ^3 っ 
f 、 小 A速人•味 • • 

歌にtt力が#yますね 

？jgaia身， 
？んと出氛、、歌えて*当 
にうれしい，雪xで.itc 
力を改》て*s，元気•̂ナ 
たり®ましたリ，»cは心 
をIto、す力がありまrb» 

金瀑みち子じ" 

親友に元気を届けたくて 

：た腰5に元気をSけたくて 
I Sifしました霪災で人と 
ふるさとへのgいがよリ咨 

っ fc«, 9 
たいです 

く，•だった-
リ55えてい5たい' 

172 11丨広報くじ他134 

中B沙B 

Mii.iai号io 

クV慈まめふ部W.初出均 

味と魅力を 
猛烈P R ！ 

北海道•東北B -1グランプリ NHKのど自慢拡大版 

さ が 
- t 

1 

き 3 
， 声 . . ’ 

龜. t ̂  L 
演技集団•朗 

II常の人切さ 
液劇で訴え 

被災者への教援支援掬資、黌援金、市への寄付金 

全国からの 
励まし力に 
感謝の史演 熱、支援感謝 

東曰本大震災で大きな被害を受けた 

本市に、多くの救援支援掬資や義援金、 

市への寄付金が、全国各地から寄せら 

れました。9月11曰〜〗0月10曰まで 

に受け付けた分は次のとおリです。（敬 

称略〉熱い支援ありがとうございます。 

た心蛋まる作sは9月まで久s湊保育 

aにs矛-中には曰本語で『ともだち』 

と•かれたfffflもあり、SKJi作品を通 
してリトアニアの侵しさにふれました， 

かなリや組の權通ちやんとse 

希空くんは「かわいい絵とかを.いつ 

などが久S市に届けられました
t
ぱい)iけて〈れてうれしい！ Jと目を 

‘i:科を浮バる醺兒’かわいらしい花や冓空などがSかれ•かせてSんれ、ました• 

リトアニアの保しさに笑顔 

リトアニア共和国クライペダ市が本 

市の妹妹S市であることが縁となり、同 

国の子どもたちが復舅の願いを込めて 

明作した約330点のメツセージカード 

smい笑いと元気 

東日本大震災an支援「芸 

笛出珀寄麻jは〗o月3曰、 
アンパーホールで_«=見串 

なやマジックシ3—で腰 

客840人に笑いと元気を届 

けました•桂》丸さんは「今 

こそ曰本が一?UC.皆さ/U0 

復興を心からIIつていますJ 

と思いを狄ていまし[ 

イヌが愛ら 
しvoasるペンチ.̂  

大分から逼かベンチ 

大分®から助成を受け、大 

分桑S林組合連合会iHf興を 

願ってS作した木»ベンチS 

薛が丨0月3日、久S市にS 

Bされまし/̂かわいらしい 

イヌをかたどった渥かみのあ 

るベンチは中iiイペント広場 

ICS!: u月には巽山 

公HHcK•される予定です。 

作業支援にワゴン車 

10月16日、日本電動式遊 

技機工業S同組合：里見治涅 

事長）と圉臑式遊技禳甬業組 

合（伊豆正則理搴長〉から， 

15人蓁リワゴン車1台が市に 

寄蓮されまし^ «甬は当面、 

靂災後爾作累貝の移動などに 

活罔した後、患者«送などへ 

の活用を検討する予定です。 

也
日
本
尺
鏤
災
か
ら
、
ち
ょ
ぅ 

ど
半
年
と
な
る
9月

：
：

曰
、
ア
ン 

パ—

ホ—

ル
で
N
H
K
の
ど
自
慢 

拡
大
版
を
開
催
"
節
目
の
日
に
、 

被
災
地
で
あ
る
久
慈
市
か
ら
全
国 

に
l
n
:
気
を
発
；s

し
ま
し
た
。 

m
s
p
f
i
は
、
舫
田
の
チ
逸
会
を 

通
過
し
た
2
0
«
に
、
褊
島
斟
と
再 

城
《
各
5
耜
を
如
ぇ
た
計
3
0
»
1
" 

段
客
味
は
開
摧
を
心
は
ち
に
し
た 

約
千
人
で
埋
ま
り
ま
し
た
。 

開
始
前
に
は
、
山
内
降
文
市
長 

と
N
H
K
盛
H
放
送
：3

の
小
松
敗 

一1?

長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ 

い
さ
つ
。
出
«
者
の
»
張
と
«
客 

の
期
待
が
商
ま
る
中
、
公
関
生
放 

送
は
ス
タ
丨
ト
し
ま
し
た
。 

出
場
苞
は
、
f
f
i
E
へ
の
願
い
や
、 

本
味
ゃ
夂
\
へ
の
激
励
、
想
*
な 

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
な 

が
ら
熱
？r

悲
し
み
や
悔
し
さ
な 

ど
は
抑
え
込
み
、
»
、
笑
_
で
伸 

び
や
か
な
歌
*
/t

を
籌
か
せ
ま
し
た
。 

ゲ
ス
ト
で
本
県
出
身
の
千
昌
夫 

さ
ん
、
似
出
身
の
門
倉
有
希 

さ
ん
も
0
身
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
敢
い
、 

礙
北
に
熱
烈
な
エ
丨
ル
。
展
後
は 

出
場
！C

全
貝
で「

葡
®
ろ
ぅ
丨 

ォ
丨
！J

と
*
を
突
き
上
げ
、
全 

国
の
祺
睫
片
に
元
気
で
た
く
ま
し 

ぃ
矩
北
の
姿
を
印
象
付
け
ま
し
た
。 

へ 郷
+
-
.
料
理【

ま
め
ぶ
汁」

で
地 

«
お
こ
し
活
動
を
展
開
す
る
久
慈 

ま
め
ぶ
部
S 

(

小
笠
原
匡
齔
部
® 

頭)

が
、
9
月
1
7
日
と
1
8
日
に
» 

&
«
«
森
市
で
開
か
れ
た
ご
当
地 

グ
ル
メ
の
祭
典「

北
海
道
•
屯
北 

B —

グ
ラ
ン
プ
リ」

に
初
出
場
。 

久
慈
ま
め
ぶ
汁
と
久
慈
市
の
魅
カ 

を
猛
烈
に
孜
り
込
み
ま
し
た
。 

•
県
外
• 

【

«
*
田
«】

•(

株)

タ
ニ
タ
秋
i
u 

I

神
奈
J
I
I
M】

•
泉
沢
久
枝 

H
a
s
•
メ
カ
ウ
イ
ン
グ
ス(

株)
 

【

大
《
府j 

V
 

人
»
商H

会
雄
所
後
供
汽
«
成
明
0 

B
S (

楽
天
会) 

【

沖
竭
飄
} 

’
名
襄
市 

【駐】 

5久g中央5JE 
I金 2057188 
611災客！!援金 
nfiicTCS で 
•filfe、します 
：?»52 -2119 

【9金】 

で受け付け中 

若手銀: 
蕾通! 

«A= 
達輅' 

m
m
s 

【

茨
城
*】

•
中
山
亜
|
>
紗 

【

埔
玉
5
•
K
津
将
也 

【

千
！IK】

•
関
n
英
；
け
^
船
木
《 

谷
2
:
明
^
«
山
加
祭
チ
’
曰
«
1 

【

《
野
_】

•
中
島
と
よ
子 

【

爲
取
藥】

•
«
«
»
»
• 

【

広
島
*】

•
加
瀧
笑
咲 

【

そ
の
他】

•
»
名
丨
件 

•
供
内
• 

【

9
I
H
市】

 

会
岩
手
県
連
合
会
T
J
S
j
i
r
e
俊 

•
市
内
• 

【

企
業
•
団
芒 

徒
会1

同
’
西
の
沢
！
？
内
余 

【

個
人】

v
i
i
-
.
路
.
乂
ヒ
•
渡
邊
光
男 

•
•
庄
振
瞽
_ 

【

«
人】

，
才
オ
サ
ワ
•
ヒ
ロ
キ
， 

オ
オ
ミ
ナ
ミ
•
サ
キ
コ
•
オ
ガ
ワ
• 

カ
ツ
ノ
リ
^
ク
ワ
シ
マ•

シ
ゲ
ス
ミ 

•
シ
ミ
ズ
パ
タ
•
ヨ
ウ
イ
チ
•
シ
ラ 

ハ
ダ
，
ヒ
ト
シ
•
タ
テ
ハ
タ
•
ユ
リ 

•
タ
ナ
カ
•
ケ
イn

•
チ
パ
ケ
ン•

 

イ
シ
イ•

タ
ケ
ヒn

•
ト
チ
ギ
•
ユ 

ウ
キ
•
ハ
ナ
リ
•
ジ
ュ
ン
、
ハ
ヤ
シ
. 

シ
オ
•
ミ
ヤ
モ
ト•

ト
シ
ア
キ
•
ム 

ラ
タ
.
ハ
シ
メ 

【

そ
の
他】

•
敗
名
2
件 

1

東
京
s】

Y(

f
l)

源
’
齊
拂
抑 

子
•
大
林
》
/
•
•
«
»
由
美
子
•
» 

田
博
«
，
«
味
秀
#
^
酒
丼
敏
«
等 

坂

U

弦

太

部

永

鋒 

高
志
•
i
s
S
K
B
t
逑
•
M
/
r
-
f
A
l
•
« 

»
R
仁
•
村
件
将
•
や
す
み
り
え 

【

神
奈
川
*】

•
•
•
J
l
l
J
^
f
f
i
T
m
M
I 

雅
典
•
«
銀
久
弥
•
«
»
沾
人
T
f
l
i 

s
外
_ 

！
東
京
海
！ 

【

そ
の
他1 

0
m
s 

【

癧
_
摩】

•(

社)

«
手
鸚
測
置 

【

ニ
戸
市】

•

パ
ガ 

礙
曰
本
大
震
災
で
大
き
な
«
»
を 

受
け
な
が
ら
、
7
月
か
ら
9
月
ま
で 

戎
M
o
漁
の
突
演
を
行
っ
た
小
袖
北 

限
の
海
女
の
会(

大
向
広
子
会
S)

。 

冏
会
は
、
方
演
期
冏
の
»
後
の
=
1
« 

曰
と
な
っ
た
9
月
2
5
曰
、
小
袖
海
& 

セ
ン
タ—

！
？
辺
で「

北
匯
の
海
な
感 

»の
：
！
！
J

を
w
き
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
大
向
会
a
は
一
.
地
域
の 

に
ぎ
わ
い
を
取
り
突
し
た
い
•
伝
統 

を
残
し
た
い
と
思
い
I
実
演
を
行
っ 

て
き
ま
し
た
"
全
国
か
ら
の
/
；
由
い 

励
ま
し
を
力
に
し
、
今
年
も
活
動
で 

き
た
>」

と
に
«
«
し
ま
す」

と
あ
い 

さ
つ
。
県
内
外
か 

ら
*
け
つ
け
た
W 

客
を
前
に
、
思
い 

を
込
め
ま
し
た
。 

«
く
素
«
り
の 

か
か
わ
ら
ず
，
5
人
が
海
に
瀚
り
， 

次
々
と
ゥ
二
を
採
取
。
来
4
|
者
は
、 

そ
の
し
な
や
か
な
f
t
き
と
f
t
事
な 

伝
味
の
褒
を
f
t
い
人
る
よ
ぅ
に
艮 

つ
め
、
«
動
と
激
励
の
拍
手
を
何 

度
も
何
度
も
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

大
|
&
府
か
ら
訪
れ
た
!
«
(
田
»
志 

さ
ん
、
再
久
代
さ
ん
夫
妻
は「

す 

丨
っ
と
«
っ
て
い
く
姿
が
と
て
も 

格
好
良
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
« 

#
し
ま
し
た
。
ゥ
ニ
の
味
も
® 

こ
れ
か
ら
も
a
«
っ
て
ほ
し
い
で 

す」

と
、
熱
い
エ
丨
ル
を
送
っ
て 

い
ま
し
た•

 

が 
つ 
r 

$> 

同
大
会
は
売
上
金
の
一
部
を
寄 

(
•
！
す
る
礙
：
：
：
衣
人
逋
災
炮
興
支
捶 

ィ
ベ
ン
ト
と
し
て
期
催
。
北
海
道 

と
0
1
北
な
ど
か
ら
2
2
団
体
が
出
展 

し
、
P
R
合
戦
も
白
熱
す
る
中
、 

1：

部
®
も
負
け
じ
と
大
銀
杏
と
化 

格
ま
わ
し
姿
で
バ
フ
ォ
丨
マ
ン
ス 

し
来
塢
«
の
注
1
1
を
集
め
ま
し
た
。 

珍
し
さ
に
も
引
か
れ
、
同
部
塚 

の
テ
ン
ト
前
に
は
徐
々
に
人
が
。 

x

ン
バ
丨
は
自
慢
の
久
S
ま
め
ぶ 

汁
を
販
売
し
な
が
ら
、
久
慈
市
の 

«
光
や
魅
力
も
宣
伝
し
ま
し
た
。 

小
苫
皎
部
屋
領
は「

お
?
?
さ
ん 

か
ら
恣
援
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
今
回
の
経
#
を
生
か
し
、
パ 

フ
ォ
I
マ
ン
ス
や
店
構
え
を
さ
ら 

に
工
夫
し
て
次
の
全
国
大
会
に
曲 

み
た
い
で
す」

と
意
欲
を
み
な
ぎ 

ら
せ
て
い
ま
し
た
。
全
国
B—

丨 

ゲ
ラ
ン
プ
リ
は
n
月
口
曰
と2

曰
、 

氏
庫
斟
姫
路
市
で
埔
か
れ
ま
す 

久
慈
在
校
辛
菜
生
の
析
丼
浩
介 

(
本
f
t
. 
«
越
^
印)

さ
ん
が
代 

.
}
<
を
務
め
る
演
技
粢
肋
•
0
は
9 

«
3
0
H
* 

同
校
で
»
® 

r
s
-
k
y 

〜

あ
の
空
の
向
こ
ぅ
に」

を
披
*r 

V
T
i
t
さ
ん
が
同
校
に
申
し
出
て
た 

こ
と
で
公
演
が
？
<
坩
し
ま
し
た
。 

「

s
k
y〜

j

は
新
并
さ
ん
の 

8
9
|
冬
で
、
夂
通
坩
故
で
突
然
表
子 

を
失
っ
た
男
性
が
、
家
族
受
や
& 

5

な
ど
の
W
に
ふ
れ
"
前
に
進
ん 

で
い
く
と
い
ぅ
感
動
作
投
者
は 

»
の
こ
も
っ
た
濱
技
で
生
徒
た
ち 

に
曰
常
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
" 

阿
部
迪
ざ
ん(

2
年)

は「

学 

f
z
に
被
災
し
た
入
も
い
る
中
、
大 

切
な
も
の
を
»
え
て
も
ら
い
ま
し 

た」

と
«
»
。
新
拌
さ
ん
は「

B
S 

代
を
相
ぅ
生
徒
た
ち
。
人
の
祥
を 

W

え
に
し
、
曰
々
の1

B
1
B

を 

大
切
に
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
で 

す
！
と
願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。 

ス
3 

•
市
内
！
！ 

I

個
人】

•
K
名
丨
作 

市
災
害
教
援
金
に 

皆
さ
ん
の
ご
®
力
を 

市
で
は
、
久
»
市
地
«
災
»
« 

扱
金
を
»
集
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
»
播
金
は
、
i
t
c
u
本
大
震 

災
で
被
災
し
た
久awe

の
後
さ
ん 

に
分
配
さ
れ
ま
す
。
ご
»
カ
ょ
ろ 

し 
<
お
顔
い
し
ま
す
* 

•
受
付
期
藺 

甲
成
2
4
年
3
月
；
？
曰
ま
で 

•
受
付
鳩
所(

現
金)

 

0
)
社
会
福
祉
！8  

(

市
役
所
丨
K) 

®
山
形
K
合
支
所 

(

宇
®
、
侍
浜
、
山
担)

 

•
そ
の
他
の
受
付
方
法 

0
現
金
8
«
:
宛
先
は
こ
ち
ら 

X
0
2
8
1
8
0
3
0 

久
慈
市
川
M
t
B
r
l
R
l
'
; 

久
«
市
役
所
社
会
a
祉
a 

※
衣
に「

救
助
用
郵
便』

と
明
妃 

©
ロ
座
振
込…

金
嫩
播
閲
名
や
：
： 

座
*
号
な
ど
は
*
上
の
枠
f
« 

描
金」

の
と
お
り
で
す 

嵌
|
0
月
|
0
日
現
住
、
久
«
市
に
格 

せ
ら
れ
た
«
»
金
は
8
7 
7
件
， 

7
4
9
7
万
丨
6
6
3
円
で
す 

•
社
会
裼
祉
B
I
B
5
2
2
1
1
9 



个 m の 沖 問 と ク ワ ガ タ で 友 援 タ 吣 金 を ^ ® こ ^ 
舌田さんは「全国のが久3市を心 

仕寧《0«らすすクワガタをill?してい配し、協力してくれました，人と人のつ 

る吉田成希ざん㈨丨丨目BJ}は全国OSながりを改めてSしますjと«齔伊勢 

S件Bと協力し.もぐらんびあ•まちな山さんは「露災後、ずっとのこと 

か雄firォオクワガタなどを販艮9を後していましわもぐらんび秘本 

月8曰、果京Sから駆けつけた摩当の復活も祈り、これからもK力をして 

山和良さんSRとともにクワガいきたいですjと思Iそ込めていました-_ 

2011.1am 6 
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熱支援感謝 

東日本大震災で大きな被害を受けた 

本市に、多くの救援支援掬資ゃ義援金、 

市への寄付金が、全国各地から寄せら 

れまし/^ 8月11日〜9月丨0日まで 

に受け付けた妝次のとおリで1% (敬 

称•§)熱い支援ありがとうございます。 

被災者に 
支播物資を 
配布します 

被災者に 
自動車1台 
無憤で提供 

福批a 
3 52-2119 

1 

一 I 

@久慈税務著 
S 53 - 4161 

東曰本大震災_係 

丨N F〇RMAT丨ON 

理 解 漂 め 避 難 誓 う 

9月〗3曰、長内/h#校で 
法波防災出sja座を• m 

m域振waの職貝がスライ 

ドを使い、法波の威力やg難 

方法などを_しました。 

受講した4年生は皆、Rft 

な表情= 

に理解を沒 

をSつていまし/"Cc 

- 2波の待®と 

を翻，rすぐにg 

綱 
明 る い 未 来 と 夢 を 

/《ナソニックキッズスクー 

ル被災堆支援プ•ジIクト 

「きつとわらえる2011Jは9 
月13曰、久喜小学校でBか 

れました。究瀟は明るい未来 

を想像しながらメッセージ狭 

«を制作。同日は»丨丨クリス 

テルさんも訪れ、9aymi 

を!»に優しく語リましftu 

！-L 
迫力の試合に興奮！ 

ans&aプロジェクト「み 

ちのくプロレスjは9月13 

日 、 久 S 券 て K 

童はプロレス教室などで選手 

と大いにぶ4U5いましL 

待望の試^feまるとKJI 

の興奮は最高私間近で雄リ 

©fられる迫力の肉3HSIC大 
きな声Sを送っていまし/"cu VJL 

岩手ffi行久S中央支店 

*3預金 2057188 
久慈市^(災害SS金 
»入金f：に下で 
a格をヰ、しsす| 

5B . 

【現金】 

iT没所で受け付け中 
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_
外• 

{
東
京
S
1！

V (

株)

花
王
•
保
坂 

»
_
&
•【

和
歌 

山

県1

歌

山

蔡 

•
県
外
• 

【

北
海
道】

•
W
J
V
K
0
I【

宮
城
供】

 

•
な
べ
く
ぼ
ひ
ろ
し【

千
9
|
«
1 

【
東
京 

S 

本
3
治
体
労
働
«
へ
：
：
雄
連 

合
•
ア
ン
パ
丨
ホ—

ル
g
K
.
-
*
蜂 

K
志
•
£
曰
市
兄
弟一

S>E

味
秀 

#
•
佐
々
木
辰
雄
•
寅
子
•
四
百
刈 

,
.
:
-
ニ
神
奈
川
|
|
|】

-
.
:
.【

新 

R
S 

•
坂
本 
一
0【

愛
知
県】

• 

【

大
阪
府】

V
1
-
H
保Sri 

【

そ
の
他】

 

•
市
内
• 

【

企
業
.
®
#】

•
エ
ル
コ
リ
I
ヌ 

•
協
同
組
合
久
»
銀
座
商
f
f
i
会
•
く 

じ
地
酒
#
好
会
•
久
慈
i
f
i
体
育
指
導 

姿
：2

協
8
|
£
;
>
-
久
«
麋
5
|
改
良
》
汝 

セ
ン
タ
丨
親
睦
会一

同
•
«
并
小
学 

校
P
T
A1

同
’
保
土
沢
町
内
会 

【

そ
の
他】

パ
;
', 

•
海
外
• 

• 
c
u
g
y
. 

v
a
u
d 

s
w
i 

t
z
e
r 

—

 
a
n
d (

ス
イ
ス
•
ク 

ジ
&) 

•
•
速
纖
輦
等
羅 

•
ウ
ガ
ジ
ン
•
ミ
ユ
キ
•
オ
オ
ミ
ナ 

ミ
•
サ
キ
コ
•
オ
ク
ダ
•
ユ
カ
•
力 

ク
ノ
•
ヒ
サ
オ
•
キ
フ
キ
ン
•
キ
ヨ 

力
ワ
•
コ
ウ
コ
•
サ
サ
キ
•
3
シ
ヒ 

•
•
サ
ト
ウ.

マ
サ
オ
•
シ
ミ
ズ
パ 

タ
•
ヨ
ウ
イ
チ
•
シ
ン
ギ
3
ウ
チ• 

ヒ
ロ
ユ
キ
•
タ
テ
ハ
タ
•
ユ
リ
•
タ 

ナ
カ
•
ケ
イ
コ
•
チ
パ
ケ
ン
•
イ
シ 

イ
•
タ
ケ
ヒ
n
T
ナ
ガ
シ
マ
•
マ
サ 

ヒ
ロ
•
ハ
ナ
y
•
ジ
ュ
ン
、
ハ
ヤ
シ•

 

シ
オ
•
前
田
笑
宰
•
マ
ザ
ワ
•
ケ
ン 

イ
チ
•
ム
ラ
タ
•
ヨ
ウ
コ
•
モ
リ 

タ
•
レ
イ
ノ
ス
ケ 

【

そ
の
他】

•
匿
名
丨
件 

•
市
外•

 

【

千
蕕
業】

•
人
&
n
-
-
•
•
は
ま
な 

す
の
会
^
1
.
»
:
：1
東
京
0】

 

{
株)

タ
ム
ラ
•
シ
ダ
ッ
ク
ス(
抹) 

【

神
奈
J
i
l
桑】

 
【

長 
l
l
I
R】

T(

“)

 
3
1
0
レ
ジ
ン
•(

“) 

レ
ジ
ン
2 
3 

o
安
全
®
’
!
-
:
協
麋 

.
•
:【

和
»
山
県】

 
【

大 

阪
府】

•
辻
本
醐 

踏
で
は
下
記
に
よ
り
全
国
各 

地
か
ら
届
け
ら
れ
た
支
搓
物
資
の 

K
布
会
を
行
い
ま
す
。 

K
布
村
象
は
、
8
災
当
日
に
久 

怒
市
で
被
災
し
た
人
で
す
。
希
望 

す
る
人
は
各
自
、
物
資
を
待
ち
掃 

る
た
め
の
袋
な
ど
を
持
参
し
て
、 

こ
来
場
く
だ
さ
い
。 

※
配
布
会
当
日
の
会
場
は
、
大
変 

涅
み
合
ぅ
こ
と
が
チ
想
さ
れ
ま 

す
。
自
家
用
車
で
お
越
し
の
際 

は
、
会
堪
付
近
の
交
通
の
妨
げ 

に
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く 

だ
さ
い 

•
配
布
日
時 

1
0
月
9
曰(

日)
 

=

時〜
2

時 

※
雨
天
決
行 

※
物
資
が
な
く
な
り
次
策
終
1
' 

し
ま
す 

•
K
布
壜
所 

市
役
所
正
面
駐
車
場 

•
R
布
対
象 

震
災
当
日
、
久
慈
市
で
被
災 

し
た
人(

被
災
の
程
度
は
問 

い
ま
せ
ん)

 

•
支
絵
す
る
品 

水
、
毛
布
、
衣
s
i
、
曰
用
品
、 

維
寅
な
ど 

次
の
人
を
対
象
に
、
白
動
a
i
l 

台
を
無
®
で
提
供
し
ま
す
。
応
尊 

多
数
の
堪
合
は
、
抽
逸
で
提
供
者 

を
決
定
し
ま
す
* 

•
対
* 

自
動
摩
が
被
災
し
た
人
の
ぅ
ち
、 

自
動
車
を
ま
だ
購
入
し
て
い
な 

い
ゴ
丨
ル
ド
免
許
所
持
者 

•
提
供
す
る
車
！S

 

日
産
エ
ル
グ
ラ
ン
ド
1
台 

®
登
録…

平
成
；2

年 

@
車
検
：
.
平
成
2
4
年
4
月
8
曰
« 

了 
@
走
行
距
雌
：
1
7
万
5
千
0
* 

®

色…

シ
ャ
ン
パ
ン
シ
ル
パ
丨 

※
毋
の
燃
料
代
や
屯
検
代
、
ォ 

ィ
ル
交
換
、
消
耗
品
な
ど
は 

全
て
使
用
者
の
負
担
に
な
り 

ま
す 

•
申
込
方
法 

1
0
月2

2

曰(

水)

ま
で
に
‘ 

申
込
窖
を
社
会
福
祉
a 

(

市 

役
所
丨
陏)

に
提
出
し
て
く 

だ
さ
い 

•
申
込
書 

申
込
畜
は
社
会
福
祉
»
の
窓 

•
に
儷
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。 

希
望
者
に
は
郵
送
で
®
類
を 

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
連| 

絡
く
だ
さ
い 

SEE

本
大
震
災
で
被
苒
を
受 

け
た
人
が
作
成
す
る
次
の
契
約 

杏
に
つ
い
て
は
、
特
例
で
印
紙 

税
が
非
諫
税
に
な
る9

合
が
あ 

り
ま
す
。 

ま
た
、
誤
っ
て
印
紙
を
貼
つ 

た
場
合
で
も
還
付
で
き
る
こ
と 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
対
象
と
な
る
契
約
書
の
種
黷 

©
消
R
袋
借
に
関
す
る
も
の 

(

金
践
估
用
趾
辨
な
ど) 

®
不
勘
産
譲
渡
に
閲
す
る
も
の 

@
雄
設
て
亊
の
胡
負
に
閲
す
る 

も
の 

【

そ
の
S 

•
恥
名
5
件 

•
市
内
• 

•
や
ま
び
こ
の
里
•
沢
里 

市
災
害
義
援
金
に 

皆
さ
ん
の
ご
培
力
を 

市
で
は
、
久
慈
市
地
震
災
害 

箱
揉
金
を
#
f
l
し
て
い
ま
す
" 

こ
の
義
援
金
は
、
東
日
本
大 1

1
災
で
被
災
し
た
久
慈
市
の
皆 

さ
ん
に
分
配
さ
れ
ま
す
。
ご31 

力
よ
ろ
し
く
お1

い
し
ま
す
。 

•
受
付
期
間 

平
成
2
4
年
3
月
；
：
；
：
1
!
ま
で 

•
受
付
壜
所(

現
金)

 

©
社
会
操
祉
驟(

市
役
所
丨
《) 

®
山
形
総
合
支
所 

®

各
支
所(

宇
部
、
侍
浜
、
山
根) 

•
そ
の
他
の
受
付
方
法 

0
>
現
金
•
苗…

宛
先
は
こ
ち
ら 

I
X
0
2
8—

.

.

.

.
8
0
3
0 

久
慈
市
川
崎
町
丨
番
丨
号 

x
s
r
l
f
役
所
汁
へ
4
»
(
祉
課 

※
表
に「

枚
助
坩
«
便」

と
明
K 

@
口
座
振
込…

金
由
曲
[
«
名
や 

•
座
》
け
な
ど
は
、
上
の
枠 

「

教
援
金」

の
と
お
り
で
す 

！

#
9
月
|
0
曰
現
在
、
久
慈
市
に
寄 

せ
ら
れ
た
«
«
金
は
8
2
4
件
、 

7
3
5
5
1
C
9
7
6
3
円
で
す 

Q
 
社
会
福
祉 
s
n
5
2
2
1
1
9 

s
i
s 



•総降水量 

255.0% (下戸鎖） 
※今月21日5時〜翌日6時 

• 1時間最大降水量 

26.5ミリ（下戸鎖） 

※り月21日24時 

•河川の水位 

4.22。（久慈川八日町） 
※今月22日3時10分 

•避難勧告 1 2 7 世帯 3 1 0 人 

[内訳]夏井町住吉•鼻舘•閉 

伊•地区113世帯282人7長 

内町新長内地区14世帯28人 

• 人 的 被 害 な し 

•建物被害246棟非住家含む 

[内訳]一部損壊2棟/床上 

浸水105棟/床下浸水139棟 

• 被害額 2億 8 , 0 1 4 万円 

[内IR] 土木施設2億607万円 

/農地農業用施設3,530万円 

/林業関係2,148万円ほか 

防災に役立つ一冊 

「ハザードマップ」作成！ 

市は、風水害の危険箇所や避 

難場所、防災情報などをまとめ 

た「久慈市総合防災ハザード 

マップ洪水•土砂災害編」を作 

底 1 1月 1日付けの区長 

配布で全戸配布します。 

ぜひご活用ください。 

各地で土砂崩れ。土砂崩 
れで一時通行止めになつ 
た国道45号長内トンネ 
ル付近(9月22日10時) 

I 
市街地など各地で浸水。 
床上浸水など建物への被 
害も多数発生（久慈駅付 
近-9月22日3時16分） 

降リ続いた大雨で河川は 
増水:127世帯に避難勧 
告も発令（久慈川中の橋 
付近*9月22日3時32分） 

174 

被害概要（9月27日現在) 

市内の最大観測値など 

r為 

1 

IS流は地盤を容教なX肖ト 
欠損，生活、流通など大.ts: 

Jましたイヴ月22日9時7分) 
ニ::二 J 

y 一二 

陽 i l 

纏 

降り続いた南で潘流とイ 

戸呂町ロ付近の国道2E 
を担う幹線道路が一時5i 

— 」 

rホ一 

“'̂r 

強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
9
月 

?
;
;
日
か
ら
2
2
日
に
か
け
て
東
曰
本 

を
縦
断
し
た
台
風
B
号
。
そ
の
威 

力
は
す
さ
ま
じ
く
、
人
的
被
害
は 

全
国
で
死
者
1
3
人
、
行
方
不
明
者 

3
人
、
負
傷
者
約
3
0
0
人
に
及 

び
ま
し
た
。(

9
月
沈
日
現
在) 

直
撃
は
免
れ
た
も
の
の
台
風
巧 

号
は
市
内
各
地
で
も
猛
威
を
振
る 

い
ま
し
た
。
9
月
訂
日
川
時
3
3
分
、 

久
慈
市
に
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
、 

M
時
仍
分
に
は
洪
水
、
暴
風
、
波 

浪
の
3
つ
の
警
報
が
追
加
。
時
間 

の
経
過
と
と
も
に
雨
風
の
勢
い
は 

増
し
、
5
2
時
1
0
分
に
は
土
砂
災
害 

警
戒
情
報
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

降
り
続
い
た
雨
で
河
川
の
水
位 

は
上
昇
し
、
2
2
日
1
時
5
分
に
は 

夏
井
町
住
吉
•
鼻
舘•

閉
伊
ロ
地 

区
と
、
長
内
町
新
長
内
地
区
の
計 

1
2
7
世
帯
3
1
o
人
に
避
難
勧 

告
が
発
令
。
各
地
で
浸
水
や
土
砂 

崩
れ
が
発
生
し
、
通
行
止
め
に
な 

る
箇
所
が
続
出
し
ま
し
た
。 

床
上
浸
水
な
ど
の
被
害
に
遭
つ 

た
建
物
は
非
住
家
含
み
で
2
4
6 

棟
。
市
の
被
害
額
は
、
道
路
や
河 

川
な
ど
の
土
木
施
設
を
中
心
に 

2
億
8
o
1
4
万
円
に
の
ぼ
り
ま 

し
た
。(

9
月
リ
日
現
在) 

東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
あ
ま 

り
。
牙
を
む
い
た
台
風
B
号
は
、 

災
害
に
対
す
る
備
え
の
必
要
性
を 

改
め
て
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。 



第42回久慈地方産業まつリ復興感謝祭は 

10月15日と16日、アンバーホール周辺で 

開催。子どももちつき大会では「よいしょ一！」 

と、力を合わせてもちをつく、親子の元気 

な声が響きわたりました（関連記事18ァ） 
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扣起をかける 
海の汨たち 

とし、ifc.caRit 
るAS者、！0月17 5から定靈«姿を再 
mした'Jポ置《«合を取«しまし/^ 

3 広« くじ Nol36 

ここが生きる場所，どうにか漁をH U Mに一大久保廣畜 

船が焦ければ仕*にならない，待ちに 

待った》が届き.船がないときとは気持 

ちが全く違います• SIC出て《を起こせ 

ることを.皆が喜んrt、るようです. 

これから何としてでもサヶを捕ってい 

かなければなリませんこれからピーク 

を迎えるヶ澹に，それぞれい思 

いを持ってsa/ZVます. 

自分たちが生きる壜所は.この海です-

生きていれば甸とかなる。靈災で被害を 

§tナた、えびす涌埔も立て直し、丨丨月に 

はどうにか»をtiaに射たいです• 

9月未現在、市宮旁.市場のIS里 

水揚げ置はsw•..で、it年同期と 

比べて丨丨22%と壜えています： 

榮日本大震災で大打撃を受けなが 

らち、水痛げ量が!•えrこ一番のS因 

は•ィ:Dの8逢：S水工場と拾t:sS 

外来舶を受け入れることができ、イ 

力の水攤げは3753、、薛年度比 

1765%に上っています。 

靂災前6丨7置あった3MBは9明以 

上が«S SSHSiBなどによリa 

22年gne*魚げ量 

サンマ 

イ ワ シ 5 2 * 

サ>ぐ 4209、15% 
そ©® 丨 714J'> 14.1% 
浙1万11095、1000% 

近づくM盛期 
誰もが必死一 

足朽網漁 
の 

和 

負 

港
に
活
気
を
揺
る
ぎ
な
い
決
意 

|

意
気
込
み
あ
ふ
れ
る 

こ
の
海
が
自
分
た
ち
の
生
き
る 

場
所—

。
大
«
災
に
兒
》
わ
れ
、 

K
}
や
漁
具
な
ど
を
失
い
な
が
ら
も
、 

漁
業
を
生
栗
と
し
絞
け
、
逸
に
《 

起
を
か
け
る
漁
菜
者
。
漁
の
現
場 

は
、
そ
の
強
い
意
気
込
み
で
あ
ふ 

れ
て
い
ま
す
。 

例
年
ょ
り
高
い
海
水
温
が
!
|
;
» 

し
て
か
、
山
月
ま
で
の
サ
ヶ
の
水 

掲
げ
置
は
低
迷
気
味
で
す
が
、
定 

BJX

漁
が
回
後
し
、
最
益
期
を
迎 

ぇ
る
こ
れ
か
ら
が
勝
負
ど
こ
ろ
。 

大
«
災
で
漁
が
遅
れ
た
分
を
少
し 

で
も
取
り
戻
そ
ぅ
と
、
漁
茫
者
は 

0
.
必
死
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

市
漁
協
の
苞
f
i
t！

郎
«
合
良
は 

意
気
込
み
を
趙
り
ま
す
。 

る
な 

は
き
か| 

W
1
-
:
し
す 

の
で
る
で 

海
海
や
の 

「

完
全
復
旧
は
ま
だ
ま
だ
で
す 

が
、
£
直
、
あ
の
大
き
な
被
害
か 

ら
よ
く
こ
こ
ま
で
復
旧
し
た
と 

思
っ
て
い
ま
す
。
由
®
か
ら
届
い 

た
«
援
船
な
ど
、
温
か
い
支
援
も 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り 

が
た
い
こ
と
で
す
。
低
迷
気
味
と 

は
い
っ
て
も
サ
ヶ
は
こ
れ
か
ら
が 

本
番
で
す
。
柯
と
し
て
で
も
捕
り 

た
い
と
雎
も
が
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
海
の
男
は
、
海
で
生
き
て 

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ 

れ
し
か
な
い
。
や
る
し
か
な
い
の 

で
す
。
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
、 

久
慈
の
港
に
以S

の
活
免
を
取
り 

戻
し
た
い
と
思
い
ま
すJ。

 

や
る
し
か
な
い
。
力
を
込
め 

た
言
菜
か
ら
は
、
揺
る
ぎ
な
い
決 

意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

|

こ
れ
か
ら
も
海
で 

描
盛
期
を
迎
え
る
秋
サ
ケ
漁
に 

加
え
、
ア
ワ
ビ
も
C
M
け
さ
れ
る 

I
I
月
。
ア
ヮ
ビ
漁
は
；S

館
箱
播
船 

の
お
か
げ
で
全
漁
業
生
産
部
が
行 

え
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
雪
災
で
維
も
が
苦
し
さ
や
悲 

し
さ
、
悔
し
さ
を
経
験
し
た
は
^2

 

そ
れ
で
も
屈
せ
ず
、
^
3
^
る—

 

漁
《
#
の
姿
を
見
る
と
、
蓬
漁
を 

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

秋
か
ら
冬
へ
、
寒
さ
が
増
し
て 

い
く
中
、
迎
ぇ
る
勝
負
の
正
念
場
。 

こ
れ
か
ら
も
海
で
生
き
て
い
く
丨
。 

大
鑼
災
に
も
屈
し
な
か
っ
た
久
慈 

の
漁
業
者
は
、
強
い
気
持
ち
で
歩 

み
を
進
め
•
港
に
活
気
と
希
宅
を 

取
り
戻
す
こ
と
で
し
よ
う
。 

|

早
々
に
雄
級
を
決
定 

大
鬣
災
で
船
や
漁
貝
を
失
い
、 

収
人
を
»
る
す
ぺ
を
《
わ
れ
て
し 

ま
っ
た
漁
業
行
。
R
地
に
立
た
さ 

れ
な
が
ら
も
、
S
命
な
努
ハ
を
技 

け
、
浬
再
開
に
こ
ぎ
つ
け
る
人
が 

少
し
ず
つ
W
え
て
き
ま
し
た
• 

小
袖
定
組
合
も
大
«
災
で 

所
有
す
る
船
4
«
全
て
を
失
い
ま 

し
た
が
、
S
災
後
早
々
に
«
時
琺 

会
をs

き
、
渙
を
核
け
る
こ
と
を 

決
定
。
船
は
石
川
県
の
造
船
»
« 

に
い
ち
早
く
発
注
し
ま
し
た
。 

待
望
の
新
造
船「

3
5
3
8
大
漁 

丸」

は
|
0
月
上
旬
に
到
《
。
換
を 

行
ぅ「

ホ
?
と「

え
び
すj

 

2 

つ
の
漁
場
の
ぅ
ち
、
ひ
と
ま
ず
赤 

磯
の
準
備
を
粮
ぇ
、
1
7
日
か
ら
定 

通
_
逸
を
冉
§
し
ま
し
た
。 

•
秋
サ
ヶ
潼
の
重M

性 

X
慈
市
の
漁
業
に
埔
滅
的
な
《 

密
を
及
ぼ
し
た
束
日
本
大
縷
災
。 

教
災
梵
生
か
ら
7
力
月
あ
ま
り
が 

»
過
し
”
渙
港
施
股
や
漁
船
な
ど 

の
復
旧
が
進
む
中
、
秋
サ
ヶ
漁
の 

坦
盗
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。 

=

月
中
旬
か
らS

月
に
か
け
て 

ピ
丨
ク
を
迎
え
る
秋
サ
ヶ
漁
は
、 

久
«
市
の
漁
8
に
と
っ
て
里
要
な 

存
在
で
す
。 

市
営
魚
市
場
の
9
-
成
2
2
年
度
水 

揚
げ
嫩(

左
上
表)

で
は
サ
ヶ 

は
2
S
U
に
多
く
、
全
体
の
口
. 

3
%
。
ィ
カ
は
5
6
. 
8
% 
と'••-分 

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の 

数
字
は
市
外
の
«
に
ょ
る
水
播
げ 

も
含
ま
れ
た
も
の
。一

方
、
サ
ケ 

は
全
て
が
市
内
の
水
播
げ
で
"
ィ 

力
に
比
べ
て
取
引
も
典
く
、 

特
に
定
圃
網
漁
を
行
ぅ
漁
策
《
の 

大
き
な
収
人
源
に
な
っ
て
い
ま
す
" 

I

鍵
と
な
る
定
置
供
潼 

定
K
W
と
は
、
魚
を
捕
る
た
め 

のli

を
_
や
杭
で
海
底
に
«
3
9
し 

た
固
定
式
の
®
_
の一

つ
。
魚
を 

_
の
中
へ
と
誘
い
込
む
ょ
ぅ
な
_ 

造
に
な
っ
て
い
て
、
中
に
人
っ
た 

免
を
W
を
#
き
h
げ
る
な
ど
し
て 

1

牟
に
捕
播
し
ま
す
。 

北
海
道•

東
北
地
方
の
秋
サ
ヶ 

逸
は
こ
の
定
a
w
漁
が
中
心
で
す
。 

昨
年
、
市
内
で
も
'
4
£
囲
«
|
3
ヵ
統 

が
©
匿
さ
れ
•
盛
ん
に
漁
を
行
っ 

て
い
ま
し
た
。
大
震
災
で
船
や
網 

は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、 

漁
菜
者
の
熱
息
と
努
力
に
よ
り
、 

扣
月
中
旬
ま
で
に
9
力
統
ま
で
回 

後
し
て
い
ま
す
。 

久
慈
市
®
箔協

！
！

組
合
の
嵯
蝣 

松
男
黎
來
は
、
定
囲
8
渙
と
秋
サ 

ヶ
漁
の
®
要
性
を
胡
り
ま
す
。 

「

定
漁
は
新
造
船
の
到
a 

な
ど
に
よ
り
|
1
月
中
に
は
7
割
程 

度
回
復
す
る
見
込
み
で
す
。
サ
ヶ 

の
水
描
げ
は
定
s
s
i
3
i
5
E
:
«
f
l 

合
が
a
に
な
り
ま
す•“

渙
«
«
の 

大
き
な
収
人
！8

で
も
あ
る
サ
ヶ
が 

捕
れ
る
か
ど
ぅ
か
は
今
後
の
死
活 

問
埋
。
漁
の
！
®
盛
明
を
迎
ぇ
る= 

月
と
月
が
呀
負
ど
こ
ろ
で
すJ

。
 

力
の
こ
も
っ
た
S
藥
か
ら
は
佳 

い
意
気
込
み
と
、
必
死
さ
が
想
じ 

ら
れ
ま
す
。 

|

確
保
の
た
め
放
法
も 

:
:
月
と
|
2
月
に
»
負
ど
こ
ろ
を 

迎
ぇ
る
の
は
来
#
の
稚
熟
放
流
に 

向
け
た
サ
ケ
の
捕
»
も
同
じ
で
す
， 

サ
ケ
は
約
4
年
か
け
て
生
ま
れ 

た
場
所
に
戻
っ
て
く
る
習
性
が
あ 

る
た
め
、
将
来
の
水
«
げ
《
»
保 

の
た
め
に
も
採
卵
し
、
稚
羝
を
放 

流
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。 

久
慈
川
漁
業
捩
同
組
合
で
は
例 

年
2
7
5
0
万
匹
の
f
t
傲
を
放
流 

し
て
き
ま
し
た
が
、
大
震
災
で
久 

慈
川
河
•
に
あ
っ
た
採
捕
場
は
全 

«
c
上
流
劃
に
移
築
し
、
川
を
遡 

上
し
て
く
る
サ
ケ
の
捕
播
餃
盛
期 

に
«
ぇ
"
作
栗
を
進
め
て
い
ま
す
" 

同
組
合
の
嵯
蛾
？
s
t
f
t
a
l
i
は 

「

霞
災
で
状
況
は
大
き
く
変
わ
り 

ま
し
た
が
、
何
と
か
サ
ケ
を
a
保 

し
、
例
年
同
播
の
放
流
数
を
目
指 

し
ま
す」

と
息
欲
を
み
せ
ま
す
。 

•
4
£
a
s
®
逸
も
稚
魚
放
流
も
、m

 

わ
る
人
た
ち
は
雄
も
が
必
死
で
す
" 

画
漁
再
開
に
勢
い
づ
く 

漁
再
問
3
曰
目
の
|
0
月
|
9
日
4 

時
2
0
分
。
肌
を
突
く
寒
さ
の
中
、 

組
合3

は
ロ
が
梓
る
前
か
ら
黙
 々

と
漁
の
！FS

を
進
め
て
い
ま
し
た
。 

組
合
段
は
真
新
し
い
第
昶
大
漁 

丸
と
®
災
後
に
嬲
速
し
た
中
古
船 

の
2
«
に
乗
り
込
み
、
小
袖
漁
港 

を
5
時
|
1
<
1
に
出
港
。
5
分
ほ
ど
船 

を
進
め
•
漁
叫
に
到
蕕
し
ま
し
た
， 

2
«
が
W
を
は
さ
む
よ
ぅ
に
対 

面
す
る
と
、
«
合
貝
は
、
あ
ぅ
ん 

の
呼
吸
で
«
起
こ
し
を
開
始
。
そ 

れ
ぞ
れ
の
|
$
ち
«
で
«
敏
に
動
き
， 

腕
に
乃
を
込
め
_
を
引
き
上
げ
ま 

し
た
。「

ほ
れ
、
い
だ
ぞ
！J。

作 

褒
埔
始
か
ら
約
3
0
分
、
船
の
近
く 

ま
で
引
き
寄
せ
た
_
の
中
に
は
、 

し
ぶ
き
を
上
げ
る
サ
ヶ
や
サ
パ
な 

ど
の
姿
が
。
す
ぐ
さ
ま
魚
を
船
へ 

と
«
み
播
げ
る
と
、S

は
市
営
俄 

市
場
に
針
路
を
と
り
ま
し
た
。 

魚
市
壜
で
の
水
掲
げ
で
も
組
合 

眞
は
手
際
よ
く
作
業
。
こ
の
曰
は 

サ
ヶ
や
サ
バ
、
シ
3
ッ
コ
な
ど
約 

丨
ノ
の
水
播
げ
が
あ
り
ま
し
た
。 

a
p
f
R
H
を
g
び
，
勞
い
づ
く
組 

合
目
"
澳
棄
と
生
活
の
a
て
直
し 

を
丨
"
再
e
を
か
け
る
海
の
男
た 

ち
は
、
H
盛
期
が
迫
る
秋
サ
ヶ
漁 

に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
" 

0
£
|
|
本
人
？
3
災
で
入
き
な
格
十
：
：
を
受
け
な 

が
ら
も
、
こ
れ
か
ら
も
海
で
1
-
:
き
て
い
く 

こ
と
を
決
め
、
f
t
ち
!
：
が
っ
た
逸
1 

:
:
:
:
:
屮
：
？
か
ら
1
2
=
:
に
か
け
て
；
5
盛
斯
 ̂

迎
え
る
秋
サ
ケ
淦
は
、
そ
ん
な
通
范
找
に 

と
っ
て
も
.
久
慈
！
！
！
の
漁
栗
令
体
に
と
っ
士 

て
も
《
«
な
；
}
:
/
|
-
:
で
す
。 

W
に
>
'
4
£
?
£
|
|
逸
を
；
；
：
ぅ
逸
3
|
界
は
秋
サ 

ヶ
逸
に
拆
起
を
か
け
で
い
ま
す 

^
.
活
の
^
：
て
於
し
を
か
け
た
疋
念
堪
. 

粗
は
今
、
眩C：

ど
こ
ろ
を
迎
え
よ
ぅ
と
し 

て
い
ま
す
{
s
f
'
l
ま
で) 



くく意見交換会の日時•会場なと》 

対象地区 

11 /21(月）18:30〜 大湊公民館 夏井 

11 /22(火)18:30 〜 中央公民館湊分館 久慈湊 

11 /24(木）18:30 〜 市防災センター 
長内元木沢• 
大尻•小袖 

U/25(金）18:30 〜 久喜公民館 久喜 

11 /28(月）18:30〜 玉の脇公民館 玉の脇 

11 / 29(火）18:30〜 市役所3階•大会議室 全地区 

※都合がつかない場合は、対象地区以外の日程での参加も可 

早期実現久慈大会 
一合同開催一 

八戸•久慈自動車道 
整備促進住民大会 

12.4© 

沿岸市町村が一丸となって、道 

路の必要性をアピールし、整備促 

進を目指す2つの大会を合同でs 

開催。大会では「震災復興への取 

リ組み（仮題)」をテーマにパネ 

ルディスカッシヨンも行います。 

大会にはどなたでも参加するこ 

とができます。私たちの生活に必 

要不可欠な幹線道路の一日も早い 

完成に向け、みんなの力と思いを 

結集しましよう！ 

•期日…12月4日（曰) 

13時〜15時 

•会場…アンバーホール 

E)政策推進課3 52 — 2115 

_土木課 S 5 2 — 2124 
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！整備 
|主体 

防潮堤などの名称 現在局 
県設定| 
最大局j 

1 市 久慈湊漁港海岸防潮堤 8.0& 

| m 掘込防潮堤（久慈新港） 7.3^ 

1 ^ 
久慈川河)II堤防 7.0?;T 8.0$ル | 

長内川河川堤防 7.0S 

'県 夏井川河川堤防 57fru 

小袖防潮堤 7.3S i2.o?rレ 

1 « 久喜漁港海岸防潮堤 12.0?rレ _14.0な J 

現在の12苡から、最大で14-の高さに整 

備する方針が示された久喜漁港海岸防潮堤 

防潮堤などの現在高と県が設定した最大高 

平成 23 年（2011年）Nq137 

期
完
成
に
向
け
て
、
市
は
今
後
も 

国
.
県
に
働
き
か
け
を
続
け
ま
す
。 

意
見
交
換
会
を
開
催 

県
か
ら
防
潮
堤
な
ど
の
整
備
方 

針
が
示
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、 

市
は
左
表
の
日
程
で「

復
興
に
係 

る
ま
ち
づ
く
り」

に
つ
い
て
の
意 

見
交
換
会
を
各
地
区
で
開
催
し
ま 

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ 

く
だ
さ
い
。 

E

政
策
推
進
課
§
3
5
2
1
2
1
1
5 

湾
口
防
波
堤
が
前
提 

津
波
防
災
対
策
を
強
化
す
る
た 

め
、
県
は
防
潮
堤
や
河
川
堤
防
の 

高
さ
を
見
直
し
、
叩
月
况
曰
ま
で 

に
沿
岸
全
市
町
村
の
整
備
方
針
を 

固
め
ま
し
た
。 

県
は
、
数
十
年
か
ら
百
数
十
年 

に
一
度
発
生
す
る「

頻
度
の
高
い 

津
波」

に
対
し
て
は
、
防
潮
堤
な 

ど
で
被
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
標
に 

設
定
。
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波 

や
明
治
三
陸
地
震
津
波
の
よ
ぅ
な 

「

発
生
頻
度
が
低
い
最
大
級
の
津 

波」

に
対
し
て
は
、
防
潮
堤
な
ど 

だ
け
々
な
く
、
迅
速
な
避
難
等
で 

被
害
を
減
ら
す
と
い
ぅ「

多
重
防 

御」

の
考
え
方
を
と
り
ま
し
た
。 

県
と
の
協
議
の
中
で
、
市
は
湾 

ロ
防
波
堤(

全
長
3
.
8
キ
己
の 

早
期
完
成
と
、
防
潮
堤
な
ど
の
か 

さ
上
げ
を
強
く
訴
え
ま
し
た
が
、 

県
は
湾
口
防
波
堤
の
完
成
を
前
提 

と
し
た
整
備
内
容
を
上
表
の
と
お 

り
示
し
ま
し
た
。 

な
お
、
湾
口
防
波
堤
は
昨
年
度 

末
で
計
画
の
約
M
打
が
完
成
。
早 

古
^
1
さ
示
さ
れ
る 

http://www.city.kuji.iwate.jp/


178 

I
I
_
V
E
5 

一 

u
"
’ 
-

,

Jm.̂
I.. 

\ m 
Wi 

u \
t
f 



SSS手現i£K5«SS. SsiStfiE 
«.山!*33文市*など6く t)入れ 

mn 
復旧工事を次の1次〜3次に分 

けて実®^平成26年4月の全線運 
5再開を目指しています. 

平124年 

t U».l I 
*5~* '̂IZW：® 

鉄 

. 、 ふ
:

. ' X -rTr-X.̂
y 

s = s a « p ^ 

- • • .一 r^} 
；fi 61-1さんてつ 
北yアス»# 

も ド 

何とかして走らせたも“ 

雄もが必死でした 

.(i£ai北リア;UM行本S 
金野 3 _ « « 

三13»道の植書«靨 

三矮鉄道が邏行再簡に向けて動き出 

したのは3月13曰から。被害状況を見 

回った望月正彦社長が「走れるところか 

らだけでも走らせようjとWfiし、翌朝 

から急ピッチで準備を進めましたし 

14曰はa行可®な区藺の点検と猪手 

班き
4
15曰には久S—陵中野田fflのS 

運feを行いながら連行万法を語めまし 

fc,津波£0«害を受けた社員もいました 

が、甸とかして走らせたいと、雎もが必 

死に繭から皖までffJHc当たリましだ 

16曰相8時の災害後興支捶列里第1 

便、ほっとした表情で列車に渠リ込むお 

客さんの姿を見て、足らせて本当に良 

かったと思いまし三鉄は沿flneu村 

の皆さんあってのもの。今後も地®こ寄 

リ添い、少しでも皆さんに立つn、 

ければと思っています
t 

必ず渠リに来ます！ 

Mもあつてしてい 

ましたが、三鉄の通舊リは 

すごい！地元に密彗しな 

がら核道の!B力を舛に発倡 

しているのが良いですも 

運行再園が待ち逸しいで 

す，必ず垂リに来ます！ 

再開を心から応援！ 

孩逼はワクワクSがあリ 

ますね< 子どもたちも三教 

が大好きで、よく家族で 

垂つていました：栗を持た
r 

な.ハ一.や字三了しここ--巡j -̂  

•：；1•て再穹山形知薑 

を心から応援しています！ 

4 179 

地域とともに汝抖へ 

III

睡
教
！<

 

m
i
b
h 

彦
社
長
は「

生
活
の
足
で
あ
り
、 

地
域
活
性
化
を
拒
ぅ
=
陸
鉄
道
" 

地
域
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る 

よ
ぅ
、
丨
曰
も
早
い
復
旧
を
目
指 

し
ま
す」

と
カ
強
い
言
篥
で
復
旧 

工
事
のg

始
を
宣
言
し
ま
し
た
* 

全
»
銜
旧
に
向
け
て
本
格
始
動
， 

ま
ず
は
来
年
4
月
の
再
開
を
目
指 

し
、
陸
中
野
田
丨
田
野
畑
閲
の
エ 

承
に
箱
手
。
順
次
、
工
事
を
進
め
、 

平
成
2
6
年
4
月
の
全
繚
理
行
.
冉
問 

を
目
指
し
ま
す
= 

•
肉
問
で
き
た
区
問
は
全
練
の
3
分 

の
丨
。
«
災
か
ら
8
ヵ
月
以
上
が 

過
ぎ
た
今
も
、
釜
石
市
と
大
船
渡 

市
を
つ
な
ぐ
南
リ
ア
ス
線
全
k
問 

と
、
北
リ
ア
ス
糠
の
陸
中
»
田
丨 

小
本
問
が
不
通
と
な
っ
て
い
ま
す
， 

|

平
成
2
6
年
再
開
目
指
す 

そ
ん
な
中
、
国
や
®
な
ど
の
支 

«
を
受
け
、
本
格
的
な
復
旧h

摩 

が
：
：
月
3
曰
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

同
日
、
»
田
村
で
開
か
れ
た
復
旧 

工
事
安
全
祈
顧
祭
と
起
工
式
に
は 

因
や
祺
、
沿
繚
市
町
村
な
ど
か
ら 

約
叨
人
が
出
席
。
こ
！
鉄
の
望
月
正 

•
来
場
し
復
旧
を
後
押
し 

震
災
後
、
全
繚
後
旧
を
w
ぅ
地 

元
や
全
国
の
人
た
ち
か
ら
支
播
が 

寄
せ
ら
れ
た
三
鉄
。
そ
の
a
か
い 

支
援
に
感
謝
を
込
め
、
三
鉄
で
は 

i
i
月
6
日
、
第
3
回
秋
の
さ
ん
て 

つ
ま
つ
り
を
m
催
。
や
ま
せ
デ
ザ 

ィ
ン
会
級
の
応
播
企
_
.
第
6
回 

さ
ん
て
つ
北
リ
ア
ス
«
市
も
同
時 

開
催
さ
れ
、
久
慈
駅
前
や
坩
両
堪 

地
が
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

復
旧
工
事
の
本
格
化
を
s
び
、 

三
鉄
を
後
押
し
す
る
か
の
ょ
ぅ
に
、 

市
内
だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
多
く 

の
人
が
来
場
。
多
彩
な
催
し
を
通 

し
て
車
両
な
ど
に
ふ
れ
、
社
員
と 

の
交
流
も
探
め
た
来
堪
者
は
、
地 

域
の
足「

三
鉄」

に
対
す
る
愛
宵 

を
よ
り
強
く
し
て
い
ま
し
た
。 

i

震
災
思
いi

層
強
く 

靂
災
前
か
ら
三
鉄
の
利
用
促
進 

活
動
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
、
や 

ま
せ
デ
ザ
イ
ン
会
繕(

田
中
京 

s
w
c「

利
用
と
交
流
が
三
»
支 

援
の
一
つ」

と
考
え
、
8
災
後
も 

す
ぐ
に
行
動
を
起
こ
し
ま
し
た
。 

4
月
2
9
日
と
5
月
2
9
日
に
は
-
ニ 

鉄
に
乗
っ
て
野
田
村
に
花
を
«
る 

復
興
列
堪
八
止
！
！
に
協
カ
し
、
5
月 

8
曰
に
はtj

捶
イ
べ
ン
ト
を
開
催
。 

6
月
か
ら
1
1
月
ま
で
は
月
に
丨
回
、 

久
慈
、
陸
中
野
田
、
普
代
の
各
駅 

持
ち
回
り
で
北
リ
ア
ス
»
市
を
問 

き
、
三
鉄
を
応
援
し
絞
け
ま
し
た
。 

「

_
市
な
ど
の
企
画
に
は
三
鉄 

と
地
域
が
つ
な
が
り
！k

け
て
ほ
し 

い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た」

 

と
田
中8

8
長

"
「

生
活
と
を 

担
う
三
鉄
は
地
域
の
財
I
s
。
少
し 

で
も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、 

で
き
る
こ
と
を
や
り
«
け
た
い
で 

す」

と
熱
い
思
い
を
ロ
に
し
ま
す
。 

人
が
集
い
、
三
鉄
へ
の
思
い
が 

結
槊
し
た
イ
ベ
ン
ト
=
思
災
で
被 

害
を
受
け
ま
し
た
が
、
三
跌
を
愛 

す
る
人
た
ち
の
思
い
は
一
肩
強
く 

な
つ
た
よ
う
に
®
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

助1
1
 

•
運
行
再
開
は
3
分
の
1 

地
域
の
悲
顔
の
跌
道
と
し
て
昭 

和
沾
年
に
関
業
し
た
三
陸
跌
道
。 

通
院
、
通
学
な
ど
私
た
ち
に
と
つ 

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
こ
の
地 

域
の「

足」

も
3
月
1
1
曰
の
東
曰 

本
大
8
災
で
線
路
は
流
出
、
駅
?
? 

や
播
ま
で
も
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど 

大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
社
目
は
私
た
ち
利
用 

者
の
た
め
に
と
、
«
災
直
後
か
ら 

運
行
再
間
に
向
け
て
昼
夜
を
問
わ 

ず
奮
明
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
わ 

ず
か
5
•
後
の
3
月
1
6
曰
に
は
久 

慈
i
陸
中
野
田
間
の
連
行
を
再
開
。 

2
0
曰
に
は
宮
古
丨
田
老
r
a
、
さ
ら 

に
2
9
曰
に
は
田
老—

小
本
間
ま
で 

を
も
再
問
さ
せ
ま
し
た
"
社
貝
の 

中
に
は
被
災
し
、
避
難
所
か
ら
通 

助
し
た
人
も
-
-
«
災
l
f
£
後
の
運
行 

£

問
は
、
地
域
の
た
め
を
思
ぅ
熱 

恩
と
強
い
«
{
1
-
感
の
衷
れ
で
し
た
< 

し
か
し
貘
災
の
爪
疱
は
漾
く
、 

地 
域 
の 
た 
め 
に 
地 
域 
と 
と 
も 

に 

3 
ぶ 

V
,
ず
、 

i.-

I

関
業
以
来
変
わ
ら
な
い 

開
突
以
來
、
地
域
と
密
接
に
面 

わ
り
、
私
た
ち
の
生
活
の
足
と
し 

て
だ
け
で
な
く
、
_
光
客
の
#s

客 

な
ど
で
産
業
振
興
と
地
域
活
性
化 

へ
の
負
献
を
目
標
に
掲
げ
て
き
た 

三
鉄
。
沿
線
市
町
村
の
人
u
«
少 

や
自
家
用
摩
の
9
及
な
ど
で
利
用 

者
が
減
少
し
て
も
、
そ
の
目
！5

や 

地
域
へ
の
思
い
が
薄
れ
る
こ
と
は 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

鬣
災
直
後
、
先
が
見
え
な
い
よ 

ぅ
な
状
況
に
も
間
わ
ら
ず
、
運
行 

再
閧
に
向
け
て
«
命
に
取
り
組
ん 

だ
の
も
、g

袞
以
来
変
わ
ら
な
い 

地
域
へ
の
思
い
の
表
れ
。
ま
ち
が 

1

変
し
、
苦
し
み
や
悲
し
み
、
不 

安
ば
か
り
が
募
る
状
況
だ
か
ら
こ 

そ
、
三
跌
社
爲
は
鉄
道
マ
ン
と
し 

て
の
跨
り
を
持
ち
、
列
車
を
走
ら 

せ
よ
ぅ
と
立
ち
上
が
つ
た
の
で
す
。 

|
と
も
に
復
興
へ
の
道
を 

つ
い
に
後
旧
！
：
事
が
本
格
化
し
、 

全
線
柯
問
に
向
け
て
加
速
す
る
三 

跌
"
社
爲
も
«
、
決
意
を
新
た
に 

前
を
向
い
て
い
ま
す
。 

望
月
社
a
は
応
援
へ
の
感
謝
と 

今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。 

「

た
く
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ 

き
、
地
域
だ
け
で
な
く
全e

の 

方
々
が
三
鉄
の
復
I
R
•
祝
_
を
» 

つ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て 

感
じ
ま
し
た
。
来
年
4
月
に
は
北 

リ
ァ
ス
線
の
久
慈—

田
野
畑
問
の 

ほ
か
j
r
八
戸
繚
も
再
f
f
l
す
る
見 

込
み
で
す
。
佐
さ
ん
の
足
を
確
保 

で
き
る
と
同
時
に
！
；
光
客
の
誘
客 

な
ど
で
地
域
の
活
性
化
も
図
る
こ 

と
が
で
き
ま
す
。
三
鉄
は
地
域
と 

と
も
に
生
き
て
い
く
鉄
道
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一 

緒
に
な
っ
て
復
興
へ
の
道
を
進
ん 

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す」

 

地
域
の
た
め
に
、
地
域
と
と
も 

に
毋
む
！
-
。
望
月
社
良
の
言
粟
は 

力
強
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

推

旧

へ

の

新

た

な

ス

タ 

丨
ト
。
三
跌
は
こ
れ
か
ら
も
つ
な 

が
り
統
け
、
こ
れ
か
ら
も
進
み
« 

け
ま
す
。
こ
の
地
域
に
住
む
私
た 

ち
も
支
え
合
い
、
と
も
に
前
へ
と 

進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
" 

東
曰
$
震
災
で
大
き
な
被
-
.
<
?
を
受
け
な
が
ら 

も
、
地
域
の
た
め
、
わ
ず
か
5
曰
後
に
久
慈
i 

陸
中
野
田
間
の
運
行
を
再
間
さ
せ
た
三
陸
鉄
道
： 

i
i
月
3
曰
、
全
線
運
行
再
閲
に
向
け
た
本
格
的 

な
復
旧
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

線
W
開
へ
地
域
と
と
も
に 

降
中
舒
田—

[
1
1
野
畑
問
の
運
行
再
閲
は
来
年
4 

月
、
全
線
の
運
行
再
間
は
平
成
2
6
年
4
月
を
目 

指
し
て
い
ま
す
。 

地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
三
鉄
は
、
思
災
を 

乗
り
越
え
て
つ
な
が
り
続
け
、
こ
れ
か
ら
も
：g

 

へ
と
進
み
続
け
ま
す
"(
5
;
;
-
ま
で)

 

也 •pHU 



表 
彰 

wamm蕾及紫屬に貢面 

叫税丨VUVf衲税去彰 

霞 べ ^ 

m&s 
a«58さん 

キさん（右； 
SK. •l-SSMSK 

ど0>«1も楽しかったけど、待にサッパ 

«！gが来るたびに瑤れる《と、海から見 

る岩の景色はすごかったです
：
来るまでは 

少しドキドキしたけど、民泊も楽しい！ 

受け入れは、«元のまとまりがあれtfこ 

i-.子どもたちも楽しんでくれて、やって 

艮かったfc鬣災でいろいろあつたけど、 

海の方にも人が来てくれるとうれしい 

罎人保騙に尽力 

Iデ!-:労働人丨丨(感謝状 

秋の： 

瑞宝双光章 

j s w 

秋の:y熱 

Mill威章 

ニ C丨 

白岩道夫
7 

JEHCea としても兒 
I •生《の健康壜進IC努めた 

社会教育活動に尽力 

Oi北堆纟去彭 

atamm 

喘宝双光な 

--k 

PICKUP ̂  

i6ii<DS5H5大爾SL «丨：叛リ从だ子ども 
たちは大iSI?声を上げてffllを賽しみました 

•PSw 

. • • ニ ン 

|
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I
 g 之 サーモンフイ7シング 

馳 ― ^ チ 大 約 ^ S ; 

？ ” わ ， 

もぐらんびあ断eae*金 

喜びの力走 
声援と海風受け 
たすきをつなぐ 熱支援感謝 

東日本大震災で大きな被害を受けた 

本市に、多くの救援支援物資ゃ輳援金、 

市への寄付金が、全国各地から寄せられ 

ま し ん 1 0 月 1 1 曰 〜 " 月 1 0 曰 ま で 

に受け付けた分は次のとおリです。（敬 

糊）熱い雜ありがとうございます。 

くスタートする 

¥ 
J L 

山根巾が人槌》丨《に友楞金 

m 32回県中字校新人大会柔逼«技か 

市民体育«で_かれた11月19曰.山相 

中学校生徒会はフキの販亮ゃ資源均回® 

Q で溥たお金を支援金として、大中字校 

--1--‘ $道部を過して同主^Siこ®リましfcr 

大®中柔道S3S<7>S8員人くん;2年: 

はあリがとラございます：復興に役2 

てたいと思いますjと思山根中生徒 

会会長の簿子上甲Sくん（2年:iは「同 

じpヰ少しでも以Bの生活ができる 

ようになってほしいですJと思いを込め 

まし5月には柔道着も送った山格中
： 

«音に睡み槊大会出場を栗たした大61中 

に、再び君かい支援と奥心を送リました。 

2011.12_〗号 6 

絆の音楽で元気に 

岩手県警察と青s業警察の 

音聚隊による「5± • 安 “ 

れあい»コンサート」は10 

月28日、久S湊小学校で嬲 

fSL音は、防36を呼び掛 

ける寸割やフラッグ演技ち披 

Bしなが6、迫力ある音色で 

元気を届けました， 

ド合《団も音楽隊とともに2 

Sを演奏.音楽で碎を表し 

s衆をe 了しました* 
終了後、兒童ftsのS»i 

くん（6年は「すばらしい 

演奏をありがとラございまし 

た！ Jと大きな声でSilのS 
持ちを述べました《 

明るいまちへ街路灯 

10月31日、槊北霄？ 
5茗業所（残面所長）と 

味ユアテック久s宮棄所（福 

島釐斯長）は「明るいまちづ 

くリ(CSSEててJと，しED 
街路灯40蟇を市に寄贈しま 

したらS社の寄贈は®和43 

年から> 本年度丨ム愎旧•愎 

翼支 ® 0思いもて予算を 

沿》Sに集中し、fi回の16 
Sから倍以上となる街路灯を 

市に寄雄しましftu 

w m 
アワビa待

4

??の丨丨問け 

浜活気づく 
11月10日、アワビ漁が 

•sけ：待望の漁を迎えた 

渙紊者の熱気で、浜が活気 

づきました= 

南侍浜漁業生産部では6 

時30洲、ら澹をIS始。致， 
本波、白15の3地区で、碾 

倚計23曼.35人が参®し 
ました，逢業者は箱®鏡で 

海中を探し、かぎの付いた 

さおでアワビを採®o波が 

8い上に透明度もSく、K 
しい状況でしたが、皆、6 

命に漁を行っていましfee 

漁は〗0時まで行い、380 
、を*Slf

s
10*。当たり12 

万8千円と、例年よりH僅 

で取リ引きされました
； 

同生産部の舛森喜美男部 

長は「ここまで悪い状況で 

漁に出たのは初めて。海の 

状況が思く、潼に出るのを 

ずっと我_していまし 

震災の影響で例年より少な 

いですが、甸とかアワビが 

残ってくれていてよかった 

ですJと、少し安心した表 

情を浮かべていました： 

180 9広報くじrtol38 

谷地哲也A 

元市5IS5̂«L明火.防災活 
•lie尽力<.̂ 8#»員も3瓶 
め .敝自 ^ ® « « に瓶た 

' 力 
が や 

1 1 

II 

Kg 
ま x 

& .次 
- の 

蚋
税
は
国
民
の
義
務
の一

つ
" 

法
人
会
と
し
て
®
き
か
け
、
個
人 

と
し
て
も
衲
税
に
努
め
て
き
ま
し 

た
。
今
後
、
税
に
対
す
る
瑰
解
を 

よ
り
探
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
税 

務
団
体
と
迚
携
し
た
箝
及
活
動
も 

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

(

屯
北
六
県
法
人
会
連
合
会
瑰
取)

 

侍 
：= 

B： 
て' 

" 

こ白 

§ 

入 

地！ 
域 I 

丸 

u 

応 
に 

丁ニ 
応 
え 

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
受
け
入 

れ
を
実
現
。
ぬ
月
2
5
曰
と
2
6
曰
、 

侍
浜
町
で
漁
茫
や
®
菜
な
ど
の
休 

験
学
習
と
民
泊
が
行
わ
れ
ま
し
た
-

「

地
域
の
魅
力
！
再
発
見
の
旅」

 

と
埋
し
た
ツ
ア
丨
は
、
教
育
故
l
f
r 

の
受
け
人
れ
な
ど
を
行
ぅ「

ふ
る 

さ
と
体
験
学
«
»
会(

清
水
»1

 

会
長
ご
が
企
画
。
侍
浜
小
学
校 

の
6
年
生
2
7
入
が
参
加
し
ま
し
た
。 

は
は
じ
め
に
供
招
公
民
館 

で
地
元
の
»
土
料
理
あ
ず
き
ば
っ 

と
ぅ
作
り
を
体
験
"
桴
食
後
は
麦 

生
漁
港
に
移
動
し
、
埔
沼
漁
港
ま 

で
を
サ
ツ
パ
；i

で
遊
寶
し
ま
し
た 

«
!
は
釘
内
の
》
漁
茫
生
《
部
が
8 

後
を
用
意
。
W
供
は
波
を
受
け
て 

«
れ
る
船
と
岩
が
迪
な
る
絶
段
に 

歓
声
を
上
げ
、
楽
し
み
ま
し
た
。 

侍
浜
岩
4
»
海
水
プ
丨
ル
で
は
魚 

の
っ
か
み
捕
り
に
も
挑
戦
。
終
了 

後
は
8
軒
に
分
か
れ
て
民
泊
し
， 

家
族
と
心
の
交
流
を
探
め
ま
し
た
• 

2
曰
！
：
は
漁
箔
と
と
も
に
侍
浜 

町
で
盛
ん
な
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
堪 

床
シ
ィ
タ
ケ
の
収
格
を
体
»
.
托 

災
し
た
2
n
間
で
、
児
葫
は
地
元 

の
魅
力
を
肌
で
感
じ
と
り
ま
し
た
へ 

i
(
£
H
本
大
«
災
に
：
1
!
»
ゎ
れ
な 

が
ら
も
？
<
施
で
き
た
の
は
地
域
の 

ハ
が
あ
れ
ば
こ
そ
"
兒
蛮
の
反
応 

も
手
応
え
を
十
一
ー
分
に
怒
じ
さ
せ 

る
も
の
で
、
八
，
後
、
受
け
A
-
れ
の 

拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
： 

叙 
勲 

秋
の
i
. 

S
齡
者
«
恥
が
こ
の
»
ど
発
《
3
-

れ
、we

か
ら
は
次
の
方
々
が
受
摩
ん
ま
し
た 

間
菜
K
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
て
受
章
し
た
思 

い
で
す
。
昭
和
4
0
年
代
か
ら
市
の
学
校
医
と
し 

て
小
•
中
学
生
の
健
康
診
断
な
ど
に
携
わ
っ
て 

い
ま
す
。
か
っ
て
は
衛
生
状
態
が
心
®
さ
れ
る 

時
代
も
。
肚
康
を
願
い
、
診
療
し
て
き
ま
し
た
。 

病
気
を
防
ぐ
に
は
チ
防
接
博
や
正
し
い
生
活 

親
«
が
必
要
。
予
防
を
垂
点
に
圃
き
、
皆
さ
ん 

に
f
t
i
雄
な
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
： 

相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
を
第一

 

に
考
え
て
活
動
。
活
動
も
受
寅
も 

躅
り
の
K
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。 

ト
ラ
ブ
ル
は
雄
も
が
避
け
た
い
も 

の
で
す
が
、
解
決
に
は
サ
ボ
丨
ト 

が
必
©
で
す
。
支
え
合
い
と
助
け 

合
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思 

い
ま
す
。(

元
市
»
人
相
談3

0
 

受
阜
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
良 

い
団8

2
、

良
い
仲
師
に
患
ま
れ
ま
し
た
。
消
防 

団
貝
と
し
て
も
鋼
M
と
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な 

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ち
の
た
め
、
ま
ち 

を
守
る
た
め
に
と
必
死
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

よ
り
安
全
で
災
苒
に
強
い
久
慈
市
に
な
る
こ 

と

を

願

っ

て

い

ま

す

に

は

水

門

の

遠 

w
操
作
化
な
ど
を
ぜ
ひ
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。 

•
供
外
• 

【

東
京
S】

 

t

播
因
県】

 

【

《
本
*】

• 
. 
«
財
明
法
入
坤
城 

文
化
の
. 

«
田
財
！§

 

テ
v
l
パ
ザ
丨
収
益
金
•
久
》
«
f
f 

•
父
母
の
会
•
ヤ
ン
グ
ポ
ラ
ン
テ
ィ 

ア 
S
E
E
D 

• 
•
座
握
*•

 

1
個
人1

ァ•
•
. > 

,
•
マ
.
タ
ケ
シ
， 

ツ
カ
ハ
ラ•

マ
コ
ト 

脚 ] 

岩手銀行久8中央支店 

普通預金2057188 

久S市地震災害B援金 
令“宏にTEまで 
連格を石»_、します 
tt^MBBS2-2119 

[9金！ 

maKで受け付け中 

S
外•

 

【

脅<
8
鼠
1

•
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ 

グ
リ
丨
ン
ハ
ウ
ス 

I
X
京
籌】

•20.〇
法
人
住
1::外

 

H
人
悄
S
セ
ン
タ—

•
»
の
へ
；
J
T 

五
味
秀
« 

【

神
奈
川
県】

 

【

鹿
兒
島
議】

•

 

{
株)

釀
摩
患
比 

寿
堂 

【

そ
の
他1

•
!
«
名
丨
件 

•
県
内
• 

三
戸
市】

 

•
市
内•

 

【

企
a
•
団
体】

. 

•
久
«
市
災
«
«
«
金
チ
ヤ
リ 

•
県
外
• 

1
東
京
«
1 

>
-
十
金
け
.
?
|
«
光
協
会 

3
5
4
4
回
お
月
見
の
つ
ど
い
突
行
委
貝 

会 •
市
内
• 

【

個
人1

•
久
慈
市
ゴ
ル
フ
協
会 

見
篝
金
を
追
加
交
付 

全
国
各
地
か
ら
久
«
市
に
寄
せ
ら 

れ
た
«
援
金
の
中
か
ら
、
l
i
«
金
を 

i
Q
加
で
交
付
し
ま
す
" 

交
2
:
«
象
は
"
す
で
に
w
n
金
の 

対
象
と
な
っ
て
い
る
入
で
す
の
で
、 

申
M
*
の
担
出
な
ど
は
必
要
あ
り
ま 

せ
ん
。 

•
住
宅
被
災
者
へ
の
W
油
等
*
W
I
I 

の
追
油
交
付 

•

対

象

上 

o
u
w 
余 

の
交
付
を
受
け
た
被
災
《 
§ 

5
時
、
出
播
ぎ
し
て
い
た
入
な
ど 

は
除
き
ま
す)

 

•
交
付
» 
i
'
j
H 

第
1
6
0
久
慈
も
ぐ
ら
ん
び
あ
釈
伝 

«
走
大
会(

市
体
胄
»
会
な
ど
土
催)

 

は=

月
6
B
、
久
«
因
家
^
油
《
« 

基
地
前
交
差
点
免
a
の
湾
岸
コ
丨
ス 

(

1
8
. 

i
a
^
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

東
曰
本
大
篇
災
の
彩
響
で
中
止
に 

追
い
込
ま
れ
る
大
会
も
あ
る
中
、
同 

大
な4

は
角
宥
塢
所
が
わ
ず
か
に
変
わ 

っ
た
以
外
、n

丨
ス
は
ほ
ぼ
変
®
な 

し
。
中
学
校
男
女
、
高
校
男
女
、I

 

«
2
部
門
の
針
6
部
門
に
7
9
チ
丨
ム 

6
4
3
人
が
出
場
し
ま
し
た
。 

大
会
開
《
を
《
ぶ
か
の
ょ
ぅ
に
遘 

手
は
力
走
。
沿
道
か
ら
大
き
な
声
播 

と
、
W
M
を
受
け 

な
が
ら
ゴ
丨
ル
を 

目
指
し
、
た
す
き 

を
つ
な
ぎ
ま
し
た
• 

1

般
4
K
囲
の 

部
で
は
久
慈
市
陸 

B
チ
丨
ム
が
2
年 

ぷ
り
の
地
元
播
勝 

を
！a

成
。
ア
ン
カ
丨
を
格
め
た
W 

谷
直
高
さ
ん
は「

W
W
は
仲
良
く 

*
め
た
チ
丨
ム
ゎ
-
優
胙
も
で
す 

が
、
大
会
の
閲
催
.
|
|
休
が
本
4
に 

ぅ
れ
し
か
っ
た
で
す」

と
譚
く
汗 

を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま
し
た
" 

1：

時g

催
さ
れ
た
S
5
回
も
ぐ 

ら
ん
び
あ
小
学
生
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

も
2 
6
1
人
が出

；
？

し
大
盛
り
h 

が
り
"
«
マ
年
の
部
で
»
»
し
た 

木
2
:
3
9
'
く
ん(

久
慈
小
6
年
> 

は 

「

狙
っ
て
い
た
の
で
ぅ
れ
し
い
！ 

海
の
»
が
気
待
ち
ょ
か
-
3
た
で 

す」

と
笑
教
で
S
ん
で
い
ま
し
た
" 

sag ぐ 
.
f
t
r
l 

I 

、
 ̂

猶
. 

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
は
H 

同
者
が
い
て
こ
そ
で
き
る
も
の
。 

受
莨
も
躅
り
の
後
さ
ん
の
お
か
げ 

で
す
。
受
賞
を
励
み
に
し
、
市
全 

体
は
も
ち
ろ
ん
、
山
形
地
区
の
活 

動
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
ぅ
、 

今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。(

市
社
待
委
貝)

 

米
存
を
迎
え
た
年
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き 

感
無
®
で
す
。
渫
く
感
謝
し
ま
す
。
学
校
教
f
f 

に
携
わ
つ
た
4
0
年
"
自
ら
考
え
、
f
l
'
f
r
:
を
持
ち
、 

行
動
で
き
る
よ
ぅ
な
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
、 

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

激
動
の
社
会
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
《
争
す 

る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
堪
本
と
な
る
礼
儀
や
規 

揀
な
ど
も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
" 

3
5
4
1
1
サ
丨
モ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ン 

グ
丨
N
'
A
慈
f
f
i(

海
と
®
し
む
掬 

i
n
m
w
i
-
播
主
催)

は 
m 

I
J
R
l
H
t
a
o
H
、
舟
波
海
水
浴
場 

で
閲
催
へ
サ
ヶ
を
ト
分
に
確
保
で 

き
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
は
2
曰 

問
の
み
の
閲
摧
と
な
り
ま
し
た
が
、 

s
o
好
き
の
注
：
！
度
は
商
く
、
« 

内
外
か
ら
約
5
0
人
が
槊
い
ま
し
た
。 

釣
り
が
始
ま
る
と
•
大
人
だ
け 

で
な
く
»
'
ど
も
ま
で
及
«
は
«
«」

 

智
如
^
は
«
、
泳
ぐ
サ
ヶ
の
姿
を 

探
し
て
»
い
を
定
め
、
大
漁
を
願 

い
な
が
ら
集
中
し
て
さ
お
を
振
つ 

て
い
ま
し
た
" 

北
上
市
か
ら
家
族
5
人
で
訪
れ 

た
菊
池
K
代
さ
ん
は「

な
か
な
か 

で
き
な
い
体
驗
。
奄
し
み
に
し
て 

き
ま
し
た」

と
笑
息
子
の
» 

俊
く
ん(

小
学
-
-
年)

は「

讎
し 

い
け
ど
お
も
し
ろ
い
！
.
|
と
*
す
つ 

か
り
*
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

の
迫
加
交
付 

•！
；
象
…

腰
林
楚
、
逸
業
、
店
»
• 

ア
パ
丨
ト
な
ど
の
被
害
に
よ
り 

艮
籌
金
の
交
付
を
受
け
た
人
等 

•
交
付
n 

•
社
会
》
祖
》
忿
5
2
2
1
1
9 

義
援
金
ご
協
力
を) 

市
で
は
、
久
慈
市
地
震
災
古
疼 

描
金
を
輅
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一 

«
播
金
は
»
災
し
た
久
慈
市
の
« 

さ
ん
に
分
K
さ
れ
ま
す
。 

•
受
付
期
n 

平
成
2
'
4
年
3
月
？
；
曰
ま
で 

•
受
付
壜
所(

現
金)

 

：
丨
：
杜
会
«
社
A(

市
役
所
丨
諧) 

g
山
形
琺
合
支
所 

i
各
支
所(

宇
部
、
侍
浜
、
山
椹)

 

•
そ
の
他
の
受
付
方
法 

丨
現
金
癆
粗…

宛
先
は
こ
ち
ら 

〒
0
2
8
丨
8
0
3
0 

久
慈
市
川sr

町
丨
《
丨
弓 

久
慈
市
役
所
汁
会
描
《
» 

※
我
に「

教
助
用
K
«
J
と
明
紀 

：
!
;
'
•
癧
振
込…

金
*
供
関
名
や
n 

庵
《
号
な
ど
は
、
上
のst「

湃 

雪1

の
と
お
り
で
す 

糸
|
|
!
:
:
:
|
0
曰
現
住
"
久
慈
t
f
j
に
苺 

せ
ら
れ
た
衷
播
金
は
8
9
丨
件
、 

7
5
3
7
万
4 
2 
4 
3
円
で
す 

•
社
会
福
祉
a
«
5
2
- 

2
1
1
9 



® 主 な 公 共 施 設 な ど 4 4 力 所 

OJX> 0.05 0.06 
0.03 61山形班合支所 

62中央公民® 0.10 0.07 0.08 

67夏井iigfi 

"0 ̂  V.CW 
71黌游5 

s久慈矩合a動場 
76市宮舒 
77 市 
78市民マレ/トゴルフ場 
'9丨B長内中!f外»妃坤 
8 0 旧 久 校 
81霜坂Sfl研條綰 
82旧日野沢づ 8̂ 
83旧R'J年校 
84 S山公® 

0_09 008 aos 
0X)9 0.08 OXB 
0.10 010 0.10 
0.11 009 0 08 
0.10 0X» 0.08 
0.09 0.10 0.09 
ox» ox® aos 
0.09 0j09 0.08 
0.10 0X» 0.08 
0.08 0.07 0.07 
(X09 ooe aos 
0.09 008 0.07 
009 008 0.08 
0.05 0.07 0 06 
0X)7 OOT 007 
0:06 0.05 006 
007 007 0.06 
009 0.09 aos 
0.09 0.09 0.08 
0.11 0.10 6.09 
0S3S 0.06 0-06 
008 0D8 0 07 

0.05 0.05 0.05 
0,07 0 06 0.06 

87久S渓流不老泉0.07 OjOQ 007 
88エリート枚場 0.07 0.07 0.06 
89ItSEセンター 

90Sg5SÊ^ 
91 

_ 92清;Wl!湧水油 
93 近市通 
94木亮内付近市道 

009 0.09 0.10 
0.09 0.07 0.07 
008 007 0.07 
0.09 0.07 0.06 
0.10 0.08 0.07 
0.11 0.10 010 

_漏 
0.10 008 0.07 

0.12. ait ato 

007 007 0.07 inn
災害呀賢枸S® J

 f 

場（平沢u 
101"(平沢2) 007 005 0-06 
102 “ {理訪下）0；09 0.08 0.09 
103 " (判丨 0.10 0.09 0.09 

[その他 

地域の重点面所2 4力所 

I'Co C.09 じ OS 
0.12 a n 0.09 
0.11 0.10 0.09 
0.12 O.U 0.10 

106 «#胄少年会R 
to? «t、ち ca 
108白IR公民培 
109桑®公SS 
110 €切公SB 

009 0.08 0.07 
0.09 a08 0.08 

年会® 

113菱角公S« 
114岩Ji咨公民® 
115鸚谷子供会® 
116懣の沢青少年会館 
" 7小倉柳 
118 S田公民埋 
119木禿内公民S 
i2o 
121桂の̂CSUC驪 
122 因SiiSE 
123 日 S3?©MB 
1 2 4木湖粗集飾 
125侍介；8きのこS 
126バッタリ一村 
127あ一とびる•麦生 

0.07 0.07 0.07 
008 0.07 0.07 
0.10 008 0.08 
0.12 0.12 0.10 
0.09 0.08 0J0S 
009 0.09 0.08 
aos aos o.o7 
0.09 0.08 0.07 
o.io oo9 o m 
0.07 0.06 0.07 
010 ao9 ao9 
0.12 0.11 0.09 
o.io aio 0.09 
0.11 0.08 0.09 
o.io aos 0.08 
an 0.09 ojo& 
0.09 0.09 0.09 

2小•久慈淒小学校 
3 'j、• S内小̂ « 
4 小• 
5小•ガI旧小雜 
6小•《共小字校 
7小•平山'J雜 
8小•侍-;ft/J餅 
9 ']>.斧;e小角校 
10小•宇®^字校 
11小•久JW雜一 
12小.づ染 
13。. • Oiffi'J御 
M 小• 
15 
16小.*# 
17小-戸呂51づ^^« 
1 8 小 . 荷 ㈣ 
1 9小•耕小(探棚 
20中• JURip字校 
21中• «内中学校 
22中•ガ丨丨目中字校 
23中•夏井中宇校 
24中•侍;字校 
25中•宇®中字校 

商 
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.
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0
6
i
s
l
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0
8
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i
 
1

 
§
 

_
l 

睡§
_§
|||§

|§
顧
§

画§
||_§

_§
||棚

 

0 

27中•山根中学校 
28 中. 
29保•小久gg(公Sfi) 
30保•久SS胄困 

しらかば<iii格公） 

拔 SWB • 
苞45©保 
戸呂SI保BS 
かわい棚鋸 

1 
久 
久S保育飜"1 
久》身保耘互 
宇®保胄a 
允丨丨目保宵匳 
いなリ保育s 

想田俘宵圃 

こだま保HSI 
平山保宵！！ 
shj保育a 
円前保育園 

川 Rfiira ] 
山•保育圉 

S内保WH J 
7 0.06 0,06 54 保• ̂•若保育S 
7 0.07 0.06 55第：^つばちの家 

006 0,06 0.06 
007 007 0.06 
007 0.06 aoe 
0.07 0.07 0.07 
ODS 0.08 0.07 

56/i&gたWSSクラブ 
57兒童デイサービス 
58子育て支接センター 
59 NPO法人琥珀の泉 

放射線量率の測定結来 
10月31曰から丨〗月10曰に糾ナて丨27力所を趴 
a:ではど0̂ 5?と®*<7)5 J&Sで突定し、その 
平 S 9 « を 念 と 代 S 的 • [ し 
て い ま す . 糸 マ イ ク a シ 一 ^ レ ト 

^ • 中 学 校 や 保 育 園 な ど 5 9 力 所 _ '®」は®ira.K«taでT 

市は東北緑化環境保全麻八戸支社に委託し、10月 

3 1曰から丨1月10曰にかけて市内12 7力所の放射 

線量率を測定しました
c
結果、市内全域で、放射線 

量抵減指匱を実施する基準を大幅に下回リました 

•生活環境課S 54 一 8003 

ZOILIZJ号15 

181 

阿部善行，-. 

巧 ね ね 心 配 す る レ ベ ル で は あ リ ま せ ん 

8•た5の体は目疼界から*に取«*5受けてい？す-その量は，日本 
では年W915ミリシーペルト，この《かに本人«レントゲン 
など医ミリシ~Aルトを§iナてい5す. 
そ ん な 中 、 し て い 

る秣染が必菱となるs*bよひg手!̂ #«を十分に下sるものでし 
た.これはa射錐Kよる筐まの!E雪？.05するレ̂Uで》ぁリませ/1-

災箱と比べたとしても•大きく aなる®ではないと考え沾ます. 

を着夷-5S子73安が究S会？£:舌3磯 

17広報くじN0138 

シー/^卜とは.Sf; 
丨の人》へのK響度を示 

陽 : 柳 • 

ESijTIainil 
0.09 0.08 0.08 
a09 0.09 0.07 
0.08 0.06 0,06 
aos 0.08 0i)7 
0.08 0.07 0.07 
0.08 0.07 0i)7 
0.07 0.06 0.06 
0.07 0.07 007 
0.09 0.08 0.08 
01)7 0-07 o m 
0.07 0.07 0.06 
a09 0.09 0.08 
0.08 0,07 0.07 
a09 0.08 Q07 
0,09 0.08 0 08 
aoe 0.08 0.07 
0.07 oi)7 qdT 
0.09 0.08 0.08 
0.09 0.08 0.08 
0.10 008 0.(8 
0,07 0.07 0.07 

a09 0.09 0_08 
ao9 0.08 oxe 
0,08 0.07 0.06 
0.12 0.10 0.09 
0.12 0.11 0.10 
0.09 0.07 0D7 
aio 0.09 0:08 
0.10 0.10 0D9 

基
準
は
毎
時
1
マV

ク0
 

福
島
第一

段
子
力
発
霍
所
の
鬼 

故
以
来
、
よ
く
苺
に
す
る
よ
ぅ
に 

な
っ
た「

放
射
線」

な
ど
のg8r

 

放
射
級
は
目
に
見
え
な
い
光
の
よ 

ぅ
な
も
の
で
、
も
と
も
と
自
然
界 

に
も
あ
る
も
の
で
す
が
、
大
屋
に 

浴
び
る
と
体
に
想
い
彭
•
が
出
る 

こ
と
も
あ
り
ま
す
‘
-

こ
の
た
め
、
I
I
や
換
、
各
市
•
! 

村
は
放
射
»
問
趙
に
対
処
す
る
た 

め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
" 

棋
は
、
県
民
の
安
全
と
安
心
の
確 

保
に
向
け
、
9
月
M
曰
に「

放
射 

線
耿
低
滅
に
向
け
た
取
靼
方
針」

 

を
策
定
。
方
針
の
中
で
は
、
体
に 

浴
び
る
0
然
界
以
外
か
ら
の
放
射 

線
蹴
の
許
容
範
囲
を
年
間
で
丨
ミ 

基準をl 
s 大 

幅 
I C 

下 
回 

リ
シ—

ベ
ル
ト
以
下
、
除
染
な
ど 

の
放
射
棟
鹽
低
減
拮ss

は
測
定
結 

果
が
毎
時
丨
マ
イ
ク
ロ
シ
丨
ペ
ル 

ト
以
上
の
場
合
に
行
う
と
い
う
基 

準
も
示
し
て
い
ま
す
。 

市
も
祺
な
ど
と
迪
携
を
と
り
な 

が
ら
放
射
棟
問
趣
の
対
処
に
奔
走 

し
て
き
ま
し
た
。
8
月
か
ら
は
市 

内
の
放
射
線
®
率
も
独
自
に
_
定 

し
て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
広
い 

範
囲
を
詳
し
く
調
杏
す
る
た
め
、 

與
門
的
な
知
識
を
持
つ
東
北
！8

化 

環
境
保
全1

八
戸
支
社
に
委
託
し
、 

1
0月

？
；

曰
か
ら
：
：
月
|
0
曰
に
か
け 

て
市
内
丨
2 
7
力
所
を
測
定
。
子 

ど
も
た
ち
が
利
用
す
る
小•

中
孚 

校
や
保
育
圍
な
ど
は
特
に
細
か
く 

測
定
を
行
い
ま
し
た
。 

結
果
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。 

平
均
W
は
商
さ
5
r
で
？
o
8
6
、 

商
さ
5
0
^
で
0
.
0
7
9
、
商
さ
丨 

Ii

で
o
_
o
7
5
マ
イ
ク
ロ
シ
丨
べ 

ル
ト
。
瑙
大
で
も
商
さ
5
}
:
>
と
5
0 

r
で
o 

.
1
2
マ
イ
ク
ロ
シ
一
ベ
ル 

卜(

年
問
換
苡
o 
.
6
3
ミ
リ
シ
丨 

ベ
ル
ト)

、
商
さ
丨
£
f
で
は
o 
• 

2

マ
イ
ク
ロ
シ
丨
ベ
ル
ト(

牢
間 

換
算
9
5
3
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト)

で
、 

全
脚
定
場
所
が
県
の
基
嘩
笛
を
大 

幅
に
下
回
り
ま
し
た
。 

制
定
結
果
は
市
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジ 

に
も
f
t
}
«
し
て
い
ま
す
。 

括
果
は
最
大
で
も
o 
•
1
2 



市役所の 

年末年始 
休業期間 

12.29
0
® 

3 
© 

月 一 曰 ま で 

乳 t T T
4

、 

※休業中も婚姻、 
出生、死亡など 
戸籍に関する届 
け出は、日直で 
受け付けます 

市役所の業務は12月29日（木） 

〜1月3日（火）まで、年末年始の 

ためお休みします。市の施設などの 

休業期間（通常の休館日などを含む） 

は右表のとおりです。 

休業期間 • 名 な ど 

12/29(木） 

〜1/3(火） 

•市役所(山形総合支所•各支所を含む）•アンノ く一ホ一ル 

•おらほ一る•市立公民館•水道事業所•国保山形診療所 

•図書館•市民体育館•屋内体育施設•三船十段記念館• 

福祉の村暴山形老人福祉センター•勤労青少年ホ一ム畚ご 

み焼却場•粗大ごみ処理場（ごみの収集も休みになります） 

上記以外 

•子育て支援センター02/28午後〜1/3) •福祉の村屋内 

温水プール（12/29〜V2)※1/3は10時〜16時まで無料 

開放•もぐらんぴあ•まちなか水族館（12/31、1/1)•観光 

交流センター（1/1)•久慈地区火葬場02/31午後、1/1) 

無休 •べっぴんの湯•平庭山荘•平庭高原スキー場•ガタゴンサライ 
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ミ
ュ
レ
丨
シ
ョ
ン
の
内
容
を
説
明
。 

津
波
の
心
配
が
少
な
い
高
台
等
へ 

の
集
団
移
転
に
つ
い
て
も
国
の
支 

援
制
度
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。 

津
波
を
目
の
当
た
り
に
し
た
参 

加
者
か
ら
は
、
湾
口
防
波
堤
の
早 

期
完
成
や
避
難
施
設
の
整
備
を
切 

に
願
ぅ
声
が
多
数
。
集
団
移
転
に 

閨
す
る
質
問
や
、
ょ
り
目
に
見
え 

る
形
で
の
復
興
策
を
期
待
す
る
意 

見
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
山
内
市
長
は「

新
し
い 

ま
ち
づ
く
り
は
地
域
と
共
に
つ
く 

り
上
げ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
一
緒
に 

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き 

ま
す」

と
力
を
込
め
た
言
葉
で
締 

め
く
く
り
ま
し
た
。 

他
市
町
村
に
先
駆
け
、
7
月
2
2 

日
に
復
興
計
画
を
定
め
た
市
は
、 

現
在
、
ょ
り
具
体
的
な
事
業
を
盛 

り
込
む「

久
慈
市
復
興
計
画
実
施 

計
画」

の
策
定
作
業
中
。
一
曰
で 

も
早
く
復
興
を
実
現
す
る
た
め
、 

今
後
も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

ま 

ち 

地 

市
は
1
1
月
2
1
曰
か
ら
的
曰
ま
で 

の
日
程
で「

復
興
に
係
る
ま
ち
づ 

く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会」

 

を
計
6
会
場
で
開
催
。
津
波
防
災 

施
設
や
避
難
道
路
等
の
整
備
ィ
メ 

1
ジ
な
ど
を
示
し
、
新
し
い
ま
ち 

づ
く
り
の
方
向
性
に
つ
い
て
地
域 

と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

1
1
月
。
日
、
久
慈
湊
地
区
を
対 

象
に
中
央
公
民
館
湊
分
館
で
開
催 

し
た
意
見
交
換
会
に
は
約
4
0
人
が 

参
加
。
は
じ
め
に
山
内
隆
文
市
長 

が「

県
が
示
し
た
防
潮
堤
な
ど
の 

整
備
方
針
は
決
し
て
満
足
で
き
る 

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の 

上
に
立
っ
た
防
災
を
考
え
て
い
か 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
減
災
と 

多
重
防
災
、
そ
し
て
迅
速
な
避
難 

行
動
を
柱
と
し
、
津
波
に
強
い
ま 

ち
を
目
指
し
て
い
き
ま
す」
と
、 

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

続
い
て
市
の
担
当
課
か
ら
、
防 

潮
堤
な
ど
の
整
備
に
関
す
る
県
の 

考
え
方
や
、
津
波
防
災
施
設
な
ど 

の
整
備
イ
メ
丨
ジ
、
津
波
浸
水
シ 

「

復
興
に
係
る
ま
ち
づ
く
リ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会」

を
計
6
会
場
で
開
催 
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新 #庵談公柯起へ遇進 

作起へ遇進 

1 

^ v 

i
a 

張
り
’
そ
れ
に
趙
格
も
応
ぇ
て
く 

れ
た
の
か
な
と
#
え
て
い
ま
す
。 

水
揚
げ
！
：
複
、 

こ
れ
が
抱
w
の
ス
タ
丨
ト 

平
成s

年 

新
春
座
談
会 

東
曰
本
大
思
災
の
甚
大
な
被
害
か
ら
、
多
く 

の
人
の
柘
閧
と
友
搓
に
よ
っ
て
生
活
や
痒
栗 

な
ど
の
立
て
直
し
が
進
ん
で
き
た
久
$
。 

私
た
ち
は
心
と
力
を
一
つ
に
し
、
支
え
合
い 

な
が
ら
、
ギ
成s

年
も
役
興
に
向
け
て
、
突 

き
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
の
新
存
庵
談
会
の
テ
丨
マ
は「

•
冉
起」

 

で
す
。
被
害
か
ら
立
ち
上
が
り
、
前
に
進
み 

絞
け
る
5
人
が
語
つ
た
員
^
込
み
と
海
へ
の 

思
い
。
こ
れ
か
ら
も
海
と
と
も
に—

。
そ
の 

強
い
思
い
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
感
じ
て
い 

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。(

9
’
ま
で)

 

S

も
全
体
の
9
割
以
上
を
失
い
• 

'
y
初
、u

後
に
は
早
く
て
も
3
s 

5
年
か
か
る
と
思
い
ま
し
た
。 

粗
旧
に
向
け
、
漁
協
が
ま
ず
考 

え
た
の
は
、
組
合
r
約
丨
0
2
0 

人
の
組
ム
ロ
離
れ
を
食
い
止
め
る
こ 

と
で
す
。
《
旧
に
は
漁
を
再
開
す 

る
た
め
の
船
を
«
保
し
、
t
g 

に
立
ち
上
が
つ
て
も
ら
ぅ
こ
と
が 

先
決
と
考
え
、
ど
こ
よ
り
も
早
く 

5

の
箝
注
に
動
き
ま
し
た
" 

そ
ん
な
中
、
漁
業
-
f
i
の
や
る
気 

は
も
の
す
ご
く
、
«
災
®
後
か
ら 

自
ら
他
供
な
ど
を
回
つ
て
中
&
» 

を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
か 

ら
は
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
#
い
、
立 

ち
上
が
る
愆
纖
を
感
じ
ま
し
た
。 

•
蟾
«
社
《 

3
月
p
日
、
唯, 

残
っ
た
第一

X
場
に
全
社
貝
を
集 

め
.「

必
ず
会
社
を
復
I
n
•
'
f
f
i
w 

さ
せ
る
。
何
と
か
耐
え
、
7
月
丨 

月
3
0
日
に
舫
倒
し
し
ま
し
た
。
h 

初
は
5
«
6
度
の
操
2
で
し
た
が
、 

4
片
に
人
る
と
2
0
\
3
0
叟
に
"
水 

描
げ
に
も
患
ま
れ
’
良
い
ス
タ
丨 

卜
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
"
函
館
托
掏
船
の
お
か 

げ
で
6
月
下
旬
か
ら
は
ゥ
ニ
漁
も 

再
開
。
定
囲
«
漁
も
夂
ャ
が
|
|
月 

ま
で
に
再
開
で
き
ま
し
た
"
サ
ヶ 

Q
^
m
i
f
I
i
'
F
-
r
f
c
R
i
J
f
-
s
C
D
^
s 

割
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、 

ィ
ヵ
漁
で
は
外
来
船
、
サ
ン
マ
渙 

で
は
大
手
6
販
店
か
ら
の
支
援
も 

あ
り
、
例
年
以
上
の
水
掬
げ
が
あ 

り
ま
し
た
。 

1
1
月
来
現
f
t
の
全
休
の
水
描
げ 

は
数
s
i
万
ト
ン
、
金
額
2
2
億
£
: 

で
、
前
年
度
祓
み
で
す
。
大
き
な 

被
苒
を
受
け
る
中
、
逸
突
«
-
が
！
5 

站
に
進
む
決
点 

諦
め
る
の
は
ら
し
く
な
い 

曰
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
いj

と
お 

顔
い
し
ま
し
た
。
し
か
し
全
て
が 

流
さ
れ
、
商
品
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。 

迷
い
ま
し
た
が
、「

こ
こ
で
締
め 

る
の
は
嵯
蛾
ら
し
く
な
いj

と
考 

え
、
前
に
進
む
決
意
を
し
ま
し
た
。 

被
災
し
た
察
内
の
同
菜
者
の
中 

に
は
、
市
町
村
の
土
地
利
用
方
針 

が
決
ま
ら
ず
、
な
か
な
か
再
建
に 

睡
み
込
め
な
か
っ
た
会
社
も
あ
り 

ま
す
。
し
か
し
久
慈
市
は
自
ら
方 

針
を
定
め
て
、
い
ち
早
く
が
れ
き 

撤
去
を
進
め
、
同
じ
場
所
で
再
出 

発
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
こ
れ
が
当
社
が
い
ち
早 

く
立
ち
上
が
れ
た
s
因
で
す
" 

残
《
等
、
乗
り
越
ぇ
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
壁
は
厚
く
、
高
い
も
の 

で
す
が
、
多
く
の
応
捶
も
い
た
だ 

き
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

•

東

社

長

に

ク

、

慈

市 

£1 

に
進
出
し
て
以
来
、
4
回
に
わ
た 

っ
て
丁
場
を
埔
設
し
、
a
用
も
拡 

大
し
て
き
ま
し
た
が
、
約
7
0
«
円 

を
投
資
し
た
h
%
な
ど
は
屋
根
や 

壁
を
残
し
て
全
壞
し
ま
し
た
" 

た
だ
、
当
時
は
大
き
な
受
注
が 

残
っ
て
お
り
、
こ
の
受
注
を
し0 

か
り
こ
な
す
こ
と
で
、
震
災
で 

失
っ
た
も
の
を
取
り
戻
せ
る
と
い 

う
«
信
が
あ
り
ま
し
た
。
従
菜
員 

の
た
め
に
も
や
ら
な
け
れ
ば
と
思 

い
、
再
投
資
を
決
め
ま
し
た
。 

当
社
の
機
械
！8

は
訥
品
ま
で
半 

年
か
か
る
よ
う
な
も
の
が
ほ
と
ん 

ど
で
す
"r

面
は
機
械
が
な
く
て 

も
で
き
る
こ
と
を
進
め
よ
う
と
考 

え
、
«
災
直
後
は
、
社
r
半
分
が 

久
«
に
残
っ
て
が
れ
き
撤
去
、
半 

分
は
八
戸
市
の
本
社
ま
で
通
っ
て 

も
ら
い
、
«
用
を
雄
持
し
な
が
ら 

h

場
の
“
て
t
f
i
し
を
進
め
ま
し
た
-

『

力
強
ぃ
歩
み
. 

•
市
長 

く
、
尊
い
命
ま
で
も一

瞬
に
し
て 

#
い
去
っ
た
東
曰
本
大
«
災
"
当 

市
も
3
0
0
億
円
を
超
え
る
S
大 

な
被
宵
に
昆
簿
わ
れ
ま
し
た
。
« 

牲
s
や
適
族
の
方
々
の
心
情
を
考 

え
る
と
心
が
痛
む
思
い
で
す
" 

そ
ん
な
中
、
全
国
、
世
界
か
ら 

も
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、
被 

災
さ
れ
た
方
々
も
強
い
気
«
を 

持
っ
て
的
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、 

大
変
心
強
い
こ
と
で
す
。
現
在
、 

市
で
は
7
月
2
2
曰
に
策
定
し
た
復 

興
計
1
に
堪
づ
く
臾
旃
針
1
の
® 

定
を
進
め
て
い
ま
す
"
被
災
し
た 

方
々
の
不
安
を
取
り
除
き
、i

日 

で
も
罕
く
愎
旧
• 
g
j
r
を
実
現
す 

る
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
日
は
、
«
l
u
•
後
w
に
向
け
、 

想
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
に 

お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
"
ま 

ず
は
、
ど
の
よ
ぅ
な
考
え
に
立
ち
、 

再
起
へ
の
歩
み
を
進
め
た
の
か
を 

お
曲
か
せ
く
だ
さ
い
" 

で
T
O
雄
円
以
ヒ
。
各
漁
業
生
産
部 

で
は
漁
港
、
荷
さ
ば
き
施
®
な
ど 

に
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
" 

令
；
：
：
で
絞
け
る
決
断 

激
励
ゃ
比
援
が
カ
に 

•
中
平
部
* 

の
当
た
り
に
し
、
た
だ
た
だ
す
ご 

い
な
と
い
ぅ
思
い
で
し
た
"
こ
の 

ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
い
、
3 

月
！
：
：
曰
と
1
9
曰
に
»
時
総
会
を
開 

き
、
そ
こ
で
全
@
で
漁
業
を
皖
け 

る
决
断
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
す
ぐ
に
地
域
雄
出
で
が 

れ
き
な
ど
の
片
付
け
に
取
り
掛 

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
* 

水
補
の
中
に
ア
ワ
ビ
が
2
個
、
ナ 

マ
コ
が
丨
個
残
っ
て
い
た
ん
で
す
。 

そ
れ
を
見
た
生
産部

！
：

が「

ま
た 

朝
市
を
や
れ
と
い
ぅ
こ
と
で
な
い 

か」

と
言
い
、
会
繕
の
中
で
も
s 

越
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
お 

客
さ
ん
の
期
待
に
応
え
た
い
と
の 

思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が 

1

つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
み
ん 

な
で
ま
た
供
市
も
や
っ
て
み
よ
う 

と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
の
で
す
。 

し
か
し
漁
も
十
分
に
で
き
ず
、 

売
り
物
も
な
い
状
態
。
倥
み
に
笹 

ん
だ
末
に
思
い
切
っ
て
、
5
月
5 

曰
に
«
市
を
開
き
ま
し
た
。
不
安 

も
あ
り
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ん
か 

ら
は
、
た
く
さ
ん
の
激
励
の
'
^
粟 

を
も
ら
い
、
本
当
に
、
本
当
に
« 

激
し
ま
し
た
。
炳
市
問
瓶
に
向
け 

た
市
の
応
播
も
力
に
な
り
ま
し
た
。 

本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
-

•
久
s
部
畏 

り
の
生
《
部
は
ほ
ぼ
全
て
の
»
を 

失
い
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど
川
津 

内
で
は
、
し
け
に
備
え
て
船
を
逍 

路
ま
で
と
げ
て
い
た
た
め
9
胡
の 

船
が
残
り
ま
し
た
。 

た
だ
、
ど
こ
を
見
て
も
人
変
な 

状
態
で
す
。
自
分
た
ち
の
被
害
が 

1

播
«
い
の
だ
か
ら
、
人
に
®
る 

の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
分
た
ち 

で
立
て
直
そ
う
と
考
え
、
3
月
2
0 

曰
か
ら
が
れ
き
な
ど
を
片
付
け
始 

め
、
材
料
な
ど
も
持
ち
寄
っ
て
後 

I
E
I
作
業
を
進
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
船
を
出
せ
る
よ
う
に 

な
っ
た
段
階
で
港
内
の
テ
ト
ラ
ボ 

ツ
ト
な
ど
を
市
に
引
き
播
げ
て
も 

ら
い
ま
し
た
。
幸
い
ウ
ニ
漁
に
も 

問
に
合
い
、
徐
々
に
タn

逸
な
ど 

も
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
• 

^
抱
は 

j
s
i
l 

•
市
長
.
•
:
.
.
:
,
;
|
;
.
:
'
.
. 

の
強
い
思
い
に
敗
息
を
衷
し
ま
す 

特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
漁 

»
で
す
が
、
震
災
後
の
水
播
げ
は 

ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
？ 

•
蠕
蠕
#
事
魚
市
思
. 

日
の
間
坩
予
定
で
し
た
が
、
宰
い 

油
と
氷
が
確
«
で
き
た
た
め
，
3 

•

市

長

.

. 

る
沿
庠
部
は
痒
袤
振
！
：
と
！
！
用
の 

»
点
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で 

水
産
加
て
業
は
逸
装
と
密
接
に
閲 

わ
る
も
の
で
す
が
、
現
f
t
c
o
m
l
n 

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

•
蠕
罐
社
長
，
‘
-
:
た
3
;
ー
1
:
« 

の
設
備
を
早
念
に
修
理
し
、
サ
ケ 

の
加h

を
始
め
ま
し
た
"
_
内
の 

同
突
苒
の
中
で
®
も
早
く
再
開
し
、 

努
カ
し
た
結
«
、
»
»
す
る
て
垠 

が
減
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ
ク 

ラ
の
如
h
«
は
&
-
成
2
2
年
と
同
等 

で
す
。
社
貝
は
夜
を
！8

し
て
頑 

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
必 

ず
や
今
後
の
販
路
拡
大
な
ど
に
つ 

な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、
年
度 

来
ま
で
に
良
い
結
果
を
出
し
、
頑 

張
っ
て
く
れ
た
社
8
に
応
え
ら
れ 

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

•
嵯
蟻
参
事
漁
協
の
冷
冲
！
塢 

と
食
品
工
場
も
大
き
な
被
害
を
受 

け
、
従
業
貝
に
は
め
ど
が
た
つ
ま 

で
我
慢
し
て
く
れ
と
い
い
ま
し
た
。 

幸
い
冷
凍
エ
場
は
応
急
祖
旧
が 

m
-
く
進
み
、
6
月
丨
曰
か
ら
2
0
人 

を
1
£
«
用
で
き
ま
し
た
"
食
品
て 

場
は
被
害
が
大
き
く
、
時
間
が
か 

か
り
ま
し
た
が
、
1
2
月
か
ら
4
8
人 

を
®
用
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
愎
興
へ
の
ス
タ
丨
ト
で 

す
"一

e

も
早
く
フ
ル
操
業
に
こ 

ぎ
着
け
、
も
ぅ
少
し
従
菜
貝
も
玳 

や
せ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

•
市
長 

m
わ
る
企
粟
で
す
"
北
日
本
造
船 

相
に
お
い
て
は
防
災
面
を
強
f
t
し 

た
新
エ
塲
も
坩
s
い
た
だ
き
ま
し 

た
が
、
工
場
の
立
て
蜜
し
に
向
け 

た
お
考
え
を
お
朗
か
せ
く
だ
さ
い
。 

•
東
社
長 

ら•

部
稼
®
を
始
め
'
t
痒
に
取 

り
掛
か
り
ま
し
た
。
工
場
の
立
て 

直
し
に
当
た
っ
て
は
、
津
波
か
ら 

機
《
を
守
る
た
め
、
<
!
-
.
機
付
の
k 

囲
換
ぇ
を
？
？
ぃ
、
特
に
高
鈿
な
播 

材
は
新
て
垠
に
備
え
付
け
る
こ
と 

に
し
ま
し
た
。 

土
台
を
か
ざ
七
げ
し
、
1
2
月
に 

完
成
し
た
新
:
i
:
s
r
は
、
今
回
の
津 

波
で
も
ぎ
り
ぎ
り
防
げ
る
計
箱
で 

す
。
生
奄
能
ゎ
も
ア
ッ
プ
し
、
秘 

用
も
3
0
人
ほ
ど
«
や
し
て
い
ま
す
= 

^
が
る
交
 ̂

•

市

長

念

.

：

, 

た
ち
と
の
交
流
活
動
も
必
要
と
考 

え
て
い
ま
す
"
侍
浜f

で
はs

月 

に
海
で
の
体
驗
や
民
泊
を
受
け
人 

れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
反 

^
ぶ
/
-
ど
も
た
ち 

多
く
の
魅
力
が
海
に
あ
る 

6
な
ど
を
お
問
か
せ
く
だ
さ
い
。 

•
久
》
部
*
ャ
成
。
年
に
®
® 

町
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
人
れ
た 

の
に
校
き
•
大
変
な
状
況
で
は
あ 

り
ま
し
た
が
* s

月
に
地
元
の
侍 

浜
小
学
校
の
6
年
生
を
地
域
で
t
e 

乃
し
て
受
け
人
れ
ま
し
た
。 

沖
か
ら
地
l
/
t
を
見
る
の
は
初
め 

て
の
子
も
多
か
っ
た
よ
ぅ
で
、
特 

に
サ
ッ
パ
船
の
遊
*
は
s
ば
れ
ま 

し
た
。
そ
の
後
も
海
水
ブ
丨
ル
で 

は
魚
の
つ
か
み
ど
り
を
し
、
民
泊 

で
は
子
ど
も
た
ち
も
魚
を
さ
ば
い 

た
り
、
料
理
な
ど
を
し
ま
し
た
。 

手
を
叩
い
て
s
ぷ
子
ど
も
た
ち 

の
生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
印
象 

的
で
す
。
海
に
も
た
く
さ
ん
の
魅 

力
が
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
。 

今
年
は
山
だ
け
で
な
く
海
に
も
r 

齊
旅
行
な
ど
の
お
客
さ
ん
を
連
れ 

て
き
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。 

•
市
f
t
子
ど
も
た
ち
を
感
動
さ 

せ
る
海
の
魅
力
。
他
の
地
域
か
ら 

来
た
子
ど
も
た
ち
に
は
も
っ
と
大 

き
な
感
動
を
与
え
る
の
で
し
ょ
ぅ 

ね
"
市
も
一
生
®
命
取
り
組
ん
で 

い
き
ま
す
の
で
、
地
元
で
も
い
ろ 

い
ろ
て
夫
を
凝
ら
し
て
も
ら
え
れ 

ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。 

次
に
ニ
子
明
市
で
す
が
、一

年 

間
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
ど
ん
な 

思
い
が
あ
り
ま
す
か
。 



在權?.i.n s 

熱ぃ支援に感謝 

被災者への救援支援物資、«援金、市への寄付金 東曰本大震災で大きな被害を受けた 

本市に、多くの救援支援掬宵や義援金、 

市への寄付金が、全§各地から寄せられ 

ましむ11月11日〜〗2月10日まで 

に受け付けた分は次のとおリです。（敬 

称38)熱い支援あリがとうございます 

TOPICS 
東日本大黨災支援関係 

科学の力に目輝く 

身近な材料を使ったおも 

ちゃで珥字の力を字ぶ「料 

学のお祭り』は11月23日、 
久喜づ^«て"BSかれまし 

同祭りは東京思の災塞支援 

ボランティア面体「いまここ 

を生きるJか企®=子どもた 

ちは、大^«などのsalの 

下、里の力で明かりがつく装 

霾や、ペットボトiW)•ケッ 

ト作リなどにK戰しました
5 

S本隔ちゃん0X喜小3年I 
は「梅を飛ばしたリ、くっつ 

ける、空気"¥>*の力にビック 

リ！またやりたいです！Jと 

目を®!)、せていましヒ 

運動で楽しさと夢を 

aaイベント•フアミリ一 

ゲームズ（曰本アスリート会 

諾など主《)は12月10曰、 

市民体育綰で親子など 

約60人が、ft合格翻技の大 

山班as手、キックポクシン 

ヴの石川B生遘手.ポクシン 

グのQ潘ヨシノリ選手と運動 
を取リ入れたゲームを楽しみ 

ました。終了後は西海選手が 

譎*>子どもたちに夢と勇気 

の:さを伝えましも 

乗 日 本 大 黻 関 係 

I NFQRMAT 丨〇N 

土地や家屋固定資産親を減額する特例格置があリます 
•税811«52-2114 

東日本大震災で被災し、代わリの 

土地や家屋を取得した場合などは、 

固定資産税が減額になリます。また、 

原子力災害の謦戒区域内となつたた 

め、代わりの土地や家屋を取得した 

場合も減額になります= 

これらの特例には一定の要件があ 

リます。適用を受けるには申告が必 

要な場合もありますので、詳しくは 

お問い合わせください
3 

東日本大震災の地震•津波被害に対する特例 

被災した住宅用* 

縷災し、代わりに 
B得した土堆 

月“5gて 
ic««« した >ld 

被災し、代わリに 
取得した家8 

被災し，代わりに取得 
(改良）した僕却資産 
•gg28g3B 3； SSで 
に一Sの政:"で 

被災し、住宅が建っていない場合でも住宅罔地 
とみなして誤税樓_額を200rt1までは1/6> 200 
M超は丨/3に*Sします， 
•適ヽ成24〜33年度 

被災した元の土脚こ相当する分にっいて、住宅 
が建っていなくても住宅用地とみなして税額を 
««します。(K) 
•a用ffira ::准を取得してd•ら3年度分 

被災した元の家aの床面積に相当する分につ 
いてr額を«額します，m „ 
•棚ffifflと滅1!のfi合—プ'取--プ？ら.•二士 
4年度1/2 ®そ愧2年砂は2/3に雜 

被災した元の供却買産（m特殊自IS®など） 
に欣るものについて譟税標準額を減額します， 
•a用期面と滅aの割合 
から4雜分は1/2に雜 

練 

a り;SSSB•な 
どち必賽です 

リ災袋糊 
ど で す 

.久era内に± ？台も打象丨cなります 

2.厚子力災害による警戒区域内に«する特例 

1 適 用 さ れ る も の 1 特例の内容など 

代わリに 
取得した土« 

•髻夭:ハ4が»餘2れそまて 
に政得した場会 

警戒区S内にある土地に相当する分について、 
住宅S地とみなして税額を㈣します-
•連用期閔 

押 

»リaawwな 
どら必»です 

«<3リに 
取搏した家靂 

れるま T 
に«»した罐合 

警戒区3内にある家星の床面供に相当する分 
について枳額をSSします：紀 
•as期raとの割合-
4年度分は1/2立そ<̂2年度2/3に棚 

棟 

ど で す 

固定資産税償却資産申告も忘れずに丨•«»a« S2 - 2114 

平成24年1月1日現在で、市内に 

事業用の傷印資蘆を所有している人は 
申告が必要です。インターネットを杉 

用L；て行う電子申告システム「eしT 

AX ししM容はHPをご黄くださ 
い）jでも申告できます， 

•申告期H月3丨日：火 

•ユー'•こ•、は ノrH
:

' '• 

合も申告が必要です；申告しないと、 
そのまま思税される場合もあリますの 

でご注意ください。 
•居宅、均!！.聿_などを取り壊した 
場合は、「家屋取壊届出」を税務譟に 

提出してください。 

11広報くじtel40 

新存庵漂会柯起へ遇進 

叫起に邁進する侍さんの思い 

屮も乍力で取り組みを進めます 

癸Sと字生とふれあって笑»1こ 

心込めて^色とふれあい 

免菊大字の宇生と卒業生によるカン 
タービレオーケストラ演奏会は12月3 

日，アンバーホールでMかれましf;u音 

奕で後興支援をと、字生が企Sした同* 

黌会は無料，心を込めた音色とふれあい 

で、«400人の観客を楽しませました， 

クラシックやアニメ <DffiなどをSBし 
た»よ、楽器ふれあいタイムもSWL-宇 

生らの指導の下.子どもたちは:rまざま 

なにし、目を輝かせていましヒ 

ゃん{̂J、3年）はrヴァ 
イオリンとか、初めて«つてドキドキワ 

クワク》上手に音ち出せて蹇しかったで 

す！」と3®に笑みを広げていました， 
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«
援
金
こ
協
力
を 

市
で
は
、
久
慈
市
地
®
災
1
§
孩 

探
金
を
»
堪
し
て
い
ま
す
。
こ 

の
箱
援
金
は
、
市
内
の
被
災
し 

た
方
々
に
分
配
さ
れ
ま
す
"
ど 

ぅ
か
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
！i

 

い
し
ま
す
。 

•
受
付
期
間 

¥
成
；5

年
3
月
M
曰
ま
で 

•
受
付
壜
所
{
現
金) 

®
社
会
描
祉
a 

(

市
役
所
丨 

瞎) 

®
山
形
e
合
支
所 

@
各
支
所(

宇
部
、
侍
浜
、
山 

根) 

•
そ
の
他
の
受
付
方
法 

(9

現
金
®
f
f
l…

宛
先
は
こ
ち
ら 

T
0
2
8
丨
8
0
3
0 

久
s
市
川
崎
町
丨
番
1
号 

久
慈
市
役
所
社
会
福
祉
課 

※
表
に「

救
助
用
郵
便」

と
 ̂

紀
し
て
く
だ
さ
い 

®

 
口
座
振
込…

金
«
»
関
？
.
や 

u
庵
播ct

な
ど
は
、
h
の£

 

「

箱
援
金」

に
表
示
し
て
あ 

る
と
お
り
で
す 

效
1
2
月
沁
曰
現
在
、
久
慈
市
に 

寄
せ
ら
れ
た
後
援
金
の
合
計 

は
9
1
8
件
、
7
8
6
6
万 

4
7
5
5
円
で
す 

0

社
会
福
祉
踝 

•
中
平
3
長
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の 

ス
タ
丨
ト
で
し
た
が
多
く
の
励
ま 

し
を
支
え
に
！i

張
っ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
漁
業
は一

人
で
は 

絶
対
に
で
き
な
い
こ
と
や
、
人
の 

あ
り
が
た
み
、
力
を
台
わ
せ
る
こ 

と
の
大
切
さ
を
強
く
®
じ
ま
し
た
。 

明
市
に
対
し
、
多
く
の
明
待
も
寄 

せ
て
い
た
だ
き
®
謝
し
て
い
ま
す
。 

た
だ
来
年
以
降
を
考
え
る
と
、 

水
淹
資
源
が
心
配
で
す
。
施
設
が 

被
災
し
た
た
め
、
今
年
の
ゥ
ニW

 

苗
放
流
数
は
例
年
の
羊
分
以
下
に 

な
る
見
込
み
と
明
き
ま
し
た
。
さ 

ら
に
ア
ワ
ピ
は
厳
し
く
、
稚
貝
は 

4〜

5
年
後
の
放
流
に
な
る
と
い 

い
ま
す
。
渙
業
の
®
旧
•
復
興
は 

採
る
こ
と
が
第一

と
い
ぅ
印
象
を 

受
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
*
各 

地
域
で
資
»
»
を
把
握
し
、
調
® 

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す 

津
波
に
よ
っ
て
人
以
外
、
全
て 

流
さ
れ
た
中
で
！
！
張
っ
て
き
ま
し 

た
。
船
や
旃
股
の
次
は
資
®
の
確 

保
に
つ
い
て
、a：

と
か
や
っ
て
い 

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
" 

^
;
<
は
強
 ̂

•
市
畏
洳
の
中
の
状
況
を
•
番 

分
か
っ
て
い
る
の
は
漁
業
#
?
-
の 

方
々
。
そ
の
悄
報
を
渙
協
や
行
政 

も
共
有
し
、
共
に
資
源
の
回
後
に 

つ
い
て
考
え
"
漁
蒸
再
生
に
向
け 

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
次
に
、
新
年
に
あ
た 

り
漁
協
、
水
産
加
工
業
と
し
て
の 

意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

•
蝮
播
萃
事
各
漁
港
な
ど
の
施 

設
や
、
一
部
の
加
工
業
者
な
ど
、 

ま
だ
後
旧
ま
で
至
か
て
い
な
い
と 

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
魚
市
場
の
級 

能
を
果
た
し
て
い
く
に
は
、
漁
茫 

者
や
加
工
菜
者
と
共
に
立
ち
上 

が
っ
て
い
く
必
®
が
あ
り
ま
す
。 

各
漁
業
生
産
部
や
加
工
業
者
と 

1

緒
に
な
っ
て
、
今
後
も
愎
典
に 

向
け
て
突
き
進
み
た
い
と
思
っ
て 

い
ま
す
の
で
、
市
に
も
頑
張
っ
て 

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
" 

•
罎
蟻
社
長-

o

月
末
を
に 

抱
|
|
1
.
後
興
を
さ
ら
に
進
め
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 

被
災
し
た
久
慈
管
内
の
1
9
社
を 

代
表
し
、
国
に
補
助
申
饋
し
た
際
、 

M
業
者
で
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の 

も
の
を
使
っ
た
商
品
関
発
を
約
束 

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
ラ
イ
パ 

ル
同
士
で
し
た
が
、
今
度
は
ぜ
ひ 

B
力
し
て
新
し
い
取
り
組
み
を
進 

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

近
年
、
f
t
の
安
全
•
安
心
へ
の 

関
心
と
、
地
元
の
魚
へ
の
評
価
が 

高
ま
り
、
地
元
の
魚
に
こ
だ
わ
っ 

て
生
き
て
き
た
こ
と
が
間
違
い
で 

は
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
元
に
-J

だ
わ
り
、 

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
t 

•
市
長
小
社
，45

は
w
w
の
只
？s

 
動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、
受
注
に 

世
界
を
東
奔
西
走
し
て
お
り
ま
す 

が
、
事
菜
の
今
後
の
見
通
し
な
ど 

を
お
圄
か
せ
く
だ
さ
い
。 

•
東
社
長
新
H
i
s
の
た
め
に
新 

し
く
用
地
を
取
得
し
、
久
慈
工
場 

は
2
万
"
5
に
な
9
ま
し
た
。 

世
界
経
済
の
低
迷
と
円
高
で
、 

近
年
、
海
外
か
ら
の
受
注
は
醴
し 

く
な
つ
て
い
ま
す
が
、
船
の
燃
料 

で
あ
る
原
油
1
1
格
の
高
«
に
対
応 

し
"
現
在
、
少
な
い
燃
料
で
動
か 

せ
る
省
エ
ネ
船
®
の
開
発
に
力
を 

注
い
で
い
ま
す
。
省
エ
ネ
を
図
る 

と
船
®
は
大
き
く
な
るS

向
が
あ 

り
、
近
い
将
来
、
造
船
所
や
ド
ッ 

ク
を
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
と
考 

え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
昆
据
え 

た
の
が
広
い
久
慈
工
場
で
す
。 

久
慈
工
場
に
は
拡
張
の
余
地
が 

あ
り
、
そ
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
と 

き
が
く
れ
ば
、
さ
ら
に
雇
用
も
塘 

や
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

海
な
け
れ
ば
成
り
»
>
:
た
な
い 

こ
れ
か
ら
も
海
で
^
某
を 

し
て
こ
れ
か
ら
も
蝌
業
を
進
め 

卷
も
紐
と
k
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。 

•
嶝
堆
参
事
海
は
好
き
だ
し
、 

•
市
長
私
た
ち
に
と0

:̂
^
 

で
き
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

涕
波
に
よ
り
大
き
な
被
窖
を
受 

け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち 

は
海
と
と
も
に
生
き
て
い
か
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
に
あ
る
と
考 

え
て
い
ま
す
。
結
び
に
、
そ
れ
ぞ 

れ
の
立
場
か
ら
海
へ
の
思
い
を
お 

聞
か
せ
く
だ
さ
い
" 

•
東
社
長
I
t
l
l
か
ら
海
は
怖
い
と 

い
う
認
*
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、 

今
回
を
考
え
る
と
微
々
た
る
も
の 

で
し
た
。
た
だ
私
た
ち
は
海
が
な 

け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
菜
_
で
す
。 

こ
の
先
、
海
が
な
く
な
る
こ
と
も 

な
い
で
し
よ
う
し
、
次
、
同
じ
よ 

う
な
律
波
が
き
て
も
何
と
か
し
て 

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
" 

そ
の
た
め
に
も
湾
口
防
波
堤
の 

整
備
な
ど
を
早
く
進
め
て
ほ
し
い 

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
我
々
も
安
心 

海
が
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
ま
せ 

ん
。
今
回
、
海
の
恐
ろ
し
さ
を
痛 

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か 

ら
も
海
と
仲
良
く
付
き
合
っ
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

•
蟾
峨
社
*
リ
ベ
で
壊
滅
的
な 

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後 

も
海
の
患
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、 

十
分
で
は
な
く
と
も
会
社
を
経
営 

し
社
®
を
再
雇
用
し
、
生
き
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
海
は 

あ
り
が
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
海
へ
の
閲 

心
と
愛
®
を
よ
り
探
め
て
も
ら
え 

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
海
へ
の 

思
い
が
広
が
れ
ば
、
さ
ら
に
活
気 

を
取
り
戻
せ
る
と
思
い
ま
す
。 

•
久
慈
部
長 

の
状
況
な
ど
、
先
行
き
が
不
安
な 

曲
も
a
か
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ 

か
ら
も
地
域
み
ん
な
で
頑
張
っ
て 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な 

で
事
故
な
く
、
海
で
®
き
統
け
ら 

れ
る
こ
と
を
顆
っ
て
い
ま
す
。 

•
中
平
部
*
;
•
-
: 

山
の
よ
ぅ
な
ニ
子
の
海
の
お
か
げ 

で
生
き
て
こ
れ
た
と
言
ぅ
人
が
い 

ま
す
。
私
た
ち
漁
栗
者
は
海
が
な 

け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う 

思
い
で
必
死
に
頌
張
っ
て
い
ま
す
。 

怖
く
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
" 

海
に
出
る
し
か
な
い
の
で
す
。 

多
く
の
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て 

漁
箔
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
"
e 

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
前
に
進
ん 

で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
は
体
教
の
受
け
人 

れ
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
声
を
掛 

け
て
ほ
し
い
で
す
。
ど
こ
ま
で
で 

き
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
"
皆 

さ
ん
と一

緒
に
海
を
、
ま
ち
を
盛 

り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

•
市
長
嵌
さ
ん
か 

苦
労
や
苦
讎
を
乗
り
越
ぇ
、
餌
勘 

さ
れ
て
き
た
こ
と
や
、
今
年
、
将 

来
へ
の
希
望
を
も
っ
て
前
進
し
た 

い
と
い
ぅ
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
と
し
て
も
海
の
持
つ
魅
力
を 

発
掘
し
、
磨
き
だ
す
努
力
を
し
て 

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が 

安
心
し
て
動
き
、
»
ら
し
て
い
け 

る
よ
ラ
、
濟
n
防
波
堤
や
防
潮
埋 

な
ど
の
整
娠
に
つ
い
て
も
力
を
注 

い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

再
起
に
向
け
て
波
進
す
る
皆
さ 

ん
の
強
い
思
い
に
負
け
な
い
よ
ぅ
、 

市
も
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
今
年 

1

年
、
さ
ら
に
取
り
組
み
が
進
ん 

で
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
新
舂
眸 

孩
会
を
閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
" 



久慈まめぶ部屋後提会が設立 

後援会会員を募集中！！ 

久sまめぶ部厘の活動支援を通じて 

久S市の活性化を目指す「久Sまめぶ 

節里後援会ム同後援会では随時、入 

会を受け付けています！ 

久6市を元sueしたいという熱い思 

いで奮HするまめぶSML「応援した 

い！ Jとお考えの方ぬまずは事務局 

まにfciaい合toせください。 
•年会費 会 員 5 千 円 

冬-;sa • 会員1万円 

amms.久 物 sa 会 
S 6 6 - 9 2 0 0 

etiisis大tear市羞石市s古市久e市；v戸市 
m a kパ丨丨丨公明山本！丨丑丨丨丨内Ri n 

沿庠7市長復興へ思い一つ 

沿岸7市長はパネルデイスカツ 

シ3ンで、復興に15ける決*や現在 

のaaなどを発言。7市の復興に® 

ける思いは一つ，三g沿庠はこれか 

らもMして齣に3^«1ナます。 
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ま
め
ぶ
発
信
に
力 

後
援
会
が
発
足 

頑
張
り
に
応
え|

豬
に 

平
成
2
2
年
4
月
の
姥
足
以
降
、 

箱
ね
的
な
活
動
を
展
開
し
、
2
3
年 

n
月
に
は
第
6
回
全2!b.

じ
グ 

ラ
ン
プ
リ
で
全
国
に
久
慈
市
と
ま 

め
ぶ
汁
を
p
r
し
た
久
慈
ま
め 

ぶ
部
：a  (

小
笠
原
€
:
«
•
部
屋
頭) 

餌
関
す
る
冏
部
塚
を
女
扱
し
よ
ぅ 

と
，
1
2
月
は
曰
、r

久
慈
ま
め
ぶ 

部of

後
播
会」

が
発
足
し
ま
し
た
。 

i
h
i
h
、
市
内
催
事
場
で
開
か
れ 

た
設
&
雄
会
に
は
約
5
0
人
が
出
席
。 

は
じ
め
に
、
発
e
人
を
代
表
し
て 

市
観
托
物
«
協
会
の
細
田
稔
男
<
4 

長
が「

ま
め
ぶ
部1

の
活
動
に
よ 

る
P
R
、
経
済
効
果
は
相
当
大
き 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
頑
張 

り
に
応
え
、
さ
ら
に
商
み
を
0
指 

し
て
»
さ
ん
と一

緒
に
応
播
し
て 

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す」

と
、
あ 

い
さ
つ
a
v
で
は
、
活
動
内
容 

な
ど
を
定
め
る
会
則
が
h
級
な
く 

承
雄
さ
れ
、
後
援
会
会
長
に
は
韈 

田
会
艮
が
透
任
さ
れ
ま
し
た
" 

支
え
を
力
に
全
国
発
信 

雄
会
後
は
会
場
を
移
し
、
同
部 

尾
の
全
掬
b
丨
«
告
会
と
、
同 

部
掉
メ
ン
バ—

を
交
え
て
の
®
親 

ヘ
ム
を
問
催
。
想
親
会
で
は
、
メ
ン 

バ
i
が
®
謝
を
込
め
て
相
揆
《
句 

や
土
俵
人
り
を
披
籌
し
て
盛
り
れ 

げ
。
後
援
貪
は「

活
動
を
！
；
け
、 

全
国
に
発
®
し
て
い
こ
ぅj、

「

上 

を
目
指
し
共
に
頑
®
ろ
ぅ」

な
ど
、 

熱
い
3
9
1
で
激
励
し
ま
し
た
" 

小
笠
原
部
g
頭
は
1
後
捶
会
» 

立
は
®
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
す
。 

»
さ
ん
の
思
い
を
受
け
、一

緒
に 

な
っ
て
、
ま
め
ぶ
汁
で
久
慈
を
p 

r
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
すj 

と
決
息
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。 

支
え
は
力
。
久
慈
市
の
全
国
発 

21

に
向
け
、
ま
め
ぶ
部
®
を
み
ん 

な
で
も
援
し
て
ぃ
き
ま
し
ょ
ぅ
！ 

道
路
完
成
に
向
け 

沿
岸
が
団
結
！ 

1
2
0
0
人
完
成
訴
え 

A
n
市
と
：3

台
市
を
結
ぶ
商
® 

格
道
路「

三
陸
沿
岸
道
路」

の
早 

明
-
•
'
',

;
成
を
訴
え
る
リ
ア
ス
•
ハ
イ 

ウ
ェ
イ
早
期
実
現
久
s
大
会
と
八 

“•

久
慈
自
勦
ポ
逍
整
供
促
進
は 

民
大
会
は
|
2
月
4
曰
、
ア
ン
パ
ー 

ホ
丨
ル
で
開
催
。
八
戸
市
か
ら
気 

仙
沼
市
ま
で
の
7
市
の
市
長
や
市 

民
な
ど
、
沿
痒
市
町
村
か
ら
約
丨 

2 
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
主
催
《
を
代
衷
し
、 

山
内
降
文
市
s
が「

s
i
i
n
本
人
* 

災
か
らの

®!
興
は
人
り
•
に
立
っ 

た
ば
か
り
。
三
陸
沿
串
道
路
を
シ 

ン
ボ
ル
と
し
て
沿
岸
市
町
付
が
一 

つ
に
な
り
！
®
張
っ
て
い
き
ま
し
よ 

ぅ」

と
力
強
く
呼
び
掛
け
ま
し
た
9 

絞
い
て
沿
庠
7
市
の
市
良
な
ど 

が
》
!
«
を
テ
丨
マ
に
バ
ネ
ル
デ
ィ 

ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
を
実
施
。
各
市
長 

の
拆
え
に
対
し
、
東
曰
本
大
«
災 

f
t
f
w
w
策
本
部
の
沐
川
祥
肖
岩
手 

現
地
対
策
本
»
長
はr

三
陸沿

！
：
 

道
路
は
生
活
道
に
と
考
え
て
い
ま 

す
"
•
•
陸
の
良
さ
を
生
か
し
、
全 

1

の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
ぅ
な
ま
ち 

づ
く
り
を
一
緒
に
進
め
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す』

と
述
べ
ま
し
た< 

38

後
は
”
：
•
陸
沿
傑
迫
路
の
早 

明
兒
成
を
国
に
要
望
す
る
大
会
決 

編
を
宜
言
し
、
ガ
ン
パ
ロ
ー
を
三 

唱
"
參
如
者
全
貝
で
癸
を
商
く
突 

き
上
げ
、
一
致
団
結
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
力
合
わ
せ 

国
で
は
三
陸
沿
庠
道
路
を
、
.
1
« 

点
的
に
幣
《
す
る
抱
w
逍
路
に
位 

雜
づ
け
、一

部
整
脩
を
開
始
。
被 

災
地
間
の
連
携
を
促
し
、
¥
-
朗
復 

興
に
向
け
る
た
め
、
7
年
程
度
で 

の
老
探
閲
通
を
1
3
指
し
て
い
ま
す 

1
曰
も
早
い
泡
興
と
、
道
路
の 

完
成
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
力 

を<5ロ

わ
せ
て
い
き
ま
し
よ
う
。 



すつごくきれい！ 

寒かったけど、 

みんなと一緒で楽 

しかったです！ピ 

力ピカしてすっご 

くきれい。また遊 

びに来たいです！ 

宮澤葵ちゃん 
(門前保育園） 

秋山幸太朗くん 
(門前保育園） 

ちラクリスマス! 

！1進行役を務めた久慈高校長内校の 

澤里佳恵さん（左）と植野郁美さん 

13 3人で仲良くボタンを押して点灯 

1土風館周辺は青や白の霪球で美しく 

上手に発表がで 

きてうれしい！き 

れいだし、サンタ 

さ ん の 服 も 着 れ 

て、もうクリスマ 

スが来たみたい！ 

色
る
と 

赤
け
ニ
ノ 一 

る
つ
な
-
1
.
P 

あ
見
か
サ 

け
：
-
か
ワ 

た
球
い
ゥ 

球
電
願
-
う 

1
の
と
い 

編集後記 
•平成24年のスタート。みんなの思いが一つになり、さらに前 

に進んでいければとの願いを込め、復興支援ポスタ一撮影会での 

集合写真を表紙にしました•つらく、悲しいことが、あまりにも 

多過ぎた平成23年ですが、振リ返ると、人の力強さや優しさが 

際立った年のようにも感じます•震災の被害を乗り越えようとす 

る皆さん。そして支えようとする皆さん。取材を通して、人が持 

つ力の大きさを実感し、何度も心を打たれました•今回の座談会 

もその一つ。対談者が発する一つ一つの言葉から大きな力を感じ 

ました•いろんなものを乗り越えて迎えた平成24年。今年が皆 

さんにとって良い年になることを心からお祈りします。(八重桜） 

大 澤 虹 心 空 珠 
ちやん(5歳） ちやん(2歳） 

大澤重城さん、恵さんの長女と次女（寺里） 

と ^ ) 
苳鼻令驟螯します. 
苳肩と子どむ？)氏名 
な ど 辛 て 
<L^3 <et -21 
16) CZ4K け C 、 
苓 臟 し し ま 
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7C 
気 

願 
い 

2 

球 

u
月
沈
曰
、
や
ま
せ
土
風
館
周
辺
を
約 

2
万
球
の
L
E
D
電
球
で
彩
る「

街
な
か 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン」

が
始 

ま
り
ま
し
た
。
同
日
の
点
灯
式
に
は
門
前 

保
育
園
ぞ
ぅ
組
の
m
人
と
保
護
者
な
ど
約 

T
O
人
が
参
加
。
夏
は
北
限
の
海
女
ク
ラ
ブ 

と
し
て
活
躍
し
た
高
校
生
2
人
の
進
行
に 

よ
り
、
同
園
の
関
美
里
ち
ゃ
ん
、
田
表
日 

和
ち
ゃ
ん
、
櫻
澤
正
悟
く
ん
の
3
人
が
ボ 

タ
ン
を
押
し
て
電
球
を
点
灯
さ
せ
ま
し
た
。 

点
灯
後
は
園
児
が
ハ
ン
ド
べ
ル
の
演
奏 

や
合
唱
な
ど
を
披
露
。
園
児
の
か
わ
い
ら 

し
い
姿
と
美
し
い
光
景
に
参
加
者
か
ら
は 

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。 

点
灯
は
3
月
1
1
日
ま
で
。
ま
ち
が
よ
り 

元
気
で
明
る
く
な
る
よ
ぅ
に
と
願
い
を
込 

め
、
け
時
か
ら
2
2
時
ま
で
点
灯
さ
れ
ま
す
。 

街
な
か
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
丨
シ
ヨ
ン 

I
T
i
o
k
l
J

 
讀 
v
v
i
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；
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市漁協役員などが豪快にもちまき。 
大きな歓声が響きわたリました 

年 

港 
活 
気 

< 

月4日、朝日を浴びながら、水揚げ作業を進 

める漁業者。年明けから港が活気づきました 

?

........ . ？ 

〔ホームページアドレス〕 

http://www.city.kuji.iwate.jp/ 
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海区選挙人 
名簿の 

登載申請を 

受け付けます 

2 月IflOf 

岩手海区漁業調整委員会委員選挙人名簿の登 

載申請を2月1日（水）〜10日（金）まで受け 

付けます。申請できるのは右表に該当する人で 

す。忘れずに申請ください。 

また同名簿の縦覧期間は次のとおりです。 

•縦覧期間…3月20日（火•祝)〜4月3日(火) 

8時30分〜17時 

•縦覧場所…市®m2階•選挙管理委員会事務局 

•選挙管理委員会事務局S 52 — 2111内線472 

申請できる人（次の全てに該当） 

•平成4年7月24曰までに生まれた人 

※ただし平成4年7月生まれの人は、平成24年執行の選 
挙期日確定によつては登載外になる場合があリます 

=•平成24年2月1日現在で市内に住所か事業所 

がある人 

『•年間90日以上レ※）漁業に従事しているAcま 

たは、被災したため、現時点では従事していな 

いが今後漁業に従事する意思がある人 

※災害廃棄物撤去作業や、将来見込まれる従事日数も含む 

平成24年（2012年NQ141 

水
播
け
壜
に
意
気
込
み 

市
営
魚
市
場
の
初
売
り
式
は
ー 

月
4
曰
、
同
市
場
で
開
催
。
漁
業 

者
や
関
係
者
な
ど
約
l
o
o
人
が 

一
堂
に
会
し
、
漁
業
の
復
興
に
向 

け
て
団
結
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
山
内
隆
文
市
長
が 

「

今
年
は
復
興
元
年
で
す
。
漁
業 

の
復
興
に
向
け
て
、
一
緒
に
な
っ 

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し 

よ
ぅ」

と
力
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
。 

市
漁
業
協
同
組
合
の
皀
健
一
郎
組 

合
長
も「

震
災
で
大
き
な
被
害
を 

受
け
ま
し
た
が
、
多
く
の
支
援
も 

い
た
だ
き
、
復
旧•

復
興
が
進
ん 

で
き
ま
し
た
。
た
つ
年
に
あ
や
か 

り
、
今
年
は
水
揚
げ
が
一
層
伸
び 

る
よ
ぅ
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と 

思
い
ま
す」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。 

漁
業
繁
栄
の
願
い
を
込
め
て
山 

内
隆
文
市
長
な
ど
5
人
が
鏡
開
き 

を
し
た
後
は
、
中
平
武
雄
副
組
合 

長
の
声
に
合
わ
せ
威
勢
よ
く
乾
杯
。 

恒
例
の
も
ち
ま
き
も
行
い
、
最
後 

は
漁
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
り
、
一 

本
締
め
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

今
年
の|

歩
威
勢
良
く 

震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
な 

が
ら
も
全
国
か
ら
の
支
援
と
漁
業 

者
の
奮
闘
に
ょ
り
、
魚
市
場
の
平 

成
m
年
4
月〜

じ
月
の
水
揚
げ
量 

は
前
年
同
期
と
ほ
ぼ
同
等
の
ー
万 

1
3
1
9
ト
ン
を
確
保
。
こ
の
曰
も 

ス
ル
メ
ィ
ヵ
や
サ
ヶ
な
ど
約
2
1
ト
ン 

が
水
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。 

漁
業
者
の
威
勢
の
良
い
声
が
飛 

び
交
い
、
年
明
け
か
ら
活
気
づ
い 

た
港
。
漁
業
復
興
に
向
け
た
今
年 

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

市
営
魚
市
場
で
初
売
リ
式
漁
の
安
全
と
豊
漁
祈
る 

http://www.city.kuji.iwate.jp/
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[娠込1 
画岩手里行久S中央支店 
_苦通預金205 7188 
•久5市地思災捶金 

今入金B51こ下ESで 
をいします 

【現金】 
IT役所て受け付け中 

m ^ i w , m 
«域を守る双©^•； 

に舞《かある人は、 
X H ：« 52 - 2173",ま 

|苦内にまたは在韆 

S便《棄•&から 

トラックなど 
購人用として 
1，372万円 

8B!の光プ•ジェクト 

祈りを込めて 
キャンドル 
アートを制作 

の«a金、市へ©*«金 

熱支援感謝 

東日本穴震災で大きな被害を受けた 

本古に、多くの8援金と市への系付金が 

全国各堆がら寄せられました《 

12月"曰〜〗月10曰までに受け付 

けた分は次のとおリです。（敬称格丨熱 

い支援あリがとラございます， 

笑しい待色で癒やしと疏 

コーム袍支援コンブート 

»球」は1月21日と22日,アンパ一ホ-
ルで!曰本フイルバーモ二一交響紐 

のメンバーなど£«ししを奏で、来場 

者に)8やしと元Sを届けました。 

づ豸し^：も苞てもらいた 

と、未®字兒も入場可鼇となった22 3の 
公演には約350人が来象メンバーはク 
ラシ•:'クか，_をメメ一ジさ 

せるfi5按霪し.最金は来場者ち一緒に 

なって「さんぽJとをitいまし广し 
？7SS##の培島S>S?A4i「音楽で希 

望やS来を«じてもらえるようにと》A 

演奏しましたJと里いを狄ていまし/•し 

心込めて防寒支援 

翻ロ一タリ一クラブ08 

3民男会長；か_する復興 

支s委a会は1月〗7曰、久 
など6 ？t®I«の震災SX 

SIC雄入れはんてん500着を 

摩リ、防寒を支理しました， 
同委員会の田甲!!史»委員 

長や久gci—タリークラブの 

'J蒂寺簿会長など4A^市役 
所を！?！問，田中®委飆長は. 

山内里文市Sにはんてんと目 

8を手澀し、「被災者の心を 

考えた支Sをと思い.塞かい 

はんてんを選びまし/̂ これ 

でS?を累リ切ってもらえれ 

«Jと心を込めました•： 
今®D3?»は.. 

する»災者支Sの 
一環で、趣音にB同したSiS 
東•一タリークラフもB力

： 

«A/rA/U各mai杓をaじて 

sse宅などに配られます= 

中学校にw杆公式球 

岩手!^fSiS^BSJg長会は 
12月26曰、サフカ一ワ一ルド 

力：• 7®アフリ力:^の公33 

I6S5巧に^81し5した-. 
ボ ー ン は ® を 支 捶 

しようと、 

したもex m m m s 
a 雜 球 

宵 » c ボー 

ルを手sしました. 
されたボーzWii6^S4> 

?«rr3sされます
3 

ド ， 
出前授業に児童の歓声 

もくらんびあ•まちなか水族里は 
t2月20日、宇陟j浮校で出®?§m 
を開免5 • 6年生26人に

k
ヒト 

デや力ニなどの海の生き相とふれあ 
う時瀾を提供したほ6、、水法ffiなど 
の:EtFWKも

5

？t、まし广c-

ifStはわれ先にと水槽のSリに® 
苺し

1

、生き均に«つて;*J!奮.-飲声 
を上け、ふれあいを菜しみましたc 
字®豆人くん<6年）は「力ニや 

サカナをたくさん«つて、才スとメ 
スの見分け方も分かリました•今度 
は水族綰に遊びに行きたいです！j 
と目を》かせていました， 

年初めに"万全"誓う 

年の初めに、規3の敏gと災害等 
I•ニ万全の体制で思むことを誓う、消 
防通為特別点検は1月5曰、久g消 
R著商で聞先驪目約100人が篥合 
し、久S広Sbt合長の山内降文市長 
などから取Sや手幔の点埃を受け、 

気を5で培めました-
点接後、山内市長は「昨年は®勘 

の一年，g力をあげた3«5に®謝し 
ます，合法はさらに《い目eとga 
を持ち、ttEの佳格にこたえるため、 
一層®13力を)B待しますJと»〒v 
職員の引きSSつた表情からは、強 
い じ ら れ ま し た 。 
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SPECIAL TOPICS 1 久慈市消防出初め式 

•
頃
外
画 

【

_
本
霞】

•
大
会
ゴ
ル
フ
惧
楽 

0 

【

埼
玉
県】

 

【

千
讓
飄】

•
日
好
’
.
1
'
,
-

8

祖
合
•
閲
：
：
！
英
行
^
渡
辺
孝
? 

【

東
京
》】

•
五
味
秀
春
•
探
村 

圭
子
•
松山

！
！

子 

【

神
奈
川
a 

•
神
林
洋
行 

【

愛
知
県】

 

•
祺
内
• 

【

企
業
•
団
体】

 

英
共
済
組
合
理
杓
共
済
z
o
o
o 

万
円
以
上
親
睦
会
•
新
岩
手
《
« 

3

同
粗
合 

•
市
内•

 

【

企
業
•
団
体】

.
•
、
慈
拓s

支 

援
学
校
p
t
a
1
I
S
I
t
-
f
柏
衣
蠕 

入
部
•
新
岩
手
矚
窺
協
同
組
合
山 

形
支
所
.
農
栗
ま
っ
0
戈(

：
：
委
£
1 

待
し
ま
す
！
と
力
を
込
め
ま
し
た
" 

思
風
室
々
決
意
新
た 

ア
ン
パ
丨
ホ
丨
ル
駐
車
！
！
で
、 

団
•
！
の
服
装
や
装
爾
を
点
梭
し
た 

後
は
、
市
街
地
で
分
列
行
進
。
団 

0；

ら
は
威
風
堂
ヶ
と
し
た
姿
で
行 

進
し
、
災
害
に
も
屈
し
な
い
#1

い 

気
概
を
承
し
ま
し
た
。 

昨
年
、
東
日
本
大
霍
災
は
も
ち 

ろ
ん
の
こ
と
大
«
•
大
s
な
ど
の 

た
び
に
畚
を
！
！
け
て
奔
走
し
た
消 

防
関
係
者
。
災
窖
が
な
い
一
年
に 

な
る
こ
と
を
析
り
つ
つ
、
今
年
も 

決
意
を
新
た
に
始
動
し
ま
し
た
。 

会
•
ま
ち
な
か
ア
ブ
ビ
パ 

【

個
人】

T
渡
邊
光
&
: 

【

そ
の
他】

•
匿
名
2
件 

• 
口
座
！
！
£
»
• 

s
体】

•
(

力)

ニ
ッ
ク 

【

個
人】

•
オ
オ
ミ
ナ
ミ
•
サ
キ 

n

•
オ
カ
モ
ト•

ソ
ウ
•
タ
テ
ハ 

タ
•
ユ
リ
•
ナ
カ
ム
ラ
•
ク
ミ
コ 

•
ニ
シ
ワ
キ
•
モ
トn

•
ハ
ナ
リ 

ジ
ュ
ン
•
ハ
ヤ
シ
シ
オ
^
ワ
タ
ナ 

ベ
•
エ
ミ
コ 

【

そ
の
他1

*
1
r
.
s
,
-
件 

•
供外！

！
 

【

《
«
県】

•
丹
舒
核
子 

【

埼
玉
県】

 

【

東
京
蓼】

•
曰
本
«
政
募
金
会 

【
神
奈
川
県】

•
奥
本
滿 

【

そ
の
他】

•
匿
名
2
件 

•
市
内•

 

【

団
体1

丨
t
e
'
手
！f

自
動
車
整
備 

振
輿
会
久
怒
支
部
《
年
部
〒
国
降 

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
久
慈 

義
援
金
ご
協
力
を 

市
で
は
、
久
慈
市
地
震
災
害
* 

援
金
を
»
»
し
て
ぃ
ま
す
。
こ
の 

«
«
金
は
、
市
内
の
被
災
し
た 

方
々
に
分
配
さ
れ
ま
す
" 

ど
ぅ
か
昏
さ
ん
の
ご
協
カ
を 

お
顏
い
し
ま
す
。 

•
受
付
期
藺 

3月
？
；

曰
ま
で 

•
受
付
場
所(

現
金)

 

1
)
社
会
福
祉
《 

(

市
役
所
丨 

き 
當
山
形
雄
合
支
所 

@
各
| (

宇
f
f
i
、
侍
浜
、
山 

根) 

•
そ
の
他
の
受
付
方
法 

1

丨
；
現
金
塞
®
:
宛
先
は
こ
ち
ら 

T
0
2
8
—
8
0
3
0 

久
慈
市
川
崎
町
-
番
ー
号 

久
慈
市
役
所
社
会
福
祉
教 

※
表
に「

f
t
助
用
耗
便」

と
明 

紀
し
て
く
だ
さ
い 

念
ロ
座
振
込…

金
！
！
纖
閣
名
や 

•
座
番
号
な
ど
は
、
上
の
枠 

「

義
援
金」

に
表
示
し
て
あ 

る
と
お
り
で
す 

※
こ
れ
ま
で
に
久
慈
市
に
寄
せ 

ら
れた

*®

金
の 

<10̂

は
1 

月
|
0
曰
現
在
で
、
9
4
9
件
、 

8
0
5
0
万
7 
4
2
6
円
と 

な
っ
て
い
ま
す 

q
社
会
福
祉
理 «

5
2
|
2
1
1
9 

*
炎
w
柱
者
に
鎮
魂
の
祈
り
を 

さ
さ
げ
よ
ぅ
と
、
市
内
の
有
志
が 

辛
孀
を
進
め
て
い
る『

東
日
本
大 

震
災
.
«
魂
の
祀
キ
ャ
>
ド
ル
プ 

ロ
ジ
ェ
ク
トj"

そ
の
キ
ャ
ン
ド 

ル
ア
丨
ト
制
作
が
|
2
月
2
0
曰
、
久 

慈
播
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

講
師
を
務
め
た
の
は
、
輊
来
町 

出
身
で
キ
ャ
ン
ド
ル
作
家
と
し
て 

活
躍
す
る
横
s
1
e
夫
さ
ん
。
同
校 

の
5
1
3
4
人
に
、
ろ
う
そ
く
の 

受
け
皿
と
な
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
丨 

卜
の
作
り
方
を 

«
"
祈
り
を
込
め
な
が
ら一

つ 

1

つ
丁
*
に
作
i
げ
ま
し
た 

三
角
抑
奈
さ
ん(

5
年)

は 

「

思
っ
た
よ
り
上
手
に
で
き
ま 

し
た
"
ろ
ぅ
そ
く
の
明
か
り
を 

見
て
、
大
変
な
思
ぃ
を
し
た
\ 

に
も
7
c
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
で 

す」

と
籟
つ
て
い
ま
し
た
。 

完
成
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
丨 

ト
は
3
月
1
1
曰
に
海
に
迪
ぺ
て
、 

ろ
ぅ
そ
<
に
火
を
と
も
し
、
祈 

り
を
さ
さ
げ
る
予
定
で
す
。 

は 

周 

う
作
楚
に
採 

i

致
団
結
し
て
活
動
を 

消
防
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、 

s

災
意
«
の
《
揮
を
図
る
市
消
防 

出
初
め
式
は
丨
月
9
曰
、
ア
ン 

パ
丨
ホ
丨
ル
で
醐
か
れ
ま
し
た
。 

消
防
団
艮
5 
4
5
入
、
«
人
消
防 

協
力
隊
M
1
丨
4
人
、
f
f
i
防
職
貝 

5
3
人
の
計
7
1
2
人
がA

B
。

市 

民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
今 

年
も一

致
団
結
し
て
活
動
す
る
こ 

と
を
誓
い
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
功
労
者 

や
優
良
分
団
な
ど
を
衷
彰
"
妹
い 

て
市
消
防
団
の
門
ノ
澤
王
浪
a
長 

がr

地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
曰 

ご
ろ
か
ら
脚
練
に
努
め
、
活
動
に 

一
_
取
り
組
む
こ
と
を
明
待
し
ま 

す」

と
刺
示
を
述
べ
、
統
監
の
山 

内
K
文
市
長
も「

職
の
里
要
性 

を
自
覚
し
、
市
民
を
守
る
と
と
も 

に
、
久
»
市
の
復
興
•
根
躍
の
た 

め
に 

一
進
さ
れ
る
こ
と
を
明 

1
2
月
|
6
曰
、
郵
便
事
某
株
式 

会
社
か
ら
、
東
曰
本
人
a
災
寄 

付
金
S
分
決
定
通
®
害
が
市
に 

交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
寄
付
金
は
、
後
興
を
支 

播
す
る
た
め
に
同
社
が
販
売
し 

た
金
付
き
郵
便
は
が
き
と
、 

特
殊
切
手
の
死
り
上
げ
を
元
に 

し
た
も
の
-
市
に
は
-
ク
レ
丨 

ン
装
9
付
き
ト
ラ
ッ
ク
ー
台
と 

発
電
«
な
ど
の
_
入
用
と
し
て 

1
3
7 

2
万
6
千
円
が
E
分
ざ 

れ
ま
し
た
。 

畠
山
俊
久
f
店
s
か
ら
決 

定
通
珀
害
を
受
け
取
っ
た
山
内 

降
文
市
長
は「

温
か
い
支
援
の 

羊
に
S
謝
し
ま
す
。
趣
旨
に 

沿
っ
て
有
幼
活
用
し
、
市
の
愎 

興
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
すI

と 

思
謝
の
言
粟
を
述
べ
ま
し
た
。 

災
害
に
屈
し
な
い 

強
い
気
概
示
す 

喜
び
の
節
目
迎
え 

感
謝
と
決
意
i 

溝
面
の
笑
み
で
大
蕃
び 

も
ぐ
ら
ん
び
あ
•
ま
ち
な
か
水 

族
館(

宇
»
修
代
表)

は
|
2
月
2
5 

曰
、
人
館
者
3
万
人
を
a
成
e
被 

災
し
、
市
街
地
で
再
出
発
し
た
昨 

年
8
月
5
曰
か
ら
約
6
ヵ
月
で
、 

W

び
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

3
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
九 

戸
村
か
ら
家
族
5
人
で
訪
れ
た 

按
k
菜
®
'
ち
ゃ
ん(

小
学
2
年)

。 

£
念
セ
レ
モ
ニ
丨
で
は
弟
の
醺
也 

く
ん(

6
«)

と
一
緒
に
、
宇
部 

代
表
か
ら8S

定
s
£
、 

長
の
さ
か
な
ク
ン
か
ら
C
念
品
を 

受
け
取
り
ま
し
た
。
く
す
玉
を
割 

0
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
か
ら
大
き
な 

拍
芋
で
祝
描
さ
れ
る
と
、
2
人
は 

満
面
の
笑
み
•
菜
那
ち
ゃ
ん
は「

突 

然
で
び
っ
く
り
！
さ
か
な
ク
ン 

に
も
会
え
て
ぅ
れ
し
い
で
す
！J 

と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。 

宇
部
代
表
は「

多
く
の
皆
さ
ん 

か
ら
支
播
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ 

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
の後

！
！

の 

1

助
と
な
る
よ
ぅ
頑
張
り
ま
すj 

と
、
感
謝
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

ト
i
ク
シ
ョ
i
も
a
況 

罔
曰
は
市
内
催
事
場
で
、
さ
か 

な
ク
ン
の
ト
丨
ク
シ
3
丨
も
開
催
•
-

親
子
な
ど
約
2
5
0
人
が
訪
れ
、 

大
い
に
盗
0
上
が
り
ま
し
た
。 

前
曰
に
侍
浜
酊
の
海
に
潜
っ
た 

さ
か
な
ク
ン
は
、
自
6
振
影
し
た 

海
中
の
映
像
を
紹
介
。
サ
ケ
や
タ 

イ
な
ど
の
絵
も
描
い
て
特
徴
を
映 

明
し
、
ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
子
ど 

も
た
ち
に
ブ
レ
ぜ
ン
ト
し
ま
し
た
" 

最
後
に
さ
か
な
ク
ン
は「

久
慈 

の
海
は
き
れ
い
で
す
が
、
人
囲
の 

出
す
ご
み
で
汚
れ
て
い
る
海
も
あ 

り
ま
す
"
海
と
魚
、
そ
し
て
自
分 

た
ち
の
た
め
、
物
を
大
事
に
使
ぅ 

な
ど
、
s
境
に
つ
い
て
考
え
て
ほ 

し
い
で
す
.一

と
訴
え
ま
し
た
。 



2 7日の説明会— 

対象区間 

(宇部〜長内） 

19曰の説明会"H 

対象区間（桑畑）！ 

久慈北道路イ 

久慈道路—| 

八戸•久慈自動車道 
※久慈北道路は用地 
取得中 

※久慈道路は供用済 

三陸:It縱貫道路 
※には長内と宇部 
2力所設置予定 

平成 24 年（2012 年）NQ143 

〔ホームページアドレス〕 

http: //ww w.c i ty.kuj i. iwate.jp/ 

1/約300人が集まった27曰の 
説明会。復興道路への高い関心 
と期待が感じられました 

2 7丁寧な説明で、整備への理解 
を求めた三陸国道事務所の職員 

Bag.把 土地立ち入リ説明会 
測 量 調 査 を _ 

設計とその説明会 

用地幅を示すくいを設置 

用地の_査•交渉•取得 

D 工事の_会 

工事※驗で5洛練 

【目標】 
7-10 
年後 

完成 

鎮魂と復興を 

祈念して 
皆で黙とうを 

3 . 1 1 1 

1 4 時 4 6 ナ 

平成23年3月11日に発生した東日本大震 

災。久慈市も甚大な被害を受けましたが、皆さ 

んの懸命な取り組みと、全国や世界からの温か 

い支援によリ着実に復旧•復興が進んでいます， 

あれからもうすぐ1年。市は、震災からの復 

旧•復興そして飛躍に取リ組むことを誓い合う 

場として「復興祈念式」を実施します=震災発 

生時刻の14時46分に合わせて、黙とうと献 

花も行いますので、ご参加をお願いします。 

犠牲になられら方への鎮魂と、まちの復興に 

向けて、みんなで祈りをささげましよう。 

•日時…3月11日（日）14時40分 

•会場…市営魚市場前（屋外） 

•内容…M時46分に黙とう。（消防団による 

放水、防災行政無線の放送）その後、献花 

※献花用の花は各自持参願います:駐車場に限りが 
あリますので、相乗リするなどしてご来場願います 

•総務課3 5 2 - 2 1 1 2 

191 

国
が
復
興
道
路
に
位
置
づ
け
て 

r
-
〜

w
年
で
完
成
さ
せ
る
方
針
を 

示
し
た「

三
陸
沿
岸
道
路」

の
測 

量
と
地
盤
調
査
に
伴
ぅ
土
地
立
ち 

入
り
説
明
会
は
ー
月
2
曰
と
2
7
曰 

に
開
催
。
防
災
や
流
通
、
医
療
な 

ど
多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
道 

路
が
整
備
に
向
け
始
動
し
ま
し
た
。 

三
陸
沿
岸
道
路
と
は
八
戸
市
と 

仙
台
市
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
の
総 

称
。2

曰
は
侍
浜
地
区
農
村
セ
ン 

タ
丨
で
八
戸
•
久
慈
自
動
車
道(

侍 

浜
町
桑
畑)
、
m
日
は
ア
ン
バ
丨 

ホ
丨
ル
で
三
陸
北
縦
貫
道
路(

宇 

111

陸
沿
岸
道
路
測
量•

地
盤
調
査
説
明
会
を
開
催 

期
待
の
道
路 

整
備
へ
始
動 

部
町〜

長
内
町
間)

の
調
査
内
容 

や
作
業
工
程
を
三
陸
国
道
事
務
所 

の
職
員
が
説
明
し
ま
し
た
。 

地
権
者
な
ど
約
3
0 
0
人
が
集 

ま
っ
た
M
曰
、
山
内
隆
文
市
長
は 

「

早
期
完
成
へ
、
市
も
全
力
を
注 

ぎ
ま
す」

と
あ
い
さ
つ
。
同
事
務 

所
の
エ
藤
栄
吉
所
長
は「

全
力
で 

取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す」

と
述
べ
ま
し
た
。 

調
査
内
容
等
の
説
明
後
、
出
席 

者
は
イ
ン
タ—

チ
ェ
ン
ジ
や
避
難 

道
の
整
備
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質 

問
。
土
地
の
立
ち
入
り
に
つ
い
て 

は
拍
手
で
承
認
し
、
一
曰
も
早
い 

完
成
を
期
待
し
ま
し
た
。 

同
事
務
所
で
は
工
事
期
間
を
最 

短
5
年
と
見
込
み
、
2
年
後
の
着 

H

を
目
標
に
設
定
。
し
か
し
調
査 

や
用
地
に
対
す
る
私
た
ち
の
理
解 

と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
着
工
す
る 

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
早
期
完
成 

を
願
い
、
私
た
ち
も
で
き
る
限
り 

協
力
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。 
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•霪災s後の半鴻地区 

心と顧いがこもつj 

1パよラ《：屬いた 
mMmmt (3月丨6日5 
2 で專金を呼び«»ナ4高 
奴ら.多くの5S^«S4 
ました]月213) 
3/'ĵSなどを娜し.子ど 
ちた5S元笑づけたさかSク 
ン(4月《ー14曰) 

薄/字宵簿大字の？$ちKru 
sm^ti (7月丨8—22 日） 
5/•久IWvSltの•!>«•やした 
SS#大字5«：»け月25日） 
6/-mm9mi\ 美 を 
» ! > •せた遺コンサ 
-ト(8M9B) 
7/二十する轉曰 
esa は.力士と osmr® 
St (8fl 154228) 

東日本大s災•被害掏要 

•現Sの半蝎地区 

し•久5$5£途猶««宅,西i2 -

B.かれ5 てiiS く 大 J 

'いるパ2月14 B®影） 

忘 れ ず に . 友 え . 為 り 添 っ て 

Sもが持つている人を思いやるもそれが、 

かたちに表れたのがの震災だと思います= 

津ST~Wにして身の馬リて，孰、て5 

；dieの全てを失つた人がいます*がれきが片 

付いたとしてんその大変さは変わりませ^ 

自分のまちに、すぐ近くにそんJ&ASH^ること 

X谷滓子：-

をit-Asnては！^ナないと思います， 

先日、震災をg験した子どもが；fcAになるま 

で奇リ添ラための団体をみんなで立"5上げまし 

rc,助け合つていかなけれぬ生きていくのも 

大変な時代です=こnfrらむみんなth*と 

なつて支え、寄り添うことが必要だと思います。 

5広報くじNo丨44 

不明«の?f«活のほI 

âa.その活動は曳 
とjsasicjiち7t>sした 

»{ >柳独 

術
と
知
雄
を
駆
使
し
て
、
カ
の
隈 

り
を
尽
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

医
_
や
電
気
‘
上
下
水
道
な
ど 

の
関
係
機
閲
や
全
国
の
自
治
体
の 

支
援
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
も
市 

役
所
で
は
、
育
森
市
か
ら
派
逋
さ 

れ
た
®ii

が
復
旧
•
《
興
関
係
の 

事
務
を
支
扱
し
て
<
れ
て
い
ま
す
。 

行
方
不
明
者
の
捜
索
を
技
け
る 

八
戸
海
上
保
安
部
も
含
め
た
市
外 

か
ら
の
支
援
者
は
丨月

？
；

曰
現
在
、 

延
べ
約
8
千
入
に
上
っ
て
い
ま
す•

 

|

願
い
が
こ
も
っ
た
支
援 

全
国
、
世
界
の
人
た
ち
も
被
害 

に
心
を
痛
め
、
私
た
ち
を
応
捶
し 

て
く
れ
て
い
ま
す
。 

本
$
身
者
や
間
係
者
、
こ
れ 

ま
で
に
交
流
が
あ
っ
た
人
た
ち
。 

久
慈
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
く
と
も
* 

何
と
か
力
に
な
り
た
い
と
願
っ
た 

人
た
ち
。
姉
妹
都
市
の
ア
メ
リ 

力
•
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
市
、
リ
卜
ア 

ニ
ア
共
和
国
ク
ラ
イ
ペ
ダ
市
な
ど
、 

海
外
か
ら
も
多
く
の
支
援
が
寄
せ 

ら
れ
ま
し
た
。 

物
資
や
義
援
金
の
ほ
か
被
災
し 

た
人
た
ち
を
元
§
け
、
癒
や
そ 

ぅ
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
。
温 

か
い
心
と
願
い
が
こ
も
っ
た
支
播 

活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
" 

丨
月
3
|
曰
垠
往
、
団
体
や
個
人 

か
ら
の
救
播
拘
資
は
4
2
4
件
。 

義
援
金
と
寄
付
金
は
計
ー
丨
2
7 

件
、
1
思
8
4
8
2
万
1
5
9
9 

円
も
の
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

|

確
か
な
絆
と
心
を
実
感 

»
近
所
や
人
間
関
係
の
希
薄
化 

が
問
題
のi

つ
と
さ
れ
る
現
代
社 

会
で
す
が
、
8
災
後
の
傷
つ
い
た 

ま
ち
に
は
、
人
の
碎
と
、
人
を
思 

い
や
る
心
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

大
き
な
被
害
に
見
f
t
わ
れ
た
久 

s
地
区
は
、
特
に
裨
の
強
さ
が
表 

れ
た
地
域
の
一
つ
。
久
喜
地
区
会 

の
廣
崎
國
雄
会
s
は
震
災
直
後
を 

振
り
返
り
な
が
ら
語
り
ま
す
。 

「

も
と
も
と
久
s
は
ま
と
ま
り 

の
あ
る
地
域
。
大
靂
災
で
も
塞
も 

が
自
然
と
助
け
合
い
ま
し
た
。
手 

分
け
を
し
て
、
炊
き
出
し
や
、
が 

れ
き
な
ど
の
片
付
け
、
物
も
分
け 

合
い
ま
し
た
。
助
け
、
助
け
ら
る 

の
が
地
域
で
す
。
雄
も
が
一
人
で 

は
生
き
ら
れ
な
い
で
す
か
らj 

人
と
人
と
の
«
か
な
！r

筅
感 

し
た
人
は
少
な
く
な
い
は
ず
で
す
一 

一_ 

由
h
f
、
窗
蹇
-

。
じ
ら
れ
な
い
、
u
じ
た 
<な

：
，

ほ
どs

孩
か
ら
、 

久
慈
ポ
は
潜
.
s
を
m
し
2
s
ま
し
な 

沿•：
！
：
：

部
を
椹
っ
て
い
た
が
れ
き
は
も
ぅ
あ
り
ま
せ
ん
。1

 

し
か
し
、
：
：
：
に
映
る
光
扱
は
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、®

 

被
？a

に
あ
っ
た
人
た
ち
の
悲
し
み
や
、
つ
ら
さ
ま
で
も
が 

r
l
え
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

あ
の
曰
か
ら
、
も
ぅ
す
ぐ一

年
e
私
た
ち
は
支
え
合
い
、
立
ち
h
が
り
、 

災
®
に
猫
え
る
.
m
識
を
待
っ
て
、
激
励
の
一
年
を
^
ん
で
き
ま
し
た
-
-

そ
の
中
に
あ
る
、
忘
れ
ず
、
大
切
に
し
絞
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

!
|
£
曰
本
大
邀
災
と
、一

年
の
歩
み
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
、
抒
さ
ん 

に
も
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

(

1
1
^
ま
で)

 

額
や
数
字
で
も
表
せ
な
い
ほ
ど
、 

大
き
な
も
の
で
し
た
。 

|

激
動
の
歩
み
の
中
に 

あ
れ
か
ら
一
年
が
た
と
ぅ
と
す 

る
今
、
沿
岸
部
に
は
が
れ
き
で
は 

な
く
、
新
し
く
法
て
ら
れ
た
旛
設 

や
資
材
が
。
悲
し
み
を
抑
え
込
み
， 

力
強
く
立
ち
上
が
っ
て
い
る
人
た 

ち
の
姿
も
あ
り
ま
す
-
、 

1
£
起
に
向
か
っ
て
s
起
し
た
激 

動
の
一年

，
，

振
り
返
る
と
、
私
た 

ち
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
、 

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
：s

け
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
"
そ
の
歩 

み
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。 

|

一 
年
前
の
久
豸
$
の
姿 

«
|
[
1
.
炮
興
に
向
か
ぅ
»
い
と
、 

徐
々
に
作
定
が
進
み
、
沿
胡
®
が 

元
の
姿
を
取
り
炭
し
つ
つ
あ
る
中
， 

少
し
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
忘
れ
て 

い
る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
ぅ
か—

。 

全
て
が
破
壊
さ
れ
た
こ
の
状
i
«
。 

こ
れ
は
知
ら
な
い
ま
ち
の
惟
状
で 

は
な
く
、
柬
曰
本
大
«
災
の
被
穴 

を
受
け
たi

年
前
の
久
$
の
姿 

平
成
2
3
年
3
月
|
1
曰
1
4
時
4
6
分
こ 

ろ
、
三
陸
沖
を
s
®
と
す
る
マ
グ 

ニ
チ
ユ
ー
ド
9
.
0
の
>
:
き
な
地 

雄
が
発
牛
。
約
扣
分
後
，
沿
岸
部 

を
®
つ
た
大
淬
波
に
よ
り
、
私
た 

ち
の
ま
ち
は
壊
滅
的
な
被
®
を
受 

け
ま
し
た
。 

漁
i
i
s
や
漁5、

沿
岸
®
に 

立
地
す
る
£
場
や
家
塚
な
ど
を一

 

瞬
に
し
て
の
み
込
み
、
命
ま
で
を 

も

奪

っ

た

無

慈

悲

な

大

波 

が
引
い
た
後
に
は
、
元
の
苡
色
や 

町
拔
み
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
沿 

岸
部
一
術
が
、
わ
ず
か
な
畤
湘
で 

が
れ
き
と
泥
*
数
え
き
れ
な
い
ほ 

ど
の
悲
し
み
や
悔
し
さ
で
塊
め
つ 

く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

市
全
体
の
被
w
額
は
約
3
丨
o 

齒
円
。
し
か
し
沿
瘁
部
に
広
が
つ 

た
惨
状
と
、
被
苒
を
受
け
た
人
た 

ち
の
苦
し
い
心
情
は
、
ど
ん
な
金 

危
機
的
状
況
に
商
面
し
、
自
然
と
支
え
合
っ
た
私
た
ち
。 

そ
こ
に
は
、
確
か
な
絆
と
、
人
を
思
い
や
る
心
が
あ
り
ま
し
た
。 

画
支
え
合
っ
た
私
た
ち 

平
成
2
3
年
3
月
1
|
日
、
》
い
掛 

か
っ
た
大
津
波
に
よ
っ
て
壞
滅
的 

な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
。
被
害 

の
i
す
ら
見
通
せ
な
い
ほ
ど
の 

す
さ
ま
じ
い
惨
状
に
如
え
、
市
全 

域
で
停
®
と
断
水
、
竜
e
もi

部 

不
通
と
な
り
、
私
た
ち
は
大
き
な 

不
安
と
混
乱
に
か
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
ん
な
厳
し
く
因
«
な
状
況
の 

中
、
私
た
ち
が
自
然
に
し
た
こ
と 

は「

支
え
合
い」

。
避
難
所
で
も 

地
域
で
も
s
い
を
思
い
や
り
、
声 

を
掛
け
あ
い
、
不
足
す
る
物
資
な 

ど
も
分
け
合
い
ま
し
た
。
家
族
や 

親
《
、
友
人
だ
け
で
な
く
、
普
段 

は
あ
ま
り
接
し
た
こ
と
の
な
い
人 

と
も
、
困
》
を
乗
り
越
え
る
た
め
、 

不
安
を
和
ら
げ
る
た
め
、
分
け
隔 

て
な
く
支
え
合
い
孩
け
ま
し
た
。 

園
活
f
t
で
少
し
で
も
力
に 

3
月2

日
か
ら
被
災
世
帝
の
が 

れ
き
撤
去
や
淆
掃
に
取
り
組
ん
だ 

久
慈
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ 

ン
タ
丨
。
こ
の
活
動
の
源
も「

ま 

え
合
い」

の
心
で
し
た
。 

防
災
行
政
無
棟
の
放
送
を
f
f
l
き 

つ
け
自
ら
支
援
の
手
を
あ
げ
た
老 

若
男
女
。「

少
し
で
も
力
に
、
助 

け
に」

と
* 
»
も
が
必
死
に
な
っ 

て
泥
と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
な
が
ら 

作
策
を
進
め
ま
し
た
。
応
急
®
股 

住
宅
へ
の
引
っ
越
し
作
業
な
ど
、 

7
月
9
日
ま
で
校
い
た
活
動
。
延 

ベ
1
4
5 
4
人
が
活
動
し
ま
し
た
。 

|

駆
け
っ
け
、
力
尽
く
す 

危
雄
的
状
況
に
直
面
し
た
東
曰 

本
を
支
援
し
よ
ぅ
と
、
全
国
か
ら 

久
®
に
®
け
つ
け
て
く
れ
た
人 

た
ち
も
い
ま
し
た
。
自
衛
隊
貝
や 

消
防
職
8
、
警
孩
官
な
ど
で
す
。 

給
水
や
避
難
所
な
ど
へ
の
炊
き 

出
し
、
危
険
が
伴
ぅ
現
塲
で
の
が 

れ
き
撤
去
や
行
方
不
明
者
の
捜
索 

な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
が
専
門
的
な
技 

東
！
！
本
大
震
災
激
動
の
一
乍 
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|
要
因
は
す
ば
や
い
避
|
| 

>
<
«
災
で
、
気
象
庁
が
観
商
し 

た
入
茫
港
の
播
波
の
高
さ
は
8
. 

o
ソ
"
市
の
|
1
査
で
は
久
《
漁
港 

に
}
9
上
し
た
高
さ
が
約
2
7
:
^
。
久 

»
市
に
6
!
ぃ
掛
か
っ
た
淨
波
は
、 

他
の
市
*
1
村
と
比
ベ
て
も
小
さ
い 

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
れ
に
も
閹
わ
ら
ず
、
県
沿
岸 

南
部
と
は
人
的
被
杏
の
人
数
が
h 

な
っ
た
久
慈
市
そ
の
理
由
は
滓 

波
防
災
施
S
の
整
保
状
況
や
•
地 

形
、
沐
波
の
到
述
時
f
a
]
、
悄
報
な 

ど
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と 

に
加
え
、
e
翳
が
す
ば
や
か
っ
た 

か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
" 

由
を
掛
け
あ
い
、
2
げ
た
か
ら 

こ
そ
助
か
っ
た
-
^
も
し
置
が 

遅
れ
て
い
た
ら
久
慈
市
の
人
的
被 

吉
は
何
倍
"
何
十
倍
に
も
な
っ
た 

こ
と
で
し
よ
、
つ
。 

大！
！
災

で
痛
«
さ
せ
ら
れ
た
半 

死
を
分
け
る
防
災
意
識
と
避
蒲
の 

里
要
性
"
私
た
ち
は
こ
の
こ
と
を 

決
し
て
忘
れ
ず
に
•
将
来
に
伝
え 

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
" 

1

表
れ
た
意
斑
の
S
ま
リ 

6
月
1
5
曰
、
市
は
«
災
後
初
と 

な
る
淨
波
避
«
剃
»
を
突
掩
し
ま 

し
た
。
大
f
の
被
齊
状
況
を
路 

ま
え
避
«
5
?
^
や
避
_
»
路
な
ど 

を
_
部
修
正
”
今
0
の
沈
波
が
|
|
| 

を
約
i
a
a
上
し
た
こ
と
を
受
け 

海
庠
水
們
に
加
え
て
河
川
水
門
の 

閉
«
剃
練
も
行
い
ま
し
た( 

訓
練
に
珍
加
し
た
M
の
人
数 

は
、
昨
年
度
の
l
*
?
®
と
な
る 

約
1
4
0
0
人
。
消
防
騙E

も
j
f
i 

防
団
貝
も
住
民
も
、
雎
も
が
a
剤 

に
刹
練
に
取
り
き
み
ま
し
た
。 

恐
ろ
し
く
、
«
し
い
»
鴃
を
« 

に
* $

透
し
たs

•
波
に
«
す
る
心 

構
え
。
«
え
と
意
織
の
高
ま
り
が 

訓
練
に
衣
れ
ま
し
た
。 

|

被
塞
セ
ロ
の
結
果
生
む 

曩
災
後
も
岩
#
屏
沿
串
に
は
4 

月7
I
r

 

6
月
2
3
曰
、
7
月
1
0
日 

の
3
度
、
球
波
注
意
《
が
《
表
。 

千
年
に一

度
と
も
い
わ
れ
る
大
雷 

災
で
す
が
、
今H

が
大
き
か
っ
た 

か
ら
と
苜
っ
て
、
こ
れ
で
し
ば
ら 

く
の
f
i
n
、
沐
波
が
»
っ
て
こ
な
い 

と
い
ぅ
保
r
a
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
= 

沖
波
は
、
今
曰
か
明
日
に
で
も
、 

再
び
»
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い 

の
で
す
" 

そ
ん
な
中
、
8
災
後
さ
ら
に
® 

識
を
高
め
、
津
波
防
災
に
ヵ
を
人 

れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ 

の.

つ
が
久
慈
湊
小
学
校
。
同
校 

は
、平

成
？
：
！

年
2
月
2
8
曰
に
大
淨 

波
霄
«
が
岩
手
»
沿
岸
に
«
衷
さ 

ね
た
の
を
雄
に
、
沐
波
防
災
に
« 

命
に
取
り
«
{
1
ん
で
き
ま
し
た
-

地
域
や
4
政
と
迪
携
し
な
が
ら
、 

迚
自
に
避
*
壜
所
を
設
定
し
、
冽 

練
と
防
災
学
習
も
導
人
。
児
奩
用 

にI

避
彌
亡
丨
ド
一
を
作
成
し
、 

技
下
校
時
ゃ
休
曰
は
、
ど
こ
に
避 

y> 
雜
す
る
か
な
ど
の
約
東
取
を
各
家 

庭
と
事
前
に
取
り
決
め
ま
し
た
*
’ 

大
襄
災
が
発
生
し
た
3
c
:
I
I
c
r 

学
校
は
午
^
3
2
菜
で
し
た
が
、
児 

班
は
校
庭
や
公
調
、
自
宅
な
ど
か 

ら
そ
れ
ぞ
れ
避
難
ぐ
魅
命
な
取
り
一 

組
み
が「

人
的
被
冉
せ
ロ
.
と
い 

ぅ
結
'
f
t
を
生
み
ま
し
た
.
" 

|

お
び
え
る
の
で
は
な
く 

突
行
さ
れ
た
す
ば
や
いear

 

そ
れ
で
も
同
校
は
安
ど
オ
る
こ
と 

な
く
今
目
ょ
り
も
短
時
問
で
沐 

波
が
|
|
来
す
る
こ
と
を
©
«
し
、 

6
月
：
：
：
ロ
に
訓
練
"
寒
く
足
均
が 

忠
い
状
況
下
で
も
、
同
校
が
目
標 

と
す
る「

巧
分
以
内
の
避
播
完 

7
j
を
達
成
で
き
る
よ
ぅ•

1
月 

2
6
日
に
も
刺
雄
を
欠
施
し
ま
し
た 

昨
年
度
か
ら
i
防
災
活
動
を 

す
る
+
»
寺
後
《
副
校
.
技
は. 

汽
剣
な
表
情
で
f
f
i
o
ま
す 

「

取
り
組
み
に
ょr

て
®
®
や 

•
ナ
ど
も
た
ち
の
防
災
®
雄
が
蘇
ま 

o
.
地
域
と
の
迚
携
や
保
鏝
名
と 

の
f
a
i
l
i
も
強
ま
つ
た
と
思
い
ま
す
" 

f
f
t
波
に
お
び
え
る
の
で
は
な
く
f
i 

え
る
た
め
、
今
後
も
踟
練
と
孚
習
、 

避
«
方
法
の
"
1
:
夫
と
改
籌
を
«
み 

截
ね
て
い
^
た
い
と
思
い
ま
す」

 

命
の
た
め
"
i
e
s
と
《
え
を
« 

底
“
そ
こ
に
油
断
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

逃
げ
た
。
必
死
で
逃
げ
た
だ
か
ら
こ
そ
助
か
っ
た
" 

こ
の
こ
と
を
、
涕
波
の
怖
さ
を
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け
な
い—

 

「

や
る
し
か
な
い
ー」

。
抑
え
込
ん
だ
悲
し
み
や
、
つ
ら
さ
。 

苫
境
か
ら
、
多
く
の
人
が
再
起
に
向
け
て
な
ち
上
が
り
ま
し
た 

|

支
援
な
と
に
勳
ま
さ
れ 

i
.
漁
：
！
：
を
奪
い
去
り
、
逸 

港
味
設
や
エ
場
、
事
突
所
な
ど
ま 

で
破
壞
し
た
大stsr

大
»
災
で
、 

特
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の
は 

商 
H
s
l
i
:
s
1
i
l
s
s
«
-
C」

f
c
" 

こ
れ
ま
で
好
験
し
た
こ
と
も
な 

い
よ
ぅ
な
的
状
況
。
し
か
し
、 

再
起
に
向
け
た
立
ち
上
が
り
は
、 

» 
く
ほ
ど
早
い
も
の
で
し
た
" 

壞
滅
的
な
按
宙
を
受
け
る
中
、 

in
惑
い
や
悲
し
み
、
悔
し
さ
、
つ 

ら
さ
が
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん 

多
く
の
i
に
®
ま
さ
れ
な
が
ら
、 

そ
れ
ら
の
感
情
を
抑
ぇ
込
みt

や 

る
し
か
な
い
と
#
®
を
決
め
て 

立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。 

国
海
て
生
き
る
党
悟
決
め 

漁
藥
8
は
«
災
直
後
か
ら
，
漁 

港
罔
辺
の
片
付
け
や
、
が
れ
き
の 

撤
去
作
奠
な
ど
を
問
始
し
ま
し
た 

自
ら
他
棋
に
も
足
を
運
び
”
漁
の 

漁
や
秋
サ
ヶ
漁
、
ア
ワ
ビ
渙
な
ど 

も
行
い
ま
し
た
"
1月

；
：
；

曰
現
f
t
* 

市
営
魚
.
h
場
の
本
年
度
水
掬
げ
a 

は
、ŝ

rs:

期
と
ほ
ぼ
！
：
等
の
丨 

万
1
6
3
3
.v

こ
の
数
字
は
• 

漁
業
苒
の
力
強
さ
の
衣
れ
で
す
• 

|

不
安
を
抱
え
な
が
ら
も 

再
€
に
向
け
、
し
た
の
は 

企
$
1
な
ども

！
：

じ
で
す
.
.
産
袋
と 

蜃
用
の
搗
点
の
一
つ
で
も
あ
る
沿 

岸
部
，
商
箔
《
係
5
7
社
"
工
業
関 

係
4
9
社
、
針
1
0
6
社
も
の
へ
止
業 

が
迷
杓
や
»
«
設
《
に
»
|
?
を
受 

け
ま
し
た
が
*
国
な
ど
の
i
播
も 

あ
り
、
そ
の
多
く
が
j
k
s
e
丙
開
を 

果
た
し
て
い
ま
す 

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
追
い
打 

ち
を
か
け
る
ょ
ぅ
に
襄
い
掛
か
っ 

た
大
津
波
-
冉
起
の
決
»
は
簡
«
1 

で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
そ
れ 

で
も
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
自
社 

の
跨
り
や
、
地
域
、
t
t
a
へ
の
佳 

再
開
に
不
可
欠
な
®
の
！5

達
に
奔 

走
。
応
急
度
旧
作
驀
を
忽
ピ
ッ
チ 

で
進
め
た
市
博
！
£
市
堪
は
"
3
月 

扣
曰
の
醐
堝
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

ま
だ
逸
も
和
分
に
で
き
な
い
状 

況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
子
漁
菜 

生
産
部(

中
平
武
t
t
f
f
i
e
o
は
e 

起
し
• 
b
月
5
曰
に
ニ
子
«
市
を 

w
i
催
。
韈
災
か
ら
2
ヵ
0
:
足
ら
ず 

で
の
問
催
は
、
被
災
し
た
人
た
ち 

や5?

囲
の
渙
案
汽
を
も
與
5
1
づ
け 

る
も
の
で
し
た
。 

6
/
l
n
e
か
ら
8
0
に
か
け
て 

は
、
由
館
市
内
渙
«
協
同
»
合
按 

迚
格
描
！f

会
と
由
館
市
か
ら
2
2 

8
崔
の_

!
5

が
6
月
2
3
日
か 

ら
は
顧
次
、
矜
扱
船
を
和
用
し
て 

の
漁
も
開
始
さ
れ
、
徐
々
に
港
に 

活
気
が
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
" 

s
大
な
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、 

海
し
か
な
：
/
こ
れ
か
ら
も
海 

で
生
き
る
，
と
強
い
気
«
と
«
悟 

を
も
っ
て
^
起
し
た
漁
笨
者
。
« 

災
に
屈
せ
ず
、
耜
年
攻
も
？
ィ
カ 

い
思
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
課
埋
や 

不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
、
企
》
も 

漁
業
者
と
同
じ
よ
ぅ
に
生
活
を
S 

け
奮
明
し
て
い
ま
す
。 

I

感
じ
ら
れ
た
の
は
底
力 

久
慈
市
の
鼈
乃
を
全
国
に
発
信 

し
て
き
た
H
光
な
ど
の
藺
係
者
も 

り
強
い
姿
を
a
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

全
壊
し
た
地
ァ
水
族
科
学
鎗
も 

ぐ
ら
ん
ぴ
あ
は
、
試
£
錯
«
を
重 

ね
、
s
n
r
.
o
日
に「

も
ぐ
ら
ん
び 

あ•

ま
ち
な
か
水
族
館」

と
し
て 

再
出c

r

昨
牢8

1
r

に
完
成
し
た 

ば
か
り
の
小
袖
海
な
セ
ン
タ
丨
も 

流
出
し
ま
し
た
が
，
'
J
-
袖
北
陲
の 

海
女
の
会(

大
向
広
子
会
長)

は
、 

"
伝
統
を
守
り
•
地
域
に
活
力
を 

与
え
る
た
め
に」

と
、
素
潜
り
漁 

の
突
演
に
鷓
み
切
り
ま
し
た
。 

9
月
；
2
曰
か
ら
1
8
曰
ま
で
閲
か 

れ
た
久
慈
秋
ま
つ
り
に
は
、
山
車 

小
屋
が
被
災
し
た
一
に
組」

、
被 

害
が
大
き
か
っ
た
久
慈
湊
地
区
の 

み
こ
し
組
一
湊
宝
心
会j

も
参
加
。 

熟
気
に
#
ち
た
秋
ま
つ
り
は
、
久 

慈
市
の
底
力
と
将
来
へ
の
希
望
を 

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
" 

苦
«
か
ら
再
起
に
向
け
て
h
e 

す
る
人
た
ち
C
«
料
を
果
た
す 

そ
の
日
ま
で
*
皆
で
支
え
統
け
て 

い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 



•岩手思行久S中央支店 

• S通預金2 0 5 7 1 8 8 

•久g市地雀災害gs全 
»入金明に下記まで 
連格をSBいします 

？ . - - 9 

[現金] 

市役所で受け付け中 

雇災から字ぶ生g学Bフォーラム 

想定外の復興と 
Pども中心の 
絆づくりを 

者への《« $援物資、金、市への* «金 

孰 支援感謝 

h e b e s s h 

栗曰本大震災で大きな被害を受けた 

本市に、救援支援捺資ゃ義援金、市への 

ら寄せられました-

1月1 1曰〜2月10曰までに受け勺 

けた分は次のとおリです。（敬称培）8 

い支援あリがとうございます， 

C 飆 

'、、長 

僅投住宅 

I外野ドシ子Sfc (ft内BJ) 
• • 。 パ . 

5roS(58S 宅 

でおfcyyをsastfる臾靈 

熱々の梭しさかみしめる 

慕山 _ a罔市の善 j存校から， 

などが込めて作つたコシヒカリ 

120\が久g小学校に届き，2月1日、 

7日，丨3曰に、おにぎリ試食会がRか 

れましrこかわさき栄食がs料で;:t飯に 

協力
c
鬼置は、矜88とS護者が一Ji;c 

なつて作った第々のおicぎりを笑思Ti3 

Sばリ、優しさをかみU6ました
； 

m曰本大靈災<015客を心記した戸出西 

S小からC雄メッセージがSいたのが 

きっかけで、手格など交Sを^)て 

きた甬技，S食会後ち;^8小兒豐はベン 

を取リ、戸aasiw^：、かわさき 

手ssを送リ、再ちを伝えました-. 

2012.3.1号12 

1 ！ 
寺里自主防災会にSSSS 

防災力向上 
地域結朿に 

稱 期W人 

a突から一年豸してくれた今の思 

n 
、 ぐ 

毎曰を過ごす象お気に入リの家具や®、思い3の品や良生活を支える•なと…同じ久慈市 

の中に、均波で.日常0̂3’を失っfcAiea、ますc で肯fcnfcAもいます
； 

今回、に a s する 2人の方が ^ ) 思いを廷してくれましヒ大きな a w にあった人た 

ちは、不^«みを抱えながらも一歩ずつ§5に進もうとしています.震災から®"年と，こ秘ら 

の生活やまちに思うこと一。同じilSiS民として、2人の思いをsじ取ってほしいと思います， 

195 

d T B HO 
夢と久喜の海 

映像に思い込め 

技災地支援の一環で9月に 

Hi、れたパナソニック_出 

前講5を褫に、復興の届いを 

mtcビデオ作gのsim；：取 
リ組んた久慕ノĵ s

;
 2 

月15曰.疾護者や堆Sの人 

たちを招き、完成したビデオ 

㈣の上®会をS5ました。 

はじめに瀰田晶子校長か 

「子どもたちの夢と海へのS 

いがEまつた宝のような作S 

です，こRくださいJとあい 

さつ• 6年生が中心となって 

完成？せたr生きる〜久喜の 

海とともに〜Jのほか、9月 

の 出 て 柳 し 、 《 * » • 

S裏頻の兒童の狡像ととちに 

栗余国鬼按圉祭で上®;ざれた 

「今•伝えたいこと上「未来へ」 

の3f̂ を上Rしました。 
子どもたちが今の夢ゃ霞災 

後のSSな気持ちを語ってい 

く35像を、じっと見つめる保 

護者たち「久Sで暮らして 

いきたい」丨#かな久«の海 

て又、てほしいjと猫めくくら 

れた作sに.孕a者たちも自 

身の思いを®3ていました-. 

_ 
業潺も«せf作&を見lました 

13広報くじ叱丨44 

3月H曰（曰}M 
跨46分、市8象市場 

«で、《と"5と«花 
をSt、ます. 
観牲になられた方 

©awと、まちのaw 
Kfiけ、みんなで祈 

リをささげましよラ《 

• “_30分までK会 
蠕に£集まリ願います 

の花は各自 
取、ます 
•jB»iに®リが»yま 
すので、相*りなどで 

•9；
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ケ
ィ
^
岩
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会
遡
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市
内
！
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業
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b
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•
業
外
• 

i
山
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{
窪
罔
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な
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•
特
定
井
s
w
g 

動
法
\
難
民
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助
け
る
会
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《
« 

ロ 
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タ
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ク
ラ
ブ
•
x
s
a
l
!
s 

リ
丨
ク
ラ
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艮
内
中
学
校
生
徒
会
^
久
慈
市
琺 

&
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社
セ
y
ダ
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’
平
成
2
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年
度
ふ
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あ
い
播
《
ま
つ
0
実
行
委 

•
& 

【

«
人1

•
»
邊
光
男 
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•
座
！|83|画
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« 
人】

t
-
i
y
-
e
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.
ツ
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n
v 

オ
ク
ム
ラ
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亡
ツ
ア
•
サ
サ
キ 

•
ト
シ
=
ザ
ソ
ト
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• 
ノ
ボ
ル
•
タ 

テ
ハ
タ
.
ユ
リ
•
ヒ
ナ
タ
•
キ
ヨ
シ 

•
マ
ザ
ワ
.
ト
モ
ヒ
ロ 

【

そ
の
他】

t
g
s
丨
件 

•
県
外
• 

【

埼
玉
県】

山
内
英
世 

•
«
内•

 

【

奥
州
市1

•
大
林
寺 

•
市
内•

 

【

団
体】

 

^
•
か
久
慈
町
岩
«
«
町
内
会 

義
援
金
こ
協
力
を 

市
で
は
"
久
慈
市
地
震
災
害
義
援 

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
義
援 

金
は
、
<
£
€
の
被
災
し
た
方
々
に
分 

E
さ
れ
ま
す
c
ど
ぅ
か
管
さ
ん
の
ご 

S
勾
を
お
顯
い
し
ま
す
" 

•
受
付
期
r
a 

^
i
f
z
a
^
S
M
a
l
H
t
T 

•
«
|
年
«
延
技
し
ま
し
た 

•
受329

所(

現
金)

 

(

•
1
社
会
播
社
霹(

市
役
所
丨
B
> 

®
山
形
柱
合
支
所 

孟
各
支
所(

宇8、

侍
浜
、
山
播) 

•
そ
の
他
の
受
付
方
法 

®
現
金
*
留…

宛
先
は
こ
ち
ら 

t
0
2
8—

8
0
3
0 

久
慈
市
川
崎
釘
丨
番
丨
号 

久
慈
市
役
所
社
会
«
社
« 

※
衷
に「

救
助
用
K
便j

と
明
£ 

し
て
く
だ
さ
い 

@
•
3
雇
込…

金
k
n
g
?
名
や
ロ 

座
》
号
な
ど
は
、
上
の
梓「

苒 

播
金」

の
と
お
り
で
す 

残
2
月
|
0
曰
現
住
、
入
慈
市
に
布 

せ
ら
れ
た
|
|
*
^
は
9
7
2
件
* 

8
1
1
1
万
9
7
0
7
円
で
す 

•
社
会
福
祉
！
|
«
5
2
之
！ 
9 

i
な
と
s
w
b
a
s
一 

v

9
月
ま
でf

t
s
e

延
長j

 

l
a
K
t
t
i
!
保
険
、
後
斯
商
»
« 

尻
汝
制
度
に
加
人
す
る
.
定
の
衽；

 

災
杳
は
、
免
除
蓮
明
》
を
提
ボ
す
一 

る
こ
と
で
民
«
播
明
で
の
支
仏
'
.
.：

 

が
免
除
さ
れ
ま
す
" 

こ
の
免
除
証
明
》
の
有
効
期
5
|
-

が！

 

9
;
]
3
0
|
|
ま
で
«
|
.
4
-
に
な 

り
ま
し
た
"
今
お
持
ち
の
凝
明
^
一 

は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。 

※
人
院
に
係
る
6
爭
代
な
ど
の
5
4
; 

除
明
問
は
2
1
x
2
9
曰
で
終
r 

0
市
民
|
1
0
5
2
-—

2
1
1
8 

I

い
ず
れ
は
卞
ま
れ
た
L
地
に 

齠
い
は
、
娘
ゃ
孫
が
搭
牲
に 

な
ら
な
い
将
来
の
ま
ち 

人
の
_
ま
し
が
心
の
^
ぇ
に 

ま
だ
、
こ
れ
か
ら 

i
i
l
災
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い 

市
は
2
月
2
曰
、
寺
里
自
主 

防
災
会(

山
崎
石
雄
会
長
.
t
a 

人
4
0
8
世
術)

を
市
内
6
® 

体
目
の
自
主
防
災
組
織
に
貶
定 

し
ま
し
た
。 

認
定
狂
の
交
付
後
、
山
内
» 

文
市
畏
は「

災
害
時
に
身
近
な 

と
こ
ろ
で
力
を
発
揮
す
る
の
が 

地
域
の
梓
さ
ん
で
す
。
安
全
. 

安
心
を
守
る
と
と
も
に
地
域
の 

活
性
化
に
向
け
て
活
動
し
て
く 

だ
さ
い」

と
激
励
。
山
崎
会
S 

は「

地
T
C
消
防
®
や
消
防
協
力 

会
と
も
i
し
な
が
ら
、
助
け 

合
い
の
_
神
で
取
り
組
ん
で
い 

き
ま
す」

と
力
を
込
め
ま
し
た
" 

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め 

の
自
主
防
災
組j

t

認
定
を
曲 

に
、
さ
ら
な
る
防
災
わ
向
上
と 

地
域
の
結
束
が
期
待
ざ
れ
ま
す
-

霾
災
か
ら
学
ぶ
生
涯
学
»
フ
ォ 

丨
ラ
ム
は—

月
2
8
日
、
ア
ン
パ
丨 

ホ
丨
ル
で
問
催
。
矜
苞
閲
係
者
な 

ど
約
2
0
0
人
が
参
如
し
ま
し
た
" 

は
じ
め
に
岩
\
^
<
学
の
南
正
昭 

教
授
が「

岩
手1

ニ
陸
に
お
け
る
後 

興
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て」

と
題 

し
て
講
演
南
§
は
ま
ち
に
お 

け
る
道
路
な
ど
の
龜
©
性
を
訴
え
、 

「

想
定
外
の
大
き
な
被
害
"
三
陸 

の
文
化
を
伝
え
、
つ
く0

て
い
く 

た
め
に
愎
興
事
菜
も
想
定
外
で
な 

く
て
は」

と
熱 

弁
し
ま
し
た
。 

講
演
終
了
後 

は「

家
庭
と
地 

W

の
祥J

を
テ 

丨
マ
に
パ
ネ
ル 

デ
ィ
ス
力
ッ
シ 

ヨ
ン
"
長
内
地 

唇
振
P 

議
会
の
と
山
昭
彦
会
長
、
荷
軽 

部
地
区
同
&
の
谷
地
再
会
長
な 

ど
3
人
が
祥
づ
く
り
の
事
例
を 

発
表
し
ま
し
た
-
泉
後
に
n
l 

デ
ィ
ネ—

タ
丨
を
格
め
た
岩
手 

大
学
の
新
麥
ーis?

枚
授
は「

子 

ど
も
は
地
域
の
一
員
で
す
.
，
守 

る
だ
け
で
な
く
子
ど
も
を
！f

り 

に
し
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と 

が
必
要
で
は」

と
、
チ
ど
も
を 

中
心
と
し
た
絆
づ
く
り
を
呼
び 

掛
け
ま
し
た
。 

さ
ま
ざ
ま
なW

H

も
い
た
だ
き 

坂
設
住
宅
に
も
な
れ
て
、
今
は
生
活 

も
少
し
落
ち
@
い
て
い
ま
す
ぐ 

何
も
か
も
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま 

い
ま
し
た
が
、
家
族
4
人
と
も
命
は 

何
と
か
私
も
仕
事
が
つ
な
が 

0

て
い
ま
す
し
、
2
^
の
«
も
«
場 

や
学
校
で
項
張
っ
て
い
ま
す
-

た
だ
、 

今
の
場
所
は
生
ま
れ
有
っ 

た
土
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ぅ
し 

て
も
自
分
が
籌
ら
し
て
き
た
籌
町
が 

K
し
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
* 

今
住
ん
で
い
る
住
宅
は
、
い
つ
か
出 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ 

と
考
え
ま
す
が
海
か
ら
鑼
れ
た
！r 

所
に
す
る
に
し
て
も
、
い
ず
れ
は
清 

I
r
r
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

あ
の
日
か
ら
一
年
が
た
と
ぅ
と
す 

る
今
、
正
直
、
S
災
に
対
す
る
溢
度 

差
を
惑
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
-
淨 

波
は
、
い
つ
か
必
ず
®
っ
て
き
ま
す
。 

被
害
が
な
か
っ
た
人
に
も
、
こ
の
S 

災
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。 

今
、
思
ぅ
こ
と
の
一
つ
は
、
将
来 

の
防
災
で
す
。
娘
ゃ
係
な
ど
の
世
代 

が
沐
波
の
播
牲
に
な
ら
な
ぃ
ょ
ぅ
、 

考
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
も
ら 

え
る
こ
と
を
_ 
9
て
い
ま
す
" 

久
孩
X
火
で
も
被
？
?
に
あ
い
、
家 

を
失
ぅ
の
は
今
回
で
二
度
目
。
逃
げ 

る
平
«
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
想
» 

以
上
に
大
き
な
律
波
で
し
た
。
津
波 

に
の
ま
れ
、
逑
拘
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ 

る
音
が
、
今
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
" 

泣
くif

も
な
い
よ
ぅ
なI

年
で
し 

た
が
，
美
容
師
の
仕
事
仲
冏
や
、
店 

Q
p
i
r
a
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
お
客 

さ
ん
、
地
域
の
人
な
ど
の
勒
ま
し
に 

支
え
ら
れ
、
生
活
は
苦
し
く
て
も
心 

は
折
れ
ず
に
す
ん
で
い
ま
す
* 

涕
波
の
心
配
の
な
い
場
所
に
家
を 

S
B
て
、
ま
た
美
容
院
を
開
#
た
い
と 

思
っ
て
い
ま
す
が
、
-
个
安
は
：lr、

き
ま 

せ
ん
。
お
金
を
借
り
ら
れ
て
も
返
せ 

る
か
ど
ぅ
か
。
正
政
あ
と
1
0
班
若
け 

れ
ば
*
ま
だ
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

将
来
に
悩
み
や
•
个
安
を
抱
え
て
い 

る
入
は
®
り
に
も
い
ま
す
-
が
れ
き 

が
撤
去
さ
れ
、
浜
や
«
1
並
み
は
き
れ 

い
に
な
つ
て
き
ま
し
た
が
、
生
活
の 

立
て
i
f
f
し
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
. 

s
災
で
、
あ
ら
た
め
て
家
や
物
、 

入
の
大
切
さ
な
ど
に
気
づ
か
さ
れ
ま 

し
た
。
被
迸
に
あ
わ
な
か
っ
た
人
に 

も
津
波
の
怖
さ
や
思
い
や
り
な
ど
の 

大
切
さ
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
： 

時
問
が
た
ち
" 

n
i
t
i
i
•
f
t
i
H
が
逃
み
、 

た
と
え
、
格
-
i
f
:
:
を3

え
る光

：
：
.s

が 

|
|
に
は
»
.
え
な
く
な
つ
た
と
し
て
も 

私
た
ち
は
&
れ
て
は
い
け
な
い 

i
p
彼
の
怖
さ
と
«
え
る
立
ぷ
* 

そ
し
て
、
友
え
へ
|
|
ぅ
こ
と
の
人
明
さ
を 

！
‘
！
起
に
曲
け
て
ヶ
ち
ヒ
が
る
人
た
ち
を
-

•
»
t
ち
ト
-
が
ろ
ぅ
と
す
る
人
た
ち
を 

m
l
ま
ち
に
q
む
も
の
と
し
て
、 

し
つ
か
り
A
'
え
て
い
き
ま
し
よ
ぅ 

S
K
を
•
み
ん
な
が
文
®
で
き
る 

そ
の
|
|
ま
で
丨
-

ニ-̂
ニ--

m 
ば 

剖 

心 

粢
日
本
大
攤
災
に
よ
る
、
す
さ
ま 

じ
い
惟
状
と
生
活
の
涅
乱
。
被
濟
に 

あ
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
人 

が
恐
怖
や
不
安
、
人
や
物
な
ど
の
人 

切
さ
を
痛
い
ほ
ど
感
じ
た
は
ず
で
す
" 

あ
れ
か
ら
も
う
す
ぐ
一
年
"
が
れ 

き
は
撤
去
さ
れ
、
坩
気
や
笛
話
ほ
通 

じ
、
水
逍
も
出
ま
す
"
ス
丨
パ
丨
な 

ど
に
も
物
が
先
実
し
、
燃
料
も
あ
り 

ま
す
。被

？
：
；

が
少
な
か
っ
た
人
の
生 

活
は
、
ほ
ぼ
？i

災
前
に
戻
っ
た
こ
と 

で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
中
、
逋
災
で
痛 

い
ほ
ど
感
じ
た
は
ず
の
I
の
怖
さ
、 

人
や
物
の
大
切
さ
は
、
ど
れ
だ
け
胸 

に
刻
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か 

人
は
、
'
+
.
き
て
い
く
た
め
に
、
つ 

ら
い
記
怛
を
無
B
«
に
忘
れ
よ
う
と 

す
る
と
い
い
ま
す
-
し
か
し
被
咨
に 

あ
っ
た
人
の
中
に
は
、
忘
れ
た
く
て 

も
忘
れ
ら
れ
な
い
入
が
大
勢
い
ま
す 

そ
れ
は
、
震
災
が
去
っ
た
こ 

と」

で
は
な
い
か
ら
で
す
。
今
は
ま 

だ
再
起
に
向
か
っ
て
い
る
途
中
。
本 

当
の
®
興
と
生
活
の
立
て
®
し
は
• 

ま
だ
先
の
こ
と
な
の
で
す
" 

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
、
し
っ 

か
り
と
支
え
合
い
、
災
«
に
«
え
て 

き
た
私
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
" 

不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
再
起
を
目
指 

す
人
た
ち
を
支
え
、
い
つ
の
日
か
必 

ず
埋
っ
て
く
る
涕
波
の
«
牲
に
な
ら 

な
い
た
め
に
は
、
雄
災
と
、
こ
の
一 

年
の
歩
み
の
中
で
感
じ
て
き
た
こ
と 

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
• 

大
切
な
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
"E

 

じ
久
慈
市
拔
と
し
て
胸
に
刻
み
"
心 

を一

つ
に
し
、
み
ん
な
で
前
に
進
ん 

で
い
き
ま
し
よ
う
。 

a
w

と
|
を
析
^
し
、 

5
月
1
1
曰
に
»
と
ぅ
を 



CZD 久慈駅 
まつリ 

© 
10時-

待望の運転再開！東日本大震災によ 

る被害から復旧工事を進めている三陸鉄 

道は、4月1日から北リアス線•陸中野 

田〜田野畑間の運転を再開します。 

三鉄の運転再開を祝い、同日から始ま 

る「いわてDC (デスティネーシヨンキヤ 

ンペーン)」を記念し、次によリ久慈駅 

まつりを開ffio屋台出店やミニSL運行 

など盛リだくさん。ぜひご来場ください。 

•日時…4月1日（日）10時〜 

•会場…三陸鉄道久慈駅周辺 

時間 主な内容 
10:00〜ノ《ル一ンリリ一ス、ミニSL 

11:30〜ご当地キャラじやんけん大会 

12:00〜景品付き宝まき 
1230〜アンダーパスミニライブ 

13:00〜たらリらウォ一キング 

CDイベン卜•商工観光課3 52 一 2123 

CD列車運行•三鉄久慈駅S 52 一 0177 

-rytj-

m-

祝•三鉄再關いわてDCスタートIB念 

hformation i
s
田
舒
.
1 

1
謂
題
洗 

津
波
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
究 

実
に
向
け
た
ス
タ
丨
ト
。
東
日
本 

大
震
災
の
避
難
•
被
害
状
況
を
踏 

ま
え
、
今
後
の
津
波
防
災
対
策
を 

考
え
る「

久
慈
市
防
災
ワ
丨
ク 

シ
ョ
ッ
プ(

津
波)」

が
2
月
沈
曰
、 

防
災
セ
ン
タ
丨
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
市
の
菅
原
慶
一
総
務 

部
長
が「

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全 

の
た
め
、
地
域
の
実
態
に
沿
っ
た 

防
災
対
策
を
進
め
た
い
と
考
え
て 

い
ま
す
。
望
ま
し
い
避
難
路
な
ど
、 

一
つ
で
も
多
く
の
意
見
を
出
し
て 

も
ら
え
れ
ば」

と
、
あ
い
さ
つ
。 

そ
の
後
、
約
犯
人
の
参
加
者
が
、 

地
区
ご
と
に
5
班
に
分
か
れ
て
話 

し
合
い
を
進
め
ま
し
た
。 

話
し
合
い
に
は
市
の
担
当
者
の 

ほ
か
、
進
行
.
ま
と
め
役
と
し
て 

岩
手
大
学
工
学
部
の
小
笠
原
敏
記 

准
教
授
、
同
農
学
部
の
三
宅
諭
准 

教
授
な
ど
も
参
加
。
参
加
者
は
、 

震
災
発
生
時
の
避
難
行
動
、
津
波 

に
よ
る
被
害
と
混
乱
を
振
り
返
り 

な
が
ら
、
避
難
路
や
避
難
所
の
課 

題
な
ど
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は「

車
で
混
雑
し
、 

動
き
が
と
れ
な
い
道
が
あ
っ
た」

、 

「

避
難
所
に
暖
戻
や
ト
イ
レ
、
発 

電
機
が
あ
れ
ば」

な
ど
の
意
見
が
。 

市
は
同
ワ
丨
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続 

し
て
開
催
し
、
防
災
計
画
の
見
直 

し
な
ど
、
地
域
の
声
を
反
映
し
た 

取
り
組
み
を
進
め
る
予
定
で
す
。 

7誰もが真剣。避難時の混乱 
や避難所での状況を振リ返リ 
ながら、問題点などについて 
意見を出し合う参加者 

7発生時の避難ルートや、今 
後、改善が必、要な点などを図 
面に記しました 

対 
策 
の 

ら 
な 
る 
究 
実 

地 
域 
の 
声 

久
慈
市
防
災
ワ—

ク
シ
ョ
ッ
プ(

津
波)

を
開
催 
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春本号の内容PICKUP參JR八戸線運転 

再開/消防団第9分団2部屯所が開所/ 

高機能消防指令センター完成/久喜小が 

ビデオコンテス卜で審査員特別賞ほか 

戸呂町小•荷軽部小閉校、山根小併設に 

学校にあリがとうP22-27 

久慈市東日本大震災復興祈念式 

追 悼 と 決 意 P 

平成24年度久慈市の動き 
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大震災で実証された地域の絆の大切さ。大きな 

被害を受けた長内町の4地区は、自らの地域を災 

害から守るため、自主防災会を立ち上げました。 

これで市内の自主防災組織は10団体に。認定 

証の交付を受けたのは次の4団体です。 

•中長内自主防災会（稲村和雄会長•加入150世 

帯）•下長内自主防災会（卯道勝志会長•加入 

168世帯）※同日付けで「災害時要援護者名簿の 

共有について個人情報保護に関する協定」も市と 

蹄結しました•元木沢自主防災会（一沢明男会長-

加入217世帯）•上長内町内会自主防災会（小屋 

畑武彦会長•加入407世帯） 

43団体2個人に感謝状を贈呈※敬称略，各
50
音)e 

【寄付金】•秋田県鹿角市•秋田県能代市•(財）アリオン音楽財団•荏 

原環境プラント(株)•春日野部屋•菊原光治• J F Eミネラル(株)•新日本婦 

人の会•(財）全国市町村振興協会•(社）全国信用金庫協会••(社）大日 

本水産会•東亜道路工業(株)•東京書籍(株)•日本国土開発(株)•(相はるやま 

チェーン•北星鉱業(株)•(株)細谷地•北海道弟子屈町•水ing(株）•みちの 

く銀行グ〗レープ•宮城建設(株)•(株)宮商•公益財団法人モラロジー研究所• 

山•建設(株)•リ卜アニア共和国クライペダ市 

【義援金】•アメリカ合衆国フランクリン市•(株)イーシステム•岩本歯科医 

院•インディアナ日米協会•脚ウラタ、千谷市民義援金•高校生ボラン 

ティアグループ•グリーンピース、SEED、中学生ボランティアグループ. 

ドリームズブロッコリー•社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団•(株にV 

Sベイエリア•ジョンソン郡コミュニティ財団•税理士法人市〗丨丨会計•曹 

洞宗岩手県宗務所•東京電波(株)•(株)東山堂•日軽建材工業労働組合•日本 

共産党中央委員会•日本自治体労働組合総連合•(株)ミゾタ•(株)ユニバース 

【支援活動】•さかなクン 

0 - . 
体験発表•支援活動 体験発表•避難と対応 

V ゴ 益 久慈地区災害 日本地下石油備蓄 

蠡 み 受 
ボランティア s y w 闕久慈事業所 

久世ー寮さん 

活動で感じたのは地域の強い紳。 

若い世代も泥にまみれ、汗を流す姿 

に心を打たれました。助け合いと郷 

土愛、頼もしさを感じる活動でした。 

迅速な避難と行動で社員も岩盤タ 

ンクも守ることができました。震災 

後の緊急対応も速やかに実施。これ 

も地元と全国の支援のおかげです。 

培調講演•教訓と今後 

岩手大学工学部 

湾口防波堤など構造物は決して無 

駄ではありません。また、訓練など 

は継続することが重要です。心構え 

と訓練の積み重ねが命を守リます。 

長内町の4自主防災会に認定証 

中
身
内 

党
^
^
 ̂

そ
の
後
は
、
岩
手
大
学
工
学
部 

の
堺
茂
樹
教
授
が「

東
日
本
大
震 

災
か
ら
の
教
»
|
と
今
後
の
あ
り 

方」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
津
波 

か
ら
社
員
と
基
地
を
守
っ
た
日
本 

地
下
石
油
備
蓄1

久
慈
事
業
所
の 

大
藤
紀
誰
所
長
と
、
被
災
者
の
た 

め
に
懸
命
な
活
動
を
展
開
し
た
久 

慈
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
久 

世
一
彦
さ
ん
が
、
自
身
の
体
験
か 

ら
迅
速
な
避
難
と
助
け
合
い
の
重 

要
性
を
熱
弁
し
ま
し
た
。 

冥
福
祈
リ
、
復
興
誓
ぅ 

体
験
発
表
後
は
、
献
花
用
の
花 

を
一
人
一
人
手
に
し
て
市
営
魚
市 

場
に
移
動
。
肌
を
刺
す
厳
し
い
寒 

さ
の
中
、
遺
族
な
ど
多
く
の
市
民 

も
集
ま
り
ま
し
た
。 

会
場
で
は
国
主
催
の
追
悼
式
の 

様
子
も
大
型
ス
ク
リ
丨
ン
で
中
継
。 

大
震
災
の
地
震
発
生
時
刻
の
M
時 

牝
分
、
全
員
で
海
に
向
か
っ
て
黙 

と
ぅ
を
さ
さ
げ
、
犠
牲
に
な
っ
た 

方
々
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。 

あ
れ
か
ら
一
年
丨
。
海
を
見
つ 

め
、
言
葉
を
発
せ
ず
に
悔
し
さ
や 

悲
し
さ
な
ど
を
か
み
し
め
る
参
列 

者
。
最
後
は
犠
牲
者
へ
の
思
い
を 

込
め
て
献
花
台
に
花
を
さ
さ
げ
、 

全
市
民
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
突 

き
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。 



_ _ 

と 
决 

3
月
u
s
、
久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
式
を
挙
行
。 

悔
し
さ
や
悲
し
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸
に
、
犠 

牲
に
な
っ
た
方
々
を
追
悼
し
、
復
興
に
向
け
て
全
市
民
一 

丸
と
な
っ
て
突
き
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。 

手
を
携
え
て
力
の
限
リ 

ま
ち
を
破
壊
し
、
船
や
家
、
命 

を
も
奪
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
発 

生
か
ら
1
年
を
迎
え
た
3
月
U
日
、 

市
は
、
久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復 

興
祈
念
式
を
市
漁
業
協
同
組
合
で 

挙
行
し
ま
し
た
。
国
や
県
の
ほ
か 

関
係
団
体
な
ど
か
ら
3 
5
o
人
が 

出
席
。
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
を
追 

悼
し
、
復
興
に
向
け
て
難
局
に
立 

ち
向
か
ぅ
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。 

山
内
隆
文
市
長
は「

多
く
の
支 

摸
の
も
と
、
取
り
組
み
が
着
実
に 

進
ん
で
い
る
こ
と
に
感
謝
。
今
後 

も
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、
力
の
限 

り
復
旧•

復
興
に
取
り
組
む
こ
と 

を
誓
い
ま
す」

と
決
意
。
八
重
櫻 

友
夫
市
議
会
議
長
も「

市
と
と
も 

に
、
市
議
会
も
全
力
で
復
旧•

復 

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す」

と 

言
葉
に
力
を
込
め
ま
し
た
。 

感
謝
と
期
待
を
込
め
て 

国
.
県
関
係
者
の
あ
い
さ
つ
の 

後
は
、
お
お
む
ね
l
o
o
万
円
以 

上
の
寄
付
金
や
義
援
金
な
ど
で
市 

を
支
援
し
た
4
3
団
体
2
個
人
に
感 

謝
状
を
贈
呈
。
代
表
し
て
宮
城
建 

設
株
式
会
社
と
、
さ
か
な
ク
ン
が 

受
領
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
同
日
付
け
で
自
主
防 

災
会
を
立
ち
上
げ
た
長
内
町
の
4 

団
体
に
認
定
証
を
交
付
。
高
ま
る 

地
域
の
結
束
と
防
災
力
に
、
感
謝 

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。 

あ
の
"
3
月
1
1
曰
"
か
ら
1
年 

久
慈
市
東
曰
本
大
震
災
復
興
祈
念
式
を
挙
行 



東日本大震災復旧復興本部規程 

平成23年3月30日 

訓令第4号 

市 長 部 局 

議 会 事 務 局 

教育長並びに教育委員会の事務局及びその所管に属する教育機関 

選挙管理委員会事務局 

監査委員事務局 

農業委員会事務局 

市長の権限に属する水道事業所 

(設置） 

第1条平成23年3月11日に発生した東日本大震災からの復旧及び復興を適切かつ迅 

速に推進するため、久慈市東日本大震災復旧復興本部（以下「復旧復興本部」とい 

う。）を設置する。 

(所掌事務） 

第2条復旧復興本部の所掌事務は、次のとおりとする。 

(1)東日本大震災に係る復旧復興計画の推進に関すること。 

(2)東日本大震災に係る復旧及び復興（以下「復旧復興」という。）に係る施策の 

確実な実施と総合調整に関すること。 

(3)その他復旧復興に係る重要事項に関すること。 

(組織） 

第3条復旧復興本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織し、別表に掲げ 

る職にある者をもって光てる。 

(本部長及び副本部長） 

第4条本部長は、復旧復興本部を統括する。 

2副本部長は、本部長を補佐し、本部長に事故があるとき、又は本部長が欠けたと 

きは、その職務を代理する。 

(会議） 

第5条会議は、本部長が招集する。 

2本部長は、必要があると認めるときは、本部員以外の職員又は外部の関係機関の 
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者に会議への出席を要請することができる。 

(庶務） 

第6条復旧復興本部の庶務は、総務部総務課において処理する。 

(廃止） 

第7条本部長は、復旧復興本部の設置の目的が達成されたと認めるときは、復旧復 

興本部を廃止するものとする。 

(補則） 

第8条この訓令に定めるもののほか、復旧復興本部の運営に関し必要な事項は、別 

に定める。 

附貝リ 

この訓令は、平成23年3月30日から施行する。 

附貝り（平成23年4月1日訓令第5号） 

この訓令は、平成23年4月1日から施行し、改正後の東日本大震災復旧復興本部規 

程の規定は、平成23年3月30日から適用する。 
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別表（第3条関係） 

区 分 職 名 職 務 

本 部 長 市 長 復旧復興本部の統括 

副 本 部 長 外 舘 副 市 長 本部長の補佐及び本部長に事故があると 

末 崎 副 市 長 き、又は本部長が欠けたときの職務の代理 

本 部 員 総 務 部 長 所管ごとの関連事項の実施責任者 

総 合 政 策 部 長 

総合政策部付部長 

市 民 生 活 部 長 

健 康 福 祉 部 長 

農 林 水 産 部 長 

産 業 振 興 部 長 

建 設 部 長 

山形総合支所長 

会 計 管 理 者 

水 道 事 業 所 長 

教 育 長 

教 育 次 長 

議 会 事 務 局 長 

備考本部長が不在の時に副本部長が代理する順序は、市長の職務の代理に関する 

規則（平成18年久慈市規則第7号）に準ずる。 
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東日本大震災記録集編集運営委員会設置要領 

<平成23年10月24日部長決裁> 

(設置） 

第1条東日本大震災に係る記録菓を編集し、更なる支援の促進と、今後の防災対策 

に資することを目的として、東日本大震災記録集編集連営委貝会（以下「委貝会」 

という。）を設置する。 

(取扱事項） 

第2条委員会で取り扱う事項は、次のとおりとする。 

(1)記録集の編集に関すること 

(2)記録集のダイジェスト版の編集に関すること。 

(3)その他、記録集の編集に関し必要なこと。 

(組織） 

第3条委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組祿し、別表第1に掲げる職 

にあるものをもって光てる。 

2委員長は、必要があると認めるときは、前項に掲げる者のほか、市の職員のうち 

から委員を指名することができる。 

(委員長及び副委員長） 

第4条委員長は、委員会を統括する。 

2副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたときに、 

その職務を代理する。 

(会議） 

第5条会議は、必要に応じて、委員長が招集する。 

2副委員長及び委員は、東日本大震災記録集編集に関するものについて調査、資料 

収集等を行い、会議で情報提供することとする。 

3委員長は必要があると認めるときは、委員以外の職員又は外部の関係機関の者に 

会議への出席を要請することができる。 

(編集班） 

第6条編集を円滑に行うため、委員会に東日本大震災記録集編集班を（「編集班」 

という）を置く。 

2編集班の班員は、別表第2に掲げる職員をもって究てる。 
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3委員長は、必要があると認めるときは、職員又は外部の関係機関の者を班員とし 

て要請することができる。 

(庶務） 

第7条連絡会議の庶務は、総務部総務課において処理する。 

(補則） 

第8条この要領に定めるもののほか、連絡会議の運営その他に関し必要な事項は、 

委員長が別に定める。 

附貝リ 

1この要領は、平成23年10月日から施行する。 

2この要領は、平成24年3月31日限り、その効力を失う。 
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別表第1(第3条関係） 

区 分 職 名 職 務 

委員長 総務部長 会議の統括 

副委員長 総務課長 姿員長の補佐及び姿貝長に事故 

があるとき、又は委員長が欠け 

たときの職務代理 

委 員 消防防災課長 

政策推進課長 

まちづくり振興課長 

社会福祉課長 

別表第2 (第6条関係） 

区 分 名 

班 貝 総務課行政文書グループ総括主査 

総務課行政文書グループ主任 

消防防災課消防グループ総括主査 

消防防災課防災グループ総括主査 

政策推進課企画政策グループ総括主査 

政策推進課秘書グループ総括主査 

まちづくり振興課広報統計グループ総括主査 

まちづくり振興課広報統計グループ主任 

社会福祉課社会長寿グループ総括主査 

社会福祉課社会長寿グループ主査 

選挙管理委員会事務局選挙グループ総括主査 
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